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【

】
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド
）

二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
源
流
考

「
朱
買
臣
図
」
か
ら
の
展
開

岩
井

茂
樹

本
稿
は
、
我
々
が
よ
く
知
っ
て
い
る
二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
の
原
型
に
つ
い
て

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
図
は
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ヤ
ン
『
天
路
歴
程
』
に
掲
載

さ
れ
た
挿
絵
を
も
と
に
、
幸
田
露
伴
が
作
り
出
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
考

察
の
結
果
、
二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
は
、
中
国
に
起
源
を
持
つ
「
朱
買
臣
図
」
を

も
と
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
朱
買
臣
図
」
に
は
、
読
書
を
し
な
が
ら
歩
く
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）

と
、
座
っ
て
読
書
す
る
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
置
薪
読
書
図
）
の
二
種
類
が
あ
る
。

前
者
は
『
漢
書
』
な
ど
の
漢
籍
を
も
と
に
中
国
で
作
ら
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
後
者
は
『
唐
物
語
』
な
ど
日
本
で
伝
承
さ
れ
た
説
話
を
も
と
に
し
て
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
前
者
は
江
戸
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
後
者
は
京

狩
野
派
に
だ
け
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
を
最
初
に
描
い
た
小
林
永
興
は
、
江
戸
狩
野
派
の
絵
師

で
あ
り
、
こ
の
絵
を
口
絵
と
し
て
載
せ
た
『
二
宮
尊
徳
翁
』
を
書
い
た
幸
田
露
伴
は
漢
籍

に
通
じ
て
い
た
人
で
あ
っ
た
。

明
治
期
の
江
戸
狩
野
派
の
人
々
、
そ
し
て
幸
田
露
伴
に
よ
っ
て
、
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣

図
」
は
二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
へ
と
転
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
絵
画
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
応
用
、
転
用
さ
れ
て
い
っ

た
の
か
を
考
え
る
際
に
、
本
稿
は
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
。

【
二
宮
金
次
郎

負
薪
読
書
図

ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ヤ
ン

幸
田
露
伴

朱
買
臣
図

狩
野

派

江
戸
絵
画

大
徳
寺

妙
心
寺

小
林
永
興
】

響
き
合
う
テ
キ
ス
ト
（
三
）

異
国
の
師
の
面
影

豊
子
愷
の
「
林
先
生
」
と
漱
石
の
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」、

魯
迅
の
「
藤
野
先
生
」

西
槇

偉

本
論
文
は
、
中
国
近
代
の
知
名
な
作
家
で
あ
り
、
か
つ
画
家
で
も
あ
る
豊
子
愷
の
小
品

「
林
先
生
」（
一
九
三
六
）
が
夏
目
漱
石
の
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」（
一
九
〇
九
）、
及
び
魯
迅

の
「
藤
野
先
生
」（
一
九
二
六
）
に
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
豊
子
愷
は
、『
漱
石
全
集
』
を
愛
読
し
、
こ
の
時
期
の
彼
の
エ

ッ
セ
ー
に
は
漱
石
の
小
品
文
の
感
化
が
色
濃
い
。「
林
先
生
」
は
彼
の
日
本
留
学
時
の
音

楽
教
師
を
記
し
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
文
学
で
、
留
学
先
で
教
わ
っ
た
教
師
を
描
い
た
「
ク
レ

イ
グ
先
生
」
や
「
藤
野
先
生
」
と
題
材
を
同
じ
く
す
る
。「
林
先
生
」
の
表
現
は
絵
画
的

で
あ
り
、
詩
味
も
添
え
ら
れ
、
音
楽
も
素
材
に
含
ま
れ
る
ゆ
え
、
芸
術
色
豊
か
な
小
品
と

い
え
る
。「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
と
の
共
通
点
と
し
て
、
写
実
的
な
描
写
と
主
観
的
な
表
現

を
織
り
交
ぜ
て
人
物
を
素
描
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
反
復
の
多
用
、
誇
張
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア

に
富
む
表
現
、
詩
情
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
林
先
生
」
と

「
藤
野
先
生
」
と
の
間
に
は
、
師
と
の
絆
を
示
す
「
ノ
ー
ト
」
と
い
う
主
要
モ
チ
ー
フ
が

一
致
す
る
。「
藤
野
先
生
」
に
は
留
学
時
の
作
者
自
身
の
境
遇
や
心
境
の
変
化
も
書
か
れ
、

藤
野
先
生
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
な
い
と
い
う
違
い
も
あ
る
。

三
作
品
の
比
較
に
よ
り
、
共
通
点
や
相
違
が
浮
か
び
上
が
り
、
興
味
深
い
。「
林
先
生
」

と
「
藤
野
先
生
」
は
と
も
に
中
国
人
留
学
生
の
目
か
ら
日
本
人
教
師
を
描
き
、
師
弟
間
の

情
感
の
交
流
を
大
切
に
す
る
儒
教
文
化
圏
の
教
師
像
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。「
ク
レ
イ
グ

先
生
」
は
そ
の
点
で
や
や
異
な
り
、
漱
石
は
そ
の
金
銭
感
覚
に
違
和
感
を
覚
え
、
師
弟
の

情
を
感
じ
た
の
は
別
れ
を
告
げ
に
い
っ
た
と
き
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
漱
石
は

隠
者
の
風
貌
の
あ
る
ク
レ
イ
グ
先
生
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
筆
致
で
描
き
、
そ
の
業
績

を
讃
え
て
い
る
。
一
方
、
世
間
に
背
を
向
け
た
隠
者
、
奇
人
と
い
う
性
格
は
、
ク
レ
イ
グ

先
生
と
林
先
生
の
共
通
点
で
も
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
共
通
点
や
相
違
を
踏
ま
え
、
三
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
指

摘
で
き
よ
う
。「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
は
そ
の
ユ
ー
モ
ア
表
現
が
全
篇
を
貫
き
、
詩
情
も
漂

う
作
品
と
い
え
る
。「
藤
野
先
生
」
は
理
想
的
な
教
師
像
を
描
き
上
げ
る
ほ
か
、
文
筆
家

と
し
て
闘
う
作
者
の
姿
を
も
映
し
出
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。「
林
先
生
」
は
ほ
か

7
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の
二
作
品
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
絵
画
、
音
楽
、
詩
を
融
合
し
た
芸
術
味

が
際
立
つ
。

【
豊
子
愷

「
林
先
生
」

夏
目
漱
石

「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

魯
迅

「
藤
野
先
生
」】

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
ら
れ
る
「
非
暴
力
主
義
」

「
自
己
犠
牲
の
精
神
」
と
「
菜
食
主
義
」
の
一
考
察

イ
ン
ド
人
の
観
点
か
ら

プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ

宮
沢
賢
治
は
、
詩
人
・
童
話
作
家
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岩
手

県
出
身
の
賢
治
の
作
品
に
岩
手
県
も
な
け
れ
ば
、
日
本
も
な
く
、

宇
宙
」だ
け
が
あ
る
と

よ
く
言
わ
れ
る
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
彼
の
ど
の
作
品
の
中
に
も
、
彼
独
自
の
人

生
観
、
世
界
観
及
び
宗
教
観
が
貫
い
て
い
て
、
一
種
の
普
遍
性
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
彼
の
優
れ
た
想
像
力
、
超
人
的
な
能
力
、
そ
し
て
一
般
常
識
の
領
域

を
超
え
た
彼
の
感
受
性
は
、
日
本
文
学
史
上
、
前
例
の
な
い
一
連
の
文
学
作
品
を
生
み
出

し
た
。
賢
治
の
文
学
作
品
に
顕
現
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ド
・
仏
教
的
思
想
」、
つ
ま
り
生
き

物
へ
の
慈
悲
と
同
情
、
不
殺
生
と
非
暴
力
主
義
、
輪
廻
転
生
、
自
己
犠
牲
の
精
神
及
び
菜

食
主
義
な
ど
の
観
念
は
ど
ん
な
も
の
か
、
イ
ン
ド
人
の
観
点
か
ら
調
べ
、
解
釈
す
る
と
と

も
に
賢
治
思
想
の
東
洋
的
特
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

賢
治
の
思
想
と
彼
の
人
格
を
形
成
し
た
主
な
外
力
と
し
て
、
彼
の
生
ま
れ
育
っ
た
家
の

環
境
、
宗
教
と
り
わ
け
、
法
華
経
か
ら
受
け
た
霊
感
、
教
育
と
自
然
の
観
察
に
よ
っ
て
取

得
し
た
啓
蒙
的
知
識
、
貧
し
い
県
民
へ
の
同
情
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
本
稿
の
前
半

で
賢
治
の
思
想
と
人
格
を
形
成
し
た
こ
れ
ら
の
外
力
に
つ
い
て
ふ
れ
、
そ
の
次
に

よ
だ

か
の
星
」と
い
う
作
品
を
中
心
に
賢
治
作
品
に
顕
在
し
て
い
る
「
非
暴
力
」

慈
悲
」お
よ

び

自
己
犠
牲
の
精
神
」の
思
想
を
考
察
し
た
。
最
後
に
、

ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」と
い
う

作
品
を
基
に
、
賢
治
の
菜
食
主
義
の
思
想
の
裏
に
潜
む
仏
教
的
観
念
と
イ
ン
ド
に
お
け
る

菜
食
主
義
と
の
関
連
性
を
論
じ
、
賢
治
作
品
に
顕
現
し
て
い
る
イ
ン
ド
・
仏
教
的
思
想
を

究
明
し
た
。

【
不
殺
生

非
暴
力

無
抵
抗
主
義

自
己
犠
牲
の
精
神

慈
悲

菜
食
主
義

輪
廻
転

生

カ
ル
マ

業
）

宇
宙
観

法
華
経

霊
感

超
人
的
能
力

執
着

感
情

フ
ィ
ー

リ
ン
グ
）

穢
れ
の
概
念

ジ
ャ
イ
ナ
教

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

マ
ヌ
法
典

テ
ィ
ル
ク
ラ

ル

み
ん
な
の
幸
せ

共
存
共
栄
】

核
家
族
社
会
イ
ギ
リ
ス
と
直
系
家
族
社
会
日
本
の
親
族
関
係

比
較
研
究
へ
の
覚
書

平
井

晶
子

戦
後
の
日
本
は
核
家
族
社
会
へ
移
行
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
直
系
家
族
社
会
が
維

持
さ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
伝
統
的
に
核
家
族
社
会
と
い
わ
れ

て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
目
を
む
け
、
核
家
族
社
会
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ

て
い
る
社
会
な
の
か
を
再
検
討
し
、
現
在
の
日
本
の
状
況
を
理
解
し
た
い
、
こ
れ
が
筆
者

の
比
較
研
究
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
核
家
族
社
会
と
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
を
も
つ
社
会
な
の
か
、
豊
富
な
蓄
積
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
史
研
究
を
中

心
に
考
察
し
、
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
る
新
た
な
視
点
を
見
出
し
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
の

新
し
い
分
析
視
角
か
ら
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
な
お
す
試
み
を
お
こ
な
い
、
今
後
の
比
較

研
究
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

【
日
本

イ
ギ
リ
ス

親
族

核
家
族

直
系
家
族

家
族
変
動

比
較
研
究
】

井
筒
俊
彦
の
主
要
著
作
に
見
る
日
本
的
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解

池
内

恵

日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
研
究
に
お
い
て
、
井
筒
俊
彦
の
諸
著
作
が
与
え
た

影
響
は
他
を
圧
し
て
い
る
。
日
本
の
知
識
階
層
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
理
解
は
、
ほ
と
ん
ど

井
筒
俊
彦
の
著
作
の
み
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
も
誇
張
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
井
筒
の
著
作
の
特
徴
は
、
日
本
の
知
識
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
特
徴

と
等
し
い
と
も
い
え
る
。
こ
の
論
文
で
は
ま
ず
、
井
筒
の
著
作
に
お
い
て
関
心
が
も
っ
ぱ

ら
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー

ム
法
学
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
井
筒
が

イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
の
神
秘
的
な
側
面
に
特
に
重
点
を
お
い
た
こ
と
は
、
井
筒
が
禅
の
素

養
を
持
つ
父
か
ら
受
け
た
神
秘
的
修
道
を
基
調
と
す
る
教
育
に
由
来
す
る
と
論
じ
る
。
ま

た
、
井
筒
の
精
神
形
成
を
め
ぐ
る
自
伝
的
な
情
報
を
井
筒
の
初
期
の
著
作
に
散
在
す
る
記

述
か
ら
読
み
取
り
、
井
筒
の
神
秘
家
と
し
て
の
生
育
環
境
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
を
め
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ぐ
る
著
作
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

【
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史

井
筒
俊
彦

神
秘
主
義

ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

哲
学

禅
】

東
ア
ジ
ア
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
新
し
い
視
点

園
田

英
弘

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
も
た
ら
す
「
時
間
距
離
の
短
縮
」
は
、
地
理
的
関
係
に
規

定
さ
れ
た
問
題
ま
で
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
東
ア
ジ
ア
」
諸
国
は
地
理
的
に
近
接

し
、「
発
展
」
の
仕
方
の
ち
が
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
モ
ザ
イ
ッ
ク
模
様
を
も
ち
つ

つ
も
相
互
関
係
を
ま
す
ま
す
密
接
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト
と
呼

ぶ
。
今
日
の
「
東
ア
ジ
ア
」
の
動
き
の
核
心
を
な
す
中
国
経
済
の
繁
栄
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
近
代
化
論

を
点
検
し
つ
つ
、「
後
発
者
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
」
と
い
う
観
点
を
提
出
す
る
。
他
方
、
今

日
で
は
、
各
国
内
に
社
会
や
文
化
の
分
裂
が
進
行
す
る
傾
向
も
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、「
文
明
」
間
の
対
話
の
前
提
に
は
、
今
日
の

「
東
ア
ジ
ア
」
各
国
の
モ
ザ
イ
ク
状
態
、
異
質
の
問
題
群
が
「
構
造
化
」
し
て
い
る
状
態

を
よ
く
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

東
ア
ジ
ア

文
明
と
宗
教

日
本
近
代
化
論

東
ア
ジ

ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

後
発
者
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

モ
ザ
イ
ッ
ク
模
様

文
明
間
の
対

話
】

連
歌
の
「
詠
み
方
」
と
「
読
み
方
」

宗
祇
一
座
の『
水
無
瀬
三
吟
』『
湯
山
三
吟
』を
矩
と
し
て

光
田

和
伸

連
歌
師
の
宗そう
祇ぎ
（
一
四
二
一
〜
一
五
〇
二
）
が
、
そ
の
弟
子
と
と
も
に
制
作
し
た
『
水み

無な
瀬せ
三さん
吟ぎん
』（
一
四
八
八
）
と
『
湯ゆの
山やま
三さん
吟ぎん
』（
一
四
九
一
）
は
、
連
歌
史
上
で
最
高
の
作

品
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
定
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
の
か
。
宗
祇
の
こ
の
二
つ
の
作
品
を
、
宗
祇
以
前
、
あ
る
い
は
宗
祇
以
後
の
連
歌
作

品
と
比
較
し
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
具
体
的
に
ま
た
客
観
的
に
指
摘
す
る
方
法
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
、
第
一
に
、
連
歌
の
ル
ー
ル
全
体
を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
、

そ
し
て
第
二
に
、
独
自
に
考
案
し
た
解
析
シ
ー
ト
に
よ
り
連
歌
作
品
の
展
開
を
理
解
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
試
み
で
あ
る
。

【
宗
祇

水
無
瀬
三
吟

湯
山
三
吟

連
歌
式しき
目もく

連
歌
の
理
解
】
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一

は
じ
め
に

平
成
一
八
年
（
二
○
○
六
）、
世
間
を
さ
わ
が
せ
た
事
件
の
一
つ
に
、
和
田

義
彦
（
敬
称
略
、
以
下
同
）
の
「
盗
作
問
題
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
和
田
が
ロ

ー
マ
在
住
の
画
家
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ス
ギ
の
絵
を
盗
作
し
た
と
さ
れ
た
事
件
で

あ
っ
た
。
新
聞
記
事
に
載
せ
ら
れ
た
両
者
の
絵
の
写
真
は
、
構
図
な
ど
が
酷
似

し
て
い
た
。
も
と
よ
り
こ
の
事
件
の
是
非
を
こ
こ
で
論
ず
る
つ
も
り
は
な
い
。

た
だ
こ
の
問
題
は
、
日
本
絵
画
、
と
り
わ
け
明
治
時
代
以
前
の
絵
を
考
え
る
上

で
避
け
て
通
れ
な
い
、
あ
る
重
要
な
問
題
を
包
含
し
て
い
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
絵
画
の
世
界
で
は
、
同
じ
構
図
、
同
じ

色
づ
か
い
の
絵
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
狩
野
派
の
絵
が
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
粉
本
主
義
」
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
の
な
い
同
じ
よ
う
な
絵
を
量
産
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
い
て

い
は
非
難
め
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
非
難
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
だ
が
本
格
的
に
非
難
が
な
さ
れ

た
の
は
、
明
治
時
代
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
画
家
が
、
独
自
性
の
あ
る
絵
を
求

め
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
近
年
、
そ
う
し
た
画
一
的
と
も
い
え
る
見
方
に
疑
問
を
も
つ
人
が
で

て
き
た
。
狩
野
派
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
教
育
方
法
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
山
下
裕
二
ら
が
編
集
し
た
『
別
冊
太
陽
』
の
『
狩
野
派
決
定
版
』

（
平
凡
社
、
平
成
一
六
年
九
月
刊
）
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
ろ
う
。
高
い
絵

画
技
法
を
伝
承
し
て
き
た
絵
師
集
団
、
狩
野
派
。
そ
の
狩
野
派
の
シ
ス
テ
ム
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
近
代
日
本
画
も
高
い
レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ
な
が
ら
展
開
し

て
い
っ
た
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
直
し
が
今
後
さ
ら
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
論
考
も
、

そ
の
見
直
し
を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
源
流
考

「
朱
買
臣
図
」
か
ら
の
展
開

岩

井

茂

樹
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本
論
考
で
は
、
私
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
二
宮
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書

図
」（
図
１
）
の
起
源
が
、
中
国
に
起
源
を
も
つ
朱
買
臣
説
話
と
「
朱
買
臣
図
」

に
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
の
後
、
朱
買
臣
の
説
話
、
絵
画
が
日
本
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
伝
承
・
継
承
さ
れ
、
そ
れ
が
図
１
の
よ
う
な
二
宮
金
次
郎
「
負
薪

読
書
図
」
へ
と
転
用
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二

二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
へ
の
展
開

元
来
、
二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
‥
一
七
八
七
〜
一
八
五
六
）
に
は
、
少
年
の
頃
の

絵
や
写
真
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
。
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
二
宮
金
次
郎
の
少

年
像
は
金
次
郎
の
死
後
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
に
よ
る
と
、
二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
の
初
出
は
、
幸
田

露
伴
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
七
）
が
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
博
文
館
の

「
少
年
文
学
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
出
し
た
『
二
宮
尊
徳
翁
』
の
口
絵
で
あ
る

と
い
う
。
図
１
が
そ
れ
だ
。

藤
森
照
信
は
、

さ
て
、
明
治
一
六
年
の
『
報
徳
記
』
の
刊
行
に
よ
り

手
本
は
二
宮
金

次
郎

の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
図
像
と
し
て
の
金
次
郎

像
の
登
場
は
こ
れ
に
少
し
遅
れ
る
。

図
像
化
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
幸
田
露
伴
で
、
露
伴
は
、
明
治
二
四
年

の
『
二
宮
尊
徳
翁
』（
少
年
文
学
第
七
編
）
の
刊
行
に
当
り
、
カ
ラ
ー
口
絵

で
金
次
郎
の
姿
を
は
じ
め
て
世
間
に
知
ら
し
め
た１

）
。

と
い
う
。
ま
た
、
井
上
章
一
や
青
木
茂
雄
も
そ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る２

）
。

さ
ら
に
、
井
上
章
一
は
、
露
伴
が
『
風
流
仏
』（
吉
岡
書
籍
店
、
明
治
二
二
年

九
月
刊
）
の
挿
絵
図
案
を
自
分
で
描
い
て
い
た
と
い
う
『
読
売
新
聞
』
の
記
述

図１ 幸田露伴『二宮尊徳翁』口絵（明治24年＜1891＞10月)
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（
明
治
二
二
年
一
○
月
一
七
日
付
付
録
）
か
ら
、

『
二
宮
尊
徳
翁
』
の
さ
し
絵
も
、
露
伴
み
ず
か
ら
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
あ
る
程
度
の
示
唆
は
あ
た
え
て

い
た
だ
ろ
う
。

と
い
い
、
さ
ら
に
続
け
て
、

こ
の
さ
し
絵
だ
が
、
こ
れ
に
は
お
そ
ら
く
ネ
タ
が
あ
る
。
露
伴
が
参
照

し
た
だ
ろ
う
図
像
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
家
・
バ
ン
ヤ
ン

が
著
し
た
『
天
路
歴
程
』（“T

h
e P

ilg
rim

’s P
ro
g
ress”

一
六
七
八
年
）

で
あ
る３

）
。

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
こ
の
口
絵
は
露
伴
が
指
導
的
役
割
を
果
た

し
、
そ
れ
は
露
伴
が
見
た
で
あ
ろ
う
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ヤ
ン
（Jo

h
n
 
B
u
n
y
a
n

‥

一
六
二
八
〜
一
六
八
八
）『
天
路
歴
程
』
と
い
う
書
物
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の

だ
と
い
う
の
で
あ
る４

）
（
図
２
〜
５
）。

な
る
ほ
ど
、
背
中
に
は
重
い
荷
物
を
載
せ
、
聖
書
を
手
に
し
て
い
る
。
図
２

や
図
４
・
５
で
は
聖
書
を
読
み
な
が
ら
坂
道
を
上
っ
て
い
る５

）
。
金
次
郎
イ
メ
ー

ジ
の
源
流
と
考
え
る
の
も
無
理
は
な
い
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
図
を
見
る
限
り
、『
天
路
歴
程
』
が
「
ネ
タ
」
で
あ
る
と

は
言
い
難
い
。
非
常
に
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
し
（
絵
の
構
図
が
安
定
し

て
い
な
い
）、
こ
の
よ
う
な
図
な
ら
中
国
、
日
本
に
も
い
く
ら
で
も
存
在
す
る

か
ら
で
あ
る
。
も
し
、「
ネ
タ
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
構
図
が
安
定
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、『
天
路
歴
程
』
よ
り
も
可
能
性
の
高
い
図
像
を
探
し
て
み
よ
う
。

金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
の
構
成
要
素
は
、
次
の
三
要
素
に
集
約
さ
れ
る
。

①

少
年
で
あ
る
こ
と

②

薪
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と

③

山
中
を
歩
き
な
が
ら
読
書
を
し
て
い
る
こ
と

の
三
要
素
で
あ
る
。

こ
の
す
べ
て
を
満
た
す
図
像
を
探
し
た
が
、
全
く
見
あ
た
ら
な
い
。
で
は
、

そ
の
内
二
要
素
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を
探
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
①
と
②
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
物
は
い
な
い
か
、
探
っ
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
説
経
節
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
山
椒
大
夫
」（
三
荘
太
夫
）

の
厨
子
王
に
、「
負
薪
読
書
図
」
に
似
た
も
の
が
あ
っ
た６

）
（
図
６
、
７
）。

た
し
か
に
こ
れ
ら
の
図
は
、
①
と
②
の
条
件
に
適
っ
て
は
い
る
。
こ
の
物
語

も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
定
し
た
構
図
が
な
い
と
い
う
の
は
、
バ

ン
ヤ
ン
の
場
合
と
同
じ
く
大
き
な
欠
点
で
あ
る
。
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」

へ
と
直
接
的
に
繫
が
る
要
素
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
欠
点
は
、
厨
子
王
の
場
合
、
安
寿
姫
と
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
厨
子
王
が
柴
、
ま
た
は
薪
を
担
ぎ
、
安
寿
は
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図２ バンヤン『天路歴程』（1672年第3版挿絵)図３ ホワイト訳『天路歴程』（1886年初版挿絵)

図４ ホワイト訳『天路歴程』（1893年第3版挿絵)図５ ホワイト訳『天路歴程』（第3版）表紙
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塩

み
に
、
と
い
っ
た
場
面
を
描
い
た
も
の
が
多
い
の
だ
。
絵
の
中
に
関
係
性

が
あ
る
の
だ
。
姉
と
弟
の
関
係
性
で
あ
る
。
金
次
郎
の
図
像
は
本
と
い
う
物
質

と
の
関
係
性
は
あ
っ
て
も
、
人
物
間
の
関
係
性
は
全
く
な
い
。
外
部
の
世
界
か

ら
は
遮
断
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
閉
鎖
性
が
厨
子
王
の
図
像
に
は
な
い
。

金
次
郎
の
話
と
の
共
通
点
を
求
め
る
と
す
る
と
、
叔
父
・
萬
兵
衛
に
い
じ
め

ら
れ
る
金
次
郎
と
、
山
椒
大
夫
の
息
子
、
三
郎
に
こ
き
使
わ
れ
る
厨
子
王
、
そ

し
て
最
後
に
は
そ
の
苦
労
が
報
わ
れ
二
人
と
も
成
功
す
る
と
い
う
点
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
総
合
的
に
判
断
し
て
、
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
の
直
接
の
原
型
と

は
断
定
し
難
い
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た
二
つ
の
欠
点
が
大
き
い
か
ら
だ
。

で
は
、
②
、
③
の
条
件
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
絵
に

「
朱しゆ
買ばい
臣しん
図
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
次
章
で
見
る
が
、
②
、
③
の
条
件
を
満
た
す

だ
け
で
な
く
、
構
図
が
安
定
し
て
お
り
、
人
物
も
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

図
８
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

「
朱
買
臣
図
」
が
、
井
上
章
一
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
『
天
路
歴
程
』
の
図
よ

り
も
、
ず
っ
と
金
次
郎
「
負
薪
読
書
図
」
に
近
い
こ
と
は
瞭
然
と
し
て
い
る
。

朱
買
臣
は
、
前
漢
の
実
在
人
物
で
あ
る
。『
漢
書
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

朱しゅ
買ばい
臣しん
は
、
字
を
翁おう
子し
と
い
う
。
呉
県
の
人
。
家
は
貧
し
か
っ
た
が
、

図６ 説経さいもん『三荘太夫』（成立年未詳)

図７ 『三荘太夫実記』（明治19年＜1886＞3月)
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読
書
が
好
き
で
、
金
儲
け
は
念
頭
に
な
い
。
い
つ
も
薪
を
切
っ
て
売
り
歩

く
こ
と
で
、
食
べ
て
い
た
。
束
ね
た
薪
を
肩
に
か
つ
い
で
、
歩
き
な
が
ら

書
物
を
朗
読
す
る７

）
。

こ
の
後
、い
つ
ま
で
経
っ
て
も
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
朱
買
臣
は
、妻
に
逃
げ

ら
れ
る
。け
れ
ど
も
長
年
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、最
後
に
は
会
稽
の
太
守
（
郡

の
長
官
）
に
な
っ
て
故
郷
に
錦
を
飾
る
と
い
う
の
が
朱
買
臣
の
お
話
で
あ
る
。

「
朱
買
臣
図
」
と
の
相
似
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
確
証
が
あ
る
。
幸
田
露
伴

『
二
宮
尊
徳
翁
』
の
口
絵
（
図
１
）
を
描
い
た
の
は
、
小
林
永えい
興きよう（
一
八
六
六

〜
一
九
三
三
）
と

＊

い
う
画
家
で
あ
る
。
こ
の
人
は
、
中
橋
狩
野
家
（
江
戸
狩
野

派
‥
狩
野
派
宗
家
）
の
系
統
に
連
な
る
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
で
詳
し
く
述

べ
る
よ
う
に
、
負
薪
読
書
型
の
「
朱
買
臣
図
」
は
す
べ
て
江
戸
狩
野
派
に
連
な

る
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
＊『
物
故
書
画
家
人
名
辞
典
』（v

er 2. 0

装
美
）
に
よ
る
。

「
え
い
こ
う
」
と
読
み
生
年
を
一
八
七
二
年
と
す
る
資
料
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
江
戸
狩
野
派
が
得
意
と
し
て
い
た
負
薪
読
書
型
「
朱
買
臣
図
」
が
、

小
林
永
興
の
手
に
よ
っ
て
二
宮
金
次
郎
へ
と
変
え
ら
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
高

い
の
で
あ
る
。

幸
田
露
伴
も
ま
た
関
与
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
露
伴
が
そ
の
あ
た
り

の
事
情
に
つ
い
て
、
直
接
語
っ
て
く
れ
て
い
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
そ
う
し
た
資

料
は
な
い
。
状
況
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

ま
ず
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
露
伴
が
『
二
宮
尊
徳
翁
』
で
最
も
伝
え
た

か
っ
た
の
は
、
金
次
郎
の
幼
少
期
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
シ
ー
ン
を
活
写
す

る
動
機
は
少
な
く
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
露
伴
が
朱
買
臣
の
話
の
載

る
『
漢
書
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
実
だ
。

露
伴
と
同
年
生
ま
れ
の
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）
は
『
文
学
論
』

（
大
倉
書
店
、
明
治
四
○
年
五
月
刊
）
の
「
序
」
で
「
余
は
少
時
好
ん
で
漢
籍
を

学
び
た
り
。
之
を
学
ぶ
事
短
か
き
に
も
関
ら
ず
、
文
学
は
斯
く
の
如
き
者
な
り

と
の
定
義
を
漠
然
と
冥
々
裏
に
左
国
史
漢
よ
り
得
た
り
」
と
言
っ
て
い
る８

）
。
意

味
は
こ
う
だ
。
私
は
幼
い
時
好
ん
で
漢
籍
を
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
漢
籍
を
学
ん
だ

期
間
は
短
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
文
学
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
定
義
を
漠
然
と
だ
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
左
国
史
漢
か
ら
得
た
の
で

あ
る
、
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
に
あ
る
「
左
国
史
漢
」
と
は
『
春
秋
左
氏
伝
』、

『
国
語
』、『
史
記
』、『
漢
書
』
の
事
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
広
く
漢
学
の

図８ 伝狩野元信筆「朱買臣図」（片幅）（東京国立博
物館蔵 重要文化財)
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基
本
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
一
文
で
も
わ
か
る
。
当
時
、

少
し
で
も
漢
籍
を
読
ん
だ
事
の
あ
る
人
は
、
当
然
『
漢
書
』
に
も
触
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
漢
籍
に
詳
し
か
っ
た
露
伴
な
ら
、
な
お
さ
ら
の
事
、『
漢
書
』
を

小
さ
い
頃
か
ら
何
度
も
読
ん
で
お
り
、
精
通
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
以
外
に
も
露
伴
が
『
漢
書
』
を
読
ん
で
い
た
証
拠
と
し
て
、
明
治
二
七

年
（
一
八
九
四
）
に
発
表
さ
れ
た
「
漢
書
の
作
者９

）
」
と
い
う
文
章
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
一
文
は
雑
誌
『
小
国
民
』
の
明
治
二
七
年
六
月
下
旬
号
、

七
月
上
旬
号
に
載
っ
た
も
の
だ
。
雑
誌
『
小
国
民
』
は
、
石
井
研
堂
が
編
集
し

て
い
た
少
年
向
け
雑
誌
で
あ
る
。
こ
こ
に
載
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
た
ち

に
『
漢
書
』
の
学
習
を
勧
め
る
意
図
が
当
然
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
金
次
郎
以
前

に
も
朱
買
臣
と
い
う
人
物
が
い
て
、
い
つ
の
世
も
学
問
を
怠
ら
な
け
れ
ば
後
に

は
必
ず
成
功
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
露
伴
は
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
。

露
伴
は
漢
籍
だ
け
で
は
な
く
、
俳
諧
集
で
朱
買
臣
を
知
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

後
で
述
べ
る
が
、
俳
諧
の
付
合
書
や
、『
犬えの
子こし
集ゆう
』
な
ど
の
俳
諧
を
集
め
た
書

に
、
朱
買
臣
に
関
す
る
記
述
な
い
し
、
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
露
伴

が
俳
諧
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
露
伴
が
朱
買
臣
の
話
を
よ
く
知
っ
て
い
た
事
は
ま
ず
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
朱
買
臣
と
金
次
郎
に
は
負
薪
読
書
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
以
外
に
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
の
人
生
を
図
式
化
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

貧
困
↓
負
薪
読
書
（
不
断
の
努
力
）
↓
妻
と
の
離
縁
↓
社
会
的
成
功

こ
の
共
通
点
に
小
林
永
興
や
幸
田
露
伴
が
気
付
き
、
二
宮
金
次
郎
「
負
薪
読

書
図
」
へ
の
転
用
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
述
し
た
よ
う
に
小
林
永
興
は
、
中
橋
狩
野
家
の
系
譜
の
最
後
尾
に
位
置
す

る
人
で
あ
る
。
こ
の
人
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
録
が
な
く
、
も
ち
ろ
ん
研
究

も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
そ
の
師
で
あ
っ
た
小
林
永えい
濯たく
（
鮮
斎
‥
一

八
四
三
〜
一
八
九
○
）
に
関
し
て
は
若
干
の
記
録
や
研
究
が
あ
る
。
明
治
の
新

聞
記
者
、
野
崎
左
文
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
五
）
の
回
想
に
よ
る
と
、

永
濯
氏
の
筆
は
本
画
か
ら
出
た
丈
あ
つ
て
品
も
備
は
り
且
丁
寧
で
、
人

物
の
容
貌
な
ど
は
如
何
に
も
其
人
ら
し
く
、
殊
に
背
景
の
樹
木
や
山
水
は

浮
世
絵
派
の
及
ば
ぬ
処
が
あ
つ
て
、
一
点
も
投
や
り
に
描
い
た
処
が
な
く

腕
は
た
し
か
に
一
段
上
だ
つ
た
に
拘
は
ら
ず
、
芳
年
氏
（
月
岡
芳
年
の
こ

と
｜
筆
者
注
）
の
如
き
奇
抜
な
風
も
な
く
又
芳
幾
氏
（
落
合
芳
幾
の
こ
と
｜

筆
者
注
）
の
如
き
艶
麗
な
赴
き
に
乏
し
か
つ
た
為
め
に
俗
受
け
を
専
ら
と

す
る
新
聞
の
挿
絵
と
し
て
は
気
の
毒
な
が
ら
評
判
に
上
ら
ず
、
芳
年
氏
の

為
め
に
稍や
や
圧
倒
せ
ら
れ
た
気
味
が
あ
つ
た
。
併
し
私
の
敬
服
し
た
の
は
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他
の
画
家
中
に
は
記
者
の
下
絵
に
対
し
て
人
物
の
甲
乙
の
位
置
を
転
倒
し

た
り
、
或
は
全
く
其
の
姿
勢
を
変
へ
た
り
し
て
、
下
絵
と
は
殆
ど
別
物
の

図
様
に
書
き
上
げ
る
人
が
多
か
つ
た
の
に
、
独
り
永
濯
氏
の
み
は
魯
文
翁

（
仮
名
垣
魯
文
の
こ
と
｜
筆
者
注
）
や
私
の
下
絵
通
り
に
筆
を
着
け
て
少
し

も
其
赴
き
を
変
へ
な
か
つ
た
一
事
で
、
是
れ
は
氏
の
筆
力
が
自
在
で
あ
つ

た
証
拠
だ
と
思
は
れ
る10

）
。

と
い
う
よ
う
に
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
筆
力
が
達
者
で
、
品
格
も
兼

ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
記
者
の
下
絵
を
忠
実
に
挿
絵
に
す
る
と
い
う

制
作
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
文
章
か
ら
わ
か
る
。
狩
野
派
が
主
に
注
文

制
作
を
す
る
集
団
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
図
９
は
、
永

濯
の
肖
像
画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
直
な
師
に
学
ん
だ
永
興
が
、
そ
の
美
点

を
忠
実
に
受
け
継
い
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
永
濯
の
も
う
一
人
の
弟
子
、
富
岡
永
洗
（
一
八

六
四
〜
一
九
○
五
）
も
同
じ
様
な
「
負
薪
読
書
図
」
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
10
が
そ
れ
で
あ
る
。

落
款
か
ら
こ
れ
が
永
洗
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
永
興

の
絵
と
く
ら
べ
る
と
、
背
負
っ
て
い
る
薪
が
大
き
い
こ
と
と
、
ま
っ
す
ぐ
前
を

向
い
て
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
く
異
な
る
点
だ
。

左
上
に
は
成
人
し
た
金
次
郎
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
や
が
て

勉
強
し
て
立
派
な
人
に
な
る
金
次
郎
の
成
長
前
後
の
姿
が
、
一
枚
の
絵
と
し
て

表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
露
伴
の
『
二
宮
尊
徳
翁
』
の
「
負
薪
読
書
図
」
は
初
版
か
ら
少
な
く

と
も
一
六
版
（
明
治
三
四
年
二
月
）
ま
で
は
口
絵
の
二
枚
目
で
あ
っ
た
。
口
絵

の
一
枚
目
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
金
次
郎
の
成
人
姿
で
あ
る
（
図
11
）。

こ
の
二
枚
の
絵
を
一
枚
に
し
た
の
が
図
10
な
の
で
あ
る11

）
。

少
年
の
図
だ
け
で
な
く
成
人
図
も
道
理
で
似
て
い
る
わ
け
だ
。
い
さ
さ
か
永

洗
の
絵
の
方
が
く
っ
き
り
し
た
顔
立
ち
で
、
衣
の
襞
も
角
張
っ
て
お
り
、
羽
織

の
紋
も
細
か
く
描
い
て
あ
る
の
が
違
う
く
ら
い
だ
。
そ
れ
ら
の
相
違
点
を
除
け

ば
、
ほ
ぼ
同
じ
図
像
と
断
じ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
少
年
図
と
成
人
図
を
一

枚
に
し
た
こ
と
で
、
少
年
は
将
来
立
派
に
な
る
こ
と
を
望
み
（
そ
の
姿
が
成
人

図
）、
反
対
に
成
人
に
な
っ
た
金
次
郎
が
少
年
時
代
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る

よ
う
な
効
果
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

と
も
あ
れ
、
図
10
は
露
伴
『
二
宮
尊
徳
翁
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
だ
が
、
先
に
言
っ
た
よ
う
に
露
伴
『
二
宮
尊
徳
翁
』
の
初
版
か
ら
一
六

版
ま
で
は
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
は
口
絵
の
二
枚
目
で
あ
っ
た
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
は
、
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
を
成
人
像
よ
り
も
強
調
し
た
の

は
小
林
永
興
よ
り
も
む
し
ろ
富
岡
永
洗
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
富
岡
永
洗
と
幸
田
露
伴
は
「
根
岸
党
」（
後
に
「
根
岸
派
」
と
も
い
わ
れ

る
）
の
仲
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
饗あえ
庭ば
篁こう
村そん
と
森
田
思
軒
、
そ
し
て
幸
堂
得
知

を
発
起
人
と
し
て
発
足
し
た
会
で
あ
る
が
、
い
つ
結
成
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
、
遅
く
と
も
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
五
月
以
前
で
あ
る
こ
と
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は
確
実
だ
。
当
時
「
根
岸
党
」
が
恒
例
と
し
て
い
た
二
日
旅
行
を
、
明
治
二
四

年
五
月
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
確
認
で
き
る
。
党
員
と
し
て
、
須
藤
南

翠
・
高
橋
太
華
・
関
根
只
好
・
宮
崎
三
昧
・
幸
田
露
伴
・
久
保
田
米

・
富
岡

永
洗
・
楢
崎
海
運
が
あ
り
、
岡
倉
天
心
・
高
橋
健
三
・
藤
田
隆
三
郎
・
川
崎
千

虎
を
客
員
と
し
て
い
た
。

根
岸
党
は
生
き
残
っ
た
江
戸
っ
子
の
集
り
で
も
あ
っ
た
。
根
岸
党
で
は
人

か
ら
東
京
の
人
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
な
か
も
の
に
な
り
た
が
り
、

図９ 小林永濯の肖像画（『風俗画報』第20号、東陽
堂、明治23年＜1890＞9月10日)

図10 富岡永洗の「負薪読書図」 天野為之編『小学
修身経』（冨山房、明治27年1月訂正版)

図11 幸田露伴『二宮尊徳翁』口絵（１枚目)
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利
口
者
で
あ
る
よ
り
も
ば
か
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
た12

）
。

と
い
う
よ
う
に
、
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
江
戸
の
風
情
や
風
流
を
楽
し
む
会
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
種
の
「
す
ね
者
集
団
」
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か

し
、
卑
屈
さ
は
全
く
感
じ
な
い
。
開
き
直
り
の
よ
う
な
爽
快
さ
が
あ
る
。

「
根
岸
党
」
に
は
属
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
口
絵
を
描
い
た
小
林
永
興
も

「
浅
草
今
戸
町
五
番
地
」（
現
在
の
台
東
区
今
戸
）
に
住
ん
で
い
た
か
ら
地
理
的

に
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
た
（
露
伴
は
谷
中
）。
そ
れ
に
、
露
伴
と
は

『
二
宮
尊
徳
翁
』
出
版
（
明
治
二
四
年
一
○
月
）
以
前
に
も
、『
葉
末
集
』（
同
二

三
年
六
月
）、『
新
葉
末
集
』（
同
二
四
年
一
○
月
）
な
ど
で
度
々
コ
ン
ビ
を
組
ん

で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
興
も
「
根
岸
党
」
の
人
々
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
永
洗
と
は
、
む
し
ろ
『
二
宮
尊
徳
翁
』
出
版
以
後
に
コ
ン
ビ

を
組
ん
で
い
る
。『
宝
の
蔵
』（
明
治
二
五
年
七
月
）、『
尾
花
集
』（
同
二
五
年
一

○
月
）、『
玄

三
蔵
真
西
遊
記
』（
同
二
六
年
三
月
）、『
ひ
げ
男
』（
同
二
九
年
一

二
月
）
な
ど
は
永
洗
と
の
コ
ン
ビ
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

察
す
る
に
、『
二
宮
尊
徳
翁
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
は
、
露
伴
は
永
洗
よ
り

も
永
興
と
親
し
く
、
そ
の
後
永
興
と
の
関
係
や
、「
根
岸
党
」
と
の
関
わ
り
で

知
り
合
っ
た
永
洗
と
次
第
に
親
密
度
を
増
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、『
二
宮
尊
徳
翁
』
出
版
前
後
、
露
伴
が
こ
の
二
人
と
親
し
く
、

か
つ
好
ん
で
口
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
負
薪
読
書
図
」
の
初
出
、
な
い
し
そ
の
初
期
段
階
に
、
幸

田
露
伴
、
小
林
永
興
、
富
岡
永
洗
が
関
与
し
て
い
る
の
は
、
注
目
す
べ
き
事
柄

で
あ
る
。
漢
籍
に
通
じ
て
い
た
露
伴
と
、
狩
野
派
の
得
意
と
す
る
負
薪
読
書
型

「
朱
買
臣
図
」
を
描
け
る
画
家
た
ち
。
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
は
、
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
が
、
金
次
郎
を
朱
買
臣
に
見
立
て
て
作
り
出
し
た
図
像
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
は
教
養
と
同
時
に
、
遊
び
心
（
見
立
て
）
も
多
少
含
ま
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
、
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書

図
」
は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

人
物
関
係
に
つ
い
て
は
、
幸
田
露
伴
、
小
林
永
興
、
富
岡
永
洗
の
周
辺
で
金

次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
、
口
絵
は
ど

の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
作
家
が
指
示
す
る
通
り
に
絵
師
が
描

く
と
い
う
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
絵
師
も
作
品
を
理
解
し
た
上
で
絵
を
描
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
時
代
の
口
絵
研
究
を
詳
細
に
行
っ
た
山
田
奈
々
子
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
口
絵
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
口
絵
の
使
命
は
小
説
の
主
人
公
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
小
説
の
筋

や
事
件
な
ど
を
表
す
必
要
は
な
い
。

②
登
場
す
る
人
物
の
風
貌
、
性
格
を
風
俗
と
と
も
に
描
き
出
し
、
そ
の
描
か

れ
た
人
物
を
見
た
だ
け
で
時
代
や
そ
の
人
の
社
会
的
身
分
、
地
位
、
人
格

の
特
徴
を
読
者
が
解
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ

れ
に
よ
っ
て
小
説
全
編
の
意
義
を
示
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

③
口
絵
を
描
く
画
家
は
、
ま
ず
小
説
を
読
み
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
時
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代
を
考
証
し
風
俗
習
慣
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
上
で
画
家
自
身
の

美
的
感
覚
を
駆
使
し
て
絵
を
描
く
、
こ
う
し
て
誕
生
す
る
の
が
口
絵
で
あ

る
。

④
口
絵
は
多
く
の
人
々
の
美
術
的
趣
味
に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

使
命
も
も
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
そ
れ
だ
け
使
命
の
重
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

口
絵
を
挿
絵
の
一
場
面
を
描
く
よ
う
に
軽
い
気
持
ち
や
片
手
間
で
描
い
て

は
な
ら
な
い
。

⑤
簡
単
に
言
い
切
れ
ば
、
挿
絵
が
常
に
連
作
と
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
、
あ

く
ま
で
小
説
解
説
の
補
助
品
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
口
絵
は
一
枚
の
絵
と

し
て
独
立
し
た
美
術
品
な
の
で
あ
る13

）
。

さ
ら
に
、
山
田
は
「
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
版
画
の
場
合
は
、
絵
師
、
彫
師
、

摺
師
、
版
元
の
四
者
協
同
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
が
、
近
代

文
学
木
版
口
絵
の
場
合
は
出
版
社
が
版
元
の
役
割
を
し
、
そ
れ
に
文
学
者
が
加

わ
っ
て
五
者
の
協
同
作
品
に
な
り
、
画
家
に
は
絵
を
描
く
前
に
文
学
作
品
を
読

み
理
解
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う14

）
。
ま
た
、

「
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
大
正
に
か
け
て
木
版
口
絵
が
付
い
た
本
は
大
量
に

出
版
さ
れ
、
読
者
は
口
絵
で
本
を
選
ぶ
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

も
い
う15

）
。
こ
の
口
絵
に
と
り
わ
け
熱
心
だ
っ
た
の
が
、
春
陽
堂
と
博
文
館
で
あ

っ
た
（
露
伴
の
『
二
宮
尊
徳
翁
』
は
博
文
館
か
ら
出
版
）。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
文
学
作
品
と
同
様
に
口
絵
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
絵
師
も
文
学
作
品
を
読
み
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
作
品
を
制
作
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
制
作
は
、
出
版
社
、
文
学
者
、
絵
師
、
彫

師
、
摺
師
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

当
時
の
口
絵
事
情
か
ら
判
断
す
る
と
、
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」、
特
に

露
伴
の
『
二
宮
尊
徳
翁
』
口
絵
は
、
誰
か
の
単
独
の
意
思
や
指
示
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
著
者
で
あ
る
幸
田
露
伴
や
、
絵
師
で
あ
る
小
林
永

興
な
ど
が
相
談
し
た
上
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り

幸
田
露
伴
と
小
林
永
興
の
周
辺
に
い
た
人
々
の
協
同
作
業
に
よ
っ
て
金
次
郎
の

「
負
薪
読
書
図
」
は
生
ま
れ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

金
次
郎
と
朱
買
臣
と
の
類
似
に
は
、
さ
す
が
に
明
治
の
人
も
気
付
い
て
い
た

よ
う
で
、
明
治
三
九
年
（
一
九
○
六
）
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
学
生
之
銘
』
と

い
う
書
物
に
、「
朱
買
臣
路
上
の
勉
学
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
そ
の
中
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

我
邦
の
二
宮
金
次
郎
は
、
山
に
薪
を
拾
ひ
に
行
く
道
程
を
、
一
種
の
苦
学

の
学
校
と
為
し
、
そ
れ
が
往
返
の
道
中
、
か
ね
て
懐
中
せ
る
、
大
学
を
出

し
て
読
め
る
こ
と
は
、「
報
徳
記
」、
及
び
各
種
の
修
身
書
に
あ
り
て
、
普
あまね

く
学
生
の
限
界
に
映
ず
る
と
こ
ろ
な
る
べ
し
、
支
那
に
も
、
亦
二
宮
に
似

た
る
、
路
上
の
苦
学
生
あ
り
、
乞
ふ
左
に
之
を
叙
述
し
て
、
勉
学
の
奨
励

と
せ
ん
。

西
漢
の
世
に
、
朱
買
臣
字あざなは
翁おう
子し
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
そ
の
人
と
為
り
、

極
め
て
読
書
学
問
を
好
む
も
の
な
り
し
が
、
不
幸
に
し
て
家
貧
し
く
、
薪
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を
売
り
て
、
僅
に
以
て
糊こ
口こう
せ
り
、
然
る
に
買
臣
は
、
薪
を
背
負
ひ
、
之

を
売
り
に
歩
き
な
が
ら
か
ね
て
懐
中
せ
る
書
を
取
出
し
、
且
つ
読
み
つ
ゝ
、

路
上
の
勉
学
を
為
せ
り16

）
。（
後
略
）

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
本
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
三
九
年
（
一
九
○

六
）
に
は
、
す
で
に
金
次
郎
が
「
往
返
の
道
中
、
か
ね
て
懐
中
せ
る
、
大
学
を

出
し
て
読
め
る
こ
と
」
が
、『
報
徳
記
』
や
修
身
書
で
学
生
に
あ
ま
ね
く
知
ら

れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
幸
田
露
伴
の
『
二
宮
尊
徳
翁
』
が
明
治
二
四

年
（
一
八
九
一
）
の
刊
で
あ
る
か
ら
、
わ
ず
か
一
五
年
で
金
次
郎
の
「
負
薪
読

書
図
」
は
学
生
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
朱
買
臣
の
話
と
似
て
い
る
と
指
摘
も
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
金
次
郎
が
仕
事
中
に
読
書
を
す
る
姿
が
伝
記
類
の
表
紙
や

口
絵
、
挿
絵
に
描
か
れ
る
と
き
は
、「
朱
買
臣
図
」
と
同
じ
く
、「
負
薪
読
書

型
」
か
「
置
薪
読
書
型
」
の
二
種
類
し
か
な
い
の
で
あ
る
（
四
で
詳
述
）。
こ

れ
も
金
次
郎
の
読
書
図
と
、「
朱
買
臣
図
」
と
の
間
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

三

朱
買
臣
説
話

『
漢
書
』
に
記
さ
れ
た
朱
買
臣
の
話
は
、
我
国
で
も
よ
く
読
ま
れ
た
『
蒙
求
』

に
も
採
ら
れ
て
お
り
、「
買ばい
妻せい
恥ちし
よう

」
と
題
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
蒙

求
』（
正
確
に
言
う
と
宋
代
に
徐
子
光
に
よ
っ
て
補
注
さ
れ
た
『
補
注
蒙
求
』
の
事
）

の
同
じ
部
分
（
注
釈
部
分
）
は
、

前
漢
の
朱
買
臣
、
字
は
翁おう
子し
、
呉
の
人
な
り
。
家
貧
し
う
し
て
書
を
読
む

こ
と
を
好
み
、
家
産
を
治
め
ず
。
常
に
薪しん
樵しようを
苅
り
、
売
つ
て
も
つ
て
食

に
給
す
。
束そく
薪
を
担
ひ
、
行
く
ゆ
く
か
つ
書
を
誦
す17

）
。

と
い
う
も
の
だ
。

全
体
の
話
は
と
も
か
く
、『
漢
書
』、『
蒙
求
』
と
も
に
内
容
、
表
現
と
も
同

じ
で
あ
る
。

こ
れ
と
と
も
に
朱
買
臣
の
話
を
広
め
た
書
物
に
『
三
字
経
』
が
あ
る
。『
三

字
経
』
は
宋
代
末
の
儒
者
、
王
伯
厚
（
応
麟
‥
一
二
二
三
〜
一
二
九
六
）
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
中
国
の
家
庭
道
徳
書
で
あ
り
、
我
国
で
も
教
材
と
し
て
よ
く
利
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
如
負
薪

如
挂
角

身
雖
労

猶
苦
卓

も

し
く
は
薪
を
負
い
、
も
し
く
は
角
に
挂か
け
、
身
労
す
と
雖
も
、
猶
卓
を
苦つと
む
｜

訓
読
筆
者

」
と
い
う
部
分
が
あ
る
。『
三
字
経
』
に
は
様
々
な
注
釈
書
が
作
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
如
負
薪
」
の
部
分
の
説
明
に
は
必
ず
朱
買
臣
の
話
が
引

か
れ
る
。

例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
読
本
作
者
、
高
井
蘭
山
（
一
七
六
二
〜
一
八
三
八
）

が
注
釈
を
ほ
ど
こ
し
た
『
経
典
余
師
三
字
経
之
部
』（
別
名
『
三
字
経
抄
』
‥
文

化
八
年

一
八
一
一

序
、
嘉
永
七
年

一
八
五
四

刊
）
の
該
当
箇
所
を
引
い

て
み
よ
う
。
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漢
の
朱
買
臣
薪
を
負
て
行
々
書
を
読
武
帝
の
時
挙
ら
れ
て
会
稽
の
太
守
と

な
る18

）

と
あ
る
。
こ
れ
も
『
漢
書
』
や
『
蒙
求
』
と
同
様
の
記
述
で
あ
る
。

元
の
虞ぐし
韶よう
（
生
没
年
未
詳
）
が
原
作
を
書
き
、
明
代
の
張ちよ
瑞うず
図いと
（
一
五
七
○

〜
一
六
四
一
）
が
校
閲
し
た
『
日
記
故
事
』
巻
二
「
学
知
類
」
の
一
節
に
、

「
売
薪
読
書
（
薪
を
売
っ
て
書
を
読
む
）」
と
い
う
項
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
も
朱

買
臣
の
話
が
引
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、『
日
記

故
事
大
全
』
に
は
、

前
漢
朱
買
臣
字

翁
子
呉
人
家
貧

売
薪
自
給
行
歌

誦
書
（
前
漢
の

朱
買
臣
、
字
は

翁
子
、
呉
の
人
。

家
貧
し
く
薪
を

売
り
て
自
給
す
。

行
く
行
く
歌
い

書
を
誦
す
｜
訓
読
筆
者19

）
）

と
い
う
説
明
が
あ
り
、
朱
買
臣
が
薪
を
売
る
途
中
に
声
を
出
し
て
書
を
読
ん
だ

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
日
記
故
事
』
は
江
戸
時
代
に
我
国
で
も
よ

く
読
ま
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。

橋
本
草
子
に
よ
る
と
、『
日
記
故
事
』
は
、「
児
童
向
け
の
倫
理
教
科
書
と
し

て
」、「
教
訓
的
な
古
人
の
物
語
を
集
め
た
書
物
で
、
明
代
に
な
る
と
数
多
く
の

版
本
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
日
本
に
も
齎
ら
さ
れ
て
、
寛
文
年

間
に
は
和
刻
本
も
出
」
た
と
い
う20

）
。

同
じ
く
中
国
か
ら
入
っ
て
来
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
刊
本
が
あ
る

『
君
臣
故
事
』
巻
之
二
に
も
、「
買
臣
担
薪
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
あ
る
。
そ
の

内
容
は
『
日
記
故
事
』
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
図
下
文
の
形
式
を
と
る
書

物
で
、
そ
こ
に
は
朱
買
臣
の
姿
も
見
え
る
。

図
12
が
そ
れ
だ
。

こ
う
し
た
歴
史
書
や
教
訓
書
な
ど
の
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
朱
買
臣
の
話
は

劇
化
さ
れ
、
元
曲
な
ど
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
（『
元
曲
選
』
に
は
「
朱
太
守
風
雪

漁
樵
記
雑
劇21

）
」
と
し
て
収
載
）、
後
世
ど
ん
ど
ん
尾
鰭
が
つ
い
て
い
く
。「
朱
買

臣
説
話
」
の
変
遷
を
調
べ
た
井
上
泰
山
に
よ
る
と
、

小
説
に
於
て
は
、
夫
を
棄
て
た
妻
の
行
為
は
礼
教
規
範
に
悖
る
も
の
と
し

て
最
後
ま
で
容
認
さ
れ
ず
、
最
終
的
に
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

図12『君臣故事』における朱買臣の絵（長澤規矩也編『和刻本類
書集成』第３輯より)
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婦
徳
の
宣
揚
が
図
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
雑
劇
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、

妻
の
背
後
に
パ
ト
ロ
ン
役
と
し
て
の
父
親
を
配
し
、
財
力
に
よ
っ
て
朱
買

臣
を
屈
伏
せ
し
め
る
と
い
う
結
末
が
用
意
さ
れ
た
。（
中
略
）
ま
た
、
妻

の
性
格
も
小
説
と
戯
曲
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
前
者
が
教
養
あ
る

知
識
人
の
妻
を
彷
彿
と
さ
せ
、
あ
く
ま
で
理
智
的
に
夫
を
諫
め
る
の
に
対

し
て
、
後
者
は
凡
そ
理
屈
と
は
無
縁
の
一
箇
の
庶
民
の
妻
を
配
し
、
伝
統

的
価
値
観
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
夫
を
情
容
赦
な
く
攻
撃
し
、
完
膚
な
き

ま
で
に
打
ち
の
め
す22

）
。

と
い
う
よ
う
に
、「
朱
買
臣
説
話
」
の
改
編
の
さ
れ
方
が
、
小
説
と
戯
曲
で
は

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
井
上
泰
山
は
、
①
両
者

の
芸
術
形
式
そ
の
も
の
の
相
違
、
②
時
代
の
精
神
が
両
者
に
求
め
た
も
の
の
違

い
、
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
小
説
が
文
字
媒
体
で

あ
り
、
か
つ
紙
上
で
展
開
さ
れ
る
平
面
的
な
芸
術
で
あ
る
の
に
対
し
、
演
劇
は

音
声
に
頼
っ
て
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
、
舞
台
と
い
う
現
実
の
空
間
を
通
し
て
再

現
さ
れ
る
立
体
的
な
芸
術
で
あ
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
違
い
は
「
い
わ
ば
物
理

的
な
制
約
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
変
容
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
い
る23

）
。

こ
の
よ
う
に
朱
買
臣
の
話
は
小
説
と
戯
曲
を
通
し
て
中
国
で
継
承
さ
れ
て
い

た
。
明
代
の
小
説
、『
国
色
天
香
』
巻
之
七
「
買
臣
記
」、『
燕
居
筆
記
』
巻
之

五
「
羞
墓
亭
記
」、『
萬
錦
情
林
』
巻
之
三
「
羞
墓
亭
記
」、『
喩
世
明
言
』
第
二

七
巻
「
金
玉
奴
棒
打
薄
情
郎
」
に
も
朱
買
臣
の
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
は
い

ず
れ
も
『
漢
書
』
や
『
蒙
求
』
と
同
じ
よ
う
に
、
朱
買
臣
は
薪
を
担
ぎ
、
歩
き

な
が
ら
（
口
に
出
し
て
）
読
書
を
し
て
い
る
人
物
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
で
は
、
薪
を
担
ぎ
、
歩
き
な
が
ら
本
を
読
む
人
物
と
い
え
ば
、

朱
買
臣
で
あ
っ
た
の
だ
。

日
本
で
は
ど
う
か
。
日
本
で
朱
買
臣
の
話
を
収
載
し
た
最
も
有
名
な
書
物
は
、

『
唐から
物もの
語がたり』
で
あ
ろ
う
。
小
林
保
治
に
よ
る
考
証
で
は
、『
唐
物
語
』
の
作
者
は
、

桜
町
中
納
言
と
も
い
わ
れ
た
藤
原
成しげ
範のり
（
一
一
三
五
〜
一
一
八
七
）
で
、『
唐
物

語
』
の
成
立
は
一
二
世
紀
中
末
期
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
朱
買
臣
の
話
は
第

一
九
「
朱
買
臣
を
捨
て
た
る
妻
、
後
に
悔
や
み
て
死
ぬ
る
語
」
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
を
引
い
て
み
よ
う
。

む
か
し
、
朱
買
臣
、
会
稽
と
い
ふ
所
に
す
み
け
り
。
よ
に
ま
づ
し
く
わ

り
な
く
て
せ
ん
か
た
な
か
り
け
れ
ど
、
ふ
み
を
よ
み
物
を
な
ら
ふ
事
を
こ

た
ら
ず
。
そ
の
ひ
ま
に
は
た
き
木
を
こ
り
て
、
世
を
わ
た
る
は
か
り
ご
と

を
し
け
り24

）
。

『
漢
書
』
や
『
蒙
求
』
な
ど
と
表
現
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
も
う
一
つ
見
て

み
よ
う
。『
蒙
求
和
歌
』
第
五
（
恋
部
）
の
詞
書
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

買
妻
恥

24



朱
買
臣
、
も
と
は
会
稽
の
人
な
り
、
家
貧
し
く
て
、
文
道
を
好
み
た
し
な

む
事
、
怠
る
時
な
し
、
其
隙
に
は
薪
を
樵
り
て
ぞ
世
を
渡
り
け
る25

）
、

『
蒙
求
和
歌
』
は
、
源
光
行
（
一
一
六
三
〜
一
二
四
四
）
作
の
句
題
和
歌
集
で

あ
り
、
そ
の
序
に
元
久
元
年
（
一
二
○
四
）
の
成
立
と
あ
る
。『
唐
物
語
』
よ

り
少
し
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
源
光
行
は
、『
唐
物
語
』
の
作

者
、
藤
原
成
範
の
弟
子
で
あ
る
。

『
漢
書
』
や
『
蒙
求
』
で
は
、
薪
を
負
い
、
歩
き
な
が
ら
読
書
を
す
る
人
物
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
唐
物
語
』
や
『
蒙
求
和
歌
』
で
は
、
読
書

を
怠
ら
ず
そ
の
合
間
に
薪
を
採
っ
た
と
し
て
い
る
。
中
国
由
来
の
書
物
（
漢
籍

と
す
る
）
で
は
、
薪
を
採
る
の
と
同
時
に
読
書
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
和
書
で
は
読
書
の
合
間
に
薪
を
採
っ
て
い
た
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。

言
い
換
え
る
と
、
漢
籍
で
は
読
書
と
採
薪
は
等
価
で
同
時
に
行
な
わ
れ
る
の

に
対
し
、
和
書
で
は
、
主
は
読
書
で
あ
り
、
採
薪
は
あ
く
ま
で
も
従
で
あ
る
。

見
方
に
よ
っ
て
は
少
し
の
差
に
見
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
差
が
こ
の
後
の

「
朱
買
臣
図
」
の
系
譜
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た

後
ほ
ど
述
べ
る
。
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

《
漢
籍
》

負
薪＝

読
書
（
同
時
‥
等
価
）

《
和
書
》

負
（
採
）
薪＜

読
書
（
非
同
時
‥
読
書
が
主
）

も
ち
ろ
ん
、
和
書
（
こ
こ
で
は
広
く
日
本
で
書
か
れ
た
書
物
を
い
う
）
と
い
っ

て
も
漢
籍
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
も
の
は
、
表
現
も
漢
籍
の
ま
ま
だ
。

例
え
ば
、
室
町
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
漢
故
事
和
歌
集
』
に
は
『
唐
物
語
』

と
同
じ
和
歌
「
も
ろ
と
も
に
に
し
き
を
き
て
や
帰
ら
ま
し
う
き
に
た
へ
た
る
心

な
り
せ
ば
」
と
い
う
歌
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
注
釈
部
分
は
『
蒙
求
』
か

ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
蒙
求
』
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
和
歌
の
み

は
『
唐
物
語
』
か
ら
採
っ
た
も
の
の
、
注
釈
は
そ
の
原
典
と
な
っ
た
『
蒙
求
』

か
ら
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
浅
井
了
意
（
一
六
一
二
〜
一
六
九
一
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
新

語
園
』（
天
和
二
年

一
六
八
二

刊
）
巻
之
二
、
一
三
に
は
「
朱
買
臣
妻
」
と

い
う
項
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

朱
買
臣
字
ハ
翁
子
ト
ソ
云
ケ
ル
嘗
テ
貧ビン
乏ボウ
ナ
リ
薪
ヲ
売
テユ
行クユク
常
ニ
書
ヲ

誦
ズ

濁
マ
マ

26
）

こ
れ
も
、
漢
籍
を
典
拠
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
新
語
園
』
に
取
材
し

た
山
本
序つね
周ちか
編
『
絵
本
故
事
談
』（
正
徳
四
年

一
七
一
四

刊
）
も
そ
う
だ
。

巻
之
七
（
六
）
に
「
朱
買
臣
」
の
話
が
あ
る
が
、「
朱
買
臣
、
字
は
翁
、は
初じめ
貧

乏
に
し
て
薪
を
樵こり
て
売
り
、ゆ
行くゆく
常
に
書
を
誦よ
む
」
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
貞
門
七
俳
仙
の
一
人
、
高
瀬
梅
盛
（
一
六
一
九
〜
一
七
○
二
）
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が
編
ん
だ
俳
諧
付
合
集
『
便
船
集
』（
寛
文
九
年

一
六
六
九

）
の
「
薪たきぎ」
の

項
、
そ
し
て
同
編
『
俳
諧
類るい
舩せん
集しゆう』（
延
宝
五
年

一
六
七
七

自
序
）
の
「
薪たきぎ」

と
「
貧
乏
」
の
項
に
、
付
合
語
の
一
つ
と
し
て
「
朱
買
臣
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る27
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
初
期
に
は
す
で
に
貧
乏
で
、
薪
を
背
負
っ
て
売
っ

て
生
活
し
て
い
る
朱
買
臣
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
広
範
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

松
江
重
頼
（
一
六
○
二
〜
一
六
八
○
）
が
編
ん
だ
俳
諧
集
、『
犬えの
子こし
集ゆう
』（
寛
永

一
○
年

一
六
三
三

刊
）
巻
第
一
五
（
雑
下
）
に
、
次
の
よ
う
な
付
句
が
あ
る
。

柴
か
る
山
で
文
を
こ
そ
見
れ

学
び
に
も
情せい
を
入
た
る
朱
買
臣28

）

こ
の
句
は
貞
門
俳
諧
の
祖
、
松
永
貞てい
徳とく
（
一
五
七
一
〜
一
六
五
三
）
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。《
柴
（
薪
）
を
刈
る
山
で
読
書
を
す
る
人
》
↓
《
学
習
に
も
精

を
入
れ
た
朱
買
臣
》
と
い
う
連
想
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
連
想
関
係
は
主

（
読
書
）
と
従
（
柴
刈
）
が
逆
転
し
て
い
る
も
の
の
、
先
ほ
ど
見
た
『
唐
物
語
』

や
『
蒙
求
和
歌
』
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
少
な

く
と
も
江
戸
時
代
初
頭
ま
で
に
お
い
て
、
和
歌
や
俳
諧
、
日
本
の
説
話
の
世
界

で
は
、
読
書
を
す
る
合
間
に
採
薪
す
る
朱
買
臣
像
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か29

）
。

た
だ
し
、
天
保
の
頃
に
な
る
と
、
歩
き
な
が
ら
読
書
す
る
朱
買
臣
像
も
随
分

と
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
柳
多
留
』
に
は
朱
買
臣
を
よ
み
込

ん
だ
句
が
少
な
く
と
も
三
句
あ
る
。

朱
買
臣
ち
よ
つ
ち
よ
つ
と
人
に
つ
き
当
り

（『
柳
多
留
』
一
六

、
天
保
元
年

一
八
三
○

刊
）

朱
買
臣
初
手
ハ
家
内
も
治
メ
兼
ね（『

柳
多
留
』
一
二
一

、
天
保
四
年
刊
）

朱
買
臣
呼
れ
て
本
を
懐
中
し

（『
柳
多
留
』
一
五
二

、
天
保
九
〜
一
一
年
刊
？
）

一
句
目
は
、
荷
物
を
抱
え
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い
る
た
め
に
、
あ
ち
こ
ち
の

人
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
朱
買
臣
を
詠
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
本
来
山
中
で
読
書

す
る
朱
買
臣
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
常
道
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
街
中

に
移
動
さ
せ
て
、
雑
踏
の
中
で
さ
え
も
歩
き
な
が
ら
読
書
を
す
る
真
面
目
す
ぎ

る
朱
買
臣
に
お
か
し
み
を
覚
え
て
い
る
の
だ
。

二
句
目
は
、
少
々
わ
か
り
づ
ら
い
句
だ
。
後
に
は
太
守
に
ま
で
出
世
し
て
治

国
に
功
の
あ
っ
た
朱
買
臣
で
あ
る
が
、
初
め
は
家
庭
も
治
め
ら
れ
な
か
っ
た
、

と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

三
句
目
は
、
誰
か
に
声
を
か
け
ら
れ
、
あ
わ
て
て
本
を
懐
中
す
る
朱
買
臣
が

詠
出
さ
れ
て
い
る
。
普
段
は
本
を
読
ん
で
い
な
い
ふ
り
を
し
た
い
の
だ
ろ
う
。

知
り
合
い
に
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
く
な
い
と
い
う
見
栄
を
張
る
朱
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買
臣
に
お
か
し
み
が
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
二
句
目
以
外
は
、
薪
を
背
負
い
な
が
ら
読
書
す
る
朱
買
臣
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
後
期
、
そ
し
て
江
戸
文
化
の
中
で
は
「
負
薪
読
書
」
の

朱
買
臣
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

四

二
種
類
の
「
朱
買
臣
図
」

で
は
、
朱
買
臣
は
ど
う
い
っ
た
姿
で
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
、
古
い
順
に
そ
れ
を
み
て
い
こ
う
と
思
う
。

現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
古
い
「
負
薪
読
書
図
」
は
、
米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
に
あ
る
フ
リ
ー
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る30

）
。

画
題
は
「
売
薪
誦
書
図
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
来
の
画
題
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
薪
を
売
り
な
が
ら
本
を
誦
し
た
中
国
の
人
物
と
い

え
ば
、
朱
買
臣
そ
の
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
現
在
確
認
で
き
る
最

古
の
「
朱
買
臣
図
」
と
見
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
北
宋
（
九
六
○
〜
一

一
二
七
）
の
詩
人
で
あ
り
、
か
つ
画
家
で
あ
っ
た
張
舜
民
（
生
没
年
未
詳
）
の

筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
を
描
い
た
張
舜
民
に
つ
い
て
、『
中
国
人
名
辞
書
』（
東
出
版
、
平
成

八
年
六
月
復
刻
版
）
に
は
「
新
平
の
人
。
善
く
文
を
為
く
る
」
と
あ
る31

）
。
画
家

と
し
て
よ
り
も
、
文
人
、
政
治
家
と
し
て
名
の
通
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
遅
く
と
も
北
宋
の
時
代
、
つ
ま
り
一
一
世
紀
頃
に
は
す
で
に
「
朱
買
臣

図
」
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
古
い
の
は
、
明
代
（
一
三
六
八
〜
一
六
四
四
）
の
画
家
、
石
鋭
（
生
没
年

未
詳
）
の
筆
に
よ
る
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る32

）
。

『
支
那
書
画
人
名
辞
書
』（
第
一
書
房
、
昭
和
五
〇
年
四
月
刊
）
に
よ
る
と
、
こ

の
絵
を
描
い
た
石
鋭
は
、

石セキ
鋭エイ

画

明

字
は
以
明
。
銭
塘
の
人
。
宣
徳
間
、
仁
智
殿
に
待
詔
た

り
。
画
、
盛
子
昭
の
筆
法
に
倣
ひ
、
界
画
に
工
み
な
り
。
楼
台
玲
瓏
窈
窕
、

備
さ
に
華
整
を
極
む
。
加
ふ
る
に
金
碧
山
水
を
以
て
し
、
伝
色
鮮
明
、
絢

爛
目
を
奪
ふ
。
兼
て
人
物
を
善
く
す33

）
。

と
あ
る
。
盛
子
昭
に
つ
い
て
は
、
後
で
述
べ
る
が
、
石
鋭
よ
り
一
代
前
、
つ
ま

り
元
代
（
一
二
七
一
〜
一
三
六
八
）
に
活
躍
し
た
優
れ
た
画
人
で
あ
る
。
石
鋭

の
絵
は
総
じ
て
「
伝
色
鮮
明
、
絢
爛
目
を
奪
ふ
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
図
も
も

と
は
非
常
に
色
彩
豊
か
な
絵
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
図
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
○
三
）
六
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
真
美
大

観
』
第
九
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説
明
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

朱
買
臣
図
（
絹
本
淡
彩
）

支
那
明
朝
石
鋭
筆

（
竪
二
尺
六
寸
五
分
、
横
一
尺
六
寸
七
分
）

京
都
下
村
正
太
郎
君
蔵
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朱
買
臣
、
字
は
翁
子
、
漢
の
嘉
興
府
（
浙
江
省
）
の
人
な
り
、
薪
を
採
り

て
自
ら
給
す
、
学
を
好
ん
で
孜
々
と
し
て
倦
ま
ず
、
然
れ
ど
も
歳
五
十
に

及
べ
ど
も
猶
挙
用
せ
ら
れ
ず
、
妻
常
に
之
を
嘆
く
、
武
帝
の
時
（
西
暦
紀

元
前
一
四
○
年
｜
八
七
年
）
遂
に
登
第
し
て
会
稽
の
守
に
任
ず
、
故
に
錦

袂
を
会
稽
山
に
飜
す
の
語
あ
り
、
此
図
は
即
ち
朱
買
臣
、
薪
を
負
ひ
つ
ゝ

途
を
行
く
に
も
、
猶
手
に
巻
を
釈
て
ざ
る
の
状
を
写
し
た
る
も
の
な
り

此
画
、
上
部
に
二
個
の
印
あ
り
、
一
は
銭
唐
の
二
字
に
し
て
、
他
は
石
氏

以
明
の
四
字
あ
り
、
さ
れ
ば
石
以
明
の
筆
な
る
こ
と
疑
な
し
、
以
明
、
氏

は
石
、
名
は
鋭
、
明
朝
（
西
暦
一
三
六
八
年
｜
一
六
四
三
年
）
銭
唐
（
浙
江

省
杭
州
府
）
の
人
な
り
、
元
の
盛

（
字
は
子
昭
、
山
水
人
物
花
鳥
を
善
く

す
）
の
画
法
を
学
ん
で
金
碧
山
水
、
楼
台
、
人
物
等
を
画
く
に
長
じ
、
伝

彩
鮮
明
温
潤
に
し
て
、
名
を
当
時
に
著
は
せ
り
と
云
ふ
、
玆
に
出
せ
る
朱

買
臣
の
図
の
如
き
は
、
石
鋭
の
作
中
殊
に
逸
品
と
称
す
可
き
も
の
な
り34

）

当
時
の
所
蔵
者
、
下
村
正
太
郎
（
一
八
八
三
〜
一
九
四
四
）
は
大
丸
呉
服
店

（
現
、
大
丸
、
元
は
大
丸
屋
下
村
呉
服
店
と
い
う
）
の
一
一
代
目
当
主
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
「
石
鋭
の
作
中
殊
に
逸
品
と
称
す
可
き
も
の
な
り
」
と
い
う
よ
う

に
、
朱
買
臣
の
人
柄
が
窺
え
る
よ
う
な
絵
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
朱
買
臣
の
一

見
穏
や
か
に
見
え
な
が
ら
も
、
内
に
秘
め
る
強
い
意
志
と
い
っ
た
も
の
が
看
取

で
き
る
。

図
13
は
、
狩
野
正
信
（
一
四
三
四
？
〜
一
五
三
○
？
）
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る

「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。
狩
野
正
信
は
狩
野
派
の
祖
と
い
わ
れ
る
人
で
あ
る
。

こ
の
絵
は
従
来
、
狩
野
安
信
に
よ
っ
て
「
小
栗
宗
湛
筆
」
と
鑑
定
さ
れ
た
極
状

が
付
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
小
栗
宗
湛
真
筆
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
だ
が
現
在
で
は
、
狩
野
正
信
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
絵
師
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
斉
藤
昌
利
に
よ
る
と
、
正
信
の
「
確
実
な
遺
品

と
し
て
は
、
や
ま
と
絵
の
技
法
に
よ
る
地
蔵
院
の
《
騎
馬
武
者
像
》（
将
軍
義

尚
の
像
）
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う35

）
。
正
信
は
、
室
町
幕
府
の
御

用
絵
師
で
あ
っ
た
小
栗
宗
湛
（
一
四
一
三
〜
一
四
八
一
）
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る

が
、
こ
れ
も
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
絵
は
、
三
幅
対
で
あ
る
。「
朱
買
臣
図
」
は
向
っ
て
一
番
左
に
位
置
す

る
。

「
中
国
故
事
人
物
図
」
と
し
て
妙
心
寺
の
塔
頭
、
大
心
院
（
明
応
元
年

一
四

九
二

創
建
）
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
二
図
は
、「
東
坡
笠

」
と

「
昭
君
弾
琵
琶
」
の
故
事
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
讃
は
、
臨
済
宗
相
国

寺
の
僧
、
横おう
川せん
景けい
三さん
（
一
四
二
九
〜
一
四
九
三
）
の
も
の
で
あ
る
。
朱
買
臣
の

讃
は
、
次
の
通
り
。

朱
買
臣

坐
則
読
書
行
採
薪

拍
肩
野
老
与
山
人

君
恩
一
旦
会
稽
守

雨
笠
烟
簑
錦

春
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こ
の
絵
の
制
作
年
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
讃
を
書
い
た
横
川
景
三
の
没
年
、

つ
ま
り
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
が
下
限
と
な
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
座
り
な
が
ら
本
を
読
む
朱
買
臣
を
、
仮
に
妙
心
寺
系

「
朱
買
臣
図
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
後
で
も
確
認
す
る
が
、
妙
心
寺
系

「
朱
買
臣
図
」
は
木
か
岩
の
上
に
座
し
、
樹
下
で
薪
を
傍
ら
に
置
い
て
読
書
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
が
共
通
点
と
な
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
絵
は
中
国
の
絵
を
手
本
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
先
に
紹
介
し
た
『
唐
物
語
』
や
『
蒙
求
和
歌
』
な
ど
の
和
書
を
参
考
に
し

て
日
本
で
新
た
に
考
案
さ
れ
た
絵
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し

た
よ
う
に
、『
漢
書
』、『
蒙
求
』
な
ど
の
漢
籍
で
は
、
朱
買
臣
は
採
っ
た
薪
を

抱
え
歩
き
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
唐
物
語
』
や
『
蒙

求
和
歌
』
な
ど
の
和
書
で
は
、
朱
買
臣
は
読
書
を
す
る
合
間
に
薪
を
採
っ
て
い

た
。
主
は
読
書
で
、
採
薪
は
従
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
絵
を
描
い
た
と
す
れ

ば
、
図
13
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
13
を
含
め
、
こ
の
後
に

も
登
場
す
る
、
座
っ
て
読
書
す
る
「
朱
買
臣
図
」、
す
な
わ
ち
妙
心
寺
系
「
朱

買
臣
図
」（
置
薪
読
書
図
）
は
、
日
本
で
作
ら
れ
た
物
語
に
基
づ
き
描
か
れ
た
も

の
と
、
筆
者
は
推
断
す
る
。

図
14
は
、
雪
舟
の
弟
子
で
あ
る
、
等とう
春しゆん（
一
四
六
八
頃
〜
一
五
二
○36

）
）
の
描

い
た
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

等
春
は
、
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六
一
○
）
の
師
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
人
物
だ
。
等
春
に
つ
い
て
の
資
料
は
少
な
い

が
、
田
中
一
松
は
、『
等
伯
画
説
』（
文
禄
年
間

一
五
九
二
〜
一

五
九
六

頃
成
立
）
に
記
さ
れ
た
二
つ
の
系
図
か
ら
、
雪
舟
の
弟

子
は
等
春
を
第
一
と
し
て
等
玩
（
薩
摩
の
秋
月
等
観
）
と
小
蔵
主

（
鎌
倉
円
覚
寺
の
宗
淵
蔵
主
）
の
三
人
で
あ
り
、
そ
の
出
生
地
は
大

和
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る37

）
。
つ
ま
り
出
生
地
に
つ
い
て
は

『
等
伯
画
説
』
の
系
図
中
に
あ
る
「
奈
良
ノ
番
匠
童
子
也

清
僧

也

非
俗
人

阿
波
ノ
讃
州
ニ
付
居
申
也38

）
」
と
い
う
説
を
採
ら
れ

て
い
る
。
番
匠
と
は
大
工
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
田
中
は
「
阿

波
ノ
讃
州
ニ
付
居
申
也
」
の
部
分
か
ら
、
讃
州
、
す
な
わ
ち
細
川

図13「中国故事人物図」（妙心寺大心院蔵 京都国立博物館
編『室町時代の狩野派』、京都国立博物館、平成８年10月よ
り)
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成しげ
之ゆき
（
阿
波
・
讃
岐
の
二
州
を
領
し
て
い
た
守
護
大
名
‥
一
四
三
四
〜
一
五
一
一
）

の
扶
持
を
貰
っ
て
い
た
お
抱
え
絵
師
で
、
そ
の
絵
は
殊
に
成
之
の
気
に
入
っ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
お
そ
ら
く
明
応
年
間
（
一
四
九
二
〜
一
五
○
一
）

あ
た
り
で
あ
る
と
さ
れ
た39

）
。

ま
た
等
春
の
作
風
に
つ
い
て
は
「
主
題
や
画
材
の
同
じ
場
合
を
除
い
て
は
ほ

と
ん
ど
雪
舟
の
様
式
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
作
風
の
規
模
の
広
狭
如

何
に
拘
ら
ず
、
筆
墨
の
柔
軟
で
表
現
の
明
る
い
点
は
等
春
画
に
お
け
る
見
の
が

し
難
い
性
格
の
一
つ
で
あ
ろ
う
」
と
し
、「
こ
の
点
は
そ
の
花
鳥
人
物
画
や
山

水
描
写
の
両
面
に
共
通
し
て
感
ぜ
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る40

）
。
た

し
か
に
、
図
14
は
全
体
に
や
わ
ら
か
く
、

狩
野
派
が
描
く
よ
う
な
絵
の
厳
し
さ
は
感

じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
絵
に
は
、
古
筆
了
仲
（
一
六
五
六

〜
一
七
三
六
）
の
極
状
が
付
随
し
て
い
る
。

極
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

等
春
画

紙
本
横
物

朱
買
臣
之
図

有
印

右
真
蹟
無
疑
者
也

辛
亥

五
月

古
筆
了
仲

（
印
）

最
後
の
行
に
は
「
右
真
蹟
疑
い
無
き
者
な
り
」
と
あ
る
。
等
春
の
真
蹟
に
間

違
い
な
い
物
で
あ
る
と
い
う
旨
を
記
し
た
極
状
で
あ
る
。
辛
亥
五
月
と
は
、
お

そ
ら
く
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
右
上
に
割
印
が
あ
り
、

図14 等春筆「朱買臣図」（筆者蔵)

古筆了仲による等春筆「朱買臣図」の極状
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左
下
に
捺
印
が
あ
る
。

こ
の
一
幅
は
、
現
在
筆
者
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
は
刀

剣
研
究
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
村
上
孝
介
が
蔵
す
る
一
品
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
六
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
本
間
美
術
館
（
山
形

県
酒
田
市
）
で
開
か
れ
た
「
山
形
県
文
化
財
展
覧
会
」
の
出
品
作
品
で
も
あ
る
。

こ
れ
が
等
春
の
真
筆
な
ら
、
一
五
○
○
年
頃
の
作
と
な
る
か
ら
、
五
○
○
年
も

前
の
作
品
と
な
る
。

図
15
（
図
８
と
同
じ
）
は
、
狩
野
元
信
（
一
四
七
六
〜
一
五
五
九
）
の
手
に
よ

る
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

斎
藤
謙
・
吉
浦
祐
二
編
『
狩
野
派
大
観
』（
狩
野
派
大
観
発
行
所
、
大
正
元
年

一
二
月
刊
）
な
ど
は
狩
野
元
信
筆
と
断
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
松
本
寛
は
当

時
の
狩
野
派
の
血
縁
と
力
関
係
か
ら
、
こ
の
絵
の
あ
る
書
院
の
担
当
者
を
、
元

信
の
弟
で
あ
る
狩
野
之ゆき
信のぶ
（
一
五
一
二
？
〜
一
五
七
五
？
）
と
し
て
い
る41

）
。
今
の

と
こ
ろ
決
定
的
な
資
料
は
な
い
が
、
元
信
周
辺
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
旧
説
に
従
っ
て
元
信
筆
と
し

て
お
く
。

こ
の
図
は
本
来
双
幅
で
、
図
16
の
よ
う
に
先
に
川
が
流
れ
、
橋
が
架
か
っ
て

い
る
も
う
一
枚
の
襖
絵
が
あ
る
。
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
に
な
っ

図15 伝狩野元信筆「朱買臣図」（片幅）（東京国立博
物館蔵 重要文化財)

図16 伝狩野元信筆「朱買臣図」（双幅）（重要文化財 東京国立博物館蔵、
山岡泰造著・後藤茂樹編『日本美術絵画全集』第７巻より転載)
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て
い
る
が
、
も
と
は
大
徳
寺
大
仙
院
の
書
院
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
山
岡
泰

造
は
、

書
院
の
北
側
の
東
寄
り
に
は
収
納
庫
の
よ
う
な
も
の
が
作
り
つ
け
ら
れ
、

そ
の
上
方
の
天
袋
の
小
襖
に
は
「
蔬
果
図
」
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
下
方

は
二
枚
の
引
違
い
の
襖
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
朱
買
臣
の
図
が

描
か
れ
て
い
た
。
朱
買
臣
は
後
漢
の
人
で
、
薪
を
採
っ
て
自
給
し
つ
つ
学

ん
だ
と
い
う
。
図
は
今
し
も
山
中
よ
り
家
路
に
つ
い
た
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ

し
、
道
は
崖
下
を
抜
け
て
、
水
流
に
架
か
る
橋
に
通
じ
て
い
る
。
左
手
前

に
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
水
、
大
き
く
彎
曲
す
る
岩
壁
を
描
い
て
画
面
に
動

勢
を
与
え
、
右
方
に
軽
く
流
し
て
ゆ
く
構
図
で
あ
る
。
こ
の
左
か
ら
右
に

向
か
っ
て
画
面
を
巻
き
込
む
よ
う
な
動
き
を
斜
め
に
突
っ
切
っ
て
道
が
通

じ
、
人
が
歩
む
い
か
に
も
元
信
ら
し
い
緊
迫
し
た
空
間
を
構
成
し
て
い
る42

）
。

と
い
う
評
価
を
こ
の
絵
に
与
え
て
い
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

構
図
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
絵
か
ら
も
そ
れ
が
感
じ
取

れ
る
。

こ
の
解
説
中
、
朱
買
臣
を
後﹅
漢
の
人
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
正
し
く
は

前﹅
漢
の
人
で
あ
る
。
全
体
は
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
の
三
角
形
が
作
り
出
す

非
常
に
ゆ
っ
た
り
と
安
定
し
た
構
図
で
あ
る
。
鑑
賞
者
の
視
線
も
自
然
に
左
上

か
ら
右
下
へ
と
ゆ
っ
く
り
と
移
動
す
る
。
こ
の
構
図
は
、
い
わ
ゆ
る
「
馬
遠
様

人
物
画
」（
馬
遠
は
南
宋
の
有
名
な
画
家
）
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
図
15
の

よ
う
に
片
幅
だ
け
で
は
、
こ
の
安
定
感
は
味
わ
え
な
い
。
図
15
が
、
非
常
に
切

迫
し
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
崖
の
表
現
は
狩
野
派
お
得
意

の
「
斧ふへ
劈きし
ゆん

」（
斧
で
割
っ
た
よ
う
な
岩
の
鋭
角
的
な
表
現
方
法
で
、
中
国
絵
画
か

ら
得
た
技
術
）
で
あ
る
。
た
だ
山
水
画
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
「
大
斧
劈

」
の

表
現
は
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
背
景
の
岩
に
も
厳
し
さ
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

山
が
「
静
」
を
川
が
「
動
」
を
表
し
、
同
時
に
山
（
静
）
の
中
に
人
物
（
動
）

が
あ
る
と
い
う
静
動
兼
備
の
絵
で
あ
る
。
先
に
図
15
が
切
迫
し
て
い
る
と
言
っ

た
が
、
よ
り
人
物
が
強
調
さ
れ
、
絵
全
体
が
動
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
こ
の
「
朱
買
臣
図
」
は
大
徳
寺
の
東
北
に
位
置
す
る
大
書
院
の
東

側
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
だ
。
同
室
に
は
他
に
、
林
和
靖
、
太
公
望
、
西
王
母
、

東
方
朔
と
い
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
た
。
朱
買
臣
以
外
の
人
物
は
、
狩
野
派

の
よ
う
な
御
用
絵
師
だ
け
で
な
く
、
町
絵
師
や
浮
世
絵
師
な
ど
に
好
ま
れ
盛
ん

に
描
か
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
朱
買
臣
は
そ
れ
ほ
ど
描
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、

「
朱
買
臣
図
」
が
非
常
に
限
ら
れ
た
範
囲
の
絵
師
に
よ
っ
て
の
み
描
か
れ
た
絵

で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
歩
き
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い
る
朱
買
臣
を
、
妙
心
寺

系
「
朱
買
臣
図
」（
置
薪
読
書
図
）
に
対
し
て
、
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負

薪
読
書
図
）
と
名
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
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図
17
は
、
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
『
探
幽
縮
図
』
に
載
る
「
朱
買
臣

図
」
で
あ
る
。

扇
面
に
墨
の
み
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
六
月
二
一

日
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
推
定
で
は
あ
る
が
、
こ
の
図
の

も
と
に
な
っ
た
絵
、
す
な
わ
ち
原
図
を
描
い
た
絵
師
は
、
狩
野
永
徳
（
一
五
四

三
〜
一
五
九
○
）
ら
し
い43

）
。
狩
野
永
徳
は
探
幽
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
祖
父
が
描
い
た
「
朱
買
臣
図
」
を
孫
の
探
幽
が
縮
図
に
し
た

も
の
と
な
る
。
こ
の
「
朱
買
臣
図
」
の
特
徴
は
、
左
後
ろ
斜
め
四
五
度
の
角
度

か
ら
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
見
返
り
美
人
図
の
よ
う
な
「
朱
買
臣
図
」

で
あ
る
。
系
統
は
、
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）
で
あ
る
。

ま
た
、
図
18
は
、
同
じ
く
『
探
幽
縮
図
』（
中
村
岳
陵
蔵
本
）
に
載
る
狩
野
探

幽
筆
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
雪
舟
の
弟
子
、
等
春
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
朱
買
臣
図
」
の
写
し
で

あ
る
。
等
春
に
つ
い
て
は
、
図
14
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
た
の
で
、
こ
れ
以
上
の

紹
介
は
避
け
る
。
た
だ
、
こ
の
図
18
は
図
14

と
全
く
同
じ
構
図
で
あ
り
、
図
14
を
基
に
縮

図
化
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
薪
、
本
、
瓢
箪
な
ど
の
位
置
や
角

度
、
そ
し
て
左
足
を
前
に
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
体
の
傾
き
な
ど
す
べ
て
が
図
14
と
同
じ

で
あ
る
。

図
19
は
、
狩
野
永
敬
（
一
六
六
二
〜
一
七

○
二
）
に
よ
る
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

狩
野
永
敬
は
、
京
狩
野
家
四
代
目
当
主
で

あ
る
。
こ
の
図
の
制
作
年
代
は
わ
か
ら
な
い

が
、
お
そ
ら
く
は
一
七
世
紀
後
半
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
絵
を
収
載
す
る

京
都
文
化
博
物
館
編
『
近
世
京
都
の
狩
野
派

図17 狩野探幽筆「朱買臣図」（『探幽縮図』＜京都国立博物館蔵本＞よ
り）（狩野永徳筆＜推定＞、寛文元年＜1661＞6月21日制作＜推定＞)

図18 狩野探幽筆「朱買臣図」（『探幽縮図』＜中村岳陵蔵本＞より）
（等春筆「朱買臣図」の写し)
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展
』
の
「
作
品
解
説
」
に
よ
る
と
、
こ
の
図
は
一
幅
物
で
、「
永
敬
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
示
す
一
点
」
で
あ
り
、「
朱
買
臣
の
や
や
目
が
つ
り
上
が
り
、
鼻

梁
の
張
っ
た
横
顔
は
、
山
楽
や
山
雪
、
さ
ら
に
は
永
納
の
横
向
き
の
唐
人
物
図

を
踏
襲
し
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
い
う44

）
。
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
〜
一
六
三
五
）

は
京
狩
野
家
の
祖
で
あ
り
、
狩
野
山
雪
（
一
五
八
九
〜
一
六
五
一
）
は
山
楽
の

養
子
で
京
狩
野
家
二
代
目
当
主
、
狩
野
永
納
（
一
六
三
一
〜
一
六
九
七
）
は
山

雪
の
実
子
で
京
狩
野
家
三
代
目
当
主
で
あ
る
。
永
敬
は
そ
れ
を
忠
実
に
受
け
継

い
で
こ
の
「
朱
買
臣
図
」
を
描
い
た
と
い
う
の
だ
。
こ
の
形
の
「
朱
買
臣
図
」

が
京
狩
野
家
の
得
意
と
し
た
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
妙
心
寺
系
「
朱

買
臣
図
」（
置
薪
読
書
図
）
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
事
実
は
、
京
狩
野
家
に
図
13

の
よ
う
な
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
が
粉
本
な
ど
の
形
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸
狩
野
家
に
大
徳
寺
系
の
「
朱
買
臣
図
」
が
伝

わ
り
、
他
方
、
京
狩
野
家
に
は
妙
心
寺
系
の
「
朱
買
臣
図
」
が
伝
わ
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
狩
野
家
は
代
々
妙
心
寺
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た

か
ら
、
妙
心
寺
系
の
「
朱
買
臣
図
」
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
は
ま
ず
間
違
い
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
京
狩
野
家
初
代
当
主
狩
野
山
楽
は
妙
心
寺
の
「
龍
虎
図
屛
風
」
を

手
が
け
て
い
る
し
、
二
代
目
当
主
、
山
雪
も
妙
心
寺
の
襖
絵
を
多
く
手
が
け
て

い
る
。
山
雪
で
い
え
ば
、
天
球
院
や
桂
春
院
、
そ
し
て
天
祥
院
の
襖
絵
が
そ
れ

に
あ
た
る
。
妙
心
寺
と
の
深
い
関
係
は
幕
末
ま
で
続
き
、
九
代
目
当
主
、
永
岳

（
一
七
九
○
〜
一
八
六
七
）
に
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る45

）
。
つ
ま
り
、
図
式
的
に

示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

《
江
戸
狩
野
派
》
↓
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
漢
籍
由
来
）

《
京
狩
野
派＊

》

↓
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
和
書
由
来
）

＊

京
狩
野
家
に
直
接
師
事
し
た
、
あ
る
い
は
京
狩
野
家
で
絵
の
技
術
を
習
得
し
た
人
た
ち
を
京

狩
野
派
と
す
る
。

そ
し
て
こ
の
差
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
籍
、
和
書
を
基
に
絵
画
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
忠
実
に
継
承
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

図
20
は
、
大
岡
春しゆん
卜ぼく
（
一
六
八
○
〜
一
七
六
三
）
の
『
和
漢
名
筆
画
本
手

鑑
』（
享
保
五
年

一
七
二
○

刊
）
巻
五
に
載
る
絵
で
あ
る
。
絵
に
あ
る
通
り
、

中
橋
狩
野
家
の
初
代
当
主
、
狩
野
安
信
が
描
い
た
絵
の
模
写
で
あ
る
。

大
岡
春
卜
は
大
坂
の
狩
野
派
を
代
表
す
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
師
承
関
係

に
つ
い
て
、
脇
坂
淳
は
「『
春
』
の
一
字
を
戴
く
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
春
雪
信

之
（
元
禄
四
年
、
七
十
八
歳
没
）
あ
た
り
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
と
し
、「
お
そ
ら
く
師
と
早
く
に
別
れ
、
そ
の
後
は
常
の
師
を
も
た

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
遺
作

か
ら
し
て
狩
野
の
法
を
学
ん
だ
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ
り
、
狩
野
の
筆
技
を
よ

く
伝
え
て
い
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
否
み
の
余
地
を
は
さ
み
え
な
い
の
も
事
実

で
あ
る
」
と
し
て
い
る46

）
。
師
に
比
定
さ
れ
た
春
雪
信
之
（
一
六
四
六
〜
一
六
九

一
）
は
江
戸
の
表
絵
師
で
、
そ
の
子
供
た
ち
は
後
に
そ
れ
ぞ
れ
山
下
狩
野
家
、
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深
川
水
場
狩
野
家
、
稲
荷
橋
狩
野
家
と
称
し
て
一
家
を
な
し
た
人
た
ち
で
あ
っ

た
。
一
方
、
木
村
重
圭
は
、「
春
卜
は
狩
野
の
門
を
く
ぐ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ

と
し
て
も
、
は
た
し
て
誰
で
あ
っ
た
か
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
し
得
な
い
」
と

し
な
が
ら
も
、「
た
だ
、
江
戸
の
狩
野
派
よ
り
、
京
都
の
狩
野
派
の
方
が
よ
り

近
い
と
考
え
た
い
」
と
述
べ
て
い
る47

）
。

も
し
、
木
村
の
言
う
よ
う
に
、
春
卜
が
京
狩
野
家
の
画
法
を
受
け
継
い
で
い

た
と
し
た
な
ら
ば
、
京
狩
野
家
に
も
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
が
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
図
は
、
図
17
、
18
の
よ
う
な
狩
野
探
幽
筆
と

伝
え
ら
れ
る
「
朱

買
臣
図
」
と
同
じ

構
図
で
あ
る
か
ら

だ
。
先
に
図
19
で
見
た
よ
う
に
、
京
狩
野
家
に
は
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」

（
置
薪
読
書
図
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
京
狩
野
家

に
も
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
大
岡

春
卜
の
師
承
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
限
り
は
断
定
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

た
だ
、
私
見
を
述
べ
る
と
、
春
卜
と
い
う
名
前
、
そ
し
て
大
岡
派
の
門
人
た

ち
に
は
「
春
」
も
し
く
は
「
信
」
の
字
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（「
春
」
が
圧
倒
的

に
多
く
、
そ
の
踏
襲
方
法
が
山
下
狩
野
家
に
似
て
い
る
）
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し

て
、
や
は
り
春
雪
信
之
に
師
事
し
た
と
す
る
方
が
穏
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
加
え
、
遺
作
に
お
け
る
鋭
い
筆
遣
い
や
表
現
方
法
と
い
っ
た
画
風
か
ら
判
断

し
て
も
江
戸
狩
野
派
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
こ
で

は
ひ
と
ま
ず
脇
坂
の
説
に
従
い
、
大
岡
春
卜
を
春
雪
信
之
の
門
人
で
あ
っ
た
と

し
て
お
く
。

そ
の
証
拠
に
、
こ
の

絵
も
大
徳
寺
系
「
朱
買

臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）

で
あ
り
、
図
15
な
ど
を

手
本
に
し
て
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
よ
し
や

直
接
の
師
弟
関
係
は
な

い
と
し
て
も
春
卜
が
江

戸
狩
野
派
の
強
い
影
響

図19 狩野永敬筆「朱買臣図」（17世紀後半作)

図20 大岡春卜筆『和漢名筆画本手鑑』（享保5年
＜1720＞)
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下
に
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

図
21
は
、
大
岡
道
信
（
生
没
年
未
詳
）
筆
『
押
絵
手
鑑
』（
元
文
元
年

一
七

三
六

刊
）
に
載
る
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

そ
の
序
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
岡
道
信
は
浪
花
の
産
、
壮
年
な
り
。
画
を
好
ミ
、
法
眼
春
卜
の
門
に
入

て
学
ぶ
事
久
し48

）
。

こ
の
こ
と
か
ら
道
信
は
、
先
に
紹
介
し
た
大
岡
春
卜
の
門
人
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
弟
子
の
大
岡
道
信
も
春
卜
、
そ
し
て
江
戸
狩
野
派
の
画

風
を
受
け
継
い
で
お
り
、
こ
の
絵
も
江
戸
狩
野
派
に
伝
わ
っ
て
い
た
大
徳
寺
系

「
朱
買
臣
図
」（
お
そ
ら
く
『
探
幽
縮
図
』
の
よ
う
な
も
の
）
を
も
と
に
し
て
描
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
22
は
、
関
等
元
（
生
没
年
未
詳
）
と
い
う
人
物
の
描
い
た
「
朱
買
臣
図
」

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
桜
井
雪
館
（
桂
月
‥
一
七
一
五
〜
一
七
九
〇
）
と
い
う
画
家

が
転
載
も
し
く
は
模
写
し
た
も
の
だ
。

『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
こ
の
雪
館
と
い
う
人
は
「
常

陸
の
人
。
絵
事
を
業
と
し
、
江
戸
に
出
て
雪
舟
流
を
学
び
一
家
を
成
し
た49

）
」
と

あ
る
の
で
、
雪
舟
流
の
画
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
図
22
の
も
と
に

な
っ
た
絵
の
作
者
、
関
等
元
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
の
絵
が
載
る
『
画
則
』
巻
之
五
「
目
録
」
に
は
、「
常
州
水
府
之
人
」
と
あ

り
、
現
在
の
茨
城
県
水
戸
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
流
派
は
わ
か
ら
な

い
が
、
お
そ
ら
く
雪
舟
流
で
あ
ろ
う
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
雪
館
が
雪
舟
流
で
あ
り
、
か
つ
巻
五
の
「
小
引
」
に
は
、
彼
の

「
画
事
ヲ
語
ル
ノ
朋
二
百
有
余
人
」
の
中
か
ら
雪
館
が
選
ん
で
集
め
た
旨
の
記

述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
狩
野
永
納
に
よ
る
画
論
『
本
朝
画
史
』（
元
禄
六
年

一
六
九
三

刊
）
に
、「
其
名
有
等
之
字
者
、
皆
是
雪
舟
之
画
徒
也
（
其
の
名

に
等
の
字
有
る
者
、
皆
是
雪
舟
の
画
徒
な
り
｜
訓
読
筆
者50

）
）」
と
あ
る
か
ら
で
、
関

が
名
字
、
等
元
が
画
号
で
あ
ろ
う
、
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
だ
。
雪
舟
の
弟
子
、

雪
村
（
一
五
○
四
？
〜
一
五
八
九
）
も
常
陸
に
関
わ
り
の
深
い
こ
と
か
ら51

）
、
こ

の
人
物
が
雪
舟
流
の
絵
師
で
あ
る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

絵
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
徳
寺
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し

か
し
筆
致
は
か
な
り
違
う
。
狩
野
派
の
も
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
厳
し
さ
は
こ

の
絵
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
全
体
的
に
や
わ
ら
か
い
タ
ッ
チ
に
な
っ
て
お
り
、

顔
も
柔
和
だ
。
楽
し
そ
う
に
歩
い
て
い
る
。
隠
遁
者
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。
衣

の
襞
や
岩
壁
を
除
け
ば
、
す
べ
て
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
せ
い
で
あ
ろ
う
。

図
14
で
み
た
よ
う
に
、
雪
舟
の
弟
子
、
等
春
に
も
同
じ
様
な
「
朱
買
臣
図
」

が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
雪
舟
流
に
も
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書

図
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
等
春
の
も
の
と
は
背
景

や
容
貌
な
ど
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
朱
買
臣
の
顔
が
柔
和
で
ふ
っ
く
ら
と

し
て
お
り
、
背
景
の
山
や
木
も
相
当
丸
み
を
帯
び
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
が
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特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
狩
野
派
の
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
と
く
ら
べ
る
と
そ

の
差
は
瞭
然
と
し
て
い
る
。

図
23
は
、
吉
村
周
山
（
一
七
○
○
？
〜
一
七
七
六
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『
和
漢
名
筆
画
英
』
巻
之
三
（
寛
延
三
年

一
七
五
○

刊
）
中
に
あ
る
「
朱
買

臣
図
」
で
あ
る
。

編
者
の
吉
村
周
山
は
、
大
坂
の
人
で
、
画
法
を
牲にえ
川かわ
充みつ
信のぶ
（
一
六
七
八
？

〜
一
七
五
一
）
に
学
び
、
後
に
一
家
を
な
し
て
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。
彫
刻
を

得
意
と
し
、
特
に
根
付
師
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
晩
年
に
こ
の

業
を
廃
し
た
と
い
う52

）
。
白
井
華
陽
『
画
乗
要
略
』（
天
保
二
年

一
八
三
一

刊
）
巻
二
に
は
、「
名
は
充
興
、
探
仙
と
号
す
。
充
信
に
学
ぶ53

）
」
と
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
吉
村
周
山
の
師
匠
で
あ
る
牲
川
充
信
は
、
鶴
沢
探
山
（
一
六
五
五

〜
一
七
二
九
）
門
下
で
あ
る
。
鶴
沢
探
山
は
狩
野
探
幽
の
門
人
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
牲
川
充
信
や
そ
の
弟
子
の
吉
村
周
山
は
い
ず
れ
も
鍛
冶

橋
狩
野
家
の
画
風
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
絵
は
図
中
に
あ
る
よ
う
に
、
狩
野
探
幽
の
描
い
た
「
朱
買
臣
図
」
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）
で
あ
る
が
、
図

15
な
ど
と
く
ら
べ
る
と
か
な
り
省
筆
さ
れ
て
い
る
。
探
幽
は
、
余
白
を
使
っ
た

絵
を
得
意
と
し
て
い
た
か
ら
、
図
15
、
も
し
く
は
そ
れ
と
同
様
の
「
朱
買
臣

図
」
を
か
な
り
省
筆
し
て
描
い
た
探
幽
筆
の
絵
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
吉
村
周
山

が
転
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
24
は
、
高

田
敬けい
輔ほ
（
一
六

七
四
〜
一
七
五

五
）
の
『
敬
輔

画
譜
』
（
享

和

三
年

一
八
○

三

序
、
文

化

元
年

一
八
○

四

刊
）
に
載

る
図
で
あ
る
。

描
き
手
で
あ

る
高
田
敬
輔
は

曾
我
蕭しよ
白うはく（
一

図21 大岡道信筆『押絵手鑑』（元文元年
＜1736＞)

図22 関等元筆「朱買臣図」（桜井雪館編『画則』巻之五＜安永5年
1776＞より)
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七
三
○
〜
一
七
八
一
）
の
師
と
も
い
わ
れ
る
人
で
あ
る
が
、『
国
書
人
名
辞
典
』

（
岩
波
書
店
）
に
は
、「
近
江
蒲
生
郡
日
野
の
薬
種
商
の
家
に
生
れ
る
。
絵
を
古こ

かん
・
狩
野
永
敬
に
学
び
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
」
と
あ
る54

）
。
師
の
狩
野
永
敬
に

つ
い
て
は
、
図
19
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

他
方
、『
画
乗
要
略
』
巻
二
に
は
、「
高
田
敬
甫ママ

竹
隠
と
号
す
。
初
め
狩
野

氏
に
学
び
、
後
、
古

を
師
と
す
。
人
物
を
善
く
す
。
規
傚
を
事
と
せ
ず
。
独

り
性
霊
を
抒
ぶ
。
揮

横
逸
。
壮
年
京
摂
に
遊
び
、
最
も
そ
の
名
を
知
ら
る55

）
」

と
あ
り
、
規
範
性
を
嫌
っ
て
独
自
の
画
境
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
画
家
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
基
本
的
な
絵
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
狩
野
派
に
学
ん
だ
と
考
え

て
い
い
だ
ろ
う
。
彼
は
か
な
り
の
有
名
人
だ
っ
た
ら
し
く
伴
蒿こう
蹊けい
（
一
七
三
三

〜
一
八
○
六
）
の
『
続
近
世
畸
人
伝
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
ど

う
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

敬
輔
高
田
氏
、
近
江
日
野
売
薬
屋
の
子
な
れ
ど
も
、
産
業
に
疎
く
、
わ
か

き
よ
り
御
室
御
所
に
奉
仕
し
て
あ
り
し
間
、
た
だ
画
を
好
み
て
、
其
の
頃

浄
福
寺
古

和
尚
、
画
に
長
ぜ
ら
れ
し
か
ば
、
従
ひ
て
学
ぶ
。（
中
略
）

し
か
も
和
尚
、
お
の
れ
は
其
の
家
に
あ
ら
ず
、
且
彩
色
に
く
ら
し
、
狩
野

家
に
よ
り
て
、
極
彩
色
の
法
を
つ
た
ふ
べ
し
と
て
、
紹
介
し
て
狩
野
某
に

学
ば
し
む
。
さ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
其
の
家
風
を
画
く
と
い
へ
ど
も
、
つ
ひ

に
自
ら
一
家
を
な
せ
り
。
人
物
の
形
状
、
又
墨
黒
な
る
趣
な
ど
は
、
頗
る

古

和
尚
に
似
て
、
又
墨
の
濃
淡
を
も
て
密
画
を
な
す
は
、
其
工
夫
に
出

図23 狩野探幽筆「朱買臣図」（吉村周山編『和漢名筆画英』
巻之三＜寛延3年 1750＞より)

図24 高田敬輔筆『敬輔画譜』（文化元年
＜1804＞)
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で
た
り
と
ぞ56

）
。

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

先
ほ
ど
み
た
『
画
乗
要
略
』
と
は
少
し
食
い
違
う
内
容
で
あ
る
。『
画
乗
要

略
』
で
は
、
先
に
狩
野
派
に
学
び
、
後
に
古

に
師
事
し
た
と
し
て
い
る
の
に

対
し
、『
続
近
世
畸
人
伝
』
で
は
、
先
に
古

に
就
き
、
そ
の
後
狩
野
派
に
学

ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
画
風
か
ら
判
断
し
て
『
画
乗
要
略
』
の
方
が
正
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
絵
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
古

に
似

て
い
る
と
い
う
「
墨
黒
な
る
趣
」
や
、「
墨
の
濃
淡
を
も
て
密
画
を
な
す
」
と

い
っ
た
特
徴
は
、
図
24
に
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
師
の
古

に
つ
い

て
は
『
画
乗
要
略
』
に
、「
古

、
何
許
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
初
め
狩
野

氏
に
学
び
、
後
、
其
の
格
を
守
ら
ず57

）
」
と
あ
り
、
か
な
り
奔
放
な
画
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
な
か
の
く
せ
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
敬
輔
は
画
僧
古

に
大
い
に
感
化
さ
れ
、
そ
し
て
画
風
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る58

）
。

と
こ
ろ
で
、
絵
に
は
朱
買
臣
と
は
書
い
て
い
な
い
が
、
讃
か
ら
こ
の
人
物
が

朱
買
臣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
讃
の
最
後
の
字
句
は
、「
漢
代
真
君
子
読
書

経
義
通
」
で
あ
る
。
漢
代
の
真
君
子
と
あ
り
、
薪
を
採
り
な
が
ら
書
物
を
読
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
間
違
い
な
く
こ
れ
は
朱
買
臣
の
図
だ
。

図
24
は
人
物
の
角
度
な
ど
は
異
な
る
も
の
の
、
図
19
と
基
本
的
に
は
同
じ
構

図
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
図
19
と
同
様
、
京
狩
野
派
が
得
意
と
し
た
妙
心
寺
系

「
朱
買
臣
図
」（
置
薪
読
書
図
）
と
断
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
て
仲
田
勝
之
助
は
、『
絵
本
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
二
五
年
五
月

刊
）
の
中
で
、
古

や
高
田
敬
輔
を
「
雪
舟
派
」
と
し
た
。
も
し
雪
舟
派
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
高
田
敬
輔
に
も
大
徳
寺

系
「
朱
買
臣
図
」
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
画
譜
類
に

は
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
朱

買
臣
図
」
に
関
し
て
は
、
京
狩
野
派
、
つ
ま
り
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
の
影

響
が
強
い
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
。

図
25
は
、
鍬
形
けい

斎さい
（
一
七
六
四
〜
一
八
二
四
）
の
『
人
物
略
画
式
』（
寛
政

一
一
年

一
七
九
九

刊
）
に
載
る
人
物
像
で
あ
る
。

鍬
形

斎
は
、
も
と
浮
世
絵
師
、
北
尾
重
政
（
一
七
三
九
〜
一
八
二
○
）
の

門
人
で
あ
っ
た
。
浮
世
絵
師
と
し
て
の
名
は
北
尾
政まさ
美よし
で
、
山
東
京
伝
（
一
七

六
一
〜
一
八
一
六
）
と
は
兄
弟
弟
子
の
関
係
に
な
る
。
黄
表
紙
の
挿
絵
な
ど
を

描
い
て
い
た
が
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、
浮
世
絵
師
と
し
て
は
異
例
の
美みま

作さか
津
山
藩
の
お
抱
え
絵
師
と
な
る
。
三
年
後
、
鍬
形

斎
紹つぐ
真ざね
と
改
称
し
、
木

挽
町
狩
野
家
当
主
、
養
川
院
狩
野
惟
信
（
一
七
五
三
〜
一
八
○
八
）
に
つ
い
て

狩
野
派
の
画
風
を
学
ん
だ59

）
。『
人
物
略
画
式
』
は

斎
の
代
表
作
の
一
つ
と
さ

れ
る
。
こ
の
図
は
お
そ
ら
く
狩
野
探
幽
の
『
探
幽
縮
図
』（
図
17
）
に
倣
っ
た

も
の
で
、
そ
れ
を

斎
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
左
後
ろ
斜

め
四
五
度
の
角
度
か
ら
捉
え
た
も
の
と
し
て
、
図
17
の
『
探
幽
縮
図
』
と
共
通

す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
図
17
と
同
様
、
見
返
り
美
人
様
の
「
朱
買
臣
図
」

で
あ
る
。
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図
26
は
、
東
京
芸
術
大
学
が
所
蔵
す
る
「
朱
買
臣
図
」
で
あ
る
。

木
挽
町
狩
野
家
の
門
人
で
あ
る
木
村
立りゆう
嶽がく
（
一
八
二
五
〜
一
八
九
○
）
の
手

に
よ
る
も
の
で
、
元
代
の
画
家
、
盛
子
昭
の
絵
の
模
写
で
あ
る
と
い
う
。
盛
子

昭
（
盛せいぼう
）
に
つ
い
て
、『
支
那
書
画
人
名
辞
書
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

盛セイボウ

画

元

字
は
子
昭
、
盛
洪
の
子
。
其
家
学
を
世
々
に
し
て
之
に

過
ぐ
。
善
く
山
水
人
物
花
鳥
を
画
く
。
始
め
陳
仲
美
を
学
び
、
略
々
其
法

を
変
ず
。
精
緻
余
有
り
て
巧
に
過
ぐ60

）
。

こ
の
盛
子
昭
の
名
は
室
町
時
代
に
成
立
し
た
『
君くん
台だい
観かん
左そ

右う

帳ちょ
記うき
』
に
も

「
上
」
の
画
家
と
い
う
高
い
評
価
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、

日
本
で
も
か
な
り
有
名
で
あ
り
、
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
絵
も
珍
重
さ

れ
た
。

木
村
立
嶽
は
、
木
挽
町
狩
野
家
勝しょう
川せん
院いん
雅ただ
信のぶ
門
下
四
天
王
の
筆
頭
と
さ
れ

る
人
物
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
盛
子
昭
が
描
い
た

「
朱
買
臣
図
」
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
盛
子
昭
の
絵
か
ら
作

ら
れ
た
粉
本
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
原
本

の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。

大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）
が
江
戸
狩
野
家
に
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
中
橋
狩
野
家
に
属
す
る
狩
野
一
渓
（
一
五
九

九
〜
一
六
六
二
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
後こう
素そし
集ゆう
』（
元
和
九
年

一
六
二
三

図25 鍬形 斎筆『人物略画式』（寛政11年＜1799＞)図26 木村立嶽写、盛子昭筆「朱買臣図」（東京芸術
大学蔵)
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自
跋
）
が
あ
る
。
そ
の
巻
第
二
、「
田
夫
蚕
婦
」
の
項
に
は
、「
臣
負
柴
図
」
と

し
て
「
朱
買
臣
柴
を
荷
ひ
て
書
を
見
る
」
と
あ
る61

）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
徳
寺

系
「
朱
買
臣
図
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
狩
野
家
に
「
朱
買

臣
図
」
が
、
そ
れ
も
大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
朱
買
臣
図
」
に
は
大
徳
寺
系
と
妙
心
寺
系

の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
再
度
確
認
し
て
お
く
と
、
大
徳
寺
系
の
も
の
は
、
薪
を

背
負
い
な
が
ら
歩
い
て
本
を
読
む
姿
を
描
い
た
も
の
（
負
薪
読
書
図
）
で
、
主

と
し
て
江
戸
狩
野
派
の
系
統
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
一
方
、
妙
心
寺
系
の
も

の
は
、
薪
を
傍
ら
に
置
い
て
座
っ
て
読
書
を
す
る
姿
を
描
い
た
も
の
（
置
薪
読

書
図
）
で
あ
り
、
京
狩
野
派
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
大
徳
寺
と
妙
心
寺
は
京
都
の
数
あ
る
臨
済
宗
寺
院
の
中
で
も
別
派
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
相
国
寺
な
ど
の
京
都
に
あ
る
他
の
臨
済
宗
の

諸
大
寺
は
、
夢
窓
国
師
（
疎
石
‥
一
二
七
五
〜
一
三
五
一
）
の
一
門
で
占
め
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
大
徳
寺
と
妙
心
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
大
燈
国
師
（し
宗ゅう
峰ほう
妙みよう
超ちよう
‥

一
二
八
二
〜
一
三
三
七
）、
関かん
山ざん
慧え

玄げん
（
無
相
大
師
‥
一
二
七
七
〜
一
三
六
○
）

と
い
う
師
弟
関
係
（
関
山
慧
玄
は
大
燈
国
師
の
高
弟
）
に
あ
っ
た
人
物
に
よ
っ
て

開
山
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
徳
寺
と
妙
心
寺
は
い
わ
ば
兄

弟
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ62

）
。
こ
の
二
寺
を
「
山
隣
派
」
と
も
称
す
る
。
こ

の
二
つ
の
寺
院
に
の
み
「
朱
買
臣
図
」
が
伝
え
ら
れ
、
他
に
は
伝
播
し
て
い
か

な
か
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
何
ら
か
の
事
情
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
現
在
の
と

こ
ろ
そ
の
理
由
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
ひ
と
ま
ず
保
留
し
、
指
摘
だ
け
に
留
め
て
お
く
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
二
寺
は
戦
国
大
名
の
庇
護
を
受
け
た
寺
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
共
通
点
が
あ
り
、
本
来
妙
心
寺
は
大
徳
寺
を
本
寺
と
す
る
立
場
に
あ
っ

た
が
、
永
正
期
（
一
五
○
四
〜
一
五
二
一
）
に
独
立
し
、
対
等
な
立
場
に
昇
格

し
て
い
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
に
は
、
妙
心
寺
の
大
徳
寺

離
れ
と
し
て
語
ら
れ
る63

）
。
も
と
は
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
両
寺
で
あ
る
が
、
永
正

以
後
は
独
立
し
た
立
場
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
狩
野
派
と
京
狩
野
派
に
分

離
す
る
頃
（
一
七
世
紀
初
頭
）
に
は
す
で
に
両
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
立
場

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
江
戸
狩
野
派
が
得
意
と
し
た

大
徳
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
と
、
京
狩
野
派
が
得
意
と
し
た
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣

図
」
は
交
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

大
徳
寺
系
と
妙
心
寺
系
と
い
う
二
種
類
の
「
朱
買
臣
図
」
の
存
在
は
、
喩
え

て
言
え
ば
、
漢
字
の
「
音
読
み
」
と
「
訓
読
み
」
の
関
係
、
あ
る
い
は
「
漢

字
」
に
対
す
る
「
仮
名
」
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
喩
え
た
「
音
読
み
」、「
漢
字
」
は
大
徳
寺
系
「
朱
買

臣
図
」
を
指
し
、「
訓
読
み
」、「
仮
名
」
は
妙
心
寺
系
「
朱
買
臣
図
」
に
あ
た

る
。こ

れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
概
要
を
図
示
す
る
と
、

図
27
の
よ
う
に
な
る
。
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五

お
わ
り
に

狩
野
派
、
と
り
わ
け
江
戸
狩
野
派
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
大
徳
寺
系

「
朱
買
臣
図
」（
負
薪
読
書
図
）
が
、
金
次
郎
の
「
負
薪
読
書
図
」
へ
転
用
さ
れ

た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
、
筆
者
は
述
べ
た
。

だ
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
当
時
、
特
別
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
金

次
郎
の
ほ
か
に
も
同
じ
様
な
事
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
調
査
を
続

け
て
い
き
た
い
。

東
方
朔
や
西
王
母
が
、
長
寿
を
表
す
目
出
度
い
図
像
と
し
て
好
ま
れ
、
様
々

な
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
の
に
対
し
、
朱
買
臣
が
そ
れ
ほ
ど
好
ん
で
描
か
れ

る
絵
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
図
像
の
継
承
に
大
き
く
寄
与
し
た
と

思
わ
れ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
も
し
多
く
の
人
の
目
に
す
る
よ
う
な
絵
な
ら
、

必
ず
亜
流
が
で
き
、
様
々
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
朱
買
臣
が
出
来
た
は
ず
で
あ
る
。

浮
世
絵
師
も
関
わ
れ
ば
、
そ
の
世
界
は
も
っ
と
広
が
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
実
際
に
は
、「
朱
買
臣
図
」
は
一
般
の
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
本
画
と
し
て
描
か
れ
る
の
は
稀
で
、
ひ
っ
そ
り
と
大
徳
寺
、
妙
心
寺
、
そ

し
て
主
と
し
て
狩
野
派
と
一
部
、
雪
舟
派
の
み
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
一
九
世
紀
頃
に
は
一
部
漏
洩
し
て
い
た
け
れ
ど
も
）。
だ
か

ら
、
こ
れ
ら
の
二
様
式
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
、
狩
野
家
の
歴
史
と
ほ
ぼ
同

じ
、
約
四
○
○
年
の
間
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
も
な
く
守
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
二
宮
金
次
郎
に
代
っ
た
時
、
そ
の
構
図
が
一
気
に
広
ま

図27「朱買臣図」から金次郎への系譜

坂

輔

狩野派略系図
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っ
た
。
そ
こ
に
は
明
治
時
代
中
期
に
喧
伝
さ
れ
た
「
修
養
」
と
い
っ
た
概
念
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
違
い
な
い
。
少
年
向
け
の
読
み
物
が
激
増
し
た
と

い
っ
た
こ
と
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
門
閥
に
縛
ら
れ
た
社
会

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
努
力
す
れ
ば
出
世
、
成
功
で
き
る
時
代
へ
の
変
化
と
い
う
の

も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
価
値
観
の
変
化
、
時
代
背
景
が
図
像
の
変
容

を
要
求
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
広
範
に
行
き
渡
ら
せ
る
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

＊
本
論
考
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
平
成
一
九
年
度
（
二

○
○
七
）
研
究
助
成
金
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

る
。

５
）

図
２
や
４
で
荷
物
を
背
負
っ
て
い
る
男
は
、『
天
路
歴
程
』
の
主
人
公
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
こ
の
絵
で
主
人
公
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

『
天
路
歴
程
』
が
、
作
者
バ
ン
ヤ
ン
が
夢
で
見
た
物
語
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

前
面
で
頰
杖
を
つ
い
て
い
る
の
が
、
バ
ン
ヤ
ン
そ
の
人
で
あ
る
。

６
）

図
２
〜
５
、
６
は
舞
鶴
市
糸
井
文
庫
書
籍
閲
覧
シ
ス
テ
ム
か
ら
転
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

７
）

本
田
済
編
訳
『
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
列
伝
選
』（『
中
国
古
典
文
学
大

系
』
第
一
三
巻
）、
平
凡
社
、
昭
和
四
三
年
六
月
、
六
五
頁
。

８
）
『
漱
石
全
集
』
第
一
四
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
八
月
、
七
頁
。

９
）
『
露
伴
全
集
』
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
二
七
年
五
月
、
四
三
〜
四

八
頁
。

10
）

野
崎
左
文
『
私
の
見
た
明
治
文
壇
』、
春
陽
堂
、
昭
和
二
年
五
月
、
七
五

〜
七
六
頁
。

11
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
露
伴
『
二
宮
尊
徳
翁
』
第
一
九
版
（
明
治
三
六

年
四
月
）
は
、
一
枚
目
に
「
負
薪
読
書
図
」、
二
枚
目
に
「
金
次
郎
成
人
図
」

と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
推
察
す
る
に
、
一
六
版
以

降
、
一
九
版
ま
で
の
間
に
一
枚
目
と
二
枚
目
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
初
版
の
「
負
薪
読
書
図
」
に
は
永
興
の
捺
印
が
あ
る
が
、

一
六
版
に
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
一
九
版
で
は
復
活
し
て
い
る
。
一
六
版
の

「
負
薪
読
書
図
」
は
か
な
り
原
版
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
七
版
以

降
に
も
う
一
度
原
版
を
作
り
直
し
た
よ
う
で
あ
る
。
初
版
以
降
は
永
興
の
許
諾

な
し
に
刷
ら
れ
て
い
た
が
、
一
七
版
以
降
に
永
興
に
よ
っ
て
版
が
も
う
一
度
作

り
直
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

注１
）

藤
森
照
信
・
荒
俣
宏
『
東
京
路
上
博
物
誌
』、
鹿
島
出
版
会
、
昭
和
六
二

年
七
月
、
一
二
一
頁
。

２
）

井
上
章
一
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
ア
イ
ド
ル
二
宮
金
次
郎
』、
新
宿
書
房
、

平
成
元
年
三
月
、
二
五
頁
。
青
木
茂
雄
「
負
薪
金
次
郎
像
の
原
型
」『
歴
史
民

俗
学
』
第
一
○
号
（
別
冊
特
集
号
‥
雑
学
の
冒
険
）、
批
評
社
、
平
成
一
○
年

三
月
、
四
二
頁
。

３
）

井
上
前
掲
書
、
二
五
〜
二
六
頁
。

４
）

図
２
〜
５
は
、
井
上
前
掲
書
、
二
六
〜
二
七
頁
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
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12
）

塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
』（
上
）、
中
公
文
庫
、
昭
和
五
二
年
二
月
、
一
八
一

頁
。

13
）

山
田
奈
々
子
『
木
版
口
絵
総
覧

明
治
・
大
正
期
の
文
学
作
品
を
中
心
と

し
て
』、
文
生
書
院
、
平
成
一
八
年
二
月
第
二
刷
、
六
〜
七
頁
。

14
）

同
右
、
八
頁
。

15
）

同
右
、
二
二
〜
二
三
頁
。

16
）

田
中
重
男
（
楽
鷹
真
人
）
撰
『
学
生
之
銘
』、
光
世
館
、
明
治
三
九
年
四

月
、
一
七
四
〜
一
七
五
頁
。

17
）

柳
町
達
也
『
蒙
求
』（
中
国
古
典
新
書
）、
明
徳
出
版
社
、
昭
和
四
三
年
四

月
、
一
○
五
頁
。

18
）

高
井
蘭
山
注
『
経
典
余
師
三
字
経
之
部
』、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
一
六
丁
表
。

引
用
は
、
石
川
松
太
郎
監
修
『
往
来
物
大
系
』
第
三
四
巻
（
大
空
社
、
平
成
五

年
三
月
）
に
よ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
田
一
止
人
注
、
井
上
春
曙
斎
画
『
余
師
三

字
経
童
子
訓
』（
天
保
一
二
年

一
八
四
一

刊
）
に
も
同
様
の
注
釈
が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
朱
買
臣
の
絵
は
載
っ
て
い
な
い
。

19
）

鎌
田
環
斎
『
日
記
故
事
大
全
』、
前
川
善
兵
衛
ほ
か
、
明
治
一
三
年
四
月
、

九
丁
表
。

20
）

橋
本
草
子
「『
日
記
故
事
』
の
版
本
に
つ
い
て
｜
二
十
四
孝
図
研
究
ノ
ー

ト
そ
の
三
｜
」『
京
都
女
子
大
学
人
文
論
叢
』
第
四
六
号
、
平
成
一
○
年
一
月
、

三
三
頁
。
同
論
考
中
で
橋
本
は
、
虞
韶
自
ら
が
書
い
た
『
小
学
日
記
』
の
序
が
、

元
の
至
元
二
八
年
（
一
二
九
一
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、『
日
記
故
事
』
の

最
初
の
刊
本
は
元
の
初
め
の
頃
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
察
さ
れ
て

い
る
（
同
論
文
、
四
六
頁
）。

21
）

こ
の
注
釈
が
『
中
国
俗
文
学
研
究
』
第
一
○
号
（
中
国
俗
文
学
研
究
会
、

平
成
四
年
一
二
月
、
一
〜
七
二
頁
）
に
あ
る
。

22
）

井
上
泰
山
「
朱
買
臣
離
縁
譚
演
変
考
」『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
第
四
二

巻
第
一
号
、
関
西
大
学
文
学
会
、
平
成
四
年
一
〇
月
、
九
七
頁
。

23
）

同
前
、
九
七
〜
九
九
頁
。

24
）

小
林
保
治
全
訳
注
『
唐
物
語
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
一
五
年
六
月
、

二
六
六
頁
。

25
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
一
○
巻
、
角
川
書
店
、
平
成
四
年
四
月
、
九
三
六

頁
。

26
）

吉
田
幸
一
編
『
新
語
園
』
上
（『
古
典
文
庫
』
四
一
九
冊
）、
古
典
文
庫
、

昭
和
五
六
年
八
月
、
一
○
四
頁
。

27
）

野
間
光
辰
監
修
『
俳
諧
類
舩
集
』（『
近
世
文
芸
叢
刊
』
第
一
巻
）、
般
庵

野
間
光
辰
先
生
華
甲
記
念
会
、
昭
和
四
四
年
一
一
月
、
一
七
三
頁
、
五
二
五
頁
。

28
）
『
貞
門
俳
諧
集
』
一
（『
古
典
俳
文
学
大
系
』
一
）、
集
英
社
、
昭
和
四
五

年
一
一
月
、
一
三
三
頁
。

29
）

朱
買
臣
の
話
が
あ
っ
て
も
読
書
に
関
す
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
連
歌
書
『
連
集
良
材
』「
夜
ノ
衣
」
に
は

「
朱
買
臣
字
ハ
翁
子
会
稽
ノ
人
也
好
書
読
ム
」
と
だ
け
あ
る
（
国
書
刊
行
会
編

『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
五
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
四
年
一
○
月
、

五
○
二
頁
）。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
六
三
（
中
華
）「
朱
買
臣
」
も
、

「
字
は
翁
子
、
嘉
興
府
の
人
な
り
。
薪
を
採と
り
て
自
ら
給
す
。
嘗
て
学
を
好
み

て
倦うま
ず
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』

第
二
八
巻
、
三
一
書
房
、
昭
和
五
五
年
四
月
、
八
九
○
頁
）。

30
）

鈴
木
敬
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』
第
一
巻
（
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ

）

（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
七
年
五
月
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ⅰ
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｜
二
五
○
頁
）。

31
）

難
波
常
雄
・
早
川
純
三
郎
・
鈴
木
行
三
編
『
中
国
人
名
辞
書
』、
東
出
版
、

平
成
八
年
六
月
復
刻
第
一
刷
、
八
九
八
頁
。

32
）

戸
田
禎
佑
・
小
川
裕
充
編
『
中
国
絵
画
総
合
図
録

続
編
』
第
三
巻
（
日

本

）（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
一
一
年
八
月
）
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
Ⅲ
｜
二
二
六
頁
）。

33
）

大
西
林
五
郎
編
『
支
那
書
画
人
名
辞
書
』、
第
一
書
房
、
昭
和
五
○
年
四

月
、
八
○
頁
。

34
）

田
島
志
一
編
『
真
美
大
観
』
第
九
冊
、
日
本
真
美
協
会
、
明
治
三
六
年
六

月
、「
朱
買
臣
図
」
説
明
。

35
）

石
田
尚
豊
・
田
辺
三
郎
助
・
辻
惟
雄
・
中
野
政
樹
編
『
日
本
美
術
史
事

典
』、
平
凡
社
、
昭
和
六
二
年
五
月
、
一
八
五
頁
。
斉
藤
昌
利
執
筆
担
当
。

36
）

等
春
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
山
本
英
男
「
等
春
再
考
」（『
国
華
』
第
一

二
七
七
号
、
国
華
社
、
平
成
一
四
年
三
月
）
に
よ
る
。

37
）

田
中
一
松
「
等
春
画
説

下
」『
国
華
』
第
七
五
編

第
五
冊
（
第
八
九

○
号
）、
昭
和
四
一
年
五
月
、
七
頁
。

38
）

林
屋
辰
三
郎
校
注
『
古
代
中
世
芸
術
論
』（『
日
本
思
想
大
系
』
23
）、
岩

波
書
店
、
昭
和
四
八
年
一
○
月
、
六
九
九
頁
。

39
）

前
掲
田
中
論
文
、
八
、
一
九
頁
。

40
）

同
前
、
二
七
頁
。

41
）

松
木
寛
『
御
用
絵
師

狩
野
家
の
血
と
力
』、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
平

成
六
年
一
○
月
、
四
四
〜
五
二
頁
。

42
）

山
岡
泰
造
著
・
後
藤
茂
樹
編
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
』
第
七
巻
（
狩
野
正

信
╱
元
信
）、
集
英
社
、
昭
和
五
三
年
八
月
、
一
三
三
頁
。

43
）

京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図
』
下
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
六
年

五
月
、
二
八
五
頁
。

44
）

京
都
文
化
博
物
館
編
『
近
世
京
都
の
狩
野
派
展
』、
京
都
文
化
博
物
館
、

平
成
一
六
年
九
月
、
一
八
二
頁
。

45
）

狩
野
永
岳
に
つ
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
編
『
伝
統
と
革
新
｜
京
都
画
壇

の
華
狩
野
永
岳
』（
彦
根
城
博
物
館
、
平
成
一
四
年
一
○
月
）
に
詳
し
い
。

46
）

脇
坂
淳
「
狩
野
派
系
画
家
」、
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』、

同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
八
年
一
○
月
、
一
八
六
頁
。

47
）

柿
衛
文
庫
編
『
鬼
貫
と
春
卜
』、
柿
衛
文
庫
、
平
成
八
年
四
月
、
五
二
頁
。

48
）

大
岡
道
信
『
押
絵
手
鑑
』
上
巻
、
浪
速
書
林
、
一
丁
表
。
岩
井
蔵
本
。

49
）

市
古
貞
次
ほ
か
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
七
年

五
月
、
三
四
四
頁
。

50
）

坂
崎
坦
編
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
Ⅱ
、
名
著
普
及
会
、
昭
和
五
五
年
一
月
、

四
○
二
頁
。

51
）

雪
村
と
常
陸
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
川
知
二
『
常
陸
時
代
の
雪
村
』

（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
成
一
六
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

52
）

市
古
貞
次
ほ
か
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
八
年

一
一
月
、
七
○
八
頁
。

53
）

小
林
忠
・
河
野
元
昭
監
修
『
定
本

日
本
絵
画
論
大
成
』
第
一
○
巻
、
平

成
一
○
年
五
月
、
三
四
頁
。

54
）

前
掲
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
三
巻
、
平
成
八
年
一
一
月
、
一
四
三
頁
。

55
）

前
掲
『
定
本

日
本
絵
画
論
大
成
』
第
一
○
巻
、
四
二
頁
。

56
）

前
掲
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
Ⅲ
、
一
六
五
頁
。

57
）

前
掲
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
Ⅱ
、
四
○
二
頁
。
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58
）

高
田
敬
輔
に
関
す
る
論
考
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
中
で

岩
田
由
美
子
「
京
狩
野
門
流

高
田
敬
輔
雑
考
」（
静
岡
県
立
美
術
館
・
滋
賀

県
立
近
代
美
術
館
編
『
日
本
画
の
情
景
｜
富
士
山
・
琵
琶
湖
か
ら
』、
静
岡
県

立
美
術
館
・
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
、
平
成
一
二
年
八
月
、
所
収
）
は
、
当
時

の
京
狩
野
家
を
と
り
ま
く
状
況
の
中
で
敬
輔
が
ど
う
い
っ
た
位
置
を
占
め
て
い

た
か
を
考
察
し
た
好
論
で
あ
る
。

59
）

前
掲
『
日
本
美
術
史
事
典
』、
二
八
一
頁
。
狩
野
博
之
執
筆
担
当
。

60
）

前
掲
『
支
那
書
画
人
名
辞
書
』、
三
七
二
頁
。

61
）

前
掲
『
日
本
絵
画
論
大
系
』
Ⅱ
、
一
一
○
頁
。

62
）

こ
の
指
摘
は
、
中
野
玄
三
「
妙
心
寺
の
美
術
」（『
妙
心
寺
の
名
宝
』、
妙

心
寺
、
昭
和
五
二
年
三
月
）、
一
七
頁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

63
）

妙
心
寺
の
大
徳
寺
離
れ
に
つ
い
て
は
、
竹
貫
元
勝
「
永
正
期
の
妙
心
寺
と

大
徳
寺
」『
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
一
一
号
（
松
ヶ
岡
文
庫
、

平
成
九
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
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は
じ
め
に

近
代
中
国
の
文
筆
家
、
画
家
豊
子
愷
（
一
八
九
八
｜
一
九
七
五
）
は
、
一
九

二
一
年
春
か
ら
一
年
未
満
の
日
本
留
学
を
体
験
し
た
。
彼
は
生
涯
の
師
李
叔
同

（
一
八
八
〇
｜
一
九
四
二
）
の
影
響
を
受
け
、
日
本
で
西
洋
美
術
と
音
楽
を
習
お

う
と
し
た
。
李
叔
同
は
明
治
末
の
日
本
留
学
生
で
、
西
洋
美
術
と
音
楽
を
中
国

に
紹
介
し
、
根
付
か
せ
よ
う
と
し
た
草
分
け
と
し
て
、
ま
た
晩
年
は
仏
教
指
導

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
は
一
九
〇
五
年
秋
に
東
京
に
留
学
し
、
一
九
一
一
年

春
に
帰
国
し
た
の
で
、
そ
の
滞
在
は
足
掛
け
五
年
あ
ま
り
に
な
る
。
そ
れ
に
比

べ
て
、
豊
子
愷
の
留
学
期
間
は
か
な
り
短
い
も
の
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
後
年

彼
が
活
躍
す
る
た
め
の
素
地
が
作
ら
れ
、
そ
の
文
学
、
美
術
、
音
楽
に
わ
た
る

多
彩
な
業
績
は
日
本
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。

豊
子
愷
は
随
筆
家
と
し
て
多
く
の
エ
ッ
セ
ー
を
発
表
し
、
そ
の
中
に
は
留
学

中
の
思
い
出
を
綴
っ
た
も
の
も
あ
る
。
一
九
三
六
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

創
作
さ
れ
た
「
記
東
京
某
音
楽
研
究
会
中
所
見
（
東
京
の
某
音
楽
研
究
会
で
の
見

聞
）」、「
林
先
生
」
は
、
い
ず
れ
も
雑
誌
『
宇
宙
風
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
留
学

か
ら
十
五
年
の
歳
月
が
経
ち
、
彼
は
文
壇
に
お
い
て
も
、
画
壇
に
お
い
て
も
相

当
な
地
位
を
築
き
あ
げ
て
い
た
。
教
職
な
ど
一
切
の
職
務
を
辞
し
、
故
郷
に
縁

縁
堂
と
い
う
書
斎
兼
住
居
を
建
て
、
著
作
と
絵
画
創
作
に
専
念
し
て
い
た
彼
は

仕
事
が
充
実
し
、
生
活
に
も
余
裕
が
感
じ
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
留
学
当
時
の

体
験
が
文
学
と
し
て
結
晶
す
る
の
に
充
分
な
時
間
が
経
過
し
、
ま
た
彼
は
そ
れ

を
語
り
た
く
な
る
心
境
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
漫
画
創
作
と
同
様
、
豊
子
愷
の
エ
ッ
セ
ー
も
実
は
モ
チ
ー
フ
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
先
行
作
品
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は

豊
子
愷
の
小
品
文
と
夏
目
漱
石
な
ど
と
の
関
連
を
探
ろ
う
と
し
て
、
す
で
に
い

く
つ
か
の
論
考
を
試
み
た１

）
。
日
本
留
学
を
回
想
し
た
こ
の
二

の
う
ち
の
「
林

響
き
合
う
テ
キ
ス
ト
（
三
）

異
国
の
師
の
面
影

豊
子
愷
の
「
林
先
生
」
と
漱
石
の
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」、
魯
迅
の
「
藤
野
先
生
」

西

槇

偉
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先
生
」
も
、
留
学
当
時
の
思
い
出
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
彼
の
読
書
体
験
に
刺

激
さ
れ
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
論
の
主
張
で
あ
る
。

「
林
先
生
」
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
個
人
教
授
を
受
け
た
林
先
生
と
の
交
流
を

通
し
、
林
先
生
の
人
間
像
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
年
一
日
の
如
く
、

音
楽
の
個
人
教
授
を
生
業
と
し
、
独
身
で
人
付
き
合
い
も
少
な
く
、
あ
ま
り
外

出
も
し
な
い
林
先
生
の
人
間
像
は
、
み
ず
か
ら
の
天
職
に
生
涯
を
捧
げ
る
奇
人

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
筆
致

表
現
技
巧
に
お
い

て
も
、
漱
石
の
筆
に
描
か
れ
た
ク
レ
イ
グ
先
生
に
一
脈
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
、
豊
子
愷
は
漱
石
の
小
品
文
を
愛
読
し
て

い
た
節
が
あ
り
、
彼
は
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」（
一
九
〇
九
）
を
も
と
に
「
林
先

生
」
を
構
成
し
、
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
。

し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
「
林
先
生
」
と
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
を
比
較
対
照

し
、
そ
の
異
同
を
考
え
て
い
き
た
い
の
だ
が
、
魯
迅
（
一
八
八
一
｜
一
九
三
六
）

の
「
藤
野
先
生
」（
一
九
二
六
）
を
も
視
野
に
収
め
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
。
一
つ
に
、
両
者
は
同
一
系
譜
上
の
文
学
作
品
で
あ
り
、
豊
子
愷
が

そ
れ
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
仮
に
そ
う
で
な
く
て
も
両
者
の
比
較

は
、
豊
子
愷
の
特
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
に
は
有
益
で
あ
ろ
う
。
次
に
、

「
藤
野
先
生
」
は
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ２

）
、
そ
れ
ゆ
え

三
者
の
比
較
に
よ
っ
て
、
新
た
な
視
点
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

一

髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
林
先
生

「
林
先
生
」
は
一
九
三
六
年
三
月
一
日
発
行
の
雑
誌
『
宇
宙
風
』
に
掲
載
さ
れ

た
、
上
下
二
段
組
み
で
三
ペ
ー
ジ
の
小
品
散
文
で
あ
る
。
後
、『
縁
縁
堂
再
筆
』

（
一
九
三
七
年
一
月
）
に
収
録
の
際
、「
記
音
楽
研
究
会
中
所
見
之
二
（
音
楽
研
究

会
で
の
見
聞
（
二
））」
と
改
題
さ
れ
た
。
同
じ
く
留
学
体
験
を
記
し
た
「
記
東

京
某
音
楽
研
究
会
中
所
見
（
東
京
の
某
音
楽
研
究
会
で
の
見
聞
）」
も
改
題
さ
れ
、

「
記
音
楽
研
究
会
中
所
見
之
一
（
音
楽
研
究
会
で
の
見
聞
（
一
））」
と
さ
れ
た
。

相
前
後
し
て
書
か
れ
、
発
表
さ
れ
た
二

の
関
連
性
か
ら
「
一
」
と
「
二
」
に

改
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
日
本
を
連
想
す
る
固
有
名
詞
が

削
除
さ
れ
た
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。「
林
先
生
」
の
「
林
」

は
中
国
人
に
も
見
ら
れ
る
人
名
で
、
必
ず
し
も
日
本
人
を
指
し
示
す
わ
け
で
は

な
い
が
、
二

と
も
東
京
で
の
体
験
を
述
べ
て
お
り
、
残
し
て
も
よ
い
「
東

京
」
と
い
う
地
名
も
削
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時
の
時
代
背
景
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
縁
縁
堂
再

筆
』
の
刊
行
は
日
中
戦
争
の
直
前
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
両
国
関
係
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
豊
子
愷
は
中
国
の
対
日
感
情
を
考
慮
し
、
改
題
を
行
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
二

が
一
九
三
六
年
初
頭

に
書
か
れ
た
の
は
ま
だ
幸
い
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
親
日

と
見
ら
れ
る
言
論
の
発
表
は
困
難
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
改
題
に
よ
り
、
作
品
の
印
象
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
の
で
は
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な
か
ろ
う
か
。
日
本
留
学
体
験
記
と
い
う
意
味
合
い
が
タ
イ
ト
ル
か
ら
除
か
れ
、

特
に
二

目
は
林
先
生
を
描
い
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
文
学
と
い
う
性
格
も
見
え
に

く
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
作
者
が
意
識
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

改
題
は
、「
藤
野
先
生
」
や
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
と
の
関
連
を
隠
蔽
す
る
と
い

う
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
留
学
中
に
豊
子
愷
が
出
会
っ
た
林
先
生
は
ど
ん
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
彼
の
エ
ッ
セ
ー
に
沿
っ
て
、
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
冒
頭
の
一
節

は
こ
う
で
あ
る
。

蔵
書
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
手
で
写
し
た
楽
譜
が
一
冊
出

て
き
た
。
暗
黄
色
の
表
紙
は
既
に
古
び
、
ブ
ル
ー
の
イ
ン
ク
も
深
い
黒
に

変
色
し
て
い
る
。
自
分
は
こ
の
冊
子
と
か
な
り
な
じ
み
が
深
か
っ
た
と
見

え
る
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
す
べ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
譜
で

あ
る
。
曲
の
題
目
は
わ
た
し
の
筆
跡
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
、
何

の
た
め
に
、
ど
こ
で
こ
の
楽
譜
を
書
き
写
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
か
な
か

思
い
出
せ
な
か
っ
た
。
最
後
の
ぺ
ー
ジ
ま
で
繰
っ
て
い
く
と
、
裏
表
紙
の

裏
に
三
行
の
ロ
ー
マ
字
が
斜
め
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
わ
た
し
の
筆

跡
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

W
h
a
t is in

 
y
o
u
r h

ea
rt let n

o
 
o
n
e k

n
o
w
;

W
h
en
 
y
o
u
r frien

d
 
b
eco

m
es y

o
u
r fo

e,

T
h
en
 
w
ill th

e w
o
rld
 
y
o
u
r secret k

n
o
w
.

と
あ
る
。
読
ん
で
み
る
と
、
慣
れ
た
調
子
で
、
意
味
も
素
直
に
飲
み
込

め
る
。
か
つ
て
は
熟
読
し
、
し
か
も
心
惹
か
れ
た
一
節
と
見
受
け
ら
れ
る
。

冊
子
を
手
に
、
し
ば
ら
く
思
い
返
し
て
み
る
と
、
行
間
よ
り
髪
の
毛
が
も

じ
ゃ
も
じ
ゃ
し
た
林
先
生
の
顔
が
浮
か
び
上
が
り
、
そ
れ
か
ら
次
々
と
わ

た
し
の
脳
裏
に
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る３

）
。

蔵
書
の
間
に
紛
れ
て
い
た
一
冊
の
ノ
ー
ト
が
思
い
出
の
扉
を
開
け
て
く
れ
た
。

こ
こ
の
描
写
は
詩
的
で
、
と
同
時
に
映
像
的
で
あ
る
。
語
り
手
の
目
が
カ
メ
ラ

の
役
割
を
果
た
し
、
古
び
た
ノ
ー
ト
の
黄
色
い
表
紙
、
そ
し
て
変
色
し
た
イ
ン

ク
の
色
を
映
し
、
裏
表
紙
の
内
側
に
あ
る
三
行
の
英
詩
を
ゆ
っ
く
り
映
し
て
は
、

そ
の
詩
行
に
林
先
生
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
を
重
ね
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い

く
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
ど
う
や
ら
作
者
と
林
先
生
を
結
び
付
け
る
も
の
の
よ
う
だ

が
、
こ
の
段
階
で
は
詳
し
い
説
明
は
な
く
、
後
半
か
ら
最
後
に
か
け
て
よ
う
や

く
正
体
が
明
か
さ
れ
る
。
三
行
の
英
詩
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
か
ら
林
先
生
の
印

象
が
現
れ
た
と
す
れ
ば
、
林
先
生
の
性
格
を
表
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
ま
だ
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

引
き
続
い
て
、
林
先
生
の
紹
介
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。

林
先
生
は
、
十
六
七
年
前
わ
た
し
が
東
京
に
留
学
し
た
折
に
教
わ
っ
た

音
楽
の
先
生
で
あ
る
。
名
は
す
で
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ハ
ヤ
シ
先
生

と
お
呼
び
し
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
東
京
で
一
番
に
ぎ
や
か
な
電
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車
停
留
場
の
一
つ
、
春
日
町
付
近
の
と
あ
る
路
地
の
中
に
お
住
ま
い
が
あ

っ
た
。
彼
の
音
楽
個
人
教
授
の
広
告
看
板
に
案
内
図
が
付
さ
れ
て
お
り
、

停
留
場
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
掛
け
ら
れ
て
い
た４

）
。

豊
子
愷
の
留
学
は
一
九
二
一
年
、
本
文
の
執
筆
は
一
九
三
六
年
な
の
で
、
十

五
年
ほ
ど
時
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
せ
い
か
、
彼
は
林
先
生
の
名
を
す

で
に
忘
れ
て
い
た
。
林
先
生
の
教
室
に
入
る
前
に
、
彼
は
別
の
研
究
会
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
を
数
ヶ
月
習
っ
て
い
た
。
そ
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
や
や
無
味
乾
燥
に
思

わ
れ
た
た
め
、
彼
は
新
た
に
個
人
教
授
を
探
し
て
い
た
。
そ
の
矢
先
に
、
彼
は

林
先
生
の
広
告
看
板
を
目
に
し
た
わ
け
だ
。

初
め
て
林
先
生
の
家
を
訪
ね
た
と
き
の
事
を
、
豊
子
愷
は
次
の
よ
う
に
回
想

す
る
。

あ
る
日
、
わ
た
し
は
春
日
町
で
そ
の
看
板
を
見
て
、
道
順
を
示
す
矢
印

に
従
っ
て
、
大
き
さ
が
不
揃
い
の
石
を
敷
き
つ
め
た
路
地
に
入
り
、
彼
の

家
へ
入
学
案
内
を
も
ら
い
に
行
っ
た
。
彼
の
玄
関
の
扉
は
開
い
た
ま
ま
で
、

中
に
入
る
と
階
段
が
あ
っ
た
。
二
階
か
ら
断
続
的
に
音
楽
が
聞
こ
え
て
く

る
が
、
人
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
玄
関
を
ま
た
い
で
、「
ご
め
ん
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
て
、
わ
た
し
は
階
段
を
上
っ
た
。
二
階
に
上
っ
て
、
わ
た

し
は
思
わ
ず
は
っ
と
し
た
。
階
段
を
上
り
き
る
と
長
方
形
の
部
屋
が
あ
り
、

中
に
長
方
形
の
低
い
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
大
勢
の
人
が
壁
に
沿
っ
て
床
の

上
に
威
儀
を
正
し
て
座
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
低
い
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

あ
る
の
は
香
炉
の
形
を
し
た
灰
皿
の
み
で
あ
る
。
そ
の
情
景
は
、
今
思
い

出
し
て
も
な
お
不
思
議
で
、
ま
る
で
お
寺
か
ら
羅
漢
を
た
く
さ
ん
運
ん
で

き
て
、
香
炉
を
立
て
て
家
で
供
養
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
わ
た
し

は
「
入
学
案
内
を
一
部
欲
し
い
の
で
す
が
」
と
言
っ
た
が
、
す
ぐ
に
返
事

は
返
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
入
り
口
近
く
に
座
っ
て
い
る

人
が
テ
ー
ブ
ル
の
下
か
ら
紙
を
一
枚
取
り
、
無
言
で
手
渡
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
を
手
に
、
わ
た
し
が
階
段
を
降
り
よ
う
と
す
る
と
、
奥
の
部
屋
か
ら

演
奏
が
始
ま
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
玄
関
外
の
不

揃
い
の
石
を
敷
き
つ
め
た
路
地
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る５

）
。

当
時
二
十
三
歳
の
豊
子
愷
青
年
は
、
人
の
紹
介
や
案
内
も
な
く
、
一
人
で
訪

ね
て
行
っ
た
時
の
緊
張
感
が
伝
わ
る
一
節
で
あ
る
。
大
き
さ
が
不
揃
い
の
石
を

敷
き
つ
め
た
路
地
、
そ
し
て
林
先
生
の
二
階
で
見
た
や
や
奇
妙
な
光
景
が
印
象

深
か
っ
た
よ
う
だ
。

翌
日
、
彼
は
入
学
の
申
し
込
み
を
し
に
訪
れ
、
そ
こ
で
初
め
て
林
先
生
そ
の

人
に
会
う
こ
と
に
な
る
。
林
先
生
は
、「
和
服
を
着
た
、
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も

じ
ゃ
の
男
性
」
で
あ
っ
た
。
初
心
者
で
は
な
い
豊
子
愷
は
、
林
先
生
か
ら
入
学

を
許
可
さ
れ
、
週
三
回
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
月
謝
は
六
円
で
あ
る
。
そ
れ
は
安

く
は
な
か
っ
た
が
、
豊
子
愷
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ソ
ナ
タ
を
習
い
た
い
と
の
希

望
を
述
べ
、
そ
の
日
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
、
教
室
に
通
い
始
め
た
。
そ
の
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日
の
午
後
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
に
来
た
彼
は
、
ま
た
も
前
日
に
見
た
不
思
議
な

光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
が
、
そ
こ
で
彼
は
な
ぜ
皆
が
静
か
に
座
っ
て
い
る

の
か
を
理
解
し
た
。
彼
ら
は
待
合
室
で
レ
ッ
ス
ン
の
順
番
を
待
ち
、
ま
た
は
レ

ッ
ス
ン
後
に
聴
く
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
居
残
り
、
そ
こ
に
端
座
し
て
い
る
の
だ
。

レ
ッ
ス
ン
と
は
い
え
、
学
生
は
た
い
が
い
相
当
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り
、

演
奏
す
る
曲
も
聴
き
応
え
の
あ
る
名
曲
ば
か
り
な
の
で
、
皆
が
羅
漢
の
よ
う
に

じ
っ
と
座
っ
て
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
豊
子
愷
に
よ
れ
ば
、
林
先
生
の
教
え
方
は
厳
格
で
あ
り
な
が
ら
、
面

白
い
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
の
レ
ッ
ス
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
な
け
れ
ば
、
決
し

て
先
へ
は
進
ま
ず
、
た
だ
生
徒
に
助
言
と
励
ま
し
を
与
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
弾
き
な
れ
た
曲
を
弾
い
て
も
ら
い
、
先
生
の
伴
奏
で
円
満
に
弾
き
終
え

た
ら
、
そ
れ
で
よ
し
と
す
る
。
激
励
を
受
け
た
生
徒
は
、
お
の
ず
か
ら
努
力
し
、

曲
を
弾
き
こ
な
し
て
か
ら
授
業
に
臨
む
。
そ
う
し
た
林
先
生
の
教
授
法
を
紹
介

し
な
が
ら
、
豊
子
愷
は
行
間
に
先
生
の
姿
を
織
り
交
ぜ
活
写
す
る
の
で
あ
る
。

原
文
を
少
し
引
用
す
る
。

す
る
と
林
先
生
は
す
っ
か
り
興
に
乗
り
、
伴
奏
す
る
と
き
は
手
は
舞
い

足
は
踏
む
と
い
う
あ
ん
ば
い
に
な
る
。
と
同
時
に
、
あ
の
髪
の
毛
が
も
じ

ゃ
も
じ
ゃ
と
し
た
顔
も
曲
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
従
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

を
表
わ
し
、
音
楽
の
気
分
を
助
け
る
。
だ
か
ら
授
業
と
は
い
う
も
の
の
、

演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
み
な
よ
く
練
れ
て
お
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
聴
く
も
の

の
よ
う
な
気
が
し
た
。
生
徒
た
ち
が
み
な
待
合
室
に
居
残
り
、
傍
聴
し
た

が
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
先
生
の
技
術
は
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し

て
お
ら
れ
、
一
方
で
難
し
い
伴
奏
を
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
周
到
に
生
徒

さ
ん
に
気
配
り
し
、
時
々
口
や
目
の
色
、
あ
る
い
は
態
度
で
合
図
を
示
し

て
、
難
関
の
到
来
や
直
す
べ
き
点
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
注
意
を
予
め
知

ら
せ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
生
徒
は
完
全
に
レ
ッ
ス
ン
を
マ
ス
タ
ー
し

て
い
な
く
て
も
、
林
先
生
の
助
け
を
借
り
れ
ば
、
お
の
ず
と
船
を
下
流
へ

押
し
出
す
如
く
、
う
ま
く
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も
し
す
で
に
完
全

に
マ
ス
タ
ー
し
て
い
れ
ば
、
先
生
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
弾
く
と
濃
厚
な
興

味
が
湧
い
て
く
る
。
わ
た
し
は
い
ま
だ
覚
え
て
い
る
が
、
当
時
東
京
住
ま

い
の
最
大
の
楽
し
み
は
、
曲
を
充
分
稽
古
し
て
お
い
て
林
先
生
に
伴
奏
し

て
い
た
だ
き
に
行
く
こ
と
で
あ
っ
た６

）
。

表
情
豊
か
に
、
体
全
体
を
使
っ
て
音
楽
を
教
え
る
林
先
生
の
姿
が
実
に
生
き

生
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
豊
子
愷
は
中
国
で
は
李
叔
同
に
音
楽
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
来
日
後
別
の
音
楽
教
室
で
、
あ
る
女
性
教
師
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
習

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
複
数
の
音
楽
教
師
に
接
し
て
い
た
が
、

林
先
生
の
教
え
方
は
こ
と
の
ほ
か
特
徴
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼

は
生
涯
に
わ
た
り
、
李
叔
同
を
師
と
し
て
仰
ぎ
、
そ
の
感
化
を
強
く
受
け
た
が
、

音
楽
教
師
と
し
て
の
李
叔
同
は
、
ど
の
よ
う
な
教
え
方
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
豊
子
愷
の
エ
ッ
セ
ー
「
為
青
年
説
弘
一
法
師
（
青
年
の
た
め
に
弘
一
法
師
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を
語
る
）」（
一
九
四
三
）
に
は
次
の
く
だ
り
が
あ
る
。

彼
（
李
叔
同
を
さ
す
、
引
用
者
注
記
）
の
授
業
を
受
け
る
と
き
、
特
別
な

感
じ
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
厳
粛
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
自
分
の
席
に
座
り
、
恐
る
恐
る
前
方
を
見
る
と
、
さ
っ
ぱ
り
し

た
黒
の
上
着
を
身
に
着
け
ら
れ
た
長
身
痩
軀
の
李
先
生
は
す
で
に
講
義
机

の
前
に
座
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
広
々
と
し
た
額
、
ほ
っ
そ
り
と
し
た
眦
、

端
整
な
鼻
は
威
厳
の
あ
る
表
情
を
た
た
え
て
い
た
。
平
ら
で
広
や
か
な
唇

の
両
端
に
は
し
ば
し
ば
笑
窪
が
見
ら
れ
、
穏
や
か
な
情
愛
を
表
わ
し
て
い

た
。
こ
の
表
情
は
「
温おん
に
し
て
厲れい
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で
あ
る７

）
。

浙
江
第
一
師
範
学
校
（
杭
州
）
で
、
豊
子
愷
は
李
叔
同
か
ら
音
楽
を
教
わ
っ

た
。
上
に
引
い
た
の
は
、
李
の
逝
去
（
一
九
四
二
）
を
悼
み
、
豊
子
愷
が
綴
っ

た
エ
ッ
セ
ー
の
一
節
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
、
李
叔
同
が
日
本
か
ら
帰
国
し
て

三
年
後
、
豊
子
愷
は
彼
に
音
楽
を
習
っ
た
。
そ
れ
は
西
洋
音
楽
の
教
育
が
よ
う

や
く
始
め
ら
れ
た
時
期
で
、
音
楽
の
授
業
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

だ
け
に
、
豊
子
愷
が
「
厳
粛
」
な
態
度
に
打
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

彼
は
李
叔
同
の
人
格
と
と
も
に
西
洋
美
術
や
音
楽
に
惹
か
れ
、
他
の
科
目
よ
り

も
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
豊
子
愷
が
こ
こ
で
描
い
た
の
は
、「
厳
粛
」

で
あ
り
、
温
厚
な
中
に
き
び
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
音
楽
教
師
像
で
あ
る
。
孔
子

の
容
姿
を
形
容
し
、
論
語
に
見
え
る
「
温
に
し
て
厲
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い

ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
教
師
像
と
か
け
は
な

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
来
日
後
に
教
わ
っ
た
女
性
教
師
も
懇
切
丁

寧
に
指
導
し
て
く
れ
た
が
、
林
先
生
の
方
が
よ
ほ
ど
自
由
奔
放
で
個
性
的
に
見

え
た
で
あ
ろ
う
。
林
音
楽
教
室
に
通
う
こ
と
が
東
京
住
ま
い
の
最
大
の
楽
し
み

と
な
っ
た
の
は
、
林
先
生
の
教
え
方
と
そ
の
魅
力
的
な
人
柄
に
も
よ
る
が
、
や

が
て
居
残
り
傍
聴
者
と
な
っ
た
豊
子
愷
と
林
先
生
の
間
に
交
流
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
。

あ
る
日
、
最
後
に
帰
ろ
う
と
し
た
豊
子
愷
に
、
教
室
か
ら
出
て
き
た
林
先
生

は
声
を
か
け
た
。
二
人
は
雑
談
を
始
め
、
話
題
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
も
及
び
、

豊
子
愷
は
林
先
生
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、

彼
は
そ
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

わ
た
し
も
彼
の
身
の
上
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
尋
ね
た
。
彼
は
非
常
に
乗

り
気
に
な
っ
て
答
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
寂
し
い
独
身
者
で
、
日

本
の
音
楽
学
校
を
出
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

わ
た
し
は
知
っ
た
。
帰
国
後
す
ぐ
東
京
の
こ
の
小
さ
な
路
地
で
個
人
教
授

の
教
室
を
開
い
て
、
も
う
十
年
に
な
る
。
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
音
楽
を
教
え
、
ま
た
は
伴
奏
を
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
生
活
は
変

化
に
乏
し
く
楽
で
は
な
い
。「
わ
た
し
は
音
楽
を
生
活
と
す
る
者
で
す
」

と
彼
は
言
っ
た
。
そ
う
言
い
な
が
ら
両
手
を
伸
ば
し
て
、
わ
た
し
に
見
せ

た
。
指
先
の
皮
膚
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
厚
く
な
っ
て
お
り
、
十
枚
の
螺

を
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く
っ
つ
け
た
か
の
よ
う
だ
。
わ
た
し
は
他
の
生
徒
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も

聞
い
た
。
こ
の
先
生
の
生
活
は
非
常
に
偏
屈
で
、
音
楽
の
ほ
か
に
こ
れ
と

い
っ
て
趣
味
も
な
い
ら
し
い
。
普
段
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
訪
ね
て
く
る

友
人
も
い
な
い
。
朝
に
な
れ
ば
仕
事
を
始
め
、
日
が
沈
め
ば
休
む
と
い
っ

た
風
で
、
音
楽
を
教
え
て
糊
口
す
る
ほ
か
、
世
に
求
め
る
こ
と
も
な
く
、

世
間
も
彼
に
求
め
な
い
。
わ
た
し
は
彼
の
指
先
に
く
っ
つ
け
ら
れ
た
十
枚

ほ
ど
の
螺

か
ら
彼
の
細
長
い
手
、
そ
し
て
そ
の
筋
肉
質
の
腕
、
そ
れ
か

ら
長
年
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
支
え
持
つ
た
め
に
左
が
高
く
右
が
低
く
な
っ
た

肩
、
さ
ら
に
そ
の
辺
幅
を
飾
ら
な
い
衣
服
、
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
と

し
た
顔
に
至
る
ま
で
眺
め
て
、
授
業
中
に
聴
く
あ
の
美
し
い
音
楽
が
、
こ

の
体
が
演
奏
し
た
も
の
だ
と
は
わ
た
し
に
は
ほ
と
ん
ど
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
わ
た
し
は
こ
ん
な
想
像
も
し
た
。
彼
の
身
体
は
精
巧
に
作
ら
れ
た
音

楽
を
奏
で
る
機
械
の
よ
う
で
、
ず
っ
と
働
き
続
け
た
の
で
見
か
け
は
古
く

汚
い
が
、
中
の
バ
ネ
、
歯
車
、
ボ
ル
ト
な
ど
の
部
品
は
何
一
つ
欠
け
て
い

る
も
の
は
な
く
、
み
な
丈
夫
で
故
障
も
な
い
。
そ
れ
は
、
世
に
あ
る
い
か

な
る
本
物
の
機
械
も
敵
わ
な
い
の
で
あ
る
。
人
間
が
音
楽
と
い
う
芸
術
を

作
り
出
し
た
の
は
、
元
来
心
霊
を
陶
冶
し
、
趣
味
を
増
や
し
、
生
活
に
潤

い
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
は
逆
に
世
間
の
あ
ら
ゆ
る

名
誉
や
享
楽
を
捨
て
去
り
、
生
涯
を
こ
の
芸
術
に
捧
げ
よ
う
と
し
て
お
ら

れ
る
。
年
が
ら
年
中
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
こ
の
細
い
路
地
の
二
階
建
て
に

閉
じ
こ
も
り
、
こ
の
芸
術
の
た
め
に
辛
苦
を
な
め
、
他
人
の
生
活
に
幸
せ

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
も
し
、
特
殊
な
精
神
生
活
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
と
て
も
続
け
て
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
る
と
わ
た
し
は
、

髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
と
し
た
こ
の
方
が
ま
す
ま
す
尊
敬
に
値
し
、
こ

の
螺

を
く
っ
つ
け
た
手
が
ま
す
ま
す
い
と
お
し
く
感
じ
ら
れ
た
。
彼
の

年
恰
好
は
、
も
う
五
十
を
越
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
生
活
が

今
後
、
長
く
て
も
二
十
年
ぐ
ら
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
と
思
う

と
、
わ
た
し
は
そ
っ
と
自
分
の
腕
に
手
を
や
り
、
惜
し
い
か
な
こ
の
類
ま

れ
な
精
神
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
技
術
が
、
い
つ
か
は
衰
え
朽
ち
て
ゆ
く
身

体
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
世
か
ら
消
え
て
い
く
運
命
に
あ
る
。

そ
こ
で
、「
先
生
が
編
集
さ
れ
た
伴
奏
譜
は
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
、
わ
た
し
は
質
問
を
し
た
。
彼
は
、「
出
版
な
ど
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
君
が
好
き
な
ら
、
持
っ
て
い
っ
て
写
し
て
も

い
い
よ
」
と
答
え
て
く
れ
た
。
そ
の
晩
、
帰
る
と
き
わ
た
し
は
早
速
数
曲

お
借
り
し
、
持
ち
帰
り
、
黄
色
い
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
楽
譜
ノ
ー
ト
に
書
き

写
し
た８

）
。

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
豊
子
愷
が
情
熱
の
こ
も
っ
た
筆
致
で
林
先
生
の
人

間
像
を
描
き
あ
げ
て
い
る
一
節
で
あ
り
、
そ
の
文
章
技
法
が
う
か
が
え
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
こ
こ
の
描
写
に
は
い
か
な
る
特
色
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

冒
頭
の
一
段
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
だ
が
、
作
者
は
対
象
を
画
家
の
よ
う
に
写
生

を
し
て
お
い
て
は
、
み
ず
か
ら
の
心
理
描
写
を
織
り
交
ぜ
て
い
く
と
い
う
手
法
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を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
非
常
に
厚
い
皮
膚
に
覆
わ
れ
た
林
先
生
の
指
先
を

一
瞬
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
、
彼
は
同
窓
の
口
を
借
り
、
林
先
生
の
や
や

孤
独
で
単
調
な
日
常
生
活
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
ま
た
指
先
に
視
線
を
や
り
、

指
か
ら
順
に
手
、
腕
、
肩
、
服
装
、
頭
部
へ
と
ス
ケ
ッ
チ
を
進
め
る
。
画
家
の

目
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
て
言
葉
に
よ
る
肖
像
を
描
い
て

か
ら
、
彼
は
ま
た
も
林
先
生
の
内
面
に
思
い
を
馳
せ
る
。
確
固
と
し
た
精
神
を

心
に
秘
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
労
苦
に
も
耐
え
ら
れ
る
の
だ
と
考
え
る

と
、
彼
は
林
先
生
に
敬
意
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、
林
先
生

の
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
と
し
た
頭
と
螺

を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
指
に
触

れ
て
か
ら
、
林
先
生
の
精
神
が
永
遠
で
あ
れ
と
の
願
い
か
ら
、
彼
は
質
問
を
し
、

楽
譜
を
借
り
て
は
写
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
豊
子
愷
は
林
先
生
と
親
し
く
な
り
、
そ
の
後
彼
は
し
ば
し
ば
居

残
り
、
仕
事
が
終
了
し
た
林
先
生
と
雑
談
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
う
ち
、
林

先
生
は
彼
を
み
ず
か
ら
の
居
室
に
案
内
し
、
そ
こ
で
豊
子
愷
は
、
林
先
生
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
し
た
三
行
の
英
詩
に
出
会
う
の
で
あ
る
。
三
部
屋
し
か
な
い
林

先
生
の
家
は
、
二
階
の
待
合
室
と
、
そ
の
奥
の
教
室
、
そ
し
て
さ
ら
に
奥
の
寝

室
か
ら
な
る
。
林
先
生
の
居
室
は
す
な
わ
ち
奥
の
寝
室
で
あ
り
、
そ
れ
を
豊
子

愷
は
こ
う
描
い
て
い
る
。

中
に
は
音
楽
書
を
詰
め
た
本
棚
が
い
く
つ
か
、
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
が
一

つ
、
座
布
団
が
い
く
つ
か
あ
る
ほ
か
、
壁
飾
り
が
二
つ
か
か
っ
て
い
た
。

竪
に
長
い
額
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
肖
像
で
、
横
に
長
い
方
は
毛
筆
で
書

か
れ
た
三
行
の
英
詩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
に
掲
げ
た
三
句
で
、
筆
の
タ

ッ
チ
は
篆
書
だ
が
、
文
字
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
あ
る
。
詩
の
文
句
は
ど

こ
か
不
思
議
な
感
じ
で
、
当
時
ま
だ
若
か
っ
た
わ
た
し
の
心
を
と
ら
え
た
。

わ
た
し
は
す
ぐ
に
暗
記
し
、
下
宿
に
帰
っ
て
そ
れ
を
楽
譜
ノ
ー
ト
の
裏
表

紙
の
裏
側
に
書
き
と
め
た
。
こ
の
三
行
の
詩
が
林
先
生
の
生
活
に
よ
く
合

っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
に
行
く
た
び
、
林
先

生
に
会
う
た
び
、
こ
の
冊
子
を
手
に
取
る
た
び
、
は
な
は
だ
し
く
は
春
日

町
を
通
る
た
び
、
わ
た
し
は
い
つ
も
こ
の
詩
句
を
思
い
浮
か
べ
る
の
だ
っ

た
。
林
先
生
に
別
れ
を
告
げ
、
東
京
を
離
れ
る
ま
で
、
こ
の
詩
が
ず
っ
と

わ
た
し
の
胸
に
響
い
て
い
た９

）
。

こ
こ
で
や
っ
と
、
冒
頭
に
引
か
れ
た
三
行
の
英
詩
と
林
先
生
の
関
わ
り
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
胸
の
う
ち
を
誰
に
も
語
る
な
か
れ
、
相
手
が
友
人
だ
と
し
て

も
、
裏
切
ら
れ
た
暁
に
は
、
あ
な
た
の
秘
密
は
す
べ
て
知
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ

か
ら
。
そ
ん
な
詩
句
は
な
ぜ
林
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
と
な
り
、
ま
た
豊
子
愷
が
そ

れ
に
惹
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
林
先
生
の
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
現
段
階
で
、
こ

の
問
い
の
前
半
を
考
え
る
手
が
か
り
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
な
い
が
、
後
半

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
林
先

生
の
イ
メ
ー
ジ
を
豊
子
愷
は
理
想
化
し
て
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、
彼
は
林
先

生
を
世
間
と
隔
絶
し
た
、
孤
高
の
芸
術
家
と
し
て
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
世
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俗
に
こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
な
く
、
楽
譜
を
出
版
し
よ
う
と
も
し
な
い
こ
と
か
ら

名
利
を
求
め
よ
う
と
も
し
な
い
そ
の
恬
淡
寡
欲
な
精
神
も
う
か
が
え
、
豊
子
愷

は
林
先
生
に
東
洋
的
隠
者
に
近
い
よ
う
な
、
精
神
性
の
高
い
芸
術
家
を
見
出
し

て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
三
行
の
英
詩
は
、
ま
さ
に
孤
高
で
あ
ろ
う
と
す
る
意

志
の
表
明
と
し
て
、
豊
子
愷
が
理
解
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
は
そ
う

し
た
芸
術
家
を
愛
好
し
、
彼
自
身
も
そ
の
系
譜
を
引
く
一
人
で
あ
っ
た10

）
。

こ
の
よ
う
に
冒
頭
に
呼
応
し
た
形
で
、
林
先
生
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
仕
上
げ

ら
れ
、
昔
語
り
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
小
品
は
次
の
一
段
で
結
ば
れ
た
。

帰
国
後
、
わ
た
し
は
音
楽
の
技
術
修
練
か
ら
遠
ざ
か
り
、
十
六
七
年
も

こ
の
楽
譜
の
冊
子
を
古
本
箱
の
底
に
し
ま
っ
た
ま
ま
に
し
て
い
た
。
詩
の

印
象
も
林
先
生
の
思
い
出
も
、
十
六
七
年
と
い
う
歳
月
の
中
で
、
だ
ん
だ

ん
と
薄
ら
い
で
い
き
、
ほ
と
ん
ど
跡
形
も
な
く
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

古
本
の
整
理
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昔
の
事
を
も
う
一
度
振
り
返
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
色
あ
せ
た
写
真
を
描
線
で
も
う
一
度
繕
う

よ
う
な
も
の
で
、
写
真
本
来
の
写
実
味
は
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
な
ん
と
な
く
画
意
と
詩
趣
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う11

）
。

一
冊
の
ノ
ー
ト
を
再
び
手
に
と
る
こ
と
で
呼
び
醒
ま
さ
れ
た
思
い
出
は
、
つ

か
の
間
の
夢
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
末
、
作
者
は
我
に
返
っ
た
。
音
楽
の
演
奏
を

し
な
く
な
り
、
当
時
と
は
す
っ
か
り
異
な
る
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
自
分
を

再
確
認
し
、
彼
は
時
の
流
れ
に
感
慨
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後

の
一
文
は
実
に
見
事
な
の
だ
が
、
一
枚
の
色
あ
せ
た
写
真
と
い
う
表
現
は
、
冒

頭
部
で
詩
句
の
間
に
浮
か
び
上
が
っ
た
林
先
生
の
顔
に
呼
応
す
る
。「
画
意
」

と
「
詩
趣
」
は
ま
さ
に
本
文
の
特
色
そ
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
作
者
は
意

図
的
に
林
先
生
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
絵
画
的
な
手
法
で
、
詩
情
豊
か
に
描
き
あ

げ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二

「
林
先
生
」
と
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
は
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
た
折
の
個
人
教
師
ク
レ
イ

グ
氏
（C

ra
ig
,
W
illia

m
 
Ja
m
es

一
八
四
三
｜
一
九
〇
六
）
を
偲
ぶ
エ
ッ
セ
ー

で
あ
り
、
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
文
学
で
あ
る
。
上
、
中
、
下
の
三
章
か
ら
な
り
、
一

九
九
四
年
版
の
全
集
で
は
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
長
さ
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
林
先

生
」
と
突
き
合
わ
せ
て
読
む
と
さ
ま
ざ
ま
な
類
似
点
が
見
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
は

題
材
の
共
通
性
か
ら
生
じ
る
偶
然
の
一
致
と
も
予
測
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ

う
で
あ
ろ
う
か
。「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
の
展
開
に
沿
っ
て
、
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。

「
ク
レ
イ
グ
先
生
は
燕
の
様
に
四
階
の
上
に
巣
を
く
つ
て
ゐ
る
。
舗
石
の
端
に

立
つ
て
見
上
げ
た
つ
て
、
窓
さ
へ
見
え
な
い
」
と
い
う
冒
頭
の
一
文
は
、
詩
的

で
あ
る
。
こ
つ
こ
つ
と
研
究
に
打
ち
込
む
ク
レ
イ
グ
氏
の
様
子
が
追
い
追
い
描

か
れ
る
た
め
、「
燕
」
と
い
う
比
喩
は
な
か
な
か
相
応
し
い
。

こ
の
詩
情
溢
れ
る
冒
頭
に
呼
応
す
る
の
は
、（
下
）
の
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。
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客
間
を
鍵
の
手
に
曲
る
と
六
畳
程
な
小
さ
な
書
斎
が
あ
る
。
先
生
が
高

く
巣
を
く
つ
て
ゐ
る
の
は
、
実
を
云
ふ
と
、
此
の
四
階
の
角
で
、
其
の
角

の
又
角
に
先
生
に
取
つ
て
は
大
切
な
宝
物
が
あ
る
。

長
さ
一
尺
五
寸

幅
一
尺
程
な
青
表
紙
の
手
帳
を
約
十
冊
ば
か
り
併
べ
て
、
先
生
は
ま
が
な

隙
が
な
、
紙
片
に
書
い
た
文
句
を
此
の
青
表
紙
の
中
へ
書
き
込
ん
で
は
、

吝
坊
が
穴
の
開
い
た
銭
を
蓄
る
様
に
、
ぽ
つ
り
〳
〵
と
殖
や
し
て
行
く
の

を
一
生
の
楽
み
に
し
て
居
る
。
此
の
青
表
紙
が
沙
翁
字
典
の
原
稿
で
あ
る

と
云
ふ
事
は
、
こ
ゝ
へ
来
出
し
て
暫
く
立
つ
と
す
ぐ
に
知
つ
た12

）
。

「
燕
」
と
い
う
語
は
繰
り
返
さ
れ
な
い
が
、「
巣
を
く
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
表

現
に
よ
り
、
冒
頭
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
燕
」
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

語
彙
字
典
の
編
著
に
い
そ
し
む
ク
レ
イ
グ
氏
の
喩
え
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

紙
片
は
燕
が

え
る
泥
や
枝
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
見
る
こ
と
も
で
き
、「
ま
が
な

隙
が
な
」「
ぽ
つ
り
〳
〵
」
と
い
っ
た
畳
語
の
使
用
も
効
果
的
で
あ
る
。
手
法

は
多
少
異
な
る
が
、「
林
先
生
」
も
導
入
部
分
と
末
尾
に
詩
情
を
漂
わ
せ
た
構

成
で
あ
る
。

次
に
、
漱
石
は
ク
レ
イ
グ
先
生
の
門
前
を
描
写
す
る
の
に
対
し
、
豊
子
愷
も

林
先
生
の
家
に
至
る
路
地
と
そ
の
玄
関
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
先
生
の

家
に
上
が
っ
て
、
と
も
に
滑
稽
な
情
景
に
出
く
わ
す
の
で
あ
る
。「
林
先
生
」

で
は
、
部
屋
の
中
に
羅
漢
像
を
お
寺
か
ら
運
ん
で
き
て
、
香
炉
を
立
て
て
供
養

で
も
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
が
、
漱
石
は
女
中
の
し
ぐ
さ
に
可
笑

し
味
を
感
じ
た
よ
う
だ
。

開
け
て
呉
れ
る
も
の
は
、
何
時
で
も
女
で
あ
る
。
近
眼
の
所
為
か
眼
鏡

を
掛
け
て
、
絶
え
ず
驚
い
て
ゐ
る
。
年
は
五
十
位
だ
か
ら
、
随
分
久
し
い

間
世
の
中
を
見
て
暮
し
た
筈
だ
が
、
矢
つ
張
り
ま
だ
驚
い
て
ゐ
る
。
戸
を

敲
く
の
が
気
の
毒
な
位
大
き
な
眼
を
し
て
入
ら
つ
し
や
い
と
云
ふ13

）
。

女
中
ジ
ェ
ー
ン
は
ク
レ
イ
グ
氏
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
、
小
品
で
は
脇
役

と
し
て
、
何
度
か
登
場
す
る
。
書
物
を
探
し
て
、
そ
れ
が
見
当
た
ら
な
け
れ
ば
、

ク
レ
イ
グ
氏
は
大
声
で
彼
女
を
呼
び
、
彼
女
が
来
て
は
即
座
に
見
つ
け
出
す
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
や
り
取
り
に
お
ど
け
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
滑
稽
な
感
じ
が

す
る
。「
随
分
久
し
い
間
世
の
中
を
見
て
暮
し
た
筈
だ
が
、
矢
つ
張
り
ま
だ
驚

い
て
ゐ
る
。
戸
を
敲
く
の
が
気
の
毒
な
位
大
き
な
眼
を
し
て
」
な
ど
の
表
現
は
、

ユ
ー
モ
ア
を
出
そ
う
と
し
た
誇
張
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
モ
ア
の
効

果
を
狙
っ
た
豊
子
愷
の
手
法
は
漱
石
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
る
。

漱
石
は
玄
関
先
か
ら
描
き
始
め
、
取
次
ぎ
の
女
中
と
の
対
面
を
し
て
か
ら
、

ク
レ
イ
グ
氏
に
会
う
と
こ
ろ
を
描
写
す
る
が
、
そ
れ
は
漱
石
が
通
っ
た
折
の
日

常
を
叙
述
し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
彼
ら
の
初
対
面
の
様
子
で
は
な
い
。
会
え

ば
握
手
の
挨
拶
を
交
わ
す
場
面
も
描
か
れ
、「
握
り
返
し
た
事
が
な
い
」
ク
レ

イ
グ
氏
の
「
消
極
的
」
な
手
は
漱
石
に
は
印
象
的
だ
っ
た
。
漱
石
は
手
の
ほ
か
、
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ク
レ
イ
グ
氏
の
顔
、

、
肩
に
も
注
目
す
る
。
そ
れ
は
身
体
の
中
で
人
物
の
風

貌
を
よ
く
表
わ
す
と
こ
ろ
に
ち
が
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
漱
石
は
ク
レ
イ
グ
氏

を
こ
う
描
く
。

其
の
顔
が
又
決
し
て
尋
常
ぢ
や
な
い
。
西
洋
人
だ
か
ら
鼻
は
高
い
け
れ

ど
も
、
段
が
あ
つ
て
、
肉
が
厚
過
ぎ
る
。
其
処
は
自
分
に
善
く
似
て
ゐ
る

の
だ
が
、
こ
ん
な
鼻
は
一
見
し
た
所
が
す
つ
き
り
し
た
好
い
感
じ
は
起
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
其
の
代
り
其
処
い
ら
中
む
し
や
く
し
や
し
て
ゐ
て
、

何
と
な
く
野
趣
が
あ
る
。

抔
は
ま
こ
と
に
御
気
の
毒
な
位
黒
白
乱
生
し

て
ゐ
た
。
い
つ
か
ベ
ー
カ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
で
先
生
に
出
合
つ
た
時
に
は
、

鞭
を
忘
れ
た
御
者
か
と
思
つ
た14

）
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。

先
生
の
得
意
な
の
は
詩
で
あ
つ
た
。
詩
を
読
む
と
き
に
は
顔
か
ら
肩
の

辺
が
陽
炎
の
様
に
振
動
す
る
。

噓
ぢ
や
な
い
。
全
く
振
動
し
た15

）
。

漱
石
の
描
写
を
内
容
と
形
式
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
ク
レ
イ
グ
氏
の
鼻
の
形

か
ら
、
顔
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
感
を
持
た
れ
な
い
部
類
の
よ
う
だ
。

も

整
え
な
い
た
め
か
、「
黒
白
乱
生
」
し
て
い
る
。
野
趣
が
あ
り
、
飾
り
気
の
な

い
風
貌
で
あ
る
。
詩
を
読
む
と
き
は
肩
を
震
わ
せ
る
の
は
、
詩
に
感
動
し
共
鳴

す
る
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
ク
レ
イ
グ
氏
は
詩
に
対
し
て
深
い
造
詣
が
あ
り
、

愛
情
を
持
っ
た
人
で
あ
る
。

林
先
生
の
顔
や
表
情
を
写
し
取
っ
た
豊
子
愷
の
文
章
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
ク

レ
イ
グ
氏
の
そ
れ
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
林
先
生

の
鼻
や

に
つ
い
て
の
細
部
描
写
こ
そ
な
い
も
の
の
、「
毛
髪
蓬
松
的
顔
面

（
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
と
し
た
顔
）」
と
い
う
表
現
は
繰
り
返
さ
れ
、
彼
も
髪

の
毛
や

を
「
乱
生
」
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
演
奏
中
、
手
足
、
口
、

目
の
色
を
用
い
て
、
豊
か
な
身
体
表
現
を
伴
う
の
は
、
ク
レ
イ
グ
氏
も
同
様
な

の
で
あ
る
。
彼
は
肩
を
震
わ
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
手
や
指
も
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
。
両
者
は
と
も
に
奇
人
、
野
人
の
趣
き
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

次
に
文
章
作
法
の
特
徴
を
見
る
と
、
ク
レ
イ
グ
氏
の
顔
を
描
い
た
一
段
は

「
其
の
顔
が
又
決
し
て
尋
常
ぢ
や
な
い
」
と
い
う
主
観
的
な
一
文
に
始
ま
り
、

次
に
は
「
西
洋
人
だ
か
ら
鼻
は
高
い
け
れ
ど
も
、
段
が
あ
つ
て
、
肉
が
厚
過
ぎ

る
」
と
、
写
実
に
つ
と
め
よ
う
と
し
た
表
現
が
置
か
れ
、
続
い
て
ま
た
主
観
的

な
表
現
に
切
り
替
わ
る
。
そ
の
次
の
「

抔
は
ま
こ
と
に
御
気
の
毒
な
位
黒
白

乱
生
し
て
ゐ
た
」
は
や
や
主
観
が
混
じ
る
が
、
写
実
的
な
傾
向
が
強
い
と
み
な

せ
ば
、
こ
の
段
落
は
ほ
と
ん
ど
主
観
的
感
想
と
客
観
的
写
実
の
反
復
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
表
現
技
巧
も
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
豊
子

愷
が
「
林
先
生
」
で
駆
使
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ク
レ
イ
グ
氏
と
の
握
手
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
漱
石
は
初
対
面
の
折
に
、
彼

と
授
業
料
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
ま
た
支
払
い
を
よ
く

催
促
さ
れ
た
こ
と
も
記
し
た
。
こ
の
あ
た
り
に
関
し
、
平
川
祐
弘
氏
が
評
す
る

57

響き合うテキスト(三)異国の師の面影



よ
う
に
、
儒
教
文
化
圏
の
習
慣
に
は
な
い
金
銭
感
覚
に
漱
石
が
違
和
感
を
覚
え

た
の
だ
ろ
う16

）
。
一
方
の
豊
子
愷
は
、
林
先
生
の
月
謝
は
六
円
で
、
高
か
っ
た
と

述
べ
た
に
と
ど
ま
る
。

そ
れ
か
ら
、
漱
石
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
ク
レ
イ
グ
氏
の
言
葉
に
訛
り

が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
か
ら
、
先
に
引
用
し
た
が
、
そ
の
風
貌
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、

そ
の
教
え
方
に
話
題
を
移
し
て
い
く
。（
中
）
は
、
両
者
の
詩
に
つ
い
て
の
談

義
に
終
始
し
、（
下
）
は
ク
レ
イ
グ
氏
の
過
去
と
現
在
の
研
究
を
起
伏
の
あ
る

語
り
方
で
紹
介
し
て
か
ら
、
氏
と
の
別
れ
と
氏
の
死
亡
記
事
に
接
し
た
事
を
記

し
た
と
こ
ろ
で
、
小
品
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

以
上
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
対
し
て
、（
中
）
に
対
応
す
る
内
容
は
「
林
先

生
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
豊
子
愷
は
林
先
生
と
音
楽
談
義
を
交
わ
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
あ
ま
り
詳
し
い
記
述
は
な
く
、
む
し
ろ
英
詩
が
引
か
れ
た
こ
と
で
林

先
生
の
文
学
趣
味
を
感
じ
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
作
品
全
体
に
詩
趣
を
添
え
、

（
中
）
の
内
容
に
相
当
す
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
に
、
漱
石
と
の
談
話
な
ど
に

よ
り
、
ク
レ
イ
グ
氏
は
文
学
そ
の
も
の
に
生
涯
を
捧
げ
て
い
る
と
い
う
感
が
あ

る
が
、
林
先
生
も
み
ず
か
ら
「
わ
た
し
は
音
楽
を
生
活
と
す
る
者
で
す
」
と
告

白
す
る
よ
う
に
、
文
芸
に
生
き
る
彼
ら
の
姿
勢
は
そ
れ
ほ
ど
異
な
る
も
の
で
は

な
い
。

ク
レ
イ
グ
氏
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
語
彙
字
典
を

編
纂
し
、
そ
の
膨
大
な
仕
事
に
漱
石
は
興
味
を
覚
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し

た
が
、
そ
れ
が
氏
の
死
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
漱
石
は
遺
憾
の
意

を
表
わ
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
、
氏
と
の
間
の
師
弟
の
愛
と
い
っ
た
感
情
を
あ
ま

り
筆
端
に
載
せ
な
か
っ
た
漱
石
が
、
小
品
末
尾
に
な
っ
て
、
次
の
よ
う
に
書
い

た
。

自
分
は
其
の
後
暫
く
し
て
先
生
の
所
へ
行
か
な
く
な
つ
た
。
行
か
な
く

な
る
少
し
前
に
、
先
生
は
日
本
の
大
学
に
西
洋
人
の
教
授
は
要
ら
ん
か
ね
。

僕
も
若
い
と
行
く
が
な
と
云
つ
て
、
何
と
な
く
無
情
を
感
じ
た
様
な
顔
を

し
て
ゐ
ら
れ
た
。
先
生
の
顔
に
セ
ン
チ
メ
ン
ト
の
出
た
の
は
此
の
時
丈
け

で
あ
る
。
自
分
は
ま
だ
若
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
と
い
つ
て
慰
め
た
ら
、

い
や
〳
〵
何
時
ど
ん
な
事
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
う
五
十
六
だ
か
ら

と
云
つ
て
、
妙
に
沈
ん
で
仕
舞
つ
た
。

日
本
へ
帰
つ
て
二
年
程
し
た
ら
、
新
着
の
文
芸
雑
誌
に
ク
レ
イ
グ
氏
が

死
ん
だ
と
云
ふ
記
事
が
出
た
。
沙
翁
の
専
門
学
者
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
、

二
三
行
書
き
加
へ
て
あ
つ
た
丈
で
あ
る
。
自
分
は
其
の
時
雑
誌
を
下
へ
置

い
て
、
あ
の
字
引
は
つ
ひ
に
完
成
さ
れ
ず
に
、
反
故
に
な
つ
て
仕
舞
つ
た

の
か
と
考
へ
た17

）
。

消
極
的
な
握
手
と
い
い
、
相
手
の
理
解
を
あ
ま
り
わ
き
ま
え
な
い
教
え
方
と

い
い
、
書
生
と
し
て
住
み
込
む
漱
石
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
な
ど
、

こ
れ
ま
で
ク
レ
イ
グ
氏
は
愛
情
の
あ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
別
れ
に
際
し
て
、
漱
石
が
日
本
に
戻
れ
ば
も
う
会
え
な
い
だ
ろ
う
と
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考
え
て
か
、
ク
レ
イ
グ
氏
は
日
本
に
行
っ
て
働
い
て
も
よ
い
と
ま
で
言
う
の
で

あ
っ
た
。
惜
別
の
情
が
顔
に
表
れ
た
ク
レ
イ
グ
氏
に
、
漱
石
は
慰
め
の
言
葉
を

か
け
る
が
、
余
生
が
長
く
な
い
こ
と
を
予
感
し
た
よ
う
な
物
言
い
で
、
氏
の
表

情
は
曇
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
果
た
し
て
、
そ
れ
は
永
遠
の
別
れ
と
な
っ
た
。
二

年
後
、
ク
レ
イ
グ
氏
の
死
亡
記
事
を
目
に
し
た
漱
石
は
、
し
ば
ら
く
感
慨
に
打

た
れ
た
。
彼
は
ク
レ
イ
グ
氏
畢
生
の
仕
事
が
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し

ん
だ
。
直
接
敬
意
を
表
わ
そ
う
と
は
し
な
い
が
、
最
後
の
一
文
に
は
ク
レ
イ
グ

氏
の
逝
去
を
悲
し
む
気
持
ち
は
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

師
の
業
績
が
出
版
さ
れ
な
い
こ
と
を
惜
し
む
気
持
ち
を
、
豊
子
愷
も
林
先
生

に
対
し
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
と
こ
ろ
で
、
林
先
生
と
対
面
座
談

し
な
が
ら
、
豊
子
愷
は
彼
に
敬
愛
の
念
を
覚
え
、
そ
の
精
神
が
長
く
世
に
残
る

こ
と
を
願
っ
た
。
そ
う
し
て
彼
は
林
先
生
に
楽
譜
が
す
で
に
出
版
さ
れ
た
か
を

た
ず
ね
、
未
刊
で
し
か
も
公
刊
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
聞
く
と
、
彼
は
そ
れ
を

借
り
て
ノ
ー
ト
に
写
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
ノ
ー
ト

は
林
先
生
の
形
見
と
な
り
、
彼
の
師
へ
の
愛
情
の
徴
と
も
な
っ
た
。

以
上
に
お
い
て
、
両
作
品
の
構
成
や
文
章
表
現
を
対
比
さ
せ
、
主
に
共
通
点

を
探
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

形
式
的
に
見
て
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
は
三
節
か
ら
な
り18

）
、「
林
先
生
」
は
分

節
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
分
量
的
に
同
じ
ぐ
ら
い
な
の
だ
が
、
前
者
は
後
者

に
比
べ
て
著
し
く
段
落
分
け
が
多
い
。
内
容
的
に
は
、
前
者
に
は
女
中
の
ジ
ェ

ー
ン
が
た
び
た
び
登
場
し
、
作
品
に
お
ど
け
た
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一

方
の
「
林
先
生
」
で
も
、
家
主
で
し
か
も
林
先
生
の
家
事
を
手
伝
う
年
配
の
女

性
に
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
彼
女
は
会
話
に
は
参
加
せ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
の
存
在

感
は
な
い
。

そ
の
ほ
か
、「
林
先
生
」
は
冒
頭
と

末
を
呼
応
さ
せ
、
緊
密
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
の
方
は
新
聞
に
三
日
間
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

た
と
い
う
成
立
事
情
に
も
左
右
さ
れ
て
、
三
節
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
ま
り
が
あ
り
、

全

通
し
て
読
む
と
話
題
が
多
岐
に
わ
た
る
感
じ
が
す
る
。

さ
ら
に
、「
林
先
生
」
で
「
ノ
ー
ト
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
重
要
な
役
割
を

演
じ
る
が
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
に
は
そ
れ
に
当
た
る
も
の
は
な
い
。
ク
レ
イ

グ
氏
の
書
斎
で
、
漱
石
は
氏
の
「
大
切
な
宝
物
」
の
「
青
表
紙
の
手
帳
」
を
見

か
け
る
が
、
そ
れ
は
両
者
を
結
ぶ
絆
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
考
え
る
と
、
こ

の
「
ノ
ー
ト
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
実
に
巧
み
に
設
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

三

「
林
先
生
」
と
「
藤
野
先
生
」

「
林
先
生
」
を
創
作
す
る
際
、
豊
子
愷
は
魯
迅
の
「
藤
野
先
生
」
を
意
識
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
留
学
時
に
教
わ
っ
た
教
師
を
テ
ー
マ
と
す
る
エ
ッ
セ
ー
と

し
て
、「
藤
野
先
生
」
は
先
行
作
品
で
あ
り
、
豊
子
愷
が
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
後
に
魯
迅
の
小
説
を
題

材
に
漫
画
を
描
く
な
ど
、
魯
迅
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る19
）

。
「
藤
野
先
生
」
は
魯
迅
が
仙
台
で
医
学
を
学
ん
だ
折
の
体
験
に
基
づ
く
。
藤
野
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先
生
こ
と
藤
野
厳
九
郎
（
一
八
七
四
｜
一
九
四
五
）
は
解
剖
学
教
授
で
、
実
直

な
人
柄
で
思
い
や
り
の
あ
る
好
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
の
服

装
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
が
、
魯
迅
の
授
業
ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
添
削
す
る

な
ど
親
身
に
な
っ
て
指
導
し
て
く
れ
た
。
別
れ
の
際
に
贈
ら
れ
た
写
真
を
ず
っ

と
壁
に
か
け
、
魯
迅
は
藤
野
先
生
を
い
わ
ゆ
る
「
恩
師
」
と
し
て
仰
ぎ
続
け
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
藤
野
先
生
」
は
留
学
時
の
魯
迅
自
身
の
医
学
か
ら
文
学
へ
の

転
向
の
問
題
を
も
含
み
、
中
国
人
留
学
生
へ
の
差
別
を
思
わ
せ
る
匿
名
の
手
紙

事
件
な
ど
当
時
の
時
代
背
景
を
反
映
す
る
な
ど
に
よ
り
、
テ
ー
マ
は
や
や
分
散

し
、
藤
野
先
生
の
み
を
記
し
た
作
品
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
こ
の
二

を
比
較
対
照
し
て
い
き
た
い
が
、
先
に
モ
チ
ー
フ
の
相

似
に
注
目
し
よ
う
。

「
藤
野
先
生
」
に
も
「
ノ
ー
ト
」
は
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
登
場
す
る
。
別

れ
を
告
げ
に
行
っ
た
際
、
魯
迅
は
藤
野
先
生
か
ら
「
惜
別
」
と
題
字
が
書
か
れ

た
写
真
を
贈
ら
れ
る
が
、「
ノ
ー
ト
」
は
そ
れ
と
同
様
二
人
の
間
の
師
弟
の
絆

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
藤
野
先
生
に
関
す
る
記
述
の
中
で
最
も
詳
し
く
、

そ
れ
ゆ
え
全

を
通
し
て
最
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
も
い
え
る
。「
藤
野
先
生
」

は
魯
迅
の
留
学
中
の
み
ず
か
ら
の
境
遇
に
多
く
の
紙
数
を
割
き
、
藤
野
先
生
に

つ
い
て
の
内
容
は
案
外
少
な
い
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
最
初
の
授
業
と
ノ
ー

ト
の
添
削
、
そ
れ
か
ら
解
剖
学
実
習
の
折
の
研
究
室
で
の
談
話
、
さ
ら
に
別
れ

を
告
げ
る
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
挿
話

仙
台
へ
移
っ
た
背
景
、

匿
名
手
紙
事
件
、
幻
灯
事
件
な
ど

は
藤
野
先
生
と
は
あ
ま
り
関
係
は
な
い
。

よ
っ
て
、
結
末
に
ふ
た
た
び
言
及
さ
れ
る
ノ
ー
ト
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
そ
の
経
緯
を
見
て
お
こ
う
。

（
初
回
の
授
業
か
ら

引
用
者
注
記
）
一
週
間
が
過
ぎ
た
土
曜
日
だ
っ

た
と
思
う
。
彼
の
助
手
は
わ
た
し
を
呼
び
に
来
た
。
研
究
室
に
う
か
が
う

と
、
彼
は
人
骨
や
い
ろ
い
ろ
な
頭
骨
の
間
に
座
っ
て
い
た
。
当
時
彼
は
頭

骨
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
後
に
論
文
が
学
校
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。

「
わ
た
し
の
授
業
は
、
筆
記
で
き
る
の
か
ね
」
と
彼
は
聞
い
た
。

「
少
し
は
で
き
ま
す
」

「
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
頂
戴
」

わ
た
し
は
ノ
ー
ト
を
手
渡
す
と
、
彼
は
そ
の
ま
ま
受
け
取
り
、
二
三
日

し
て
か
ら
返
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
毎
週
一
度
見
せ
て
く
れ
と
言

っ
た
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
手
に
取
り
開
け
て
見
る
と
、
驚
か
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、
不
安
と
感
謝
の
入
り
混
じ
っ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
わ
た
し
の
ノ
ー
ト
は
初
め
か
ら
最
後
ま
で
、
み

な
赤
ペ
ン
で
添
削
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
抜
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
補

わ
れ
た
の
み
で
な
く
、
文
法
の
誤
り
も
逐
一
直
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
彼

が
担
当
す
る
授
業
の
骨
学
、
血
管
学
、
神
経
学
が
終
了
す
る
ま
で
続
い
た20

）
。

初
め
て
藤
野
先
生
の
研
究
室
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
先
生
は
人
骨
や
頭
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骨
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
光
景
に
魯
迅
は
驚
い
た
で
あ
ろ
う
。
先
生
に
会
う

折
の
異
様
な
様
子
の
描
写
は
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
と
「
林
先
生
」
に
も
共
通

し
て
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
毎
回
授
業
ノ
ー
ト
を
添
削
す
る
上
、
ノ
ー
ト
を

も
と
に
藤
野
先
生
は
個
人
指
導
も
し
て
く
れ
た
。
魯
迅
が
不
安
に
な
っ
た
の
は
、

先
生
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
の
だ

ろ
う
か
と
、
彼
は
不
安
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
魯
迅
は
文
学
創
作
に
転
じ
、
藤
野
先
生
に
別
れ
を
告
げ
、
帰
国
後

は
連
絡
も
せ
ず
に
時
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
恩
師
を
片
時
も
忘
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
藤
野
先
生
の
行
為
は
、
一
留
学
生
の
た
め
と
い
う
よ
り
、

中
国
の
新
し
い
医
学
の
た
め
で
あ
り
、
西
洋
医
学
を
中
国
に
伝
え
る
た
め
だ
っ

た
の
だ
と
、
魯
迅
は
そ
こ
に
文
化
史
的
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

て
藤
野
先
生
を
讃
え
て
か
ら
、
彼
は
恩
師
と
の
絆
を
確
か
め
る
よ
う
に
、
次
の

よ
う
に
文
を
結
ん
で
い
る
。

彼
が
直
し
て
く
れ
た
講
義
ノ
ー
ト
は
、
分
厚
い
三
冊
に
ま
と
め
、
永
久

の
記
念
と
し
て
、
わ
た
し
は
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
七
年

前
引
越
し
の
際
、
途
中
で
本
箱
が
一
つ
壊
れ
て
、
書
籍
が
半
ば
失
わ
れ
、

ノ
ー
ト
も
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
運
送
局
に
連
絡
を
取
り
、
探
さ
せ
た
が
、

つ
い
に
返
事
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
彼
の
顔
写
真
は
今
で
も
北
京

の
わ
た
し
の
寓
居
の
東
壁
に
、
仕
事
机
の
向
か
い
側
に
か
け
て
あ
る
。
夜
、

執
筆
に
倦
ん
で
、
な
ま
け
た
い
と
き
、
わ
た
し
は
顔
を
上
げ
、
明
か
り
の

中
で
彼
の
黒
く
痩
せ
た
顔
を
見
上
げ
る
と
、
彼
は
あ
た
か
も
抑
揚
の
あ
る
、

ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
話
し
出
し
そ
う
で
、
そ
う
し
て
わ
た
し
は
勇
気

付
け
ら
れ
、
ふ
た
た
び
心
を
奮
い
立
た
せ
る
の
で
あ
る
。
た
ば
こ
に
火
を

つ
け
、
わ
た
し
は
「
正
人
君
子
」
流
に
憎
悪
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
文
章
を
書

き
続
け
る
の
だ21

）
。

師
の
恩
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
ノ
ー
ト
は
紛
失
し
た
が22

）
、
別
れ
の
際
に
贈
ら

れ
た
師
の
写
真
は
な
お
壁
に
か
け
ら
れ
、
日
々
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。
藤
野

先
生
に
対
す
る
魯
迅
の
思
い
の
た
け
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ノ
ー

ト
を
失
っ
た
経
緯
を
記
し
た
の
は
、
そ
の
貴
重
さ
ゆ
え
で
あ
り
、
ま
た
本
文
中

の
ノ
ー
ト
に
関
す
る
記
述
を
連
想
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
と
写
真
と
い
う
モ
チ
ー
フ

は
実
に
重
要
だ
が
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
や
や
形
を
変
え
、
実
は
「
林
先
生
」

に
見
出
せ
る
の
だ
。
そ
こ
で
は
、「
ノ
ー
ト
」
は
林
先
生
を
思
い
出
す
装
置
で

あ
り
、
ま
た
林
先
生
の
形
見
で
も
あ
り
、
師
弟
を
強
く
結
び
付
け
る
も
の
と
い

う
意
味
で
、「
藤
野
先
生
」
に
お
け
る
そ
れ
に
通
じ
る
わ
け
で
あ
る
。「
写
真
」

の
方
は
比
喩
と
し
て
「
林
先
生
」
の
冒
頭
と
末
尾
に
登
場
す
る
。
冒
頭
で
は
、

「
行
間
よ
り
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
し
た
林
先
生
の
顔
が
浮
か
び
上
が
り
」

と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
色
あ
せ
た
写
真
を
描
線
で
も
う
一
度
繕
う
よ
う
」
と
あ

る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
前
後
相
呼
応
し
、
特
に
後
者
は
林
先
生
の
肖
像
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
よ
う
に
誘
導
し
、
読
者
は
豊
子
愷
の
文
章
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
の
印
象

を
も
う
一
度
喚
起
し
、
小
品
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
林
先
生
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
藤
野
先
生
」
に
通
じ
る

モ
チ
ー
フ
を
用
い
て
い
る
が
、
両
者
の
読
後
感
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
両

の

結
末
部
分
を
比
べ
る
と
、
最
高
級
の
賛
辞
と
と
も
に
魯
迅
は
旧
師
へ
の
敬
慕
を

表
明
す
る
の
に
対
し
て
、
豊
子
愷
は
か
な
り
さ
り
げ
な
い
の
で
あ
る
。
林
先
生

の
印
象
は
時
と
と
も
に
色
あ
せ
、
ほ
と
ん
ど
封
印
さ
れ
て
い
た
思
い
出
が
ノ
ー

ト
を
手
に
取
る
こ
と
で
よ
み
が
え
っ
た
の
だ
。
そ
の
よ
う
に
、
豊
子
愷
は
林
先

生
を
恩
師
と
し
て
位
置
づ
け
て
は
い
な
い
。

二
作
品
の
相
違
に
も
っ
と
着
目
し
て
み
よ
う
。「
林
先
生
」
は
豊
子
愷
の
目

に
映
っ
た
林
先
生
を
始
終
描
い
て
い
る
が
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
藤
野
先

生
」
は
魯
迅
自
身
の
留
学
体
験
に
も
筆
が
及
び
、
藤
野
先
生
に
の
み
焦
点
を
当

て
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
内
容
に
も
か
な
り
開
き
が
あ
る
と
い
え
る
。

「
藤
野
先
生
」
か
ら
日
本
留
学
時
の
魯
迅
自
身
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

印
象
的
な
挿
話
が
「
林
先
生
」
よ
り
多
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
描
写
対
象

に
焦
点
を
据
え
続
け
た
と
い
う
点
で
は
、「
林
先
生
」
は
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

に
よ
り
近
い
。

最
後
に

「
藤
野
先
生
」
と
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
を
比
較
文
化
史
的
視
点
で
論
じ
、
テ
キ

ス
ト
の
比
較
吟
味
も
行
な
っ
た
平
川
祐
弘
氏
は
、
両
作
品
の
共
通
点
と
し
て
、

「
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
ス
ケ
ッ
チ
の
流
儀
」「
反
覆
の
（
ほ
と
ん
ど
作
曲
の
技
法
を

連
想
さ
せ
る
）
テ
ク
ニ
ー
ク
」「
学
者
と
し
て
の
精
励
努
力
」「
別
れ
る
前
後
の

悲
哀
の
感
情
」「
作
品
の
余
情
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る23

）
。
こ
の
う
ち
、「
別
れ
る

前
後
の
悲
哀
の
感
情
」
は
「
林
先
生
」
に
は
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
か
の

共
通
点
は
大
体
「
林
先
生
」
に
も
あ
て
は
ま
る
。「
林
先
生
」
に
も
誇
張
に
よ

る
ユ
ー
モ
ア
表
現
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、「
反
覆
の
テ
ク
ニ
ー

ク
」
も
同
作
品
の
一
特
色
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
平
川
氏
は
「
ク
レ

イ
グ
先
生
」
に
お
け
る
手
や
指
の
表
現
の
多
用
（
前
後
十
回
近
く
）
に
注
目
し
、

そ
れ
が
「
意
識
的
な
反
覆
で
効
果
を
計
算
し
た
も
の
」
と
評
す
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、「
藤
野
先
生
」
で
反
復
が
見
ら
れ
る
の
は
藤
野
先
生
の
話
す
口
調
で
あ

る
（
三
度
）。「
林
先
生
」
に
至
っ
て
は
、「
髪
の
毛
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
し
た
顔
」

は
五
回
も
使
わ
れ
、「
螺

を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
指
」
な
ど
手
や
指
の
表
現

は
三
回
、
林
先
生
の
家
の
前
の
「
大
き
さ
が
不
揃
い
の
石
を
敷
き
つ
め
た
路

地
」
も
二
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
林
先
生
」
も
意
図
し
て
反

復
の
特
色
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
さ
れ
る
箇
所
の

多
く
は
、
描
写
対
象
の
身
体
的
特
徴
を
表
わ
す
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
一
致
す

る
。ま

た
、
多
く
の
伴
奏
譜
を
編
集
し
、
音
楽
を
生
活
と
す
る
林
先
生
の
辛
勤
努

力
す
る
姿
勢
は
藤
野
先
生
や
ク
レ
イ
グ
先
生
に
通
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、
結
び
の

表
現
に
は
強
弱
の
差
こ
そ
あ
れ
、
旧
師
を
懐
か
し
む
心
情
は
等
し
く
表
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
林
先
生
」
と
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
の
類
似
点
に
、
さ
ら

に
「
冒
頭
を
初
め
と
し
て
、
詩
的
な
内
容
を
含
む
こ
と
」「
写
実
的
な
描
写
と

主
観
的
な
表
現
を
織
り
交
ぜ
る
と
い
う
文
章
の
表
現
技
巧
」「
師
の
業
績
が
埋
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没
す
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
気
持
ち
」「
先
生
の
居
室
を
詳
細
に
描
い
た
こ
と
」

な
ど
が
あ
り
、
よ
っ
て
前
者
は
後
者
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
大
き
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、「
林
先
生
」
に
見
ら
れ
る
主
要
モ
チ
ー
フ
の
「
ノ
ー
ト
」
は

「
藤
野
先
生
」
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

両
作
品
に
お
い
て
、
同
モ
チ
ー
フ
は
実
に
同
じ
よ
う
な
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
林
先
生
」
は
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」、

そ
れ
か
ら
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
を
創
造
的
に
模
倣
し
た
と
さ
れ
る
「
藤
野
先

生
」
を
同
時
に
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
小
品
文
で
は
な
い
か
と
、
わ
た
し
は
考
え

る
。三

作
品
を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
で
、
三
者
三
様
の
特
色
も
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
三
人
の
主
人
公
を
対
比
さ
せ
て
み
よ
う
。
思

い
や
り
が
あ
り
、
教
育
に
は
熱
心
で
、
人
柄
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
林
先

生
と
藤
野
先
生
の
二
人
に
共
通
す
る
性
格
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
儒
教
文
化
圏

に
見
ら
れ
る
教
師
像
と
い
え
よ
う
。
そ
の
点
で
は
、「
自
分
は
此
の
先
生
に
於

て
未
だ
情
合
と
い
ふ
も
の
を
認
め
た
事
が
な
い
」
と
漱
石
が
書
く
よ
う
に
、
ク

レ
イ
グ
氏
は
特
に
親
切
な
教
師
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
独

身
で
や
や
偏
屈
な
性
格
で
、
世
に
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
世
か
ら
求
め
ら
れ
る

こ
と
も
な
い
奇
人
、
隠
者
の
風
貌
を
と
も
に
備
え
て
い
る
の
は
ク
レ
イ
グ
氏
で

あ
り
、
林
先
生
で
あ
る
。
ク
レ
イ
グ
氏
は
「
大
学
の
文
学
の
椅
子
を

つ
て
」、

林
先
生
は
自
作
の
楽
譜
を
出
版
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
し
て
、
と
も
に
無
欲
恬

淡
な
一
面
が
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
こ
う
し
た
行
為
は
、
高
尚

な
人
格
の
表
れ
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豊
子
愷
が
そ

う
し
た
人
間
像
に
惹
か
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
、「
藤
野
先
生
」
に
は
魯
迅
自
身
の
切
迫
し
た
心
理

西
洋
医
学
を

学
び
、
病
ん
だ
中
国
人
を
治
療
す
る
と
い
う
医
学
の
道
か
ら
、
国
民
の
精
神
そ

の
も
の
を
改
造
す
る
文
学
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
方
向
転
換

は

映
し
出
さ
れ
、
留
学
生
と
し
て
差
別
を
受
け
た
体
験
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ほ
か

の
二
作
品
に
は
そ
う
し
た
記
述
は
な
い
も
の
の
、
漱
石
や
豊
子
愷
の
留
学
に
は

心
理
的
な
葛
藤
は
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
者
の
留
学
の
意
義
や
そ
れ
ぞ

れ
の
心
理
な
ど
を
比
較
検
討
す
る
の
も
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
が
、
医
学
留
学
の

魯
迅
（
一
九
〇
二
）
と
文
学
留
学
の
漱
石
（
一
九
〇
一
）
に
、
平
川
氏
は
日
中

近
代
文
化
史
の
時
差
を
読
み
取
る
が
、
ほ
ぼ
二
十
年
後
の
豊
子
愷
の
芸
術
留
学

（
一
九
二
一
）
も
同
じ
よ
う
に
文
化
史
の
な
か
で
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
実
学

優
先
の
留
学
か
ら
、
徐
々
に
文
学
や
芸
術
を
学
び
に
留
学
す
る
も
の
が
増
え
て

い
く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
芸
術
留
学
の
先
陣
を
切
り
、
一
九
〇
五
年
日
本

に
赴
い
た
の
は
、
豊
子
愷
の
師
李
叔
同
で
あ
っ
た
。

三

に
通
ず
る
特
徴
を
挙
げ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
は
な
ん
だ
ろ
う

か
。
ユ
ー
モ
ア
表
現
は
共
通
点
と
は
い
え
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
は
全

に
お

い
て
滑
稽
味
が
突
出
し
て
い
る
。
一
方
、「
林
先
生
」
は
そ
の
芸
術
味
ゆ
え
に

豊
子
愷
作
品
の
中
で
も
佳
作
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
音
楽
を
題
材
と
し
、

絵
画
的
な
タ
ッ
チ
で
林
先
生
の
人
間
像
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
こ
に
詩
趣
も
添
え
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ら
れ
た
。
画
家
に
し
て
音
楽
に
も
親
し
ん
だ
文
学
者
豊
子
愷
ら
し
さ
が
存
分
に

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
藤
野
先
生
」
は
と
い
え
ば
、
藤

野
先
生
を
主
題
と
し
な
が
ら
、
魯
迅
自
身
の
留
学
体
験
を
か
ら
ま
せ
た
こ
と
が

特
色
に
な
ろ
う
。
留
学
生
の
授
業
ノ
ー
ト
を
添
削
す
る
、
心
温
か
い
教
育
者
藤

野
先
生
と
と
も
に
、
救
国
の
責
任
感
を
帯
び
た
留
学
時
代
の
魯
迅
と
、
文
筆
で

「
正
人
君
子
」
流
と
戦
う
現
在
の
魯
迅
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
文
で
は
豊
子
愷
の
「
林
先
生
」
と
漱
石
の
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」、

そ
し
て
魯
迅
の
「
藤
野
先
生
」
を
対
照
し
読
み
比
べ
て
き
た
。
影
響
関
係
の
可

能
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
あ
る
程
度
あ
ぶ
り
だ
す
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、「
林
先
生
」
に
お
け
る
「
ノ
ー
ト
」
は
そ
の
後
失
わ
れ
、
豊

子
愷
は
林
先
生
に
つ
い
て
ほ
か
に
詳
細
な
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
た
め24

）
、
林
先

生
に
関
す
る
実
証
研
究
に
は
手
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
林

先
生
の
人
と
な
り
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
豊
子
愷
の
文
章
と
の
比
較
も
可
能
に

な
り
、
よ
り
深
い
読
み
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
さ
ら
に

「
ア
リ
へ
の
賛
歌

豊
子
愷
の
「
清
晨

早
朝
）」
と
ハ
ー
ン
の
「
蟻
」」、
田

中
雄
次
・
福
澤
清
編
『
現
代
に
生
き
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
』
熊
本
出
版

文
化
会
館
、
二
〇
〇
七
年
三
月
を
参
照
。

２
）

平
川
祐
弘
『
夏
目
漱
石

非
西
洋
の
苦
闘
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九

一
年
十
一
月
。
著
者
は
第
一
部
の
第
一
章
「
夏
目
漱
石
と
ク
レ
イ
グ
先
生
」
と

第
二
章
「
魯
迅
と
藤
野
先
生
」
で
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
と
「
藤
野
先
生
」
の

二

を
そ
れ
ぞ
れ
漱
石
と
魯
迅
の
外
国
体
験
の
な
か
で
位
置
づ
け
、
読
み
解
き
、

第
三
章
「
魯
迅
と
漱
石
先
生
」
で
前
記
二

を
比
較
し
、
関
連
を
探
っ
た
。

３
）

豊
子
愷
「
林
先
生
」『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
第
十
二
期
、
上
海
宇
宙
風
社
、

一
九
三
六
年
三
月
一
日
。
引
用
は
合
冊
本
に
よ
り
、
五
七
五
ペ
ー
ジ
。
本
文
は

後
に
『
縁
縁
堂
再
筆
』
一
九
三
七
年
一
月
、
開
明
書
店
に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
初
出
に
見
ら
れ
た
文
字
の
誤
植
が
数
箇
所
訂
正
さ
れ
た
。
建
国
後
、
一
九

五
七
年
十
一
月
人
民
文
学
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
縁
縁
堂
随
筆
』
に
再
録

さ
れ
、
そ
の
際
作
者
に
よ
る
潤
色
、
削
除
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。
潤
色
は
語
彙
、

句
読
点
レ
ベ
ル
で
、
一
文
の
み
削
ら
れ
た
。
こ
の
人
民
文
学
出
版
社
版
に
お
け

る
文
言
の
潤
色
を
生
か
し
つ
つ
、
削
除
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
一
九
三
七
年
版
に
依

拠
し
て
補
っ
た
の
は
『
豊
子
愷
文
集
』
文
学
巻
一
、
浙
江
文
芸
出
版
社
・
浙
江

教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
所
収
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
編
者
の
注

記
が
あ
る
が
、
本

に
つ
い
て
は
削
除
箇
所
は
補
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
本

論
五
二
ペ
ー
ジ
下
段
に
引
か
れ
た
「
当
時
ま
だ
若
か
っ
た
わ
た
し
の
心
を
と
ら

え
た
」（
原
文
は
「
頗
不
乏
牽
惹
青
年
時
代
的
我
的
心
的
魔
力
」）
と
い
う
文
で

あ
る
。
今
回
上
記
四
種
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
検
討
し
、
本
文
の
引
用
は
初
出
を

元
と
し
た
。
た
だ
し
、
英
詩
の
一
行
目
は
、
初
出
で
はW

h
a
t is in

 
y
o
u
r

注１
）

拙
論
「
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト

豊
子
愷
と
漱
石
、
ハ
ー
ン
」『
日
本
研

究
』
第
三
十
三
集
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
二
〇
〇
六
年
十
月
、

及
び
「
響
き
合
う
テ
キ
ス
ト

二
）

豊
子
愷
の
「
帯
点
笑
容

ち
ょ
っ
と
笑

っ
て
く
だ
さ
い
）」
と
漱
石
の
『
硝
子
戸
の
中
』

二
）」『
日
本
研
究
』
第
三
十
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h
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rt let u
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n
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o
w
;

と
な
っ
て
お
り
、
意
味
を
な
さ
な
い
と
思
わ
れ

る
た
め
、『
縁
縁
堂
再
筆
』
版
で
訂
正
さ
れ
た
、W

h
a
t is in

 
y
o
u
r h

ea
rt

 
let n

o
 
o
n
e k

n
o
w
;

と
し
た
。
な
お
、
東
京
大
学
所
蔵
の
『
宇
宙
風
』
誌
よ

り
初
出
を
入
手
す
る
際
、
大
野
公
賀
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
わ
す
。
引
用
は
拙
訳
に
よ
る
が
、
吉
川
幸
次
郎
訳
「
音
楽
研
究
会
に
於
け
る

所
見
の
二
」『
縁
縁
堂
随
筆
』
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
を
参
照
し
た
。

４
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
五
ペ
ー
ジ
。

５
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
五
ペ
ー
ジ
。

６
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
六
ペ
ー
ジ
。

７
）

豊
子
愷
「
為
青
年
説
弘
一
法
師
」、
初
出
は
『
中
学
生
』
戦
時
半
月
刊
第

六
三
期
、
一
九
四
三
年
、
こ
こ
で
は
『
豊
子
愷
文
集
』
文
学
巻
二
、
浙
江
文
芸

出
版
社
・
浙
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
六
月
に
よ
り
、
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

８
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
六
｜
五
七
七
ペ
ー
ジ
。

９
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
七
ペ
ー
ジ
。

10
）

豊
子
愷
は
西
洋
美
術
の
紹
介
者
と
し
て
も
多
く
の
業
績
を
残
し
た
が
、
彼

は
特
に
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
を
好
み
、
そ
の
伝
記
を
一
九
二
九

年
に
出
版
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
ゴ
ッ
ホ
を
人
格
に
優
れ
、
作
品
に
よ
る
経
済
的

な
成
功
は
あ
ま
り
望
ま
ず
、
孤
高
で
隠
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
備
え
た
人
物
と
し
て

描
い
た
。
詳
し
く
は
拙
著
『
中
国
文
人
画
家
の
近
代

豊
子
愷
の
西
洋
美
術

受
容
と
日
本
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
四
月
を
参
照
。

11
）

前
掲
『
宇
宙
風
』
半
月
刊
、
五
七
七
ペ
ー
ジ
。

12
）

夏
目
漱
石
「
ク
レ
イ
グ
先
生
」、
初
出
は
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十

二
年
三
月
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日
。
後
に
『
四

』
明
治
四
十
三
年
五
月
、

春
陽
堂
、
ま
た
『
漱
石
全
集
』
第
九
巻
、
漱
石
全
集
刊
行
会
、
大
正
十
四
年
四

月
に
収
録
さ
れ
た
。
豊
子
愷
は
後
者
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
は
後
者
に
初
め
て
収
め
ら
れ
た
「
初
秋
の
一
日
」
を
踏
ま
え
、

「
法
味
」
を
一
九
二
六
年
に
創
作
、
発
表
し
て
い
る
。「
初
秋
の
一
日
」
は
大
正

元
年
九
月
二
十
二
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
、
単
行
本
未
収
録
作
品

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年

十
二
月
に
よ
り
、
二
一
五
｜
二
一
六
ペ
ー
ジ
。
引
用
の
際
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

13
）

前
掲
書
、
二
〇
九
ペ
ー
ジ
。

14
）

前
掲
書
、
二
一
〇
ペ
ー
ジ
。

15
）

前
掲
書
、
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

16
）

前
掲
『
夏
目
漱
石

非
西
洋
の
苦
闘
』、
六
四
｜
六
八
ペ
ー
ジ
。

17
）

前
掲
『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
、
二
一
七
ペ
ー
ジ
。

18
）

豊
子
愷
が
見
た
と
思
わ
れ
る
『
漱
石
全
集
』
第
九
巻
、
大
正
十
四
年
四
月

版
で
は
、「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
は
分
節
さ
れ
て
い
な
い
。

19
）
『
豊
子
愷
年
譜
』

盛
興
軍
主
編
、
青
島
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
上
海
に
あ
っ
た
日
本
語
書
籍
を
販
売
す
る
内
山
書
店
で
店
主

内
山
完
造
の
紹
介
で
豊
子
愷
は
す
で
に
魯
迅
と
面
識
が
あ
っ
た
が
、
一
九
二
七

年
十
一
月
二
十
七
日
、
画
家
の
陶
元
慶
と
と
も
に
魯
迅
の
家
を
訪
れ
、『
苦
悶

の
象
徴
』

厨
川
白
村
著
）

の
翻
訳
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う

同
書
、

一
七
四
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
豊
子
愷
は
一
九
三
七
年
『
漫
画
阿
Ｑ
正
伝
』
の
画

稿
五
十
四
枚
を
仕
上
げ
た
が
、
戦
火
に
よ
り
灰
燼
に
帰
し
、
翌
年
疎
開
先
の
武

漢
で
再
度
描
い
た
八
枚
の
う
ち
二
枚
を
雑
誌
に
発
表
で
き
た
ほ
か
は
、
残
り
の

画
稿
が
ま
た
戦
火
に
焼
か
れ
た
。
一
九
三
九
年
三
月
、
画
稿
が
広
西
で
仕
上
げ

ら
れ
、
同
年
九
月
開
明
書
店
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

同
書
、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
）。

な
お
、「
藤
野
先
生
」
の
初
出
は
『

原
』
半
月
刊
、
第
一
巻
二
三
期
、
一
九
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二
六
年
十
二
月
十
日
。
後
に
魯
迅
著
『
朝
花
夕
拾
』
北
京
未
名
社
、
一
九
二
八

年
九
月
に
収
め
ら
れ
、
同
書
は
一
九
三
二
年
九
月
上
海
北
新
書
局
に
よ
り
再
版

さ
れ
た
。

20
）

魯
迅
「
藤
野
先
生
」『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九

八
一
年
北
京
第
一
版
、
一
九
九
一
年
北
京
第
五
次
印
刷
、
三
〇
四
ペ
ー
ジ
。

21
）

前
掲
書
、
三
〇
七
ペ
ー
ジ
。

22
）

藤
野
先
生
の
添
削
に
よ
る
ノ
ー
ト
は
一
九
五
一
年
、
魯
迅
の
故
郷
紹
興
で

発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
大
村
泉
「
魯
迅
『
藤
野
先
生
』
に
つ
い
て

『
藤
野

先
生
』

一
九
二
六
年
）は
「
回
想
的
散
文
」

史
実
）

か
そ
れ
と
も
作
品

小

説
）か
？
」『
季
刊
中
国
』
同
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
秋
季
を
参
照
。

23
）

前
掲
『
夏
目
漱
石

非
西
洋
の
苦
闘
』
一
六
二
｜
一
六
六
ペ
ー
ジ
。

24
）

豊
子
愷
作
品
の
創
作
背
景
な
ど
に
詳
し
い
豊
一
吟
氏

豊
子
愷
の
娘
）に
よ

れ
ば
、「
林
先
生
」
に
お
け
る
ノ
ー
ト
は
現
存
せ
ず
、
林
先
生
に
関
し
て
小
品

文
の
ほ
か
に
豊
子
愷
が
語
っ
た
と
い
う
記
憶
も
な
い
と
い
う
。
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は
じ
め
に

宮
沢
賢
治
の
童
話
作
品
の
ど
れ
を
見
て
も
、
あ
る
種
の
神
秘
的
な
自
然
観
に

あ
ふ
れ
、
賢
治
独
自
の
人
生
観
、
世
界
観
及
び
宗
教
観
の
色
彩
に
富
ん
で
い
る
。

詩
人
や
作
家
は
誰
で
も
普
通
と
違
う
想
像
力
を
持
ち
、
独
創
的
な
創
造
力
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い
が
、
賢
治
の
想
像
力
は
超
自
然
的
で
、
一
般

人
の
認
識
と
感
受
性
を
超
え
た
領
域
に
あ
る
。

彼
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
深
さ
、
そ
し
て
感
受
性
の
鋭
さ
は
超
能
力
者
に

し
か
見
ら
れ
な
い
、
神
性
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
一
度
も
見
た
こ
と
の
な
い
、

ま
た
は
立
ち
会
っ
て
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
事
柄
や
自
然
現
象
の
描
写
に
当
た

っ
て
も
、
賢
治
は
ま
る
で
目
の
前
で
今
見
な
が
ら
描
い
て
い
る
よ
う
な
多
元
描

写
で
自
然
現
象
を
表
現
す
る
。
彼
の
生
ま
れ
つ
き
の
能
力
は
神
性
に
近
い
も
の

と
さ
え
い
え
る
。
日
本
か
ら
何
千
キ
ロ
も
離
れ
て
い
て
、
日
本
で
は
絶
対
観
察

で
き
な
い
空
模
様
や
地
形
図
を
、
正
確
に
、
し
か
も
読
者
を
納
得
さ
せ
る
よ
う

に
描
写
す
る
と
こ
ろ
に
も
賢
治
の
人
並
み
な
ら
ぬ
、
超
自
然
的
な
能
力
が
顕
現

し
て
い
る
と
い
え
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
や
事
柄
を
自
分
の
心
の
目
と

肉
体
の
目
で
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
詩
人
原
子
朗
が

賢
治
と
い
う
人
は

た
だ
の
文
学
者
天
才
で
は
な
く
、
な
ま
じ
イ
ン
ド
や
南
十
字
星
を
見
た
者
よ
り

カ
ラ
ダ
ご
と
深
く
そ
れ
ら
を

観
て
」い
た
の
か
も
し
れ
な
い１

）
」と
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
彼
は
心
だ
け
で
な
く
体
を
も
想
像
世
界
へ
持
っ
て
い
っ
て
物
事
を

観
て
」い
た
に
違
い
な
い
。
彼
の
物
事
を
観
察
す
る
鋭
い
眼
差
し
は
、
自
然
現

象
の
奥
義
を
貫
き
、
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
「
神
秘
性
」
を
見
つ
け
出
す
力
を
持

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
普
通
の
人
の
常
識
を
超
え
た
領
域
を
観
察
で
き
る
優
れ
た

視
覚
的
・
聴
覚
的
頭
脳
の
持
ち
主
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
持
ち
得
な
い
も
の
で

あ
る
。

彼
の
も
の
の
見
方
と
考
え
方
、
宇
宙
観
と
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
同
時
代
の
文
壇
に

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
見
ら
れ
る
「
非
暴
力
主
義
」「
自
己
犠
牲
の
精
神
」
と

「
菜
食
主
義
」
の
一
考
察

イ
ン
ド
人
の
観
点
か
ら

プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
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お
い
て
強
い
影
響
力
を
放
射
し
て
い
た
主
流
の
文
学
者
や
思
想
家
の
そ
れ
と
は

全
く
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
文
壇
に
入
る
こ
と
も
、
自
分
の
名

前
を
売
り
物
に
す
る
こ
と
も
彼
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
宗
教

は
芸
術
で
、
芸
術
は
宗
教２

）
だ
っ
た
し
、
そ
れ
は
自
分
の
信
じ
て
い
た
宗
教
を
拠

り
所
に
し
た
人
類
へ
の
献
身
に
よ
っ
て
平
安
と
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
終
生
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

「
苦
痛
を
享
楽
で
き
る
人
は
ほ
ん
た
う
の
詩
人
で
す
。
も
し
風
や
光
の
な
か
に

自
分
を
忘
れ
世
界
が
じ
ぶ
ん
の
庭
に
な
り
、
あ
る
ひ
は
惚
と
し
て
銀
河
系
全
体

を
ひ
と
り
の
じ
ぶ
ん
だ
と
感
ず
る
と
き
は
た
の
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か３
）

」
と
実
弟
宮
沢
清
六
宛
の
手
紙
に
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
宇
宙
観
は
岩

手
県
、
若
し
く
は
日
本
と
い
っ
た
狭
い
領
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

宇
宙
上
の
す
べ
て
の
生
き
物
が
彼
の
目
に
等
し
く
映
り
、
人
間
だ
け
で
は
な
く

太
陽
系
の
す
べ
て
の
生
き
物
が
共
存
共
栄
で
き
る
環
境
を
作
り
上
げ
な
い
限
り

人
類
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
彼
は
深
く
信
じ
て
い
た
。
こ
の
独

特
の
思
想
こ
そ
彼
を
当
時
の
文
壇
か
ら
孤
立
さ
せ
た
一
大
原
因
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

「
賢
治
は
、
同
時
代
の
思
想
潮
流
を
分
析
し
て
、
そ
れ
が
自
分
の
性
向
に
合
わ

ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
て
と
っ
た
一
人
の
知
識
人
な
の
で
あ
っ
た
。
視
覚
的

聴
覚
的
天
恵
を
受
け
や
す
い
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
的
特
性
を
兼
ね
備
え
た

無
名
の
予
言
者
で
あ
り
、
一
つ
の
広
大
な
理
想
を
抱
く
人
間
だ
っ
た４

）
」
と
マ
ロ

リ
・
フ
ロ
ム
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
預
言
者
た
る
性
質
が
彼
の
人
生
観
を

形
成
し
、
彼
の
作
品
に
他
と
違
う
次
元
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
賢
治
に
同
時
代
の
流
れ
に
そ
ぐ
わ
な
い
発
想
を
生
み
出
さ
せ
た
霊
感

は
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
、
彼
の
並
外
れ
た
想
像
力
と
幻
想
力
を
培
っ
た
重
要
要

因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

人
間
は
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
の
奴
隷
だ
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
く
る
子
供
は
み
ん
な
大
体
同
じ
大
き
さ
の
脳
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

く
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
子
供
も
同
程
度
の
可
能
性
を
持
っ
て

生
み
の
母
の
お
腹
か
ら
育
て
の
母
な
る
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
子
は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
世
界
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
そ
の
世
界
か
ら
物
事
を
学
び
取
り
、
そ
の
世
界
に
よ
っ
て
自
分
の

「
己
」
を
形
成
し
て
一
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
。
そ
の
成
長
過
程
の
背
景

と
な
る
環
境
の
「
違
い
」
こ
そ
が
、
人
間
に
そ
の
「
個
性
」
を
育
む
大
き
な
原

因
と
な
る
外
力
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
た
家
庭
に
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
で

も
、
由
緒
の
あ
る
家
柄
の
後
継
者
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
、

自
分
の
行
き
先
の
方
向
性
を
決
め
る
外
力
の
勢
い
と
種
類
、
そ
し
て
自
分
の
幼

い
と
き
に
受
け
た
精
神
上
の
刺
激
や
教
養
上
の
イ
ン
プ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
人

格
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
あ
る
子
供
は
自
己
中
心
的
な
志
向
を

有
し
、
自
分
の
利
益
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
人
間
に
成
長
し
て
ゆ
く
。
ま
た
あ

る
子
供
は
飢
餓
や
病
魔
な
ど
と
闘
っ
て
い
る
同
胞
の
苦
し
み
に
心
が
動
か
さ
れ

て
、
自
分
自
身
を
犠
牲
に
し
て
で
も
彼
ら
の
涙
を
拭
い
て
あ
げ
よ
う
と
す
る
志

の
持
ち
主
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
あ
る
人
は
優
れ
た
建
設
的
想
像
力
を
培
い
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普
通
と
違
う
、
別
世
界
の
人
間
の
よ
う
な
人
生
を
送
ろ
う
と
す
る
。

私
た
ち
人
間
は
考
え
る
動
物
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
や
は
り
動
物
だ
か
ら
人
間

も
動
物
的
な
本
能
の
奴
隷
で
、
自
分
の
利
益
ば
か
り
考
え
て
し
ま
う
の
が
ご
く

自
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
瞬
の
出
来
事
で
気
が
変
わ
っ
て
、

人
の
た
め
に
一
生
を
使
い
尽
く
そ
う
と
決
心
す
る
人
も
少
な
く
は
な
い
。
マ
ハ

ー
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
も
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
も
マ
ザ
ー
・
テ
レ
ー

ザ
も
、
ま
た
宮
沢
賢
治
も
、
そ
の
よ
う
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
各
々
の

歩
ん
だ
道
や
取
っ
た
手
段
及
び
活
動
の
規
模
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
が
、

彼
ら
は
皆
社
会
の
福
祉
、
人
類
の
平
等
と
人
権
に
基
づ
く
総
合
的
な
成
長
を
目

指
す
共
通
の
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

宮
沢
賢
治
の
人
格
を
形
成
し
、
彼
の
人
生
の
方
向
性
を
回
転
さ
せ
て
、
最
終

的
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
で
も
他
人
の
苦
悩
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
理
念
に
彼
の
考
え
方
を
定
着
さ
せ
た
外
力
に
は
、
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ

っ
た
。

仏
教
徒
の
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
彼
は
幼
い
時
期
か
ら
心
に
生
き
物
に
対
す
る

慈
悲
と
同
情
の
念
を
抱
え
て
い
た
。
小
学
校
で
先
生
に
読
ん
で
聞
か
さ
れ
た
童

話
や
民
話
は
彼
の
幼
い
心
に
好
奇
心
と
想
像
力
の
種
を
蒔
い
た
。
そ
れ
に
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
担
任
の
先
生５

）
や
、
花
巻
や
盛
岡
で
活
躍
し
て
い
た
キ
リ
ス

ト
教
宣
教
師
の
感
化
で
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
に
も
子
供
の
と
き
か
ら
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た６

）
。
少
年
期
に
心
に
蒔
い
て
お
い
た
好
奇
心
と
想
像
力
の
種
は

思
春
期
に
な
る
と
芽
を
出
し
始
め
た
。
そ
し
て
、
山
や
谷
、
川
や
森
を
彷
徨
し
、

自
然
の
神
秘
と
真
理
の
追
求
を
行
う
と
共
に
、
彼
独
特
の
人
生
観
及
び
世
界
観

を
形
成
し
な
が
ら
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
執
着
は
人
間
の
人
生
を
い
か

に
苦
し
め
る
か
と
い
う
真
実
に
気
が
つ
き
、
執
着
か
ら
脱
出
で
き
れ
ば
す
べ
て

の
苦
悩
や
煩
悩
か
ら
の
解
放
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
仏
教
の
教
え
に
導
か
れ
て

い
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
も
っ
と
適
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
周
り
で

貧
困
に
あ
え
い
で
い
る
貧
民
の
苦
悩
の
原
因
も
、
執
着
に
起
因
す
る
も
の
だ
と

い
う
ふ
う
に
読
み
取
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
執
着
さ
え
な
け
れ
ば
、
煩
悩
や

輪
廻
転
生
か
ら
脱
出
で
き
、
菩
薩
の
道
に
入
れ
る
の
だ
が
普
通
の
人
に
は
な
か

な
か
そ
れ
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
身
代
わ
り
と
し
て
、
賢
治
は
修
行
の

道
を
選
び
、
性
欲
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
結
婚
を
差
し
控
え
て
、
無
執
着
の
道

を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

人
の
た
め
に
一
生
を
尽
く
す
こ
と
、
ま
た
は
人
に
仕
え
る
た
め
の
労
力
を
惜

し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
皆
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
で
き

る
人
は
他
と
違
う
想
像
力
と
超
人
的
能
力
の
持
ち
主
と
な
り
、
独
特
の
ビ
ジ
ョ

ン
と
世
界
観
を
作
り
出
す
人
間
に
な
る
。
そ
し
て
「
デ
ク
ノ
ボ
ー
」
に
な
っ
て

人
に
仕
え
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
人
生
の
唯
一
の
目
的
と
な
る
。
賢
治
も
お
そ
ら

く
そ
れ
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
賢
治
と
い
う
人
間
は
風
と
と
も
に
誕

生
し
、
光
の
よ
う
な
風
の
波
に
乗
っ
て
こ
の
世
を
去
っ
て
い
っ
た
。
賢
治
の
詩

も
童
話
も
、
そ
の
本
来
の
あ
り
方
に
お
い
て
は
風
が
吹
い
て
話
が
は
じ
ま
り
、

風
が
吹
い
て
終
息
に
向
か
う７

）
」
と
山
折
哲
雄
が
指
摘
し
て
い
る
。
彼
の
体
内
に

も
一
つ
の
風
が
絶
え
間
な
く
吹
い
て
い
た
と
思
う
。
そ
れ
は
決
し
て
嵐
に
変
わ
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っ
て
人
類
に
害
悪
を
も
た
ら
す
よ
う
な
風
で
は
な
く
、
涼
し
い
微
風
に
な
っ
て

人
の
傷
を
い
や
そ
う
と
す
る
穏
や
か
で
光
り
輝
く
「
貝
の
火
」
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
仏
教
の
教
え
の
中
枢
で
あ
る
「
慈

悲
」
と
「
同
情
」、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
で
あ
る
「
愛
」
と
「
原
罪
」
の
意
識

が
そ
の
思
想
の
肥
や
し
と
な
っ
た
。

賢
治
の
作
品
を
貫
い
て
い
る
宗
教
思
想
に
基
づ
く
普
遍
性
こ
そ
、
現
在
、
彼

の
作
品
が
日
本
国
内
外
の
読
者
や
研
究
者
に
高
く
評
価
さ
れ
る
一
大
原
因
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
英
語
を
始
め
、
世
界
の
各

主
要
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
、
賢
治
研
究
も
か
つ

て
な
い
勢
い
を
見
せ
、
世
界
的
に
広
ま
っ
て
い
く
昨
今
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
も
、

賢
治
作
品
が
い
く
つ
か
の
公
用
語
に
翻
訳
さ
れ
、
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
は
本
来
、
日
本
文
学
研
究
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
国
で
あ
る
が
、
賢

治
作
品
に
顕
現
し
て
い
る
イ
ン
ド
・
仏
教
的
思
想
の
た
め
な
の
か
、
最
近
、
賢

治
研
究
に
興
味
を
示
し
て
い
る
数
人
の
若
い
研
究
者
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
研

究
者
の
一
人
と
し
て
、
し
か
も
、
イ
ン
ド
人
の
観
点
か
ら
賢
治
作
品
を
解
釈
し

て
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
貫
い
て
い
る
イ
ン
ド
・
仏
教
的
思
想
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
が
、
本
原
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

宗
教
の
精
神
を
活
動
の
基
盤
と
し
、
そ
こ
か
ら
他
と
違
う
宇
宙
観
と
人
生
観

を
培
っ
た
詩
人
・
童
話
作
家
賢
治
の
「
菜
食
主
義
」
を
は
じ
め
、
諸
思
想
を
正

確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
彼
の
人
生
に
最
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
外
力
」
は

ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
ず
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

賢
治
の
思
想
と
人
格
を
形
成
し
た
諸
外
力

裕
福
な
家
庭
の
長
男
と
し
て
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
八
月
二
七
日
に

岩
手
県
稗
貫
郡
里
川
口
村
（
現
在
の
花
巻
市
）
の
宮
沢
家
に
生
ま
れ
た
賢
治
も

生
ま
れ
た
と
き
は
ご
く
普
通
の
子
供
で
あ
っ
た
。
他
と
大
き
く
違
っ
て
い
た
の

は
、
質
・
古
着
商
を
し
て
い
た
彼
の
実
家
は
貧
困
に
あ
え
ぐ
近
所
の
農
家
と
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
父
宮
沢
政
次
郎
は
熱
心
な
浄
土

真
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
素
は
共
に
後
の
賢
治
の

人
生
を
大
き
く
転
向
さ
せ
た
主
な
原
因
と
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
父
政
次
郎
と

母
イ
チ
は
長
男
を
行
儀
の
よ
い
男
の
子
に
育
て
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で
、
彼

を
大
変
大
切
に
し
て
い
て
、
近
所
の
子
供
た
ち
と
の
遊
び
と
か
交
わ
り
さ
え
制

限
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る８

）
。

小
学
校
時
代
の
賢
治
は
利
口
で
好
奇
心
と
探
求
心
を
持
っ
た
子
供
だ
っ
た
し
、

石
や
昆
虫
、
鉱
物
な
ど
を
集
め
る
の
に
夢
中
で
「
石
っ
子
賢
さ
ん
」
と
い
う
あ

だ
名
ま
で
つ
い
て
し
ま
う
よ
う
な
、
あ
ど
け
な
い
子
供
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ス
の

成
績
も
優
秀
で
、
読
書
も
好
き
で
あ
っ
た
。
五
来
素
川
の
『
未
だ
見
ぬ
親
』

（
東
文
館
、
一
九
〇
三
年
）、
フ
ラ
ン
ス
の
童
話
作
家
・
小
説
家
マ
ロ
・
エ
ク
ト

ー
ル
・
ア
ン
リ
（H

ecto
r H

en
ri M

a
lo
t (1830-1907

））
の
「
家
な
き
子
」、

「
海
に
塩
の
あ
る
わ
け
」
な
ど
の
童
話
や
民
話
を
、
小
学
校
三
年
生
の
担
任
で

あ
っ
た
八
木
英
三
先
生
に
読
み
聞
か
さ
れ
て
大
変
感
動
し
た
と
い
う９

）
。「
私
の

詩
は
哲
学
的
に
、
思
想
的
に
、
ま
た
宗
教
的
に
考
へ
た
と
き
に
、
非
常
に
偉
大
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な
も
の
だ
と
自
負
し
て
ゐ
ま
す
が
、
思
想
の
根
底
は
す
べ
て
先
生
の
童
話
か
ら

貰
つ
た
や
う
に
思
つ
て
感
謝
し
て
ゐ
ま
す
」
と
賢
治
が
後
に
汽
車
の
中
で
、
八

木
先
生
に
偶
然
会
っ
た
と
き
、
感
謝
を
述
べ
て
い
る10

）
。
つ
ま
り
、
賢
治
に
と
っ

て
は
八
木
先
生
に
読
ん
で
聞
か
さ
れ
た
童
話
や
民
話
は
、
子
供
時
代
の
自
分
に

大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
た
主
な
外
力
の
一
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
を
た

だ
夢
の
世
界
へ
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙
や
自
然
現
象
に

対
す
る
好
奇
心
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
て
、
心
の
奥
の
奥
へ
、
動
物
と
人

間
の
区
別
さ
え
つ
か
な
い
す
ば
ら
し
い
想
像
の
世
界
へ
の
扉
を
開
け
て
く
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
に
そ
の
扉
の
開
け
口
か
ら
ほ
と
ば
し
っ
て
き
た
も
の

が
童
話
と
な
り
詩
と
な
っ
て
現
れ
た
。

ま
た
、
小
学
校
時
代
の
賢
治
は
父
の
質
・
古
着
商
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ

け
で
は
な
く
、
家
の
長
男
と
し
て
家
業
を
受
け
継
ぐ
考
え
さ
え
持
っ
て
い
た
。

賢
治
は
小
学
校
四
年
生
の
と
き
書
い
た
「
立
志
」
と
い
う
課
題
作
文
の
中
で

「
お
父
さ
ん
の
後
を
つ
い
で
、
立
ぱ
な
質
屋
の
商
人
に
な
り
ま
す
」
と
書
い
た

そ
う
で
あ
る11

）
。
職
業
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
質
屋
の
商
売
と
は
貧
し
い

人
々
の
持
ち
物
や
着
物
な
ど
を
質
に
置
い
て
彼
ら
に
高
い
利
子
の
お
金
を
貸
し

出
す
こ
と
で
あ
る
。
貧
困
に
あ
え
ぐ
農
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
持
ち
物

を
質
に
し
て
借
り
た
金
ど
こ
ろ
か
そ
の
利
子
さ
え
返
済
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

結
局
、
質
屋
が
そ
れ
ら
の
物
の
所
有
権
を
譲
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
売
っ
て
得
る
お

金
で
益
々
裕
福
に
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
幼
い
賢
治
に
は
質
屋
の
商
売

に
隠
れ
て
い
る
か
ら
く
り
が
お
そ
ら
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
家

業
を
賞
賛
し
て
作
文
を
書
い
た
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
賢
治
が
家

業
の
こ
と
を
嫌
う
よ
う
に
な
り
、
他
人
の
不
幸
を
利
用
し
て
栄
え
た
自
分
の
家

を
蛭
や
蠍
に
た
と
え
て
非
難
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が12

）
、
そ
の
主
な
理
由
は
第

二
の
外
力
で
あ
る
仏
教
の
教
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

賢
治
の
父
宮
沢
政
次
郎
は
質
・
古
着
商
を
営
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

浄
土
真
宗
の
熱
心
な
信
者
と
し
て
深
い
信
仰
と
宗
教
心
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
浄
土
真
宗
の
教
え
に
忠
実
に
従
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
け
に
仏
の
教
え
に
逆
ら
う
行
動
を
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。「
自
分

は
仏
教
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
三
井
、
三
菱
く
ら
い
の
財
産
は
作
れ
た
だ
ろ
う13

）
」

と
後
に
回
想
さ
え
し
て
い
る
彼
の
本
音
を
疑
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
彼
は
毎

年
夏
に
有
名
な
仏
教
学
者
を
花
巻
に
招
待
し
て
合
宿
講
演
会
を
開
い
て
い
た
。

招
か
れ
た
講
師
に
は
、
近ちか
角ずみ
常じよ
観うかん、
多た
田だか
鼎なえ
、
暁あけ
烏がらす
敏はや
な14

）
ど
が
い
た
が
、
中

で
も
暁
烏
敏
が
何
回
も
招
待
さ
れ
て
花
巻
に
来
て
い
た
。「
暁
烏
敏
は
日
本
の

宗
教
界
に
ひ
じ
ょ
う
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
宗
教
家
で
、
浄
土
真
宗
の
大
谷

派
に
属
し
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）
宮
沢
家
は
、
そ
の
暁
烏
敏
を
毎
年
の
よ
う

に
花
巻
の
地
に
招
い
て
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
当
時
、
宮
沢
賢
治
は
小
学

生
で
し
た
が
、
暁
烏
敏
が
花
巻
に
や
っ
て
く
る
と
、
そ
の
身
の
回
り
の
世
話
を

や
ら
さ
れ
て
い
た
。
食
事
の
世
話
、
お
風
呂
の
世
話
、
床
の
上
げ
下
げ
な
ど
、

全
部
賢
治
の
仕
事
で
し
た
。
暁
烏
が
仏
教
講
話
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
末
席
に

ひ
か
え
、
膝
を
そ
ろ
え
て
座
っ
て
聞
い
て
い
た
と
い
う
」
と
山
折
哲
雄
も
『
デ

ク
ノ
ボ
ー
に
な
り
た
い

私
の
宮
沢
賢
治
』
の
中
で
書
い
て
い
る
と
お
り15

）
、
賢
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治
は
、
父
が
先
頭
に
立
っ
て
開
い
て
い
た
花
巻
仏
教
会
夏
期
講
演
会
に
一
〇
歳

の
と
き
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
単
な
る
一
人
の
受
講
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
講
話
し
て
く
れ
る
講
師
た
ち
の
お
世
話
を
す
る
役
を
果
た
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
の
教
え
に
よ
る
と
、
た
だ
念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
を
唱
え
る
こ

と
で
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
を
信
知
せ
し
め
ら
れ
、
悪
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
浄

土
へ
往
生
成
仏
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
宗
派
は
絶
対
他
力
へ
の
信
順
を
往
生

成
仏
の
正
因
と
し
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
は
常
に
私
た
ち
に
回
向
さ
れ
て
い
る

の
で
、
私
た
ち
は
救
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
幼
い
賢
治
は
当
初
こ
の
浄

土
真
宗
の
教
え
に
感
化
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
次
第
に
彼
は
浄
土
真
宗
の
往
生
成
仏
に
対
す
る
考
え
方
を
懐
疑
的

に
見
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ひ
ど
い
罪
を
犯
し
た
人
で
も
、
た
だ
念
仏
の
朗

唱
だ
け
で
往
生
成
仏
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
は
お
か
し
い
、
と
思
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、
自
分
の
犯
し
た
罪
業
は
こ
の
世
に
お
け
る
自
分
自
身

の
厳
格
な
苦
行
に
よ
っ
て
し
か
贖
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
教
え
る
法
華
経
の
理

念
に
、
引
き
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
念
仏
を
唱
え
て
い
れ
ば
死
ん
で

か
ら
往
生
成
仏
で
き
る
と
教
え
る
他
力
本
願
中
心
の
浄
土
真
宗
よ
り
も
、
自
分

の
努
力
に
よ
っ
て
死
ぬ
前
に
菩
薩
に
な
り
得
る
と
教
え
る
法
華
経
の
教
義
の
方

が
、
賢
治
の
耳
に
合
理
的
に
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
。

宗
教
と
い
う
も
の
は
精
神
的
な
面
に
お
い
て
も
、
物
質
的
な
面
に
お
い
て
も
、

す
べ
て
の
人
類
の
救
い
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
等
で
貧
富

の
差
の
な
い
社
会
を
築
き
上
げ
て
、
誰
で
も
平
和
な
暮
ら
し
が
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
こ
そ
が
宗
教
の
役
目
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
で
貧
民
を
搾
取

し
て
自
分
の
懐
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
の
に
、
他
方
で
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
で
罪

業
が
贖
わ
れ
る
と
い
う
教
え
は
、
彼
に
は
飲
み
込
め
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で

彼
は
初
め
て
自
分
の
父
の
事
業
を
疑
い
の
目
で
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、
ま
だ
小
学
生
な
の
で
、
親
に
逆
ら
う
力
も
な
く
、
自
信
も
な

か
っ
た
の
で
黙
っ
て
い
た
。
た
だ
、
質
入
れ
に
く
る
貧
し
い
農
民
の
わ
ず
か
な

収
入
を
さ
え
搾
取
し
て
し
ま
う
家
業
を
、
密
か
に
心
か
ら
嫌
う
よ
う
に
な
っ
て

い
た
だ
け
で
あ
る
。

中
学
校
時
代
の
賢
治
は
、
自
然
の
観
察
、
山
や
森
の
散
策
な
ど
を
主
と
し
て

い
て
、
勉
強
を
従
と
し
て
い
た
。
優
秀
な
成
績
で
小
学
校
を
卒
業
し
た
彼
は
一

九
〇
九
年
の
四
月
に
県
立
盛
岡
中
学
校
（
現
在
の
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学
校
）
に

入
学
し
て
親
元
を
離
れ
、
初
め
て
の
寮
生
活
を
体
験
し
始
め
た
。
そ
れ
は
彼
に

と
っ
て
は
、
詩
人
、
童
話
作
家
、
宗
教
者
、
そ
し
て
科
学
者
と
し
て
新
し
い
人

生
を
形
成
す
る
た
め
の
準
備
が
で
き
る
絶
好
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
保
守
的
な

家
か
ら
の
解
放
は
、
彼
に
一
人
の
個
人
と
し
て
行
動
で
き
る
時
間
と
空
間
を
与

え
た
だ
け
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
心
に
抱
え
て
い
た
不
平
等
な
社
会
に
対
す
る

不
満
感
を
表
に
出
す
下
敷
き
を
用
意
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
時
代
の
賢
治
は
、
人
間
の
好
奇
心
を
押
し
殺
し
、
想
像
力
を

押
し
殺
す
保
守
的
な
学
校
教
育
へ
の
反
発
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
の
か
、
自
分
の

不
満
の
気
持
ち
を
教
師
や
寄
宿
舎
の
舎
監
へ
の
反
抗
的
態
度
で
あ
ら
わ
し16

）
、
心
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の
葛
藤
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
岩
手
山
に
何
回
も
登
っ
た
り
し
て
い
た
。

鉱
物
採
集
や
詩
作
取
材
の
た
め
に
岩
手
山
に
よ
く
登
っ
た
り
、
野
山
を
散
策
し

た
り
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
学
者
の
中
で
も
主
流
で
あ
る
が
、

そ
れ
の
み
が
目
的
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
に
思
う
。
岩
手
山
に
数
十
回
も
登
っ
た

と
い
う
こ
と
自
体
は
、
こ
れ
ら
よ
り
も
何
か
重
要
な
も
の
を
探
し
求
め
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
や
森
は
葛
藤
し
て
い
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
役
割
を
果
た
す
一
方
、
想
像
力
と
創
造
性
を
培
っ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
頻
繁
に
山
に
登
っ
た
こ
と
の
裏
に
は
想
像
力
を
育

み
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
培
う
目
的
も
き
っ
と
あ
っ
た
と
思
う
が
、
同
時
に

彼
は
一
種
の
修
行
と
し
て
山
に
登
っ
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。
す
べ
て
の
人
類

が
平
等
に
な
り
、
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
彼
独
特
の
正
義
感
に
基

づ
く
絶
対
的
な
真
理
を
求
め
て
行
っ
て
い
た
修
行
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し

て
最
後
に
、
彼
は
、
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
生
き
物
に
は
こ
の
地
球
上
に
平
等

に
住
む
権
利
が
あ
る
と
い
う
絶
対
的
な
真
理
を
、
諸
作
品
を
通
し
て
肯
定
し
た

の
で
あ
る
。

賢
治
の
人
生
に
最
大
の
影
響
を
与
え
た
外
力
は
「
法
華
経
」
の
教
え
だ
と
い

わ
れ
る
。
彼
は
一
八
歳
の
と
き
島
地
大
等
編
の
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を

読
ん
で
大
き
な
感
銘
を
う
け
た
。
釈
迦
の
晩
年
に
説
か
れ
た
教
え
の
極
意
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
法
華
経
は
、
一
切
の
衆
生
が
い
つ
か
は
必
ず
「
仏
」
に
成

り
得
る
と
教
え
て
い
る
。「
…
…
お
前
た
ち
が
一
切
知
者
の
知
と
、
勝
利
者
の

徳
で
あ
る
十
力
を
獲
得
す
る
と
き
は
、
三
十
二
の
相
あ
る
す
が
た
を
有
す
る
仏

陀
と
な
っ
て
（
真
の
）
涅
槃
を
得
る
で
あ
ろ
う17

）
」
つ
ま
り
、
法
華
経
は
す
べ
て

の
衆
生
を
平
等
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
奥
義
を
聴
い
て
そ
の
教
え

を
信
じ
よ
う
と
す
る
ど
の
人
で
も
必
ず
成
仏
す
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
し

か
も
、
人
類
の
す
べ
て
の
苦
悩
や
病
か
ら
の
解
放
を
も
保
証
し
て
い
る
。
法
華

経
の
ど
う
い
う
教
え
が
彼
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
明
確
で
は
な
い
が
、
賢

治
の
羅
須
地
人
協
会
以
降
の
行
動
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

一
番
感
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
ま
た
、
宿
王
華
よ
、
こ
の
〞
正
し
い
教
え
の
白
蓮
〝
と
い
う
法
門
は
、
あ
ら

ゆ
る
衆
生
た
ち
を
す
べ
て
の
恐
怖
か
ら
救
う
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
苦
し
み

か
ら
解
放
す
る
も
の
で
あ
る
。
喉
が
渇
い
た
人
々
に
と
っ
て
の
池
の
よ
う
に
、

寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ
る
人
々
に
と
っ
て
の
火
の
よ
う
に
、
裸
者
た
ち
に
と
っ
て

の
衣
服
の
よ
う
に
、
商
人
た
ち
に
と
っ
て
の
隊
商
の
長
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
の
母
親
の
よ
う
に
、
対
岸
に
渡
ろ
う
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
の
舟
の

よ
う
に
、
病
人
た
ち
に
と
っ
て
の
医
者
の
よ
う
に
、
暗
黒
に
閉
ざ
さ
れ
た
人
々

に
と
っ
て
の
灯
火
の
よ
う
に
、
財
産
を
求
め
る
人
々
に
と
っ
て
の
宝
玉
の
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
城
主
た
ち
に
と
っ
て
の
転
輪
王
の
よ
う
に
、
河
川
に
と
っ
て
の

海
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
暗
黒
を
破
る
た
め
の
松
明
の
よ
う
に
、
宿
王
華
よ
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
こ
の
〞
正
し
い
教
え
の
白
蓮
〝
と
い
う
法
門
は
、
す

べ
て
の
苦
し
み
か
ら
解
放
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
病
い
を
根
絶
す
る
も

の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
輪
廻
の
恐
怖
と
束
縛
と
の
狭
く
険
し
い
道
か
ら
解
放
す

る
も
の
で
あ
る18

）
」。

73

宮沢賢治の作品に見られる「非暴力主義」「自己犠牲の精神」と「菜食主義」の－考察



仏
様
の
こ
の
教
え
に
は
貧
富
の
差
も
な
け
れ
ば
、
上
下
関
係
の
堅
苦
し
さ
も

な
く
、
人
類
は
す
べ
て
平
等
だ
と
い
う
考
え
が
終
始
一
貫
し
て
い
る
。「
強
い

意
志
と
優
し
い
慈
悲
心
を
持
ち
な
が
ら
生
き
な
さ
い
と
諭
す19

）
」
仏
教
と
り
わ
け

法
華
経
の
教
え
は
、
人
類
に
生
き
る
希
望
を
与
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。
賢
治

は
お
そ
ら
く
こ
の
思
想
に
動
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
に
惹
か
れ
て
し
ま
っ
た
彼
は
、
益
々
父
の
営
ん
で
い
た
家
業
を
嫌
う
よ

う
に
な
り
、
父
の
入
信
し
て
い
る
浄
土
真
宗
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

一
九
一
八
年
に
盛
岡
高
等
農
林
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
同
学
校
で
さ
ら
に
二
年

間
の
研
修
生
生
活
を
過
ご
し
、
そ
の
後
田
中
智
学
の
設
立
し
た
法
華
系
の
新
宗

教
「
国
柱
会
」
に
入
会
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
翌
年
に
上
京
し
て
、
国
柱
会

の
本
部
で
街
頭
布
教
や
奉
仕
活
動
を
し
な
が
ら
童
話
を
書
き
続
け
た
。

宮
沢
賢
治
の
法
華
経
信
仰
及
び
国
柱
会
入
会
は
、
彼
を
仏
教
至
上
主
義
の
作

家
と
し
て
非
難
し
た
り
、
国
粋
主
義
的
な
日
本
論
を
強
調
し
て
い
た
日
蓮
宗
の

大
き
な
支
援
者
と
し
て
評
価
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
彼

の
作
品
は
適
切
な
評
価
を
受
け
ず
に
長
い
間
、
暗
黒
の
洞
穴
に
放
り
投
げ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
決
し
て
国
粋
主
義
的
な
日
本
論
を
支
持
す

る
よ
う
な
人
間
で
も
な
か
っ
た
し
、
仏
教
至
上
主
義
を
鼓
吹
す
る
よ
う
な
人
間

で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ
人
間
が
み
な
生
ま
れ
な
が
ら
に
平
等
で
あ
っ
て
、

誰
で
も
努
め
れ
ば
今
生
の
内
に
菩
薩
に
成
れ
る
し
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
す
べ

て
の
生
き
物
は
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
い
う
仏
教
の
、
と
り
わ
け
法
華
経
の
奥
義

に
感
化
さ
れ
て
熱
心
な
仏
教
信
者
と
な
っ
て
人
類
の
幸
せ
の
た
め
に
一
生
を
尽

く
し
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
賢
治
の
熱
烈
な
信
仰
心
に
訴
え
た
の
は
、
日
蓮

宗
の
教
理
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
法
華
経
の
教
え
の
方
で
あ
っ
た20

）
。
日
蓮
宗
は

政
治
的
な
色
彩
も
あ
っ
て
自
宗
至
上
主
義
的
な
動
向
を
見
せ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
そ
の
教
義
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
法
華
経
の
教
え
の
中
枢
は
普
遍
的
な

博
愛
で
、
生
き
物
へ
の
慈
悲
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

賢
治
は
大
正
七
年
に
友
人
保
阪
嘉
内
宛
に
書
い
た
手
紙
で
、
彼
が
法
華
経
に

ど
の
よ
う
に
刺
激
さ
れ
て
い
た
か
を
明
確
に
記
し
て
い
る
。「
南
無
妙
法
蓮
華

経
と
一
度
叫
ぶ
と
き
に
は
世
界
と
我
と
共
に
不
可
思
議
の
光
に
包
ま
れ
る
の
で

す

あ
ゝ
そ
の
光
は
ど
ん
な
光
か
私
は
知
り
ま
せ
ん21

）
」。
こ
の
光
は
彼
の
人
生

を
導
き
、
思
考
と
行
動
の
道
を
照
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。

人
間
に
は
感
情
（
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
感
情
に

よ
っ
て
思
考
と
行
動
が
支
配
さ
れ
て
い
る
。「
例
外
な
く
、
人
の
す
べ
て
の
意

識
行
動
は
彼
の
中
に
、
そ
の
時
に
現
れ
た
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
い
る
。
も
し
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
な
け
れ
ば
行
動
は
起
こ
ら
な
い
」
と
イ
ン
ド

の
思
想
家
Ａ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
ラ
ン
カ
ー
ル
（A

n
il V

id
y
a
la
n
k
a
r

）
が
指
摘

し
て
い
る22

）
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
す
べ
て
の
意
識
的
動
作
は
私
た
ち
の
内
に
現

れ
る
感
情
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
。
賢
治
に
も
感
情
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

飢
餓
と
病
で
苦
し
む
同
胞
へ
の
同
情
と
し
て
、
ま
た
は
動
物
や
鳥
類
な
ど
す
べ

て
の
生
き
物
に
対
す
る
慈
悲
と
し
て
現
れ
、
自
分
の
利
益
よ
り
も
彼
ら
の
救
済

を
人
生
の
目
的
に
し
た
の
で
あ
る
。
地
球
上
の
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ
と
は
自
分

の
義
務
だ
と
彼
は
考
え
た
。
そ
れ
で
宗
教
の
教
え
を
基
盤
に
、
彼
は
地
質
学
者
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と
し
て
、
そ
し
て
百
姓
と
し
て
休
ま
ず
勤
め
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
・
東
洋
的
な
考
え
で
は
、
人
類
の
総
合
的
成
長
を
目
指
し
て
同
時
に

行
う
精
神
的
な
追
求
と
科
学
的
な
探
究
は
、
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

か
え
っ
て
互
い
に
互
い
の
属
性
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
家
族
や
社
会

に
対
す
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
自
体
は
一
種
の
精
神
的
修
養
で
あ
る
。
イ
ン
ド

の
聖
典
ギ
ー
タ
ー
の
教
え
に
よ
る
と
、
他
人
の
悲
し
み
を
自
分
自
身
の
悲
し
み

と
み
な
す
人
こ
そ
本
当
の
ヨ
ー
ギ
ー
（
行
者
）
で
あ
る
。
こ
の
世
に
住
み
な
が

ら
何
の
執
着
も
な
く
人
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
ヨ
ー
ギ
ー
に
し

か
で
き
な
い
。「
ヨ
ー
ガ
と
合
一
し
た
人
は
、
自
分
自
身
を
、
す
べ
て
の
生
き

物
の
中
に
見
、
す
べ
て
の
生
き
物
を
、
自
分
自
身
の
中
に
見
る
。
そ
の
た
め
に
、

彼
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
平
等
に
見
て
い
る23

）
」。
賢
治
は
一
人
の
ヨ
ー
ギ

ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
す
べ
て
の
生
き
物
を
平
等
に
見
て
い
た
。「
み
ん
な
の
為

を
思
ふ
な
ら
ば
先
づ
自
分
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん24

）
」
と
考
え
た
賢
治

は
自
分
自
身
を
ま
ず
完
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
法
華
経
に
頼
っ
た
の
で
あ

る
。
皆
の
た
め
を
思
う
な
ら
、
皆
と
一
緒
に
な
っ
て
共
通
の
目
的
、
つ
ま
り
み

ん
な
の
経
済
的
発
展
と
幸
福
の
た
め
に
努
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
家
業
を
引
き

継
い
で
商
売
を
し
て
い
る
と
自
分
の
人
生
が
益
々
裕
福
に
な
っ
て
い
く
に
相
違

な
い
が
、
商
売
は
偽
り
で
あ
り
、
搾
取
で
あ
り
、
皆
の
幸
福
を
希
う
良
心
の
人

間
に
は
似
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
の
生
前
の
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の

童
話
作
品
や
詩
歌
を
貫
い
て
い
る
「
自
己
犠
牲
の
精
神
」「
み
ん
な
の
幸
せ
は

個
人
の
幸
せ
で
あ
る
」
な
ど
の
思
想
も
そ
の
証
で
あ
る
。

宮
沢
賢
治
の
思
考
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
外
力
に
は
ま
た
キ
リ
ス

ト
教
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
小
学
生
の
時
代
か
ら
何
ら
か
の
形
で
キ
リ
ス
ト
教

的
な
世
界
観
や
価
値
観
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
小
学
校

五
年
生
の
と
き
の
担
任
で
あ
っ
た
照
井
真
臣
乳
先
生
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
西
洋
の
童
話
や
民
話
を
い
ろ
い
ろ
読
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
の
童
話
や
文
学
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
、
倫

理
、
価
値
観
の
世
界
な
ど
に
幼
い
賢
治
が
気
づ
か
な
い
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、

中
学
校
時
代
に
は
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
タ
ピ
ン
グ
牧
師
に

感
化
さ
れ
、「
そ
の
お
か
げ
で
英
語
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ

が
機
縁
に
な
っ
て
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
教
会
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
す25

）
」。
ま

た
、
当
時
盛
岡
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
来
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
宣
教
師
プ
ジ

ェ
ー
神
父
と
も
、
良
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
学
校
時
代
に
寄
宿

生
活
を
し
て
い
た
が
、
当
時
の
同
室
者
で
あ
っ
た
高
橋
秀
松
と
い
う
学
生
も
キ

リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た26

）
。
そ
れ
に
、
花
巻
出
身
で
、
明
治
大
正
時
代
の
日
本
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
象
徴
と
も
い
え
る
内
村
鑑
三
の
弟
子
で
あ
っ
た
斎
藤
宗
次
郎
と
の

関
係
も
最
近
、
宗
次
郎
の
日
記
の
研
究
で
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

信
心
深
い
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
賢
治
は
、
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
つ
い

て
も
か
な
り
知
識
を
持
っ
て
い
た
。「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
始
め
い
く
つ
か
の

童
話
作
品
も
そ
れ
を
裏
づ
け
て
く
れ
る
証
拠
で
あ
る
。

賢
治
の
短
い
一
生
を
分
析
し
て
み
る
と
、
三
つ
の
賢
治
像
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
先
ず
は
、
宗
教
の
精
神
に
根
強
く
こ
だ
わ
る
賢
治
で
あ
る
。
彼
の
す
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べ
て
の
行
動
を
導
い
て
い
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
宗
教
の
精
神
に
他
な
ら
な
い
。

彼
の
こ
の
宗
教
心
は
外
か
ら
の
い
か
な
る
勢
力
の
影
響
に
も
揺
る
が
な
い
も
の

で
、
終
生
彼
の
人
生
観
な
ら
び
に
宇
宙
観
を
顕
現
さ
せ
続
け
た
と
思
う
。
法
華

経
の
精
神
は
彼
の
人
格
を
最
終
的
に
形
成
し
た
一
方
、「
観
念
や
幻
想
の
部
分

で
、
父
親
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
他
者
に
対
し
て
大
き
く
優
越
で
き
る
力27

）
」

を
与
え
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
一
番
厳
格
な
存
在
で
あ
っ
た
父
親
の

指
示
に
従
わ
ず
、
家
業
の
後
継
を
断
っ
た
り
、
自
分
の
好
き
な
道
を
歩
ん
だ
り

す
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

次
は
、
偽
り
や
人
間
の
偽
善
的
な
行
動
に
反
発
す
る
強
い
正
義
感
を
持
っ
て

い
る
賢
治
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。
近
代
文
明
の
波
に
乗
っ
て
自
分
勝
手
な
こ

と
ば
か
り
考
え
て
、
自
分
の
利
益
や
幸
福
を
求
め
る
の
に
必
死
に
な
っ
て
い
る

人
間
の
卑
劣
な
行
為
を
、
彼
が
陰
で
笑
っ
て
い
る
。
童
話
作
品
の
「
注
文
の
多

い
料
理
店
」「
な
め
と
こ
山
の
熊
」「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」「
蛙
の
ゴ
ム
靴
」
な

ど
は
人
間
の
欲
張
り
を
皮
肉
る
内
容
を
抱
え
て
い
る
。
も
う
一
人
の
賢
治
は
、

限
り
な
い
苦
労
に
さ
ら
さ
れ
る
人
生
を
持
つ
貧
し
い
農
民
を
哀
れ
む
心
を
持
っ

て
い
る
。
農
民
の
苦
労
を
自
分
で
経
験
し
て
み
な
い
と
彼
ら
の
生
活
の
状
況
を

改
善
で
き
な
い
と
考
え
た
、
農
学
校
の
教
師
を
辞
め
て
土
を
耕
す
決
心
を
し
た

賢
治
の
顔
で
あ
る
。

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
宮
沢
賢
治
と
い
う
詩
人
・
童
話
作
家
の
人
格
と

思
考
の
形
成
は
さ
ま
ざ
ま
な
外
力
や
外
的
現
象
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
彼
の
考
え
で
は
、
宗
教
も
科
学
も
人
類
に
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な

け
れ
ば
、
何
の
意
義
も
持
た
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
宗

教
的
知
恵
と
学
問
的
知
識
を
基
盤
に
、
科
学
と
宗
教
を
融
合
さ
せ
て
、
人
類
の

幸
福
の
た
め
に
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
花
巻
農
学
校
の

教
職
を
辞
め
て
「
羅
須
地
人
協
会
」
を
作
り
、
貧
し
い
農
民
の
よ
う
に
自
ら
土

を
耕
し
て
野
菜
を
作
り
、
そ
れ
で
食
べ
て
行
こ
う
と
決
心
し
た
の
も
、
地
質
改

良
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
彼
の
持
っ
て
い
た

超
人
的
能
力
と
感
受
性
、
そ
し
て
人
並
み
は
ず
れ
た
幻
想
力
は
、
執
着
を
捨
て

た
真
理
の
追
求
者
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ギ
ー
が
何
十
年
も
の
歳
月
に
わ
た
る
修
行

（
苦
行
）
の
あ
げ
く
達
成
し
得
る
よ
う
な
神
聖
な
力
で
あ
る
。
そ
の
力
は
彼
に

童
話
を
書
か
せ
、
詩
を
書
か
せ
た
の
で
あ
る
。
賢
治
の
価
値
観
や
世
界
観
は
彼

独
特
の
も
の
で
、
彼
の
文
学
作
品
を
貫
い
て
い
る
主
要
概
念
は
、
慈
悲
と
同
情

で
あ
り
、
自
己
犠
牲
の
精
神
で
あ
り
、
非
暴
力
、
不
殺
生
、
輪
廻
転
生
、
菜
食

主
義
、
そ
し
て
罪
業
意
識
の
概
念
で
あ
る
。

「
自
己
犠
牲
の
精
神
」
は
「
非
暴
力
と
不
殺
生
」
の
宇
宙
観
を
生
み
出
し
、
人

を
「
菜
食
主
義
」
へ
導
く
。
そ
の
背
景
に
は
、
動
物
へ
の
「
同
情
」
と
「
慈

悲
」
も
あ
れ
ば
、
輪
廻
転
生
の
考
え
や
カ
ル
マ
（
業
）
に
よ
る
因
果
関
係
の
概

念
も
働
い
て
い
る
。
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
相
互
関

係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
賢
治
作
品
に
顕
現
し
て
い
る
東

洋
的
・
仏
教
的
思
想
を
客
観
的
に
且
つ
、
正
確
に
把
握
し
解
釈
す
る
に
は
、
ま

ず
、
各
概
念
の
関
連
性
を
究
明
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
下
、
賢
治
の
作
品
を
貫
い
て
い
る
「
自
己
犠
牲
の
精
神
」「
非
暴
力
主
義
」
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「
不
殺
生
」
及
び
「
菜
食
主
義
」
概
念
の
関
連
性
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
の
か
、

い
く
つ
か
の
作
品
を
中
心
に
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

賢
治
の
「
非
暴
力
主
義
」
と
「
自
己
犠
牲
の
精
神
」

信
心
深
い
仏
教
徒
で
慈
悲
を
自
分
の
活
動
の
指
針
に
し
て
い
た
賢
治
は
、
生

き
物
す
べ
て
が
共
存
共
栄
で
き
る
平
和
的
な
社
会
が
理
想
的
で
あ
る
と
常
に
考

え
て
い
た
。
つ
ま
り
自
分
の
利
益
の
た
め
に
相
手
に
暴
力
を
振
る
っ
た
り
、
強

制
的
に
相
手
を
服
従
さ
せ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
し
、
相
手
に
対
し
て
差
別
的

な
行
動
を
強
行
す
る
の
も
好
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
、
弱
肉
強
食
主
義
が
は
び

こ
っ
て
い
る
現
実
社
会
に
お
い
て
は
、
自
分
の
理
想
と
す
る
社
会
が
た
だ
の
ユ

ー
ト
ピ
ア
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
わ
か
っ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
彼
は
自
分
の
思
想
を
死
ぬ
ま
で
手
放
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
非
暴
力
の
概

念
は
、
実
は
イ
ン
ド
の
ど
の
宗
教
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
、
生
き
物
に
対
す
る

慈
悲
、
輪
廻
転
生
、
因
果
関
係
（
カ
ル
マ
の
哲
学
）
な
ど
に
深
い
関
係
を
持
っ

て
い
る
。
恐
ろ
し
い
凶
器
を
持
っ
て
自
分
に
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
敵
に
武
器
一

つ
も
持
た
ず
に
、
戦
っ
て
勝
て
る
も
の
か
、
受
動
的
な
態
度
は
か
え
っ
て
自
滅

に
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
実
は
、
非
暴

力
は
精
神
的
に
強
い
人
の
使
う
武
器
で
あ
る
。
そ
し
て
、
賢
治
の
作
品
の
中
に

は
非
暴
力
・
不
服
従
の
概
念
が
貫
か
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、「
よ
だ
か
の
星
」
と
い
う
童
話
の
主
人
公
で
あ
る
よ
だ
か
は
、

完
全
に
非
暴
力
主
義
を
武
器
と
す
る
精
神
的
に
強
い
鳥
で
あ
る
。
平
た
い
く
ち

ば
し
と
弱
い
足
を
持
っ
て
い
る
よ
だ
か
は
、
肉
体
の
面
か
ら
い
う
と
非
常
に
力

の
な
い
醜
い
鳥
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
鳥
た
ち
に
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
は
平
和
的
共
存
を
重
ん
じ
、
み
ん
な
の
幸
福
を
心
か
ら
願
う
、

思
い
や
り
の
深
い
鳥
だ
っ
た
。
鳥
社
会
の
王
と
も
い
え
る
「
鷹
」
は
こ
う
い
う

彼
に
よ
く
嫌
が
ら
せ
を
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
改
名
を
さ
え
命
じ
た
。
そ

れ
は
、
自
分
の
名
前
が
よ
だ
か
の
名
前
の
一
部
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
絶
対
許

せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
よ
だ
か
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
意
外
な
命
令
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
少
し
も
怖
が
ら
な
い
で
、「
鷹
さ
ん
。
そ
れ
は
あ
ん
ま
り
無
理
で
す
。

私
の
名
前
は
私
が
勝
手
に
つ
け
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
さ
ま
か
ら
下
さ
っ

た
の
で
す28

）
。」
と
答
え
て
鷹
に
服
従
し
よ
う
と
し
な
い
。
よ
だ
か
よ
り
は
る
か

に
強
い
鷹
は
、
よ
だ
か
の
精
神
的
な
力
に
驚
い
た
の
か
、
改
名
を
実
施
す
る
た

め
に
二
日
間
の
時
間
を
与
え
て
帰
っ
て
い
く
。
自
分
の
名
前
は
自
分
が
好
ん
で

つ
け
た
も
の
で
は
な
く
、
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
神
様
か
ら
い
た
だ

い
た
も
の
だ
か
ら
、
勝
手
に
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自
分
の
名
前
を
変

え
る
よ
り
死
ぬ
方
が
い
い
と
思
う
よ
だ
か
は
、
ま
さ
に
精
神
力
の
強
い
鳥
だ
と

思
う
。
彼
に
と
っ
て
は
名
前
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
表
面
的
な
象

徴
で
、
そ
れ
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
鳥
と
し
て
の
面
目
を
保
つ
た
め
に
は
不
可

欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
名
が
不
可
能
だ
と
答
え
る
と
き
の
よ
だ
か
の
言
葉
遣

い
が
非
常
に
丁
寧
で
、
相
手
を
傷
つ
け
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
口
調
で
話
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
自
分
の
行
動
だ
け
で
は
な
く
、
言
葉
遣
い
に
さ
え

「
非
暴
力
」
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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賢
治
の
考
え
で
は
、
人
が
人
を
自
己
の
利
益
の
た
め
に
扱
い
使
う
こ
と
、
ま

た
は
自
分
の
考
え
を
人
に
押
し
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
父
親
を
始
め
、
自
分
の
兄
弟
姉
妹
、
親
戚
及

び
友
人
に
法
華
経
信
仰
へ
の
改
宗
を
一
生
懸
命
に
説
き
続
け
て
は
い
た
が
、
強

制
的
に
自
分
の
決
心
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

父
の
政
次
郎
の
方
は
、
息
子
の
浄
土
真
宗
離
れ
を
激
し
く
非
難
し
て
い
た
だ
け

で
は
な
く
家
業
を
引
き
継
ぐ
つ
も
り
も
な
く
、
自
分
の
正
し
い
と
思
っ
た
道
を

歩
も
う
と
す
る
賢
治
の
将
来
を
、
非
常
に
不
安
に
思
っ
て
い
た
。
わ
が
子
の
将

来
を
案
じ
る
親
の
心
境
は
ど
ん
な
も
の
か
よ
く
わ
か
る
が
、
政
次
郎
が
し
つ
こ

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
賢
治
は
家
業
と
、
家
の
代
々
信
じ
て
き
た
浄
土
真
宗
か

ら
、
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
仕
事
を
す
る
気
さ
え
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
ん
な
賢
治
に
、
父
親
は
「
き
さ
ま
は
世
間
の
こ
の
苦
し
い
中
で
農
林

の
学
校
を
出
な
が
ら
何
の
ざ
ま
だ
。
何
か
考
へ
ろ
。
み
ん
な
の
た
め
に
な
れ
。

錦
絵
な
ん
か
を
折
角
ひ
ね
く
り
ま
わ
す
と
は
不
届
千
万
。
ア
メ
リ
カ
へ
行
か
う

の
と
考
へ
る
と
は
不
見
識
の
骨
頂
。
き
さ
ま
は
と
う
と
う
人
生
の
第
一
義
を
忘

れ
て
邪
道
に
ふ
み
入
っ
た
な29

）
」
と
食
っ
て
掛
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う

価
値
観
と
宇
宙
観
を
持
っ
て
い
た
賢
治
と
父
親
の
間
で
、
毎
日
の
よ
う
に
口
喧

嘩
が
あ
っ
た
。
妹
の
シ
ゲ
は
下
記
の
よ
う
な
回
想
を
し
て
い
る
。「
兄
は
父
と

は
人
生
の
根
本
ま
で
つ
き
つ
め
て
論
じ
、
父
の
真
宗
の
無
気
力
を
激
し
く
非
難

し
、
ま
た
父
の
い
う
世
俗
的
な
成
功
、
地
位
と
か
財
産
と
か
を
否
定
し
て
、
毎

日
毎
日
、
あ
ま
り
ひ
ど
く
争
う
の
で
、
母
を
は
じ
め
み
ん
な
で
心
配
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
親
子
も
、
親
子
と
い
う
も
の
は
、
こ
ん
な
に
争
う
も
の
か
と
思
っ
た
り

し
ま
し
た30

）
」。
ま
る
で
鷹
と
よ
だ
か
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
口
争
い
の
よ
う
な
も

の
だ
。
し
か
し
、
彼
は
自
分
が
正
し
い
と
思
う
道
を
歩
む
覚
悟
を
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
父
の
勧
告
や
戒
め
を
丁
寧
に
心
に
受
け
止
め
て
い
る
振
り
を
し

な
が
ら
、
そ
れ
に
は
ぜ
ん
ぜ
ん
従
お
う
と
は
し
な
い
。
や
は
り
、
非
暴
力
と
不

服
従
の
武
器
を
利
用
し
て
、
彼
は
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
保
を
し

た
の
だ
と
い
え
る
。

肉
体
的
に
見
る
と
、
自
分
よ
り
は
る
か
に
強
い
鷹
と
戦
っ
て
勝
つ
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
と
十
二
分
に
わ
か
っ
て
い
る
よ
だ
か
は
、
鷹
と
の
決
闘
を
避
け
る

べ
き
だ
と
決
心
し
た
。
何
の
罪
も
犯
し
て
い
な
い
の
に
自
分
が
な
ぜ
皆
に
嫌
が

ら
れ
る
の
か
、
彼
に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
今
ま
で
の
生
き
方
を

反
省
し
て
み
て
、
彼
は
鷹
も
お
そ
ら
く
た
ど
り
着
く
こ
と
の
で
き
な
い
空
の
か

な
た
へ
飛
ん
で
行
っ
て
、
星
に
な
る
。
よ
だ
か
の
こ
の
非
暴
力
的
な
行
動
が
、

彼
に
鷹
と
は
精
神
の
上
で
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
力
を
与
え
て
い
る
。
自

分
を
罪
人
の
よ
う
に
取
り
扱
い
、
苦
し
め
て
い
る
「
鷹
」
に
対
し
て
、
表
面
的

に
は
醜
く
て
も
、
何
ら
鷹
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
確
信
を
持
つ
よ
だ
か

は
、
確
か
に
勝
利
者
で
あ
る
。
自
尊
心
の
強
い
よ
だ
か
が
、
ど
う
し
て
鷹
の
脅

し
に
対
し
て
、
受
動
的
で
無
抵
抗
主
義
に
基
づ
く
非
暴
力
的
振
る
舞
い
を
見
せ

た
か
、
と
い
う
論
争
を
持
ち
出
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
魂
の
力
、
慈
悲

の
力
は
非
暴
力
主
義
の
精
神
で
あ
る
。
モ
ノ
へ
の
執
着
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
間
、
ま
た
は
相
手
の
苦
し
み
に
心
が
動
か
な
い
人
間
に
は
非
暴
力
主
義
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的
な
行
動
は
で
き
な
い
。
赤
ん
坊
の
目
白
が
巣
か
ら
落
ち
て
い
た
と
き
は
、
助

け
て
巣
へ
連
れ
て
行
っ
て
や
っ
た
よ
だ
か31

）
に
は
、
そ
れ
が
十
分
あ
っ
た
。

肉
体
的
に
鷹
ほ
ど
腕
力
を
持
っ
て
い
な
い
よ
だ
か
に
と
っ
て
は
、
恐
ろ
し
い

敵
を
打
ち
の
め
す
唯
一
の
手
段
は
、
精
神
の
上
で
相
手
を
襲
っ
て
負
か
す
し
か

な
い
。
鷹
の
指
図
に
素
直
に
従
っ
て
、
名
前
を
「
市
蔵
」
に
変
え
て
そ
の
改
名

の
披
露
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
鷹
は
と
て
も
喜
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
逆
に
一

対
一
と
な
っ
て
鷹
と
直
接
決
闘
し
よ
う
と
決
め
た
な
ら
ば
、
瞬
く
間
に
恐
ろ
し

い
「
鷹
」
に
自
分
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
は
こ
の
童
話
を
読
む

た
び
、
い
つ
も
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
父
ガ
ン
ジ
ー
の
無
抵
抗
主
義
を
思
い
出
さ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ガ
ン
ジ
ー
の
提
唱
し
た
「
非
暴
力
・
不
服
従
」
の
思
想

は
、
大
英
帝
国
の
統
治
か
ら
の
イ
ン
ド
の
独
立
を
可
能
に
し
た
。「
非
暴
力
」

を
武
器
と
し
た
戦
い
は
、
結
局
は
相
手
を
精
神
の
方
か
ら
襲
っ
て
、
打
ち
の
め

す
力
を
持
っ
て
い
る
。
自
己
制
御
が
で
き
る
人
、
言
葉
と
行
動
に
よ
る
相
手
へ

の
暴
力
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
こ
そ
、
無
抵
抗
と
い
う
受
動
的
な
行
動
で
、

相
手
が
い
か
な
る
巨
人
で
あ
っ
て
も
倒
す
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ

と
が
で
き
る
人
の
精
神
の
力
は
、
実
際
の
武
器
よ
り
何
倍
も
の
破
壊
力
を
持
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。
一
滴
の
血
も
流
さ
ず
敵
を
降
伏
さ
せ
る
よ
だ
か
は
、
イ

ン
ド
人
に
と
っ
て
は
ガ
ン
ジ
ー
の
強
さ
の
ま
た
の
姿
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
に
、
よ
だ
か
の
強
さ
が
顕
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
よ
だ
か
の
星
」
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
、
日
本
国
内
外
で
た

く
さ
ん
の
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
社

会
に
お
け
る
差
別
、
い
じ
め
な
ど
の
問
題
を
、
ま
た
は
弱
肉
強
食
的
な
現
実
を

取
り
上
げ
て
描
い
て
い
る
物
語
と
し
か
見
え
な
い
の
で
、
今
ま
で
の
諸
研
究
も
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
思
う
。
表
面
的
な
側
面
だ
け

を
単
純
に
解
釈
し
て
し
ま
う
と
、
主
人
公
の
よ
だ
か
は
い
じ
め
や
差
別
の
対
象

と
な
る
弱
者
・
敗
北
者
に
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
こ
の
作

家
の
作
意
は
そ
れ
と
は
違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
。「
よ
だ
か
」
は
決
し
て

弱
者
で
も
敗
北
者
で
も
な
く
、
強
烈
な
自
尊
心
を
持
つ
、
生しよ
者うじやと
し
て
の
究
極

の
誇
り
の
具
現
者
で
あ
っ
て
、
非
暴
力
を
武
器
に
社
会
に
は
び
こ
る
悪
鬼
と
戦

う
戦
士
で
あ
る
。
星
に
な
り
た
い
と
い
う
自
分
の
目
的
に
達
す
る
ま
で
、
休
ま

ず
、
諦
め
ず
、
努
力
を
し
続
け
る
よ
だ
か
は
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
々
の
苦
痛
を

少
し
で
も
背
負
っ
て
あ
げ
よ
う
と
、
地
質
調
査
や
肥
料
設
計
に
取
り
掛
か
っ
た

賢
治
の
面
影
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
…
…
よ
だ
か
は
俄
か
に
の
ろ
し
の
や
う

に
そ
ら
へ
と
び
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
ら
の
な
か
ほ
ど
へ
来
て
、
よ
だ
か
は
ま
る

で
鷹
が
熊
を
襲
ふ
と
き
す
る
や
う
に
、
ぶ
る
っ
と
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
毛
を
さ

か
だ
て
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
キ
シ
キ
シ
キ
シ
キ
シ
キ
シ
ッ
と
高
く
高
く
叫
び
ま

し
た
。
そ
の
声
は
ま
る
で
鷹
で
し
た
。
野
原
や
林
に
ね
む
っ
て
ゐ
た
ほ
か
の
と

り
は
、
み
ん
な
目
を
さ
ま
し
て
、
ぶ
る
ぶ
る
ふ
る
へ
な
が
ら
、
い
ぶ
か
し
さ
う

に
ほ
し
ぞ
ら
を
見
あ
げ
ま
し
た32

）
」。
鷹
よ
り
も
強
く
な
っ
た
よ
だ
か
は
自
分
が

星
に
な
る
ま
で
気
を
落
と
さ
な
い
で
、
高
く
、
高
く
飛
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。

農
学
校
の
教
職
の
仕
事
を
捨
て
て
、
百
姓
生
活
を
送
る
決
心
を
し
た
賢
治
の
決

意
も
、
両
親
、
親
戚
及
び
周
り
の
人
々
の
意
見
と
影
響
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
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は
な
か
っ
た
。

よ
だ
か
の
星
を
貫
い
て
い
る
も
う
一
つ
の
概
念
は
、「
自
己
犠
牲
の
精
神
」

で
あ
る
。
自
分
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
他
人
に
幸
せ
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
清
ら

か
な
精
神
は
、
深
い
宗
教
心
の
持
ち
主
で
、
生
き
物
に
対
し
て
情
け
深
い
、
慈

悲
に
満
ち
た
心
を
有
す
る
聖
人
た
る
者
の
象
徴
で
あ
る
。
生
き
物
に
対
す
る
同

情
・
愛
情
そ
し
て
慈
悲
の
精
神
を
持
つ
者
に
は
、「
自
我
」
と
い
う
も
の
も
な

け
れ
ば
、
こ
の
「
無
常
」
の
世
界
に
お
い
て
欲
望
も
執
着
も
持
た
な
い
。「
お

日
さ
ん
、
お
日
さ
ん
。
ど
う
ぞ
私
を
あ
な
た
の
所
へ
連
れ
て
っ
て
下
さ
い
。
灼

け
て
死
ん
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
。
私
の
や
う
な
み
に
く
い
か
ら
だ
で
も
灼
け
る

と
き
に
は
小
さ
な
ひ
か
り
を
出
す
で
せ
う
。
ど
う
か
私
を
連
れ
て
っ
て
下
さ

い33
）

」。
空
の
か
な
た
へ
飛
ん
で
行
っ
て
星
に
な
り
た
い
と
決
心
を
し
た
よ
だ
か

が
、
お
日
様
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
助
け
を
乞
う
場
面
で
あ
る
。
自
分
の
体
が
醜

い
、
自
分
が
肉
体
的
に
弱
い
も
の
だ
と
自
覚
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼

が
決
し
て
そ
れ
を
口
惜
し
が
ら
な
い
。
逆
に
自
分
自
身
に
対
し
て
強
い
自
信
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
分
の
体
も
燃
え
れ
ば

光
が
出
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
光
で
世
の
中
が
少
し
で
も

明
る
く
な
れ
ば
、
自
分
の
人
生
の
目
的
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

そ
の
光
は
、
相
手
に
被
害
ば
か
り
与
え
る
鷹
を
悔
い
改
め
さ
せ
て
、
救
い
の
道

へ
導
く
か
も
し
れ
な
い
。

原
子
朗
は
天
上
世
界
へ
旅
す
る
よ
だ
か
の
姿
は
、「
自
己
救
済
の
感
動
的
な

姿
で
す34

）
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
と
思
う
が
、
よ
だ
か
に
と

っ
て
は
「
自
己
救
済
」
は
、
む
し
ろ
「
自
己
犠
牲
」
で
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
、
空
へ
の
旅
は
自
己
犠
牲
だ
け
で
は
な
く
、
自

己
救
済
の
手
段
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
彼
は
燃
え
る
星
に
な
っ
て
、

世
に
光
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
の
暗
闇
を
自
分
の
体
が
燃
え
る
と
き
の
光
で
明
る
く
照
ら
そ
う
と
決
心
し

た
よ
だ
か
は
、
ま
ず
生
き
物
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
「
不
殺
生
」
の
概

念
に
目
覚
め
る
。
そ
し
て
そ
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
今
ま
で
の
自
分
の
人

生
を
反
省
し
て
、
不
殺
生
を
誓
っ
た
の
で
あ
る
。
無
差
別
に
生
き
物
の
命
を
と

る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
目
覚
め
た
彼
が
、
不
殺
生
の
概

念
を
広
め
よ
う
と
必
死
に
考
え
る
。
自
分
の
弟
で
あ
る
カ
ワ
セ
ミ
の
と
こ
ろ
に

行
っ
て
「
…
…
そ
し
て
お
前
も
ね
、
ど
う
し
て
も
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

の
ほ
か
は
い
た
づ
ら
に
お
魚
を
取
っ
た
り
し
な
い
や
う
に
し
て
呉
れ35

）
」
と
不
殺

生
を
説
教
し
て
い
る
。
こ
の
地
球
上
で
一
羽
の
鳥
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、

し
か
も
神
様
に
許
さ
れ
て
い
る
範
囲
内
の
虫
殺
し
（
殺
生
）
し
か
や
っ
て
い
な

い
の
に
、
必
要
以
上
に
徹
底
し
て
自
分
を
責
め
、
悔
い
て
深
い
嘆
き
か
た
を
す

る
よ
だ
か
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
原
罪
の
意
識
も
見
ら
れ
る
し
、
物
質
文
化

に
追
わ
れ
て
息
苦
し
く
窒
息
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
人
間
社
会
の
世
俗
的
な

束
縛
か
ら
脱
出
し
て
悟
り
・
菩
薩
へ
の
道
を
辿
る
、
自
我
も
な
く
、
執
着
も
な

い
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
求
道
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
強
く
見
ら
れ
る
。

「
よ
だ
か
は
鳥
か
ら
星
へ
転
生
し
た
の
で
あ
る
。
宇
宙
の
は
て
の
は
て
で
星
と

な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
で
は
も
う
虫
を
食
べ
ず
に
す
む
し
、
鷹
に
も
食
べ
ら
れ
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る
こ
と
は
な
い
。
自
分
が
他
を
犠
牲
に
し
な
く
て
も
い
い
し
、
自
分
も
他
の
犠

牲
に
な
ら
ず
に
す
む
。
他
者
か
ら
愛め
で
ら
れ
、
幸
せ
を
与
え
る
美
し
い
星
と
な

っ
て
青
く
輝
い
て
い
る
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
幸
せ
で
あ
る36

）
」
と
鶴
田
静
は
、

星
に
な
っ
た
よ
だ
か
を
、「
食
物
連
鎖
」
を
断
ち
切
っ
た
鳥
と
し
て
、
高
く
評

価
し
て
い
る
。
食
物
連
鎖
を
断
ち
切
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
輪
廻
転
生
の
輪
か

ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
人
の
幸
福
に
な
る
な
ら
、
自
分
の
体

が
灼
け
て
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
、
自
己
犠
牲
的
な
考
え
こ
そ
、
彼
を
往
生
成
仏

へ
の
道
へ
導
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
永
遠
に
輝
く
よ
う
に
な
っ
た
よ
だ
か

の
他
界
で
の
生
活
は
、
こ
の
世
で
の
生
活
よ
り
は
る
か
に
幸
せ
に
な
っ
て
い
る
。

人
々
の
幸
福
の
た
め
に
自
己
犠
牲
に
な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
思
い
、
不
殺

生
の
道
を
辿
る
と
い
う
類
の
話
が
、
賢
治
の
ほ
か
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
中
に
出
て
く
る
蠍
の
話
も
、
よ
だ
か
と
非
常

に
似
て
い
る
。
い
た
ち
に
見
付
か
っ
て
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
蠍
が
一
生
懸

命
に
逃
げ
る
途
中
、
井
戸
の
中
へ
落
ち
て
し
ま
う
。「
あ
ゝ
、
わ
た
し
は
い
ま

ま
で
い
く
つ
の
も
の
の
命
を
と
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
し
て
そ
の
私
が
こ
ん

ど
い
た
ち
に
と
ら
れ
や
う
と
し
た
と
き
は
あ
ん
な
に
一
生
け
ん
命
に
げ
た
。
そ

れ
で
も
た
う
た
う
こ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
ゝ
な
ん
に
も
あ
て
に
な
ら

な
い
。
ど
う
し
て
わ
た
し
は
わ
た
し
の
か
ら
だ
を
だ
ま
っ
て
い
た
ち
に
呉
れ
て

や
ら
な
か
っ
た
ら
う37

）
」
と
悔
い
改
め
る
蠍
は
、
自
分
が
い
た
ち
に
食
べ
ら
れ
た

方
が
い
た
ち
が
一
日
で
も
生
き
延
び
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
彼
は
、
自
分

の
体
を
こ
の
次
に
は
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
使
っ
て
下
さ
い
、
と
神
様
に
願

っ
て
い
る
。

小
沢
俊
郎
は
、「「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
さ
そ
り
は
、
生
命
を
つ
き
つ
め
た
所

に
お
い
て
見
て
全
人
類
的
な
献
身
へ
と
飛
躍
す
る
。
そ
こ
に
解
脱
も
あ
る
」
と

指
摘
し
、「
皆
に
嫌
わ
れ
る
毒
虫
が
」
捨
身
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
し
て
行

く
所
を
描
い
た
場
面
は
、
作
品
の
中
で
も
「
印
象
的
で
美
し
い
場
面
」
で
あ
る

と
言
っ
て
い
る38

）
。
つ
ま
り
、
他
人
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
も
い
い
と
考

え
る
蠍
の
、
こ
の
世
の
煩
悩
を
乗
り
越
え
て
成
仏
し
て
い
く
姿
は
、
美
し
く
見

え
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
そ
の
蠍
も
よ
だ
か
と
同
じ
よ
う
に
、
永
遠
に
燃
え
続

け
る
星
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
作
品
の
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
が
溺
れ
た
友
人

を
救
い
上
げ
る
時
に
、
自
分
自
身
が
命
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
無
残
な
結
末

と
な
る
が
、
彼
も
人
の
幸
福
の
た
め
に
い
い
こ
と
を
し
た
と
心
得
て
い
る
。
銀

河
を
走
る
鉄
道
で
他
界
へ
の
旅
を
し
て
い
る
彼
は
、
自
分
の
お
母
さ
ん
が
き
っ

と
悲
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
す
る
が
、
同
時
に

「
…
…
誰
だ
っ
て
、
ほ
ん
た
う
に
い
い
こ
と
を
し
た
ら
、
い
ち
ば
ん
幸
な
ん
だ

ね
え
。
だ
か
ら
、
お
っ
か
さ
ん
は
、
ぼ
く
を
ゆ
る
し
て
下
さ
る
と
思
ふ39

）
」
と
自

分
が
人
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、
お
母
さ
ん
が
自
分
の
し
た
こ

と
を
許
し
て
く
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
褒
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
楽
観
的
に

考
え
て
も
い
る
。
彼
に
と
っ
て
、
自
分
の
命
よ
り
大
事
な
の
は
人
の
幸
せ
だ
っ

た
。
友
人
の
ジ
ョ
バ
ン
ニ
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
。「
…
…
僕
は
も
う
あ

の
さ
そ
り
の
や
う
に
ほ
ん
た
う
に
み
ん
な
の
幸
の
た
め
な
ら
ば
僕
の
か
ら
だ
な
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ん
か
百
ぺ
ん
灼
い
て
も
か
ま
は
な
い40

）
」
と
思
う
彼
は
、
皆
の
本
当
の
幸
い
を
探

し
に
ど
こ
ま
で
も
一
緒
に
行
こ
う
、
と
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
を
心
か
ら
誘
っ
て
い
る
。

同
様
に
、「
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
」
の
め
く
ら
ぶ
ど
う
も
、
も
し
虹
が
「
も

っ
と
立
派
に
お
な
り
に
な
る
為
な
ら
、
私
な
ん
か
、
百
ぺ
ん
で
も
死
に
ま
す41

）
」

と
人
の
幸
せ
の
た
め
な
ら
命
を
惜
し
ま
な
い
自
己
犠
牲
の
宇
宙
観
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
「
皆
の
幸
せ
」
は
こ
の
世
で
見
つ
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
、
自
分
の
執
着
心
や
物
を
求
め
る
心
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
己
の
利
益
ば
か
り
を
狙
う
行
動
は
自
己
犠
牲
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
他

人
の
た
め
に
自
分
が
燃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
燃
え
る
と
き
の
炎
は

人
に
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
よ
だ
か
に
し
て
も
蠍
に

し
て
も
、
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
と
、
自
分
ら
の
体
が
燃
え
る
と
き
の
光

で
世
を
少
し
で
も
明
る
く
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
世
の
人
々
の
幸
せ
の
た
め

に
無
執
着
の
心
で
、
一
所
懸
命
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
心
に
永
遠
の
平

安
を
感
じ
、
す
べ
て
の
生
き
物
の
更
な
る
幸
せ
の
た
め
に
努
め
続
け
る
。
彼
に

は
自
他
の
区
別
も
な
く
、
個
人
と
し
て
獲
得
し
た
い
も
の
も
な
け
れ
ば
所
有
し

た
い
と
思
う
物
も
な
い
。
彼
は
殺
生
を
罪
と
み
な
し
、
暴
力
を
人
類
の
全
滅
を

も
た
ら
す
も
の
と
見
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
人
生
の
後
半
に
お
い

て
純
粋
な
菜
食
主
義
者
と
し
て
、
自
分
の
周
り
の
人
々
の
幸
せ
だ
け
を
目
指
し

て
生
き
よ
う
と
し
た
宮
沢
賢
治
の
面
影
が
察
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

賢
治
の
菜
食
主
義

宮
沢
賢
治
の
作
品
を
貫
く

菜
食
主
義
」の
概
念
の
形
成
に
は
、
い
く
つ
か
の

要
因
が
絡
ま
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
が
信
心
深
い
仏
教
徒
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
物
事
を
合
理
的
に
分
析
し
判
断
す
る
能
力
を
持
つ
科
学
者
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
賢
治

は
生
ま
れ
つ
き
の
菜
食
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
周
知
の
と
お

り
で
あ
る
。
宮
沢
家
で
は
精
進
料
理
も
よ
く
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
完
全

に
純
粋
な
菜
食
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
家
庭
料
理
で
は
魚
が

よ
く
出
た
し
、
賢
治
も
人
生
の
前
半
に
肉
食
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
後

半
に
な
る
と
肉
食
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
不
殺
生
、

カ
ル
マ
（
業
）・
輪
廻
転
生
の
概
念
、
貧
し
い
人
々
へ
の
同
情
と
思
い
や
り
、

生
き
物
に
対
す
る
慈
悲
な
ど
の
思
想
が
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

鶴
田
静
は
『
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
宮
沢
賢
治
』
の
中
で
、
賢
治
の
菜
食
主
義
の
思

想
に
つ
い
て
、「
賢
治
は
、
他
の
種
の
生
物
の
命
を
貴
ぶ
た
め
に
菜
食
を
し
、

他
の
人
間
の
幸
い
の
た
め
に
菜
食
を
し
、
そ
し
て
自
己
と
し
て
は
成
仏
の
た
め

に
菜
食
を
し
た
の
だ
っ
た42

）
」
と
述
べ
て
い
る
。
不
殺
生
・
生
ま
れ
変
わ
り
の
思

想
や
輪
廻
転
生
の
概
念
な
ど
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
始
め
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
な
ど
、
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
に
顕
現
し
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
仏
教
の
信
仰

者
で
あ
っ
た
賢
治
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
に
早
く
か
ら
出
会
う
機
会
は
、
多
重
多

様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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賢
治
の
菜
食
主
義
の
観
念
が
一
番
明
確
に
顕
現
し
て
い
る
作
品
と
し
て
、

「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
独
特
の
内
容
と
描

写
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
人
間
の
食
生
活
の
選
択
や
そ
の
善
悪
の

区
別
が
客
観
的
に
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
仏
教
、
と
り
わ
け
法
華
経
の
教
え
に
確
固
た
る
信
念
を
持
ち
、
み
ん

な
の
幸
せ
は
個
人
（
つ
ま
り
自
分
）
の
幸
せ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
信
心
深

い
賢
治
に
は
、
近
代
科
学
の
可
能
性
を
客
観
的
に
把
握
し
て
分
析
し
評
価
す
る

優
れ
た
科
学
者
の
才
能
も
あ
っ
た
。
賢
治
の
心
に
宿
っ
て
い
た
こ
の
「
信
心
深

い
信
者
」
と
「
抜
群
の
科
学
者
」
の
面
影
が

そ
の
二
重
性
が

こ
の
作

品
を
貫
い
て
い
て
、

賢
治
の
生
命
観
、
人
生
観
、
宗
教
観
を
知
る
重
要
な
手

掛
か
り
に
な
る
作
品43

）
」で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

彼
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
現
象
が
彼
の
好
奇
心
に
訴
え
、
類
の
な
い
、
独
特

な
人
生
観
と
世
界
観
を
生
み
出
す
ま
で
に
い
た
っ
た
が
、
宗
教
と
科
学
を
ど
こ

か
で
結
び
つ
け
て
一
体
化
さ
せ
、
人
類
を
は
じ
め
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
き
物

に
幸
せ
を
も
た
ら
そ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」を
書
く

目
的
も
お
そ
ら
く
そ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
賢
治
は
、
菜
食
の
利
点
と
肉
食
の
も

た
ら
す
害
悪
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。「
ビ
ヂ
テ

リ
ア
ン
大
祭
」
と
「
一
九
三
一
年
度
極
東
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
会
見
聞
録
」（
以

降
「
大
会
見
聞
録
」）
の
二
作
品
の
内
容
や
構
造
か
ら
も
こ
れ
が
わ
か
る
。

「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」
の
中
で
は
、
菜
食
の
賛
成
派
と
反
対
派
が
交
代
に
そ

れ
ぞ
れ
自
説
を
主
張
し
、
討
論
が
展
開
さ
れ
て
行
き
、
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、

今
ま
で
肉
食
主
義
を
強
調
し
て
き
た
反
対
派
の
全
員
が
、
突
然
態
度
を
引
っ
く

り
返
し
て
菜
食
主
義
者
に
な
る
決
心
を
示
す
と
こ
ろ
で
話
が
終
わ
る
。「
賢
治

がv
eg
eta

ria
n
ism

に
つ
い
て
か
な
り
の
知
識
と
深
い
関
心
を
も
ち
、
周
到
な

用
意
の
も
と
に
こ
の
作
品
の
ペ
ン
を
と
り
、
菜
食
主
義
と
そ
の
反
対
論
の
種
々

相
を
整
理
し
て
登
場
人
物
に
語
ら
せ
、
そ
の
中
で
、
慈
悲
の
精
神
か
ら
発
し
た

殺
畜
生
戒
に
基
礎
を
置
く
仏
教
的
菜
食
主
義
の
正
当
性
を
訴
え
よ
う
と
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る44

）
」
と
上
田
哲
が
指
摘
し
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
肉
食
を
か
ば
う
討
論
者
た
ち
は
、
次
々
に
科
学
的
に
根
拠
の
あ
る
論
理

を
持
ち
出
し
て
菜
食
主
義
者
の
信
念
を
打
ち
砕
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
裏

に
は
「
科
学
者
賢
治
」
の
面
影
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
確

固
た
る
信
仰
心
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
賢
治
は
、
大
自
然
の
一
員
で
あ
る
人
間

は
自
然
と
の
一
体
化
を
は
か
る
べ
き
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
論
じ
、

菜

食
は
み
ん
な
の
心
を
平
和
に
し
互
に
正
し
く
愛
し
合
ふ
こ
と
が
で
き
る
の
で

す45
）

」と
、
み
ん
な
に
平
和
と
幸
せ
を
も
た
ら
す
も
の
は

菜
食
主
義
」だ
け
だ
と

ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
の
同
盟
者
に
言
わ
せ
て
、
仏
教
的
菜
食
主
義
を
肯
定
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

賢
治
は
「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」
の
中
で
、
菜
食
を
厳
密
に
守
る
菜
食
主
義

者
を

菜
食
信
者
」と
呼
び
、
そ
の
精
神
と
し
て
、
理
論
的
に

同
情
派
」と

予

防
派
」と
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
ま
た
、「
大
会
見
聞
録
」
の
中
で
も
、
テ
ー

ゼ
と
し
て
全
く
同
じ
分
類
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る46

）
。

同
情
派
」の
菜
食
主
義

者
の
考
え
で
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
動
物
は
、
人
間
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、
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命
を
惜
し
む
も
の
で
、
人
間
が
生
き
残
る
た
め
に
勝
手
に
動
物
を
殺
し
て
食
べ

る
こ
と
は
無
慈
悲
な
、
情
け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
同

情
派
の
考
え
方
の
裏
に
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
や
仏
教
な
ど
の
精
神
と
教
義
で
あ
る

生
き
物
に
対
す
る

慈
悲
」の
思
想
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
同
情
派
と
云
ひ
ま
す
の
は
、
私
た
ち
も
そ
の
方
で
あ
り
ま
す
が
、
恰
度
仏
教

の
中
で
の
や
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
は
み
な
生
命
を
惜
む
こ
と
、
我
々
と
少
し

も
変
り
は
な
い
、
そ
れ
を
一
人
が
生
き
る
た
め
に
、
ほ
か
の
動
物
の
命
を
奪
っ

て
食
べ
る
そ
れ
も
一
日
に
一
つ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
百
や
千
の
こ
と
も
あ
る
、
こ

れ
を
何
と
も
思
は
な
い
で
ゐ
る
の
は
全
く
我
々
の
考
え
が
足
ら
な
い
の
で
よ
く

よ
く
喰
べ
ら
れ
る
方
に
な
っ
て
考
へ
て
み
る
と
、
と
て
も
か
あ
い
さ
う
で
そ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
と
か
う
云
ふ
思
想
で
あ
り
ま
す47

）
」
と
い
う
解
釈
の
中
に
賢

治
の
宗
教
観
が
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
品
の
語
り
手
で
あ
る

私
」自
身

も
、
彼
は
作
家
の
面
影
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い

る
。そ

れ
に
対
し
て
、「
予
防
派
」
は
、
肉
類
や
魚
な
ど
動
物
質
を
食
べ
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
か
ら
、
動
物
へ
の
慈
悲
の
た

め
で
は
な
く
、
病
気
予
防
の
た
め
に
動
物
質
を
避
け
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の

同
情
派
」と

予
防
派
」は
菜
食
の
具
体
的
な
実
施
方
法
、

つ
ま
り
食
料
品
の
選
択
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。

大
会
見
聞
録
」で
は‘A

ct’

の
方
法
と
し
て
「
絶
対
派
」

折
衷
派
」及

び

大
乗
派
」に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
「
動
物
質
の
も
の
は

一
切
食
べ
な
い
」
人
で
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
「
チ
ー
ズ
、
バ
タ
ー
、
卵
な
ど
は
、

生
き
物
を
殺
さ
な
い
の
で
食
べ
て
も
よ
い
」
と
考
え
る
人
で
、
第
三
グ
ル
ー
プ

は
い
く
ら
生
き
物
を
殺
さ
な
い
と
い
っ
て
も
、
人
間
も
こ
の
世
の
中
に
い
る
動

物
の
一
つ
で
、「
多
く
の
た
め
に
一
つ
の
命
を
入
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い

う
と
き
（
動
物
を
）
殺
し
て
も
い
い
と
思
う
人
で
あ
る
。
賢
治
の
こ
の
分
け
方

は
非
常
に
現
実
的
で
、
我
々
の
周
り
に
い
る
菜
食
主
義
者
を
調
べ
て
み
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
分
け
方
を
し
て
い
る
賢
治
が
、
自
分
も
「
同
情
派
」
に
入
る
と

明
確
に
宣
言
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
彼
が
い
か
に
「
菜
食
主
義
」
と
「
不
殺

生
」
を
重
要
視
し
て
い
た
か
を
証
明
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
生
き
物
が

「
命
を
惜
し
む
」
と
い
う
考
え
方
、
つ
ま
り
殺
さ
れ
る
動
物
の
苦
し
み
を
思
う

と
き
の
悲
し
さ
こ
そ
、
賢
治
に
菜
食
主
義
へ
の
転
向
を
急
が
せ
た
の
で
は
な
い

か
。
親
友
で
あ
っ
た
保
阪
嘉
内
宛
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
に
「
私
は
春
か
ら
生
物

の
か
ら
だ
を
食
ふ
の
を
や
め
ま
し
た48

）
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
賢
治
は
一
九

一
八
年
頃
に
菜
食
に
切
り
替
え
た
。
鶴
田
静
は
、「
賢
治
の
、
生
来
的
な
生
き

物
の
命
を
尊
ぶ
精
神
が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
を
因
果
応
報
と
い

う
仏
教
的
な
命
題
へ
と
転
嫁
さ
せ
、
そ
し
て
帰
結
さ
せ
て
い
る
の
だ49

）
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
同
氏
は
、
賢
治
の
菜
食
主
義
は
、
生
き
物
に
対
す
る
慈

悲
と
、
生
き
物
の
命
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
に
深
く

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
彼
の
「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
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を
鼓
舞
し
た
の
が
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
で
あ
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
で
あ
り
…
…50

）
」
と
主

張
し
て
い
る
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
命
を
惜
し
む
」
生
き
物
を
哀
れ
む
賢
治
の
こ
の
決
心
の
裏
に
は
、
人
類
す
べ

て
の
幸
福
へ
の
念
願
が
含
ま
れ
て
い
る
一
方
、「
輪
廻
転
生
」
の
イ
ン
ド
・
仏

教
的
思
想
が
根
深
く
顕
現
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

作
品
の
中
で
、

印
度
の
聖
者
た
ち
は
実
際
故
な
く
草
を
伐
り
花
を
ふ
む
こ

と
も
戒
め
ま
し
た
」
印
度
の
聖
者
た
ち
は
濾
さ
な
い
水
は

み
ま
せ
ん
」
今
日

の
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
は
実
に
印
度
の
古
の
聖
者
た
ち
よ
り
も
食
物
の
あ
る
点
に
就

て
厳
格
で
あ
る51

）
」と
、
三
箇
所
で
イ
ン
ド
に
関
す
る
発
言
が
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
イ
ン
ド
は
東
洋
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
哲
学
、

思
想
の
発
祥
地
で
、
古
代
か
ら
菜
食
主
義
の
食
生
活
が
広
が
っ
た
国
の
一
つ
で

あ
る
。
ア
ヒ
ン
サ
ー
（
不
殺
生
）、
非
暴
力
な
ど
と
い
う
宗
教
に
基
づ
い
た
概

念
が
、
そ
の
主
な
理
由
と
な
っ
た
と
思
う
。
生
き
物
・
動
物
は
「
生
命
を
惜
し

む
」
と
い
う
考
え
方
、
つ
ま
り
不
殺
生
は
、
仏
教
よ
り
数
百
年
前
に
生
ま
れ
た

ジ
ャ
イ
ナ
教
が
「
五
大
誓
戒
」
の
中
で
一
番
重
要
な
項
目52

）
と
し
て
持
ち
出
し
た

概
念
で
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
生
き
る
こ
と
を
必
死
に
願
っ
て
い

る
の
で
、
ど
の
生
き
物
で
も
勝
手
に
殺
さ
れ
る
こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
と
強
調

し
た
。
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
の
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
動
物
犠
牲
を
捧
げ
て
神
々
を
喜

ば
せ
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
の
よ
う
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
一
度
神
に
供
え
ら
れ

た
動
物
の
肉
は
、
司
祭
た
ち
の
間
で
分
け
て
食
べ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ヴ

ェ
ー
ダ
時
代
ま
で
の
イ
ン
ド
人
が
肉
食
を
よ
く
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
紛

れ
も
な
い
真
実
で
あ
る
。
古
代
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
社
会
体
制
を
確
立
さ
せ
る
の

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
『
マ
ヌ
法
典
』
の
中
に
も
、
可
食
・
不
可
食
の
野

菜
、
肉
、
魚
、
飲
み
物
な
ど
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
に
ん

に
く
、
に
ら
、
玉
葱
、
茸
な
ど
の
野
菜
、
猛
獣
類
、
鶏
、
雀
、
鶴
等
の
鳥
肉
、

す
べ
て
の
魚
類
な
ど
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
食
べ
物
の
中
に
入
る53

）
。
言
い
換
え
れ

ば
、
マ
ヌ
法
典
に
記
さ
れ
て
い
な
い
動
物
や
、
鳥
類
の
肉
を
古
代
イ
ン
ド
人
は

食
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宗
教
的
な
儀
礼
や
結
婚
式
な
ど
で
も
肉
食

が
許
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
バ
ラ
モ
ン
も
美
味
し
い
肉
料
理

を
競
っ
て
食
べ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
退
廃
的
な
古
代
イ
ン
ド
社
会
の
儀
式
や
風
習
へ
の
反
発
と
し
て
「
不
殺

生
」
の
観
念
を
抱
え
て
ジ
ャ
イ
ナ
教
が
現
れ
、
神
々
に
動
物
を
生
贄
と
し
て
捧

げ
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
は
、
こ
の
世
界
に
無
限

の
霊
魂
が
生
ま
れ
て
は
消
え
て
い
く
が
、「
霊
魂
が
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
根

柢
に
は
行
為
と
そ
の
結
果
霊
魂
に
付
着
す
る
業
と
が
あ
る
。
そ
の
行
為
を
究
め

捨
て
る
こ
と
が
生
死
の
輪
か
ら
脱
出
す
る
手
段
と
な
る54

）
」
と
教
え
、
身
、
口
及

び
意
に
よ
る
殺
生
を
食
い
止
め
る
必
要
性
を
説
い
た
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
よ
る
と
、

す
べ
て
の
霊
魂
を
、
地
、
水
、
火
、
風
の
各
元
素
に
植
物
と
動
物
と
、
六
生
類

に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
人
間
の
ど
ん
な
行
為
で
も
、
こ
の
六
生
類
の
霊

魂
を
何
ら
か
の
形
で
殺
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
人

間
に
は
、
殺
生
の
罪
か
ら
逃
れ
る
逃
げ
道
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
で
は
、
人
間
は
常
に
生
き
物
を
殺
し
て
い
る
の
で
、
殺
生
を
食
い
止
め
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な
い
限
り
、
業
の
輪
か
ら
の
解
放
も
、
最
終
目
的
の
「
解
脱
」
も
達
成
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
生
水
を
ろ
過
し
て
飲
む
こ
と
や
、
呼

吸
に
よ
っ
て
空
気
中
の
微
生
物
が
た
く
さ
ん
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
口
に
マ
ス
ク
を
取
り
付
け
て
呼
吸
す
る
こ
と
な
ど
、
実
生
活
で
は
な
か

な
か
守
る
こ
と
が
難
し
い
戒
律
を
信
者
に
義
務
付
け
た
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、

殺
生
行
為
が
減
り
、
菜
食
主
義
が
広
が
り
始
め
た
。

そ
こ
で
、
生
き
物
に
対
す
る

慈
悲
」の
精
神
を
教
義
と
す
る
仏
教
が
発
祥
し

て
、
輪
廻
転
生
や
因
果
応
報
に
基
づ
く
哲
学
が
広
ま
る
に
連
れ
て
、
さ
ら
に
イ

ン
ド
人
の
「
不
殺
生
」
や
「
非
暴
力
」
主
義
が
一
般
大
衆
の
間
に
も
広
が
り
、

菜
食
は
「
徳
目
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仏
教
の
経
典
の
中
で
も
肉
食

を
信
者
の
食
生
活
か
ら
取
り
除
く
必
然
性
を
説
く
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
賢
治
が

愛
読
し
て
い
た
大
乗
仏
典
の

法
華
経
」の
な
か
に
も
、

…
…
豚
肉
屋
、
鳥
肉

屋
、
猟
を
す
る
も
の
、
屠
殺
人
…
…
た
ち
に
も
近
づ
か
な
い55

）
」と
厳
し
く
戒
め
、

良
家
の
息
子
で
も
娘
で
も
「
…
…
芸
人
、
格
闘
家
、
拳
闘
家
、
酒
屋
、
羊
肉
商
、

鳥
肉
商
、
豚
肉
商
、
淫
売
宿
の
主
人
で
あ
る
人
々
を
快
く
思
わ
な
い
で
あ
ろ

う56
）

」
と
物
理
的
に
彼
ら
に
近
づ
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
の
よ
う
な
職
業

に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
さ
え
好
ま
し
く
な
い
と
戒
め
て

い
る
。
日
本
で
も
仏
教
の
伝
来
以
降
、
宗
教
の
戒
律
と
し
て
肉
食
が
禁
じ
ら
れ

た
一
方
、
菜
食
の
概
念
が
だ
ん
だ
ん
上
位
階
級
か
ら
一
般
民
衆
へ
と
広
が
り
、

明
治
維
新
ま
で
の
お
よ
そ
千
年
の
間
、
日
本
人
は
菜
食
主
義
を
守
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
仏
教
も
肉
食
を
禁
じ
、
不
殺
生
と
非
暴
力
の
必
要
性
を

重
ん
じ
、
菜
食
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
全
土
に
広
が
っ
た
仏
教
の
勢
力
に
歯
止
め
を
か
け
る
形
で
甦
っ
て
出

現
し
た

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」は
、
い
く
つ
か
の
宗
教
的
解
説
を
導
入
し
て
、「
不

殺
生
・
肉
食
禁
止
」
を
実
施
し
て

殺
生
禁
止
・
菜
食
主
義
」を
一
般
化
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
ま
ず
最
初
に
あ
げ
る
べ
き
は
、

カ
ル
マ
」及
び

生
ま
れ
変
わ
り
」

の
思
想
で
あ
る
。
人
は
現
世
の

行
い
」つ
ま
り

カ
ル
マ
・
業
」に
よ
っ
て
、
来

世
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
、
身
近
に
い
る
生
き
物
は
自
分
の
親
、
兄
弟
姉
妹
、

子
供
、
夫
、
妻
ま
た
は
親
戚
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
現
世
の
生
活
中

に
動
物
を
殺
し
た
者
は
、
い
つ
か
き
っ
と
自
分
の
殺
し
て
し
ま
っ
た
動
物
に
生

ま
れ
変
わ
る
。
だ
か
ら
生
き
物
を
決
し
て
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
戒
め
た
。
こ

の
戒
律
は
、
肉
食
が
は
び
こ
っ
て
い
た
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
の
社
会
に
き
わ
め
て
大

き
い
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。
肉
食
を
し
て
い
た
聖
職
者
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
が
次
第
に
不
殺
生
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、
菜
食
が
食
生
活
の
主
流

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
多
神
教
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
、
命
の
あ
る

も
の
に
も
命
の
な
い
も
の
に
も

神
」が
在
る
と
考
え
、
生
き
物
を
殺
害
す
る
の

を

罪
」と
み
な
し
、
殺
生
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
道
を
歩
く

と
き
小
さ
い
命
を
踏
み
殺
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
目
の
前
の
路
上
を
よ
く
見

な
が
ら
歩
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
に
と
っ
て
有
害
な
虫
で
あ

っ
て
も
殺
さ
ず
逃
が
し
て
や
る
の
が
徳
目
で
あ
る
。

次
は
、
い
わ
ゆ
る
穢
れ
の
概
念
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
日
常
生
活
に
染
み
込

ん
で
、
イ
ン
ド
人
の
食
べ
物
に
対
す
る
考
え
方
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
こ
と
が
挙
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げ
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
以
降
に
な
る
と
、
職
業
に
基
づ
く

カ
ー
ス
ト
制

度
」が
成
立
し
、
最
上
位
の
カ
ー
ス
ト
に
当
た
る
聖
職
者
つ
ま
り

バ
ラ
モ
ン
」

の
間
で
は
動
物
の
肉
と
か
血
液
は

魂
」の
宿
る
体
を
汚
す
も
の
と
し
て
見
ら
れ

始
め
、
次
第
に
ほ
か
の
上
位
カ
ー
ス
ト
の
間
に
も
こ
の
考
え
が
染
み
込
ん
で
定

着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
こ
の
不
浄
観
は
、
す
べ
て
の
物
質

を
不
浄
と
み
な
し
、
動
物
の
肉
と
血
を
忌
み
嫌
う
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
と
っ
て
、

食
事
は
一
種
の
儀
礼
と
み
な
さ
れ
、
食
事
の
場

と
食
物
は
常
に
清
浄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い57

）
」と
い
う
穢
れ
の
概
念
が
定
着
し
、

彼
ら
の
菜
食
主
義
へ
の
変
遷
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
に
、

数
多
く
の
動
物
た
ち
が
、
神
々
の
乗
り
物
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
り
、
神
聖
な
力

を
持
つ
生
き
物
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

牛
、
蛇
、
ね
ず
み
、
孔
雀
、
象
、
猿
な
ど
は
聖
な
る
生
き
物
で
、
猿
や
蛇
が
祀

ら
れ
て
い
る
寺
や
礼
拝
堂
も
た
く
さ
ん
造
ら
れ
た
。

第
三
の
主
な
理
由
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
上
述
の
ジ
ャ
イ
ナ
教

や
仏
教
と
同
じ
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
も
見
ら
れ
る
ア
ヒ
ン
サ
ー
の
思
想
の
実

践
で
あ
る
。
生
き
物
は
皆
命
を
惜
し
む
も
の
で
、
人
間
が
勝
手
に
そ
れ
を
殺
し

て
食
す
る
こ
と
は
無
慈
悲
な
こ
と
で
あ
る
。
肉
を
食
す
る
人
間
は
魂
（
ア
ー
ト

マ
ン
）
の
居
所
で
あ
る
自
分
自
身
の
体
を
穢
す
傍
ら
、
生
き
物
に
対
す
る
同
情

や
哀
れ
み
を
持
た
な
い
無
残
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。

お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
前
に
書
か
れ
た
タ
ミ
ー
ル
語
の
有
名
な
文
学
作
品
『
テ

ィ
ル
ク
ラ
ル
』（T

h
iru
k
u
ra
l

）
で
も
、「
自
分
の
肉
体
を
太
ら
せ
る
た
め
に
他

の
肉
を
食
べ
る
者
は
ど
う
や
っ
て
同
情
（
哀
れ
み
）
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か

（
詩
句
二
五
一
）。
凶
器
を
持
つ
者
は
慈
悲
を
持
て
る
か
、
肉
を
食
う
も
の
の
心

に
哀
れ
み
（
同
情
）
は
き
っ
と
生
じ
な
い
だ
ろ
う
（
詩
句
二
五
三
）。
情
感
を
捨

て
た
、
知
覚
力
の
あ
る
人
は
動
物
の
肉
を
食
い
物
に
し
な
い
（
詩
句
二
五
八58

）
）」

と
肉
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
考
え
方
の
奥
行
き
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
の
食
卓
か
ら
肉
が
消
え
、
現

在
で
も
お
よ
そ
四
割
の
イ
ン
ド
人
は
純
粋
な
菜
食
主
義
者
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
牛
乳
及
び
ヨ
ー

グ
ル
ト
、
バ
タ
ー
な
ど
の
乳
製
品
は
、
動
物
質
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
古
代

か
ら
聖
な
る
健
康
食
と
し
て
イ
ン
ド
人
に
愛
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
。
菜
食
者
、

肉
食
者
を
問
わ
ず
イ
ン
ド
人
な
ら
誰
で
も
こ
れ
ら
の
乳
製
品
を
日
常
的
に
消
費

し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教
義
や
世
界
観
に
お

け
る
大
き
な
矛
盾
の
一
つ
で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
多
神
教
で
、
宗
派
も
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
あ
り
、
中
に
は
原
始
的
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
。
殺
生
を
罪
と
み
な
し
て
い
る
一
方
、
神
や
女
神
を
喜
ば
せ
る
た

め
に
生
き
物
を
生
贄
と
し
て
捧
げ
る
宗
派
も
あ
る
の
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ら

す
べ
て
の
信
者
が
菜
食
者
だ
と
か
生
き
物
を
殺
さ
な
い
も
の
だ
と
か
思
い
込
ん

で
は
大
き
な
勘
違
い
と
な
る
。

上
述
の
と
お
り
、
菜
食
が
宗
教
的
生
活
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
人
の

「
菜
食
主
義
」
の
思
想
は
、
健
康
食
と
し
て
菜
食
を
優
先
す
る
一
部
の
欧
米
人

の
菜
食
主
義
の
考
え
方
と
全
く
違
う
も
の
で
、
賢
治
も
そ
れ
に
十
分
に
気
づ
い
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て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
た
め
、
賢
治
は
作
品
中
イ
ン
ド
の
こ
と
に
繰
り

返
し
言
及
し
て
、
菜
食
主
義
に
対
す
る
自
分
の
確
信
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
努
力

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
賢
治
が
作
品
の
中
で
菜
食
主
義
者
を
理
論
的
に

同
情
派
」と

予
防

派
」の
二
つ
に
区
別
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
の
菜
食
主
義
者
は
主
に

三
つ
の
派
に
区
別
で
き
る
と
思
う
。
ま
ず
、

宗
教
派
」つ
ま
り
「
生
活
派
」
で
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
菜
食
主
義
者
の
大
半
は
こ
の
派
に
属
し
、
賢
治
も
言
っ
て
い

る
よ
う
に
、
彼
ら
を

菜
食
信
者
」と
呼
ん
だ
ほ
う
が
む
し
ろ
正
確
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。「
宗
教
派
」
の
菜
食
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
、
仏
教
な
ど
の
信
者
で
、
彼
ら
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
肉
、
魚
そ
し

て
卵
を
一
切
食
べ
な
い
純
粋
な
菜
食
主
義
者
で
あ
る
。
第
二
の
派
は
作
品
と
同

じ
く

同
情
派
」つ
ま
り
い
わ
ゆ
る

動
物
愛
護
派
」で
あ
る
。
こ
の
派
に
は
各
宗

教
の
信
者
、
社
会
の
各
階
層
の
人
が
入
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
自
ら
肉
、
魚
な

ど
動
物
質
の
料
理
を
食
べ
な
い
し
、
人
間
が
生
き
物
を
勝
手
に
虐
待
し
た
り
殺

害
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
運
動
な
ど
も
起
こ
し
て
い
る
。
第
三

の
派
は

予
防
派
」で
、
作
品
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
生
き
物
へ
の

慈
悲
」や

同
情
・
愛
情
」の
た
め
で
は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
体
の
健
康
状
態

を
維
持
す
る
目
的
で
菜
食
に
切
り
替
え
た
人
々
の
属
す
る
派
で
あ
る
。

次
に
、
実
際
に
食
べ
る
食
品
を
基
に
イ
ン
ド
人
菜
食
者
を
さ
ら
に
い
く
つ
か

の
グ
ル
ー
プ
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
牛
乳
や
乳
製
品
を
食
べ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
動
物
質
を
一
切
食
べ
な
い
と
い
う
純
菜
食
主
義
者
で
、
じ
ゃ

が
い
も
、
玉
葱
な
ど
の
根
菜
を
さ
え
食
べ
な
い
人
が
含
ま
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
菜
食
主
義
を
厳
格
に
守
る
ジ
ャ
イ

ナ
教
徒
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
最
上
位
カ
ー
ス
ト
の
バ
ラ
モ
ン
が
多
い
が
、
他
の

カ
ー
ス
ト
の
人
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
肉
や
魚
を
食
べ
る
と
、
汚
れ
る
と

い
う
発
想
も
背
景
に
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
り
の
教
義
や
ア
ヒ
ン
サ
ー
の
概
念

が
基
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
卵
や
玉
葱
の
よ
う
な
根
菜
な
ど
を
食
べ
る
菜
食

主
義
者
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
数
か
ら
見
る
と
一
番
多
い
。
三
番
目
の
グ
ル
ー

プ
は
、
動
物
の
肉
は
だ
め
だ
が
、
魚
な
ら
食
べ
る
と
い
う
偽
善
者
的
な
菜
食
主

義
者
で
、
海
岸
沿
い
の
イ
ン
ド
人
、
特
に
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
人
の
間
に
は
カ
ー

ス
ト
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
派
に
属
す
る
菜
食
者
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
地

方
の
バ
ラ
モ
ン
人
も
魚
介
類
を
よ
く
食
べ
て
い
る
。
ま
た
、
四
脚
の
動
物
の
肉

と
魚
を
食
べ
な
い
が
、
鶏
肉
な
ら
食
べ
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
て
、
彼
ら

も
自
ら
を
菜
食
主
義
者
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
で
、
賢
治
に
よ
る
作
品
内
の
菜

食
主
義
者
の
分
類
と
イ
ン
ド
の
実
際
の
菜
食
主
義
者
の
分
類
は
い
か
に
似
て
い

る
も
の
か
大
体
わ
か
る
だ
ろ
う
。

作
品
中
、
菜
食
主
義
に
反
対
す
る
異
教
徒
の
人
、
つ
ま
り
肉
食
を
主
流
と
す

る

混
食
者
」は
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
マ
ル
サ
ス
（M

a
lth
u
s T

h
o
m
a
s

 
R
o
b
ert,

1766-1834

）
の
人
口
論
を
持
ち
出
し
て
、
肉
食
主
義
を
か
ば
い
、
人

類
に
と
っ
て
動
物
質
は
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
人
口
の
増
加
に
対
し
て
、
農
業
が
で
き
る
土
地
は
相
対
的
に
増
え
な

い
の
で
ど
う
し
て
も
肉
食
に
頼
る
し
か
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
。
ま
た
、
人
間
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に
は
草
食
動
物
に
し
か
見
ら
れ
な
い
臼
歯
と
肉
食
動
物
に
見
ら
れ
る
犬
歯
が
あ

る
の
で
、
人
間
は
混
食
を
す
る
べ
き
動
物
で
あ
る
と
、
混
食
主
義
者
が
さ
ら
に

主
張
し
続
け
て
い
る
。
地
質
学
者
で
農
民
の
惨
め
な
生
活
ぶ
り
を
見
て
い
た
賢

治
の
中
に
眠
っ
て
い
た
科
学
者
が
こ
こ
で
顔
を
出
し
て
い
る
の
は
一
目
瞭
然
で

あ
る
。

し
か
し
、
肉
食
は
は
た
し
て
人
類
が
立
ち
向
か
っ
て
い
る
す
べ
て
の
問
題
の

解
決
に
な
る
の
か
。
東
洋
的
神
秘
主
義
に
基
づ
い
た
宗
教
観
を
持
っ
て
い
た
賢

治
は
そ
れ
を
懐
疑
的
に
見
て
い
た
に
違
い
な
い
。
大
正
一
〇
年
八
月
一
一
日
に

賢
治
が
関
徳
弥
宛
に
送
っ
た
手
紙
に
、

七
月
の
始
め
頃
か
ら
二
十
五
日
頃
へ

か
け
て
一
寸
肉
食
を
し
た
の
で
す
。
そ
れ
は
第
一
は
私
の
感
情
が
あ
ま
り
冬
の

や
う
な
工
合
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
燃
え
る
や
う
な
生
理
的
の
衝
動
な
ん
か
感
じ

な
い
や
う
に
思
は
れ
た
の
で
、
こ
ん
な
事
で
は
一
人
の
心
を
も
理
解
し
兼
ね
る

と
思
っ
て
断
然
幾
片
か
の
豚
の
脂
、
塩
鱈
の
干
物
な
ど
を
食
べ
た
為
に
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
し
て
脚
が
悪
く
な
っ
た
の
で
し
た
。
然
る
に
肉
食
を
し
た
っ
て
別

段
感
情
が
変
る
で
も
あ
り
ま
せ
ん59

）
」と
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
肉
食
に
対

す
る
彼
の
批
判
が
明
白
に
表
さ
れ
て
い
る
。
肉
食
は
一
時
的
に
人
間
の
体
力
を

増
や
し
、
体
を
た
く
ま
し
く
す
る
働
き
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
第
に
体

調
を
崩
し
恐
ろ
し
い
病
を
得
る
原
因
に
も
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
信
心
深

い
仏
教
信
者
で
、
一
科
学
者
で
も
あ
っ
た
賢
治
は
、
十
分
理
解
し
て
い
た
よ
う

だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト
╱
味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ
」と

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ60

）
」の
中
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
菜
食
に
完
全
に
切
り
替
え
る

こ
と
を
決
心
し
て
農
民
生
活
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

肉
食
は
人
間
の
動
物
的
な
本
能
を
高
め
、
暴
力
を
振
る
う
よ
う
な
も
の
に
さ

せ
る
と
、
イ
ン
ド
人
は
昔
か
ら
信
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
前
述
の
い
く
つ
か
の

理
由
と
と
も
に
、
こ
れ
も
イ
ン
ド
人
が
肉
食
か
ら
離
れ
る
一
つ
の
主
な
理
由
と

な
っ
た
。
今
も
、
こ
の
世
の
物
質
的
な
生
活
に
飽
き
て
、
苦
行
者
と
し
て
の

「
林
住
期
」「
出
家
期
（
巡
礼
期61

）
）」
ま
た
は
「
隠
居
生
活
」
に
入
る
イ
ン
ド
人

が
ま
ず
や
る
こ
と
は
、
肉
食
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
菜
食

は
人
間
の
心
を
優
し
く
し
、
他
の
生
き
物
に
対
し
て
同
情
と
慈
悲
を
持
つ
心
を

作
り
上
げ
、
平
和
的
な
共
存
共
栄
を
可
能
と
す
る
と
信
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

菜
食
の
も
た
ら
す

幸
福
」は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
十
分
理
解
し
て
い
た

「
宗
教
的
求
道
者
」
賢
治
は
、
肉
食
の
利
点
や
大
切
さ
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る

科
学
の
追
求
者
」賢
治
に
、

…
…
肉
食
を
食
べ
る
と
き
そ
の
動
物
の
苦
痛

を
考
へ
る
な
ら
ば
到
底
美
味
し
く
は
な
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す62

）
」と
反
論
し
、

野
菜
が
み
ん
な
の
心
を
平
和
に
し
て
、
互
い
に
愛
し
合
う
こ
と
に
し
て
く
れ
る

の
だ
と
強
調
し
て
か
ら
、
仏
教
の
「
輪
廻
転
生
」
の
概
念
を
持
ち
出
し
て
、
肉

食
者
の
議
論
に
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
し
て
い
る
。

「
総
て
の
生
物
は
み
な
無
量
の
劫カルパの
昔
か
ら
流
転
に
流
転
を
重
ね
て
来
た
。

（
中
略
）
一
つ
の
た
ま
し
ひ
は
あ
る
時
は
人
を
感
ず
る
。
あ
る
時
は
畜
生
、
即

ち
我
等
が
呼
ぶ
所
の
動
物
中
に
生
れ
る
。
あ
る
時
は
天
上
に
も
生
れ
る
。
そ
の

間
に
は
い
ろ
い
ろ
の
他
の
た
ま
し
ひ
と
近
づ
い
た
り
離
れ
た
り
す
る
。
即
ち
友

人
や
恋
人
や
兄
弟
や
親
子
や
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
互
に
は
な
れ
又
生
を
隔
て
て
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は
も
う
お
互
に
見
知
ら
な
い
。
無
限
の
間
に
は
無
限
の
組
合
せ
が
可
能
で
あ
る
。

だ
か
ら
我
々
の
ま
は
り
の
生
物
は
み
な
永
い
間
の
親
子
兄
弟
で
あ
る63

）
」。
こ
の

輪
廻
転
生
の
考
え
、
つ
ま
り

生
ま
れ
変
わ
り
」の
概
念
こ
そ
賢
治
の
食
生
活
に

関
す
る
世
界
観
を
形
成
し
た
と
い
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
ン
ド

に
お
け
る
宗
教
的
菜
食
主
義
者
の
考
え
方
と
一
致
す
る
も
の
で
、
菜
食
主
義
の

背
景
に
あ
る
イ
ン
ド
・
仏
教
的
思
想
の
存
在
の
確
定
も
可
能
に
な
る
と
思
う
。

終
わ
り
に

宮
沢
賢
治
は
自
分
が
理
想
と
思
っ
た
道
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
歩
ん
だ
賢
人
で

あ
っ
た
。
自
分
独
自
の
人
生
観
・
世
界
観
を
持
っ
て
い
た
彼
は
、
そ
の
理
念
を

生
か
し
た
活
動
を
行
い
、
自
分
の
想
像
し
て
い
た
理
想
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
全
力
を
尽
く
し
た
。
み
ん
な
の
幸
福
は
個
人
の
幸
福
の
元
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
た
彼
が
、
一
家
の
長
男
と
し
て
家
業
を
引
き
継
い
で
実
家
を

さ
ら
に
裕
福
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
も
、
名
誉
あ
る
花
巻
農
学
校
の
教
師

を
辞
め
て
自
耕
自
炊
の
農
民
生
活
を
選
択
し
た
の
も
、
自
分
の
理
想
ど
お
り
の

人
生
を
送
る
た
め
で
あ
っ
た
。

人
の
た
め
に
尽
く
す
人
間
の
心
は
常
に
燃
え
輝
く
「
貝
の
火64

）
」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
生
き
物
に
対
す
る
慈
悲
心
と
同
情
心
の
体
現
者
で
あ
っ
た
子
ウ
サ

ギ
の
ホ
モ
イ
が
溺
れ
て
死
に
そ
う
に
な
っ
た
ひ
ば
り
の
子
を
、
自
分
の
命
を
惜

し
ま
ず
に
急
流
に
飛
び
込
ん
で
救
っ
た
お
礼
に
鳥
王
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
は
、

「
貝
の
火
」
の
玉
で
あ
っ
た
。
森
の
共
存
者
で
あ
る
鳥
類
や
そ
の
他
の
生
き
物

た
ち
に
対
す
る
ホ
モ
イ
の
思
い
や
り
に
満
ち
た
行
為
が
続
け
ば
続
く
ほ
ど
、

「
貝
の
火
」
も
よ
り
明
る
く
燃
え
輝
く
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
玉
を
持
っ

て
い
る
者
は
、
他
人
の
幸
福
を
希
う
善
行
だ
け
を
し
て
い
れ
ば
、
た
と
え
落
ち

て
し
ま
っ
て
も
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
も
玉
に
キ
ズ
も
曇
り
も
つ
か

な
い
。
賢
治
の
心
に
も
「
貝
の
火
」
が
燃
え
続
け
て
い
た
。
生
き
物
を
哀
れ
み

の
目
で
見
ろ
と
い
う
仏
教
の
教
え
を
拠
り
所
に
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
同
胞
の
労
苦

を
少
し
で
も
軽
く
し
て
あ
げ
よ
う
と
東
奔
西
走
し
て
い
た
賢
治
の
心
の
「
貝
の

火
」
は
常
に
燃
え
輝
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。

生
き
物
に
対
す
る
慈
悲
の
精
神
は
彼
の
す
べ
て
の
行
動
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
不
殺
生
、
非
暴
力
と
自
己
犠
牲
の
観
念
及
び
カ
ル
マ
・
輪
廻
転
生
の
概

念
が
結
合
し
て
彼
の
世
界
観
を
形
成
す
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
…
…

賢
治
は
近
代
文
明
の
深
奥
を
見
つ
め
て
い
た
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
代
文

明
の
奥
の
奥
に
は
人
間
中
心
主
義
の
殺
害
精
神
が
宿
っ
て
い
る
。
そ
の
殺
害
精

神
に
、
賢
治
は
慈
悲
の
精
神
か
ら
の
厳
し
い
批
判
の
目
を
、
な
げ
か
け
る
の
で

あ
る
。（
中
略
）
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
相
い
い
た
わ
り
あ
い
、

相
い
愛
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
生
れ
た
生
命
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

世
界
、
そ
れ
が
賢
治
の
理
想
の
世
界
で
あ
り
、
彼
は
そ
こ
へ
と
現
代
文
明
の
方

向
を
志
向
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る65

）
」
と
梅
原
猛
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、

地
球
上
の
す
べ
て
の
生
き
物
の
幸
福
と
共
存
共
栄
、
は
彼
の
切
望
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
目
指
し
て
一
生
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。
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注１
）

原
子
朗
「
イ
ン
ド
の
賢
治
」『
東
京
新
聞
』

夕
刊
）
二
〇
〇
六
年
三
月
三

一
日
付
。

２
）
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻

摩
書
房

一
九
九
五
年

二
一
六
〜
二
一
七
頁

書
簡
一
九
五
）。

３
）

同
書
、
同
巻

二
三
一
〜
二
三
二
頁

書
簡
二
一
二
）。

４
）

マ
ロ
リ
・
フ
ロ
ム
『
宮
沢
賢
治
の
理
想
』

川
端
康
雄
訳
）
晶
文
社

一

九
八
四
年

一
四
頁
。

５
）

賢
治
が
小
学
校
五
年
生
の
と
き
の
担
任
の
先
生
照
井
真
臣
乳
は
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で
、
内
村
鑑
三
の
弟
子
で
あ
っ
た
斎
藤
宗
次
郎
と
交
流
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

６
）

山
折
哲
雄
は
『
デ
ク
ノ
ボ
ー
に
な
り
た
い

私
の
宮
沢
賢
治
』

小
学
館

二
〇
〇
五
年
）
の
中
に
賢
治
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
の
接
触
は
ど
ん
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
詳
し
く
説
い
て
い
る
。

７
）

山
折
哲
雄
『
デ
ク
ノ
ボ
ー
に
な
り
た
い

私
の
宮
沢
賢
治
』
小
学
館

二

〇
〇
五
年

五
頁
。

８
）
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
一
二

宮
沢
賢
治
』
新
潮
社

一
九
八
四
年

七
頁
。

９
）

同
書

八
頁
。

10
）
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
四
巻

摩
書
房

一
九
七
七
年

一
一

七
二
頁
。
ま
た
、
堀
尾
青
史
は
自
著
『
年
譜

宮
澤
賢
治
伝
』（
図
書
新
聞
社

一
九
六
六
年
）
の
中
で
、
賢
治
が
後
年
八
木
先
生
に
会
っ
た
と
き
に
「
私
の
童

話
や
童
謡
の
思
想
の
根
幹
は
、
尋
常
科
の
三
年
と
四
年
ご
ろ
に
で
き
た
も
の
で

す
。
そ
の
時
分
先
生

八
木
）
が
『
太
一
』
の
お
話
や
、『
海
に
塩
の
あ
る
わ

け
』
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
お
話
を
し
て
く
だ
す
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の

と
き
私
は
た
だ
蕩
然
と
し
て
夢
の
世
界
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
い
ま
書
く
の
も

み
ん
な
そ
の
夢
の
世
界
を
再
現
し
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
語
っ
た
と
述
べ
て
い

る
（
一
六
頁
）。

11
）

見
田
宗
介
「
修
羅
」
三
木
卓
・
他
『
群
像
日
本
の
作
家

一
二

宮
澤
賢

治
』
小
学
館

一
九
九
〇
年

二
四
頁
。「
立
志
」
と
い
う
題
名
の
作
文
を
書

か
せ
た
八
木
英
三
先
生
は
、
賢
治
の
没
後
の
思
い
出
話
の
中
で
「
賢
治
君
も
同

様
に
家
業
を
つ
い
で
商
売
に
い
そ
し
む
趣
が
、
や
つ
ぱ
り
二
三
行
に
か
い
て
あ

つ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
四
巻

一
一
七
一
頁

を
参
照
。

12
）

マ
ロ
リ
・
フ
ロ
ム

前
掲
書

二
三
頁
。

13
）
『
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
四
巻

摩
書
房

一
九
七
七
年

四
一

三
頁
。

14
）

前
掲
書
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
一
二

宮
沢
賢
治
』

六
頁
。

15
）

山
折
哲
雄

前
掲
書

三
八
〜
三
九
頁
。

16
）

前
掲
書
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
一
二

宮
沢
賢
治
』
一
五
頁
。

17
）

松
濤
誠
廉
・
他
訳
『
大
乗
仏
典
四

法
華
経
Ｉ
』
第
七
章

過
去
の
因
縁

化
城
喩
品
）
中
央
公
論
社

一
九
七
五
年

二
三
一
頁
。

18
）

松
濤
誠
廉
・
他
訳
『
大
乗
仏
典
五

法
華
経
Ⅱ
』
第
二
十
二
章

薬
王
菩

薩

薬
王
菩
薩
本
事
品
）
中
央
公
論
社

一
九
七
六
年

二
〇
〇
〜
二
〇
一
頁
。

19
）

原
子
朗
『
宮
沢
賢
治
と
は
だ
れ
か
』

早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
九
九

年

六
七
頁
。

20
）

マ
ロ
リ
・
フ
ロ
ム

前
掲
書

三
二
頁
。

21
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻

五
九
頁

書
簡
五
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〇
）。

22
）

Ａ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
ラ
ン
カ
ー
ル
『
ギ
ー
タ
ー
・
サ
ー
ル
』

長
谷
川
澄

夫
訳
）
東
方
出
版

二
〇
〇
五
年

一
七
頁
。

23
）

同
書

詩
句
六－

二
九

一
一
四
頁
。

24
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻

一
一
〇
頁

書
簡
九

三
）。

25
）

山
折
哲
雄

前
掲
書

三
九
頁
。

26
）

同
書

四
一
頁
。

27
）

三
木
卓
「
若
い
賢
治
」
三
木
卓
・
他
『
群
像
日
本
の
作
家

一
二

宮
澤

賢
治
』
小
学
館

一
九
九
〇
年

一
〇
頁
。

28
）

宮
澤
賢
治

「
よ
だ
か
の
星
」『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
八
巻

摩
書
房

一
九
九
五
年

八
四
頁
。

29
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻
一
七
六
頁
（
書
簡
一

五
四
）。

30
）

堀
尾
青
史
『
年
譜

宮
澤
賢
治
伝
』
図
書
新
聞
社

一
九
六
六
年

八
六

頁
。

31
）

宮
澤
賢
治
「
よ
だ
か
の
星
」
前
掲
書

八
五
頁
。

32
）

同
書

八
九
頁
。

33
）

同
書

八
七
頁
。

34
）

原
子
朗

前
掲
書

九
〇
頁
。

35
）

宮
澤
賢
治
「
よ
だ
か
の
星
」
前
掲
書

八
六
頁
。

36
）

鶴
田
静
『
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
宮
沢
賢
治
』
晶
文
社

一
九
九
九
年

三
三
頁
。

37
）

宮
澤
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
一
巻

摩
書
房

一
九
九
六
年

一
六
三
頁
。

38
）

小
沢
俊
郎
「
紅
い
擦
り
傷
｜
賢
治
地
理
「
南
斜
花
壇
」
｜
」
続
橋
達
雄
編

『
宮
澤
賢
治
研
究
資
料
集
成
』
第
一
六
巻

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

一
九
九
二

年

三
七
八
頁
。

39
）

宮
澤
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
前
掲
書

一
三
八
頁
。

40
）

同
書

一
六
七
頁
。

41
）

宮
澤
賢
治
「
め
く
ら
ぶ
だ
う
と
虹
」『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
八

巻

摩
書
房

一
九
九
五
年

一
一
二
頁
。

42
）

鶴
田
静

前
掲
書

二
五
七
頁
。

43
）

上
田
哲
『
宮
沢
賢
治

そ
の
理
想
世
界
へ
の
道
程
』
明
治
書
院

一
九
八

五
年

一
六
七
頁
。

44
）

同
書

一
七
六
頁
。

45
）

宮
澤
賢
治
「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』

第

九
巻

摩
書
房

一
九
九
五
年

二
二
九
頁
。

46
）

宮
澤
賢
治
「
一
九
三
一
年
度
極
東
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
会
見
聞
録
」

『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
巻

摩
書
房

一
九
九
五
年

三
三
八

頁
。

47
）

宮
澤
賢
治
「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」
前
掲
書

二
〇
八
頁
。

48
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻

六
九
頁（
書
簡
六

三
）。

49
）

鶴
田
静

前
掲
書

五
四
頁
。

50
）

同
書

六
八
頁
。

51
）

宮
澤
賢
治
「
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
」
前
掲
書

二
三
二
頁
と
二
三
九
頁
。

52
）

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
歴
史
的
発
展
、
教
義
、
哲
学
の
展
開
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
谷
川
泰
教
「
原
始
ジ
ャ
イ
ナ
教
」
及
び
宇
野
惇
「
ジ
ャ
イ
ナ
教
哲
学
の
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展
開
」『
イ
ン
ド
思
想
１
』

岩
波
講
座
第
五
巻
・
東
洋
思
想
）
岩
波
書
店

一

九
八
八
年
、
を
参
照
の
こ
と
。

53
）

可
・
不
可
食
の
詳
細
は
、
渡
瀬
信
之
著
の
『
マ
ヌ
法
典

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

世
界
の
原
型
』

中
央
公
論
社

一
九
九
〇
年

一
二
三
〜
一
二
四
頁
）
及
び

田
辺
繁
子
訳
『
マ
ヌ
の
法
典
』

岩
波
書
店

一
九
五
三
年

一
四
五
〜
一
四

六
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

54
）

谷
川
泰
教
「
原
始
ジ
ャ
イ
ナ
教
」『
イ
ン
ド
思
想
1
』

岩
波
講
座
第
五

巻
・
東
洋
思
想
）
岩
波
書
店

一
九
八
八
年

七
四
頁
。

55
）

松
濤
誠
廉
・
他
訳
『
大
乗
仏
典
五

法
華
経
Ⅱ
』

第
十
三
章

安
楽
な

生
き
方

安
楽
行
品
）
中
央
公
論
社

一
九
七
六
年

六
三
頁
。

56
）

同
書

第
二
十
六
章

ま
っ
た
く
吉
祥
な
る
と
い
う
菩
薩
（
普
賢
菩
薩
勧

発
品
）
二
五
四
頁
。

57
）

森
本
達
雄
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
｜
イ
ン
ド
の
聖
と
俗
』
中
央
公
論
新
社

二

〇
〇
三
年

二
六
一
頁
。

58
）

テ
ィ
ル
ヴ
ァ
ル
ヴ
ァ
ル

T
h
iru
v
a
llu
v
a
r

）『
テ
ィ
ル
ク
ラ
ル
』T

h
iru
-

k
u
ra
l

二
六
章
「
肉
食
に
つ
い
て
」

こ
れ
ら
の
詩
句
の
日
本
語
訳
は
、
筆
者

がV
.
V
.
A
b
d
u
lla
 
S
a
h
ib

の
マ
ラ
ヤ
ラ
ム
語
訳
を
基
に
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
る
）。

59
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十
五
巻

二
一
八
頁

書
簡
一

九
七
）。

60
）

宮
澤
賢
治
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
十

三
巻
（
上
）

摩
書
房

一
九
九
七
年

五
二
一
〜
五
二
五
頁
。

61
）

イ
ン
ド
人

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
）
は
人
間
の
一
生
を
「
学
生
期
」「
家
住

期
」「
林
住
期
」
及
び
「
出
家
期

巡
礼
期
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
役
割
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
「
四

住
期
」

チ
ャ
ト
ゥ
ラ
ー
シ
ュ
ラ
ム
）
と
呼
ぶ
。「
学
生
期
」
で
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ

な
ど
の
学
問
を
行
い
、
知
識
を
蓄
え
、
次
の
時
期
の
人
生
を
送
る
た
め
の
準
備

を
す
る
。
そ
し
て
、
成
人
に
な
る
と
結
婚
し
て
、
子
供
を
作
り
家
族
を
養
う

「
家
住
期
」
に
入
る
。
妻
子
の
扶
養
を
一
所
懸
命
に
や
っ
て
、
子
供
が
自
立
し

て
人
生
を
送
れ
る
こ
と
を
確
保
し
て
か
ら
、「
林
住
期
」
に
入
り
、
苦
行
や
ヨ

ー
ガ
で
身
体
と
心
を
鍛
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
人
生
の
最
終
目
的
で
あ
る
「
モ
ク

ッ
シ
ャ
」

輪
廻
転
生
か
ら
の
解
放
）
を
目
指
し
て
、「
巡
礼
期

出
家
期
）」
に

入
る
の
で
あ
る
。
非
常
に
理
想
的
な
分
け
方
で
あ
る
が
、
実
生
活
で
は
な
か
な

か
実
行
し
に
く
い
。
そ
れ
で
も
、
今
も
こ
れ
を
厳
守
し
て
い
る
イ
ン
ド
人
も
い

な
い
わ
け
で
は
な
い
。

62
）

前
掲
書
『

新

校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
第
九
巻

二
二
四
頁
。

63
）

同
書

二
四
一
〜
二
四
二
頁
。

64
）

宮
沢
賢
治
の
童
話
作
品
の
一
つ
。「
貝
の
火
」
は
前
掲
書
『

新

校
本
宮

澤
賢
治
全
集
』
第
八
巻
に
載
っ
て
い
る
。

65
）

梅
原
猛
「
宮
澤
賢
治
と
風
刺
精
神
」
三
木
卓
・
他
『
群
像
日
本
の
作
家

一
二

宮
澤
賢
治
』
小
学
館

一
九
九
〇
年

三
一
頁
と
三
三
頁
。
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一

戦
後
日
本
の
家
族
変
動

戦
後
の
日
本
は
「
家
」
か
ら
の
解
放
を
旗
印
に
新
し
い
家
族
を
め
ざ
し
た
。

封
建
遺
制
と
し
て
の
「
家
」、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
「
家
」、
個
人
を
抑
圧

す
る
存
在
と
し
て
の
「
家
」
を
否
定
し
、
友
愛
家
族
や
夫
婦
家
族
を
理
想
と
し

て
き
た
。
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
、「
家
」
か
ら
核
家
族
へ
、
ま
た
は
直
系
家

族
制
か
ら
夫
婦
家
族
制
へ
、
現
実
の
家
族
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
森
岡

一
九
七
二
）。

し
か
し
、
新
し
い
家
族
が
定
着
し
た
と
思
わ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
、
近
代
家

族
論
が
登
場
し
、「
家
」
か
ら
の
解
放
が
個
人
の
解
放
で
は
な
い
こ
と
、
す
な

わ
ち
個
人
を
抑
圧
す
る
の
は
新
し
い
家
族
と
考
え
ら
れ
た
夫
婦
家
族
（「
近
代

家
族
」）
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
（
落
合

一
九
八
五
）、
従
来
の

家
族
認
識
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
。
封
建
的
で
抑
圧
的
な
家
族
が
直
系

家
族
（「
家
」）
で
、
民
主
的
で
自
由
な
家
族
が
夫
婦
家
族
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
単
純
な
家
族
像
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
側
面
か
ら
家
族
を
類
型
化
し
、
変
化
を
見
よ
う
と
す
る
家
族
変
動
論
が

後
退
し
、
あ
ら
た
め
て
形
態
と
し
て
の
家
族
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
核
家
族
化
を
人
口
学
的
要
因
で
説
明
す
る
伊
藤
達
也
（
一

九
九
四
）
や
落
合
恵
美
子
（
一
九
九
四
）
の
議
論
で
あ
る
。
従
来
は
、
直
系
家

族
の
解
体
が
核
家
族
増
加
の
お
も
な
要
因
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
説
で

は
、（
成
人
す
る
）
子
ど
も
数
の
増
加
が
核
家
族
化
を
促
進
さ
せ
た
と
考
え
る
。

一
人
の
女
性
が
産
む
子
ど
も
の
数
は
戦
前
か
ら
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
時
代
ま

で
四
、
五
人
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
（
一
九
二
六
年
）
か

ら
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
一
九
五
〇
年
）
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、

乳
幼
児
死
亡
率
が
低
く
、
成
人
で
き
る
子
ど
も
数
が
増
加
し
た
。
す
な
わ
ち
、

多
産
多
死
か
ら
少
産
少
死
へ
と
い
う
人
口
転
換
の
移
行
期
と
な
り
、「
多
産
少

研
究
ノ
ー
ト

核
家
族
社
会
イ
ギ
リ
ス
と
直
系
家
族
社
会
日
本
の
親
族
関
係

比
較
研
究
へ
の
覚
書

平

井

晶

子
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死
」
と
な
っ
た
。
ゆ
え
に
、
す
べ
て
の
家
族
が
直
系
家
族
を
維
持
し
た
と
し
て

も
、
家
を
相
続
し
な
い
次
男
や
三
男
が
存
在
し
、
核
家
族
世
帯
が
増
え
た
と
考

え
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
核
家
族
化
の
背
景
を
、
直
系
家
族
制
か
ら
夫
婦
家
族
制
へ
、

と
い
う
制
度
的
な
変
化
で
は
な
く
、
直
系
家
族
と
い
う
シ
ス
テ
ム
下
で
の
部
分

的
な
変
化
と
見
る
加
藤
彰
彦
（
二
〇
〇
三
）
の
議
論
で
あ
る
。
加
藤
は
、
一
九

九
〇
年
代
以
降
の
定
量
的
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
現
在
も
な
お
、
子
ど
も
と

同
居
す
る
高
齢
者
の
割
合
が
下
が
っ
て
い
な
い
こ
と
、
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ

の
若
い
コ
ー
ホ
ー
ト
（
三
〇
代
）
を
見
て
も
、（
既
婚
者
が
）
親
と
同
居
す
る
割

合
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
提
示
し
、
従
来
の
家
族
変
動
論
に
異
議
を
唱
え

た
。
た
し
か
に
家
族
は
変
化
し
、
一
人
の
相
続
人
が
結
婚
後
も
一
貫
し
て
親
と

同
居
す
る
と
い
う
直
系
家
族
は
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
直
系
家
族
、
す
な
わ
ち
、
息
子
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
娘
（
夫
婦
）

と
の
同
居
を
選
択
す
る
タ
イ
プ
や
、
親
が
高
齢
に
な
り
再
同
居
す
る
タ
イ
プ
が

広
が
っ
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
新
し
い
変
動
論
が
あ
ら
わ
れ
、
直
系
家
族
制
か
ら
夫
婦
家
族
制

へ
と
い
う
見
方
に
疑
問
が
出
さ
れ
て
み
る
と
、
従
来
自
明
と
考
え
ら
れ
て
い
た

戦
後
の
家
族
変
動
が
け
っ
し
て
自
明
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
は
た
し
て
戦

後
の
日
本
は
核
家
族
社
会
へ
移
行
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
と
も
直
系
家
族
社
会

が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
か
。

そ
こ
で
、
伝
統
的
に
核
家
族
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
目
を
む
け
、

核
家
族
社
会
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
社
会
な
の
か
を

再
検
討
し
、
現
在
の
日
本
の
状
況
を
理
解
し
た
い
、
こ
れ
が
筆
者
の
比
較
研
究

の
ね
ら
い
で
あ
る１

）
。
本
稿
は
、
そ
の
端
緒
と
し
て
、
核
家
族
社
会
と
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
も
つ
社
会
な
の
か
、
豊
富
な
蓄
積
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
史
研

究
を
中
心
に
考
察
し
、
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
る
新
た
な
視
点
を
見
い
だ
し
た

い
。
さ
ら
に
、
そ
の
新
し
い
分
析
視
角
か
ら
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
な
お
す
試

み
を
し
、
今
後
の
比
較
研
究
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

二

日
英
の
親
族
関
係
の
比
較
研
究
に
む
け
て

日
英
の
比
較
研
究
を
着
想
し
た
の
は
、
上
述
の
よ
う
な
論
理
的
理
由
に
加
え

て
、
筆
者
の
個
人
的
な
体
験
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
筆
者
は
在
外
研
究
員

と
し
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
す
る
機
会
を
え
た
。
そ
の

あ
い
だ
、
核
家
族
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
さ
れ
る
よ
う
な
場
面
に
幾
度
も
出
く

わ
し
た
。

た
と
え
ば
、
平
日
の
昼
下
が
り
。
公
園
で
は
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
た
親
が

ゆ
っ
く
り
と
散
歩
を
し
た
り
、
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
親

子
が
公
園
で
遊
ん
で
い
る
の
は
ご
く
日
常
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に

祖
母
（
と
き
に
祖
父
）
が
孫
を
連
れ
て
い
る
シ
ー
ン
を
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
目
に
し
た
。

ま
た
、
新
聞
を
開
く
と
、「
仕
事
と
育
児
に
翻
弄
さ
れ
る
祖
父
母
」
と
い
う

見
出
し
が
目
に
入
っ
て
き
た２

）
。
五
〇
代
以
上
の
祖
父
母
は
、
仕
事
も
し
つ
つ
、
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孫
の
世
話
や
親
の
介
護
に
忙
し
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難

し
い
と
い
う
内
容
の
記
事
で
あ
る
（
五
〇
代
の
女
性
の
場
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕

事
を
し
て
い
る
割
合
は
低
い
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
人
が
多
い
）。
日

本
で
は
最
近
に
な
っ
て
働
く
父
母
に
対
し
て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
祖
父
母
に
対
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
祖
父
母
が
孫
の
育
児
の
主
要
な
担
い
手
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
祖
父
母
が
孫
の
世
話
を
す
る
の
が
当
た
り
前
の
日
本

の
よ
う
な
社
会
で
は
、
こ
と
さ
ら
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
記
事
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
新
し
い
傾
向
だ
か
ら
記
事
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
）。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
乳
幼
児
の
育
児
の
実
態
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た３

）
。
従

来
、
専
業
主
婦
が
多
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
働
く

母
親
が
急
激
に
増
え
、
二
〇
〇
四
年
に
は
五
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ
既
婚
女

性
の
約
六
割
が
働
い
て
い
る
（
フ
ル
タ
イ
ム
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
が
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
）。
女
性
の
社
会
進
出
が
あ
ま
り
に
急
激
な
た
め
、
保
育

所
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
保
育
所
は
基
本
的
に
民
間
に
任

さ
れ
て
お
り
、
公
的
援
助
は
保
育
所
に
で
は
な
く
、
親
に
対
し
て
直
接
お
こ
な

わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
保
育
料
が
た
い
へ
ん
高
い
。
二
歳
以
下
の
場
合
、

全
国
平
均
で
週
約
三
万
二
〇
〇
〇
円
（
一
四
一
ポ
ン
ド
）。
月
額
五
、
六
万
円
の

日
本
の
認
可
保
育
所
と
比
べ
る
と
二
倍
以
上
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
保
育
料
は

毎
年
一
割
以
上
値
上
が
り
し
て
い
る
。
従
来
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
密
室
で
の
虐
待
を
お
そ
れ
る
親
た
ち
に
敬
遠
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
保
育
所
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

働
く
母
親
が
増
え
、
し
か
も
保
育
所
が
高
額
、
か
つ
不
足
し
て
い
る
と
な
れ

ば
、
祖
父
母
は
潜
在
的
に
貴
重
な
保
育
の
担
い
手
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
祖
父
母
に
育
児
を
お
願
い

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
祖
父
母
に
育
児
を
託
せ
る
よ
う
な
地
盤
が

存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
突
然
広
が
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、

孫
と
祖
父
母
が
近
所
に
住
む
と
い
う
物
理
的
状
況
や
、
祖
父
母
に
孫
の
面
倒
を

依
頼
で
き
る
よ
う
な
親
子
（
親
族
）
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
親
族
関
係
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
一
歳
の
子
ど

も
を
連
れ
た
知
人
が
「
毎
週
水
曜
日
、
夫
の
母
親
が
飛
行
機
に
の
っ
て
孫
に
会

い
に
来
る
の
よ
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
ま

る
で
日
本
で
聞
く
よ
う
な
愚
痴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
思
い
描

く
核
家
族
社
会
と
い
う
の
は
幻
想
な
の
で
は
な
い
か
、
直
系
家
族
社
会
と
核
家

族
社
会
は
居
住
形
態
が
大
き
く
ち
が
う
も
の
の
、
機
能
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
ち
が

い
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
日
英
の
比
較
研
究
を

志
す
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
る
。

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
家
族
で
は
な
く
「
親
族
関
係
」
と
付
し
た
の
は
、
祖
父

母
と
孫
の
具
体
的
な
関
係
を
目
に
し
、
親
子
関
係
の
み
な
ら
ず
近
親
者
の
関
係

を
あ
ら
た
め
て
知
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
居
・
別
居
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
育
て
や
高
齢
期
の
介
護
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
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し
て
近
親
者
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
親
族
関
係
の
中
身

を
比
較
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

三

伝
統
的
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
世
帯
お
よ
び
親
族
関
係４

）

産
業
化
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
核
家
族
社
会
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
史
研
究
を
長
ら
く
牽
引
し
て
き
た
ピ
ー
タ
ー
・
ラ

ス
レ
ッ
ト
（P

eter L
a
slett

1965
﹇＝

一
九
八
六
﹈）
で
あ
る
。「
過
去
の
家
族

は
大
家
族
で
あ
る
」
と
だ
れ
も
が
信
じ
て
い
た
一
九
六
〇
年
代
に
、
産
業
化
以

前
で
も
世
帯
規
模
は
小
さ
く
、
核
家
族
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

世
界
の
常
識
を
覆
し
た
。

一
例
を
見
て
み
よ
う
（
表
１
）。
一
六
八
八
年
の
ク
レ
イ
ウ
ォ
ー
ス
村
（
人
口

約
四
〇
〇
人
）
の
世
帯
構
造５

）
を
見
る
と
（L

a
slett

1977

﹇＝
一
九
八
八
﹈）、
全

体
の
お
よ
そ
八
割
が
核
家
族
世
帯６

）
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
複
雑
な
世
帯
は
わ
ず

か
一
割
で
、
残
り
の
一
割
は
単
身
者
世
帯
で
あ
る
。
し
か
も
複
雑
な
世
帯
と
い

っ
て
も
、
二
組
の
夫
婦
を
含
む
も
の
は
な
く
、
甥
や
孫
が
い
る
だ
け
で
あ
る
。

一
七
二
〇
年
代
の
日
本
の
東
北
農
村
で
は
、
核
家
族
世
帯
が
四
割
に
も
達
し
て

お
ら
ず
、
い
か
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
核
家
族
が
多
い
か
が
よ
く
わ
か
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
核
家
族
中
心
の
社
会
で
、
高
齢
者
は
だ
れ
と
暮
ら
し
て

い
た
の
か
。

各
地
に
散
見
的
に
残
存
す
る
セ
ン
サ
ス
型
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し
、
産
業
化
以

前
（
一
七
、
一
八
世
紀
）
の
高
齢
者
（
六
五
歳
以
上
）
の
居
住
形
態
を
調
べ
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ル
（W

a
ll
1995

）
に
よ
る
と
、
核
家
族
社
会
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
非
常
に
少
な
く
、
半
数
近
く
が
子

ど
も
と
暮
ら
し
て
い
た
。
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
男
性
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

女
性
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
人
暮
ら
し
で
、
男
性
の
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
女

性
の
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
高
齢
に
な
っ

て
も
二
組
の
夫
婦
の
同
居
は
避
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
か
、
同
居
し
て
い
る
子

ど
も
は
未
婚
で
あ
る
こ
と
が
多
い
（
表
３
）。

未
婚
子
と
老
親
の
同
居
が
多
い
背
景
に
は
、
当
時
の
人
口
学
的
状
況
が
あ
る
。

一
七
、
一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
男
性
が
二
七
、
八
歳
、
女
性
が
二

五
、
六
歳
と
平
均
初
婚
年
齢
が
高
く
、
し
か
も
二
〇
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
合

計
有
配
偶
出
生
率
が
七
・
三
か
ら
七
・
五
と
高
か
っ
た
（W

rig
ley
 
a
n
d

 
S
ch
o
field

1981

）
。
そ
の
た
め
、
二
五
歳
で
結
婚
し
た
女
性
が
、
三
年
ご
と
に

七
人
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
す
る
と
、
末
子
が
誕
生
し
た
と
き
四
六
歳
で
あ
り
、

高
齢
に
な
っ
て
も
末
子
が
ま
だ
若
く
、
未
婚
で
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
一
人
暮
ら
し
や
既
婚
子
と
の
同
居
が
多
い
の
は
、

男
性
（
夫
）
が
先
に
死
亡
し
、
女
性
（
妻
）
が
寡
婦
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
夫
婦
で
い
る
あ
い
だ
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
既
婚
子
と
の
同

居
で
あ
る
が
、
寡
婦
に
な
れ
ば
同
居
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

老
親
が
未
婚
子
と
の
み
同
居
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
核
家
族
的
形
態
で

あ
り
、
親
族
関
係
に
つ
い
て
な
ん
ら
疑
問
が
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
条
件
付
き
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と
は
い
え
、
高
齢
に
な
り
既
婚
子
と
同
居
（
再
同
居
）
し
て
い
た
と
な
る
と
、

別
居
し
て
い
る
あ
い
だ
の
親
子
関
係
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
こ
で
、

同
じ
く
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
親
子
の
近
接
性
の
研
究
を
見
て
み
る
（W

a
ll

1992

）。

彼
は
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
の

親
子
の
近
接
性
を
調
べ
た
。
①
六
五
歳
以
上
の
老
親
か
ら
見
て
、
も
っ
と
も
近

く
に
い
る
子
ど
も
（
未
婚
・
既
婚
を
含
む
）
が
ど
の
範
囲
に
暮
ら
し
て
い
る
の

か
（
表
４
）、
②
親
の
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
も
っ
と
も
近
く
に
い
る
既﹅
婚﹅
子﹅

が
ど
の
範
囲
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か
（
表
５
）。
そ
し
て
、
老
親
の
う
ち
六
割

以
上
が
、（
未
婚
・
既
婚
を
含
む
）
子
ど
も
と
「
同
じ
世
帯
内
」
か
「
同
じ
教
区

内
」
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
（
表
４
）、
既
婚
子
の
場
合
「
同
じ
世
帯
内
」
に

暮
ら
す
割
合
が
少
な
い
が
、
そ
の
分
「
同
じ
教
区
内
」
に
暮
ら
す
割
合
が
高
い

こ
と
（
表
５
）
を
明
ら
か
に
し
た
。

も
と
も
と
別
居
子
が
近
く
に
暮
ら
し
、
た
え
ず
交
流
が
続
い
て
い
た
か
ら
こ

表１ 前産業化期のイギリスと日本の世帯構造

イギリス（%）
クレイウォース 1688

N＝91

日本（%）
仁井田村 1720-29

N＝1288

1単身者世帯 ７ 8.2

2非家族世帯 １ 0.7

3単純家族世帯 84 37.7
(核家族世帯)

4拡大家族世帯 ７ 18.8

5多核家族世帯 １ 34.0

6その他 0 0.7

出典：イギリスについてはラスレット（1977＝［1988］, p.123）の表3-21よ
り。日本については平井（近刊）より。

注） 世帯構造の分類については、本文の注５および、Hammel and Las-
lett（1974＝［2003］）を参照。

表２ 高齢者(65歳以上)の居住パターン(前産業化期のイングランド)

居住形態 イングランドの農村(％)
（1599-1796）

男性
(N＝104)

単独 2

非親族のみ 11

配偶者のみ 19

配偶者＋子ども以外の人 15

子ども(子どものみ、子ども以外の人を含む) 49

(子どもや配偶者を除く)他の親族 4

女性
(N＝101)

単独 16

非親族のみ 16

配偶者のみ 17

配偶者＋子ども以外の人 9

子ども(子どものみ、子ども以外の人を含む) 37

(子どもや配偶者を除く)他の親族 5

出典：Wall（1995, p.88）のTable 2.2より。

表３ 高齢者（65歳以上）における配偶者、子ども、非親族との同居の割合
（前産業化期のイングランド）

居住形態 イングランドの農村(％)
（1599-1796）

男性 配偶者 59

未婚の子ども 38

既婚の子ども 12

非親族 44

女性 配偶者 41

未婚の子ども 21

既婚の子ども 17

非親族 33

出典：Wall （1995、p.89） のTable 2.3より。
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そ
、
寡
婦
に
な
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
同
居
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
表
５
か
ら
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。
同
居
の
割
合
も
、
近
居

（「
同
じ
教
区
内
」）
の
割
合
も
、
男
女
の
あ
い
だ
に
差
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

息
子
だ
か
ら
親
の
近
く
に
残
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
は

な
く
、
む
し
ろ
、
老
親
に
と
っ
て

頼
り
に
な
る
の
は
娘
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
典
型
的

な
核
家
族
社
会
で
あ
り
、
二
組
の

夫
婦
が
同
居
す
る
こ
と
を
避
け
る

社
会
（
い
い
か
え
る
と
、
若
夫
婦

は
結
婚
直
後
か
ら
自
分
た
ち
で
世
帯

を
創
設
し
、
経
営
す
る
ネ
オ
・
ロ
ー

カ
リ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
社
会
）
で

あ
る
が
、
別
居
後
、
少
な
く
と
も

子
ど
も
の
う
ち
の
一
人
が
親
の
近

く
に
暮
ら
し
、
緊
密
な
関
係
を
維

持
し
て
い
た
。
そ
し
て
い
ざ
と
い

う
と
き
に
は
再
同
居
し
、
子
ど
も

が
親
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
。
直
系
家
族
の
よ
う
に
、
一
貫
し
て
一
人
の
子
ど

も
が
親
と
同
居
し
支
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
親
も
子
も
孤
立
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
相
互
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。

表４ もっとも近くに住む子どもから見た老親(65歳以上)との近接性(18-19世紀イングランド)

年 同じ世帯内
（％）

同じ教区内
（％）

それ以外
（%）

Ｎ

カーディングトン 1782 25 33 42 (12)

ストーク ポグエス 1831 0 75 25 (8)

出典：Wall (1992, p.75)のTable4.5より。

表５ もっとも近くに住む既婚子から見た親との近接性(18-19世紀イングランド)

年 同じ世帯内
（％）

同じ教区内
（％）

それ以外
（%）

Ｎ

既婚男子 カーディングトン 1782 8 33 58 (24)

ストーク ポグエス 1831 6 44 50 (16)

コーントン 1846 4 58 38 (26)

既婚女子 カーディングトン 1782 14 18 68 (28)

ストーク ポグエス 1831 0 55 45 (20)

コーントン 1846 0 48 52 (33)

出典：Wall (1992, p.74)のTable4.4より。

表６ 親族の家への移動時間 (1995、ブリテン)

15分未満
（％）

1時間未満
（％）

3時間未満
（％）

3時間以上
（％）

Ｎ

母 31 34 17 16 (1026)

父 28 30 17 18 (822)

成人したキョウダイ 23 37 19 20 (1702)

成人した子ども 30 37 14 10 (812)

他の親族 30 36 17 15 (1796)

出典：McGlone, Park and Roberts (1996, p.58)の表より。

表７ 非同居の親族との交流状況 (1995、ブリテン)

毎日
(％)

週１回以上
（％）

月1回以上
（％）

それ以下
（％）

会わない
(％)

Ｎ

母 8 40 21 27 3 (1026)

父 6 33 20 29 9 (822)

成人したキョウダイ 4 25 21 45 4 (1702)

成人した子ども 10 48 16 18 1 (812)

他の親族 3 31 26 37 1 (1796)

出典：McGlone, Park and Roberts (1996, p.57)の表より。
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四

現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
親
族
関
係

で
は
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
親
族
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

先
の
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
と
（W

a
ll
1995

）、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
高
齢
者

の
居
住
パ
タ
ー
ン
が
大
き
く
変
化
し
、
一
人
暮
ら
し
が
急
増
し
た７

）
。
年
金
や
社

会
保
障
、
介
護
施
設
な
ど
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く
経
済
的
社
会
的
状
況
が
劇
的

に
変
化
し
、
一
人
暮
ら
し
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
ス
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
る
産

児
制
限
が
広
が
り
、
末
子
を
産
む
年
齢
が
低
下
し
、
平
均
寿
命
が
の
び
る
な
ど

人
口
学
的
状
況
が
変
化
し
、
老
親
と
子
ど
も
と
の
同
居
を
難
し
く
さ
せ
た
か
ら

で
あ
る
。

で
は
、
近
居
と
い
う
パ
タ
ー
ン
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。
一
九
九
五
年
の
全

国
規
模
の
調
査
に
よ
る
と
（M

cG
lo
n
e,
P
a
rk
 
a
n
d
 
R
o
b
erts

1996

）、
六
七

パ
ー
セ
ン
ト
の
親
が
子
ど
も
（
未
婚
・
既
婚
を
含
む
）
と
一
時
間
未
満
で
会
い

に
行
け
る
と
こ
ろ
に
暮
ら
し
て
い
る
（
表
６
）。
し
か
も
、
そ
の
な
か
で
一
五

分
以
内
に
暮
ら
し
て
い
る
の
が
半
分
を
占
め
て
お
り
、
現
在
も
な
お
近
居
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
は
産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な
い
人
々
の
地
理
的
な
移

動
が
た
い
へ
ん
活
発
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
近
居
と
い
う
親
族
関
係
の
パ
タ

ー
ン
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
六
割
の
親
が
成
人
し
た
子
ど
も
に
週
一

回
以
上
（
毎
日
を
含
む
）
会
っ
て
お
り
、
別
居
の
親
子
が
緊
密
な
交
流
を
維
持

し
て
い
る
点
も
変
わ
っ
て
い
な
い
（
表
７
）。

社
会
経
済
的
状
況
や
人
口
学
的
状
況
が
変
化
し
た
今
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
親

子
は
近
く
に
住
み
、
緊
密
な
交
流
を
維
持
し
て
い
る
。
孫
の
世
話
に
忙
し
い
祖

父
母
や
親
の
介
護
に
忙
し
い
五
〇
代
の
子
ど
も
た
ち
が
多
い
の
も
、
こ
の
よ
う

な
親
族
関
係
が
背
後
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
九
八
〇

年
代
と
比
べ
る
と
別
居
し
て
い
る
親
子
の
交
流
頻
度
は
下
が
っ
て
き
て
い
る
。

親
族
関
係
は
「
母
｜
娘
」
関
係
を
中
心
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
女
性
た

ち
が
外
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
会
い
に
行
く
時
間
が
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
と
見
ら
れ
て
い
る
（M

cG
lo
n
e,
P
a
rk
 
a
n
d
 
R
o
b
erts

1996

）。

五

直
系
家
族
社
会
日
本
の
変
容

以
上
の
諸
研
究
か
ら
、

１
）ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
が
核
家
族
社
会
の
重
要

な
指
標
で
あ
る
こ
と
、

２
）近
居
が
一
般
的
で
、
別
居
し
て
い
る
親
子
の
交
流

が
緊
密
で
あ
る
こ
と
、

３
）親
族
関
係
は
「
母
｜
娘
」
関
係
を
中
心
と
す
る
こ

と
が
核
家
族
社
会
イ
ギ
リ
ス
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
（
逆
に
、
老

後
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
は
核
家
族
社
会
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
直
系
家
族
社
会

特
有
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
）。

で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ギ
リ
ス
的
な
特
徴
が
日
本
で
見
ら
れ
る
の
か
。

ま
ず
、
筆
者
も
参
加
し
て
お
こ
な
っ
た
家
族
調
査
を
も
と
に
、
近
居
へ
の
移

行
が
進
ん
で
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
（
藤
井

一
九
九
九
）。
こ
の
調
査
は

一
九
九
七
年
に
兵
庫
県
西
宮
市
の
Ａ
地
区
と
岡
山
県
柵
原
町
（
現
、
美
咲
町
）

の
Ｂ
地
区
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
地
区
は
阪
神
間
に
あ
り
大
都
市

近
郊
の
利
便
性
に
富
ん
だ
住
宅
街
で
あ
る
。
対
照
的
に
、
Ｂ
地
区
は
大
都
市
か
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ら
離
れ
た
山
間
部
で
、
周
辺
に
労
働
力
を
大
量
に
吸
収
す
る
よ
う
な
産
業
都
市

は
な
い
。

表
８
は
、
両
地
区
の
世
帯
主
に
、
結
婚
直
後
の
居
住
地
を
尋
ね
た
結
果
で
あ

る８
）

。
大
都
市
近
郊
の
Ａ
地
区
で
は
、
お
お
む
ね
戦
中
生
ま
れ
の
「
五
〇
代
」
以

上
で
「
親
と
の
同
居
」
が
多
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
生
ま
れ
の
「
四
〇

代
」
で
は
急
に
少
な
く
な
り
、「
三
〇
代
」
以
下
で
は
皆
無
に
な
っ
て
い
る
。

「
四
〇
代
」
以
下
で
は
同
居
が
減
っ
た
ぶ
ん
、
近
居
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

一
九
七
〇
年
以
降
、
近
居
を
選
択
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

表８ 結婚直後の居住地(西宮市Ａ地区と柵原町Ｂ地区、1997)

同居（％) 近居 （％) 遠居 （％） Ｎ

西宮市Ａ地区 20代 0 27.3 54.5 11

30代 0 45.5 54.5 33

40代 13.4 11.5 73.1 52

50代 29.2 12.6 56.3 48

60代 42.0 3.2 38.7 31

70代 41.6 8.3 50.0 12

80代 50.0 0 50.0 4

小計 21.4 16.7 57.1 191

柵原町Ｂ地区 20代 - - - -

30代 100.0 0 0 1

40代 40.0 20.0 40.0 5

50代 71.4 14.3 14.3 7

60代 57.2 14.3 14.3 14

70代 37.5 25.0 12.5 8

80代 50.0 0 50.0 2

小計 54.0 16.2 18.9 37

出典：平井（1999, p.63）の表5-3より。「同居」「近居」「遠居」の和が100％にならないのは、
「その他」や「無回答」の分を除いて表を作成したためである。

＊「近居」および「遠居」とは、調査対象者が主観的に「近くに住んだ」「離れて住んだ」を
選択した結果である。

表９ 別居子との交流状況（日本、1990）

時間的距離 毎日
(％)

週１回以上
（％）

月1～２回
（％）

年数回
（％）

ほとんど会
わない(％)

10分以内 43.0 31.7 15.6 7.5 1.6

30分以内 12.0 29.7 42.9 14.9 0.6

1時間以内 4.4 9.5 55.1 30.4 0.6

3時間以内 1.5 2.9 25.5 65.7 4.4

3時間以上 0 0 4.7 81.1 14.2

出典：『国民生活白書（平成６年版）』（1994, p.99）の図第Ⅰ-3-36より作成。

表10 居住距離別にみた祖父母と孫のかかわり（兵庫県、1993）

同居（％） 近居（％） 遠居（％）

よくある ときどき よくある ときどき よくある ときどき

遊び相手 祖父 父方 31.8 53.2 24.2 33.5 1.0 22.1

母方 45.0 20.0 27.4 40.5 7.2 35.7

祖母 父方 44.6 40.2 20.8 39.1 1.5 24.3

母方 73.1 23.1 29.0 45.2 6.5 40.3

しつけ 祖父 父方 10.3 33.3 6.2 11.8 0 9.7

母方 25.0 35.0 4.7 29.3 1.8 21.0

祖母 父方 25.0 43.8 5.9 25.7 0 13.1

母方 50.0 34.6 11.2 38.6 3.0 28.9

出典：兵庫県長寿社会研究機構家庭問題研究所（1994、49頁）の図3-1-10より作成。表の値
は「同居」や「近居」それぞれの内訳である。例えば「遊び相手 祖父 父方」の
「同居」の「よくある」31.8％というのは、同居している父方の祖父を100とした場合、
「遊び相手」を「よくする」と答えた割合が31.8％という意味である。

＊「近居」とは1時間以内、「遠居」とはそれより遠いケース。
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他
方
、
山
間
部
の
Ｂ
地
区
で
は
同
居
か
ら
近
居
へ
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
な

い
。
働
く
場
所
を
求
め
て
若
い
世
代
が
都
市
へ
出
て
行
く
た
め
、
四
〇
代
以
下

の
住
民
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
経
済
企
画
庁
の
調
査
を
も
と
に
親
族
の
交
流
頻
度
を
見
て
み
る
。

表
９
に
示
し
た
よ
う
に
、
別
居
子
と
親
と
の
交
流
頻
度
は
一
〇
分
以
内
に
居
住

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
大
き
な
ち
が
い
が
出
て
い
る
。
一
〇
分
以
内
に
暮
ら
し

て
い
れ
ば
、
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
子
が
毎
日
会
い
、
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
週

に
一
回
以
上
会
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
親
が
週
一
回
以
上

子
ど
も
に
会
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
距
離
時
間
が
一
〇
分
を
こ
え
る
と
、
た
と

え
三
〇
分
以
内
で
行
き
来
で
き
た
と
し
て
も
会
う
頻
度
が
急
減
す
る
。
さ
ら
に

三
〇
分
を
こ
え
る
場
合
は
週
一
回
以
上
会
う
の
が
一
時
間
以
内
で
も
一
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
激
減
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
一
時
間
以
内
に
い
れ
ば
九
割
の
親

子
が
週
一
回
以
上
会
っ
て
い
る９

）
。
同
居
と
い
う
文
化
的
伝
統
を
も
つ
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
は
、
頻
繁
に
往
来
が
で
き
る
の
は
同
居
に
近
い
「
一
〇
分
以
内
」、

も
し
く
は
「
三
〇
分
以
内
」
の
居
住
に
限
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、「
母
｜
娘
」
関
係
を
検
討
し
て
み
る
。
先
の
西
宮
市
の
Ａ
地
区
の

近
居
の
場
合
、「
三
〇
代
」
で
は
五
分
の
四
が
夫
方
の
親
の
近
く
に
住
ん
で
い

る
が
、「
二
〇
代
」
に
な
る
と
妻
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
三
分
の
二
）。
ま
た
、

全
国
規
模
の
調
査
（
結
婚
時
の
居
住
地
）
で
も
一
九
九
〇
年
以
降
、
妻
方
居
住

が
増
え
て
い
る
。（
全
体
と
し
て
同
居
が
減
る
な
か
）
一
九
八
一
年
に
は
六
パ
ー

セ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た
妻
の
親
と
の
同
居
が
、
一
九
九
〇
年
に
は
一
一
パ
ー
セ

ン
ト
に
倍
増
し
て
い
る10

）
。
同
居
か
ら
近
居
へ
の
移
行
に
続
い
て
、「
母
｜
娘
」

関
係
の
強
化
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
祖
父
母
と
孫
の
関
係
か
ら
見
て
も
、
遊
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
し
つ
け

て
も
ら
う
な
ど
の
つ
き
あ
い
の
中
身
が
父
方
と
母
方
で
ち
が
っ
て
い
る
（
表

10
）。
父
方
の
祖
父
母
の
場
合
、
孫
と
同
居
し
て
い
れ
ば
関
係
が
濃
密
で
あ
る

が
、
近
居
（
一
時
間
以
内
）
に
な
る
と
少
し
希
薄
に
な
る
。
し
か
し
、
母
方
の

祖
父
母
の
場
合
、
同
居
で
も
近
居
で
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。「
母
｜
娘
」
を

中
心
と
す
る
関
係
で
は
一
時
間
以
内
の
距
離
で
も
「
近
居
」
的
な
関
係
が
保
た

れ
る
範
囲
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

全
体
と
し
て
、
日
本
の
家
族
は
イ
ギ
リ
ス
的
な
特
徴
を
も
つ
も
の
へ
変
化
し

て
き
て
い
る
が
、
近
居
と
い
う
新
し
い
居
住
パ
タ
ー
ン
で
は
、
そ
の
範
囲
お
よ

び
、
だ
れ
と
近
居
な
の
か
に
よ
っ
て
そ
の
中
身
（
関
係
の
あ
り
方
）
が
大
き
く

ち
が
っ
て
い
る
。

六

今
後
の
展
望

第
三
節
、
第
四
節
の
分
析
か
ら
、
核
家
族
社
会
イ
ギ
リ
ス
の
特
徴
が
、

１
）

ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
、

２
）近
居
に
よ
る
親
密
な
親
子
関
係
、

３
）「
母
｜

娘
」
関
係
を
中
心
と
す
る
親
族
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
直
系

家
族
社
会
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
老
親
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
核
家
族
社
会
で

あ
っ
て
も
子
ど
も
が
担
っ
て
い
た
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
第
五
節
の

分
析
か
ら
、
こ
れ
ら
イ
ギ
リ
ス
の
パ
タ
ー
ン
を
比
較
の
軸
と
す
る
視
点
が
、
現
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在
の
日
本
の
家
族
を
と
ら
え
る
う
え
で
有
効
な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
の
家
族
の
方
向
性
を
知
る
に
は
、
や
は
り
、
核
家
族
社
会
に
固
有
の
特

徴
で
あ
る
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
の
う
え
で
、
近
居
し
て
い
る
親
子
（
親
族
）
の
あ
り
方
を
調
べ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
現
在
の
家
族
研
究
で
は
、
高
齢
期
の
再
同
居
に
注
目
が

集
ま
り
、
高
齢
期
に
再
同
居
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
「
修
正
直
系
家

族
」
で
あ
り
、
直
系
家
族
的
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
見
方
が
主
流

で
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
期
の
再
同
居
は
核
家
族
社
会
で
も
見
ら
れ
た
現
象
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
直
系
家
族
か
ど
う
か
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
日
本
に
お
け
る
ネ
オ
・
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
広
が
り
を
調
査
し
つ
つ
、

日
英
に
お
け
る
別
居
親
族
の
関
係
（
祖
父
母
に
よ
る
孫
の
育
児
や
、
高
齢
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
）
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
お
こ
な
い
、
日
英
の
異
同
を
明
ら
か
に
し

つ
つ
、
日
本
家
族
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

注１
）

タ
イ
ト
ル
に
付
し
た
核
家
族
社
会
や
直
系
家
族
社
会
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
て
お
く
。

一
般
に
、
家
族
は
そ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
核
家
族
や
直
系
家
族
、
合
同
家
族

に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
形
態
に
人
々
の
家
族
規
範
を
加
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
家
族
制
度
を
有
す
る
か
を
判
断
す
る
。
森
岡
清
美

（
一
九
七
二
）
に
よ
る
と
、
家
族
形
態
と
規
範
が
一
致
し
、
そ
れ
が
社
会
の
過

半
数
を
こ
え
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
社
会
は
核
家
族
（
制
）
社
会
（
ま
た
は
夫
婦

家
族
制
社
会
）、
直
系
家
族
（
制
）
社
会
、
合
同
家
族
（
制
）
社
会
と
な
る
。

２
）

二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
（G

u
a
rd
ia
n

）
よ
り
。

３
）

イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
〇
五
年
の
国
民
統
計
に
よ
る
。O

ffice fo
r

 
N
a
tio
n
a
l S

ta
tistics

(S
u
m
m
erfield

 
a
n
d
 
G
ill ed

s.

）の
四
七
頁
の
表

４
・
３
参
照
。

４
）

英
国
は
、
周
知
の
通
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
連
合
国
家
で
あ
り
、
こ
の
四
地
域
は
歴
史
的
に
こ

と
な
る
独
自
の
伝
統
を
も
っ
て
お
り
、
家
族
の
特
徴
も
ち
が
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
家
族
史
研
究
の
中
心
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
一
部
ウ
ェ
ー
ル

ズ
を
含
む
）
で
あ
り
、
本
稿
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
研
究
結
果
を
中
心
に
議
論

す
る
。

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
歴
史
的
研
究
に
言

及
す
る
場
合
、
他
の
地
域
と
区
別
す
る
た
め
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
記
す
。

５
）

ラ
ス
レ
ッ
ト
の
世
帯
構
造
の
分
類
は
、
夫
婦
家
族
単
位
を
中
心
と
す
る
分

類
方
法
で
あ
り
、
ハ
ン
メ
ル

ラ
ス
レ
ッ
ト
分
類
（H

a
m
m
el a

n
d
 
L
a
slett

1974＝

﹇
二
〇
〇
三
﹈）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
夫
婦
家
族
単
位

を
基
準
に
、
そ
れ
を
形
成
し
な
い
単
身
者
世
帯
（
１
）、
非
家
族
世
帯
（
２
）、

夫
婦
家
族
単
位
そ
の
も
の
で
あ
る
単
純
家
族
世
帯
（
３
）、
夫
婦
家
族
単
位
に

夫
婦
家
族
単
位
を
構
成
し
な
い
親
族
が
加
わ
っ
た
拡
大
家
族
世
帯
（
４
）、
複

数
の
夫
婦
家
族
単
位
か
ら
な
る
多
核
家
族
世
帯
（
５
）、
そ
の
他
（
６
）
の
六

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
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６
）

ラ
ス
レ
ッ
ト
は
こ
れ
を
単
純
家
族
世
帯
と
呼
ぶ
が
本
稿
で
は
論
文
の
統
一

性
を
考
慮
し
核
家
族
世
帯
と
表
記
す
る
。

７
）

一
九
六
〇
年
ま
で
伝
統
的
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
よ
う
に
続
い
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
一
九
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、（
産
業
構
造
の
変
化
に
と
も
な

う
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
）
都
市
で
深
刻
な
住
宅
不
足
と
な
り
、
一
時
的
で
あ

れ
、
親
夫
婦
と
子
ど
も
夫
婦
、
と
き
に
は
キ
ョ
ウ
ダ
イ
夫
婦
な
ど
が
同
居
す
る

拡
大
家
族
が
増
え
る
な
ど
、
家
族
・
親
族
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
（A
n
-

d
erso

n
1971

）。
産
業
化
や
都
市
化
の
初
期
段
階
で
世
帯
規
模
が
拡
大
し
た

り
、
親
族
の
同
居
が
増
え
た
り
す
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

ベ
ル
ギ
ー
（A

lte
r
1
9
8
8

）
や

ド

イ

ツ

E
h
m
e
r
2
0
0
1

）
、
ア

メ

リ

カ

（R
u
g
les

1987

）、
日
本
（
平
井
、
二
〇
〇
三
、
近
刊
）
に
つ
い
て
も
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
本
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
も
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

８
）
「
近
居
」
と
は
、「
同
居
」「
近
所
に
住
ん
だ
」「
離
れ
て
住
ん
だ
」
と
い
う

選
択
肢
か
ら
「
近
所
に
住
ん
だ
」
を
主
観
的
に
選
択
し
た
ケ
ー
ス
の
こ
と
で
あ

る
。

９
）

第
四
節
の
表
６
、
表
７
よ
り
、
子
ど
も
が
一
時
間
以
内
に
住
ん
で
い
る
割

合
が
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
週
に
一
回
以
上
会
う
の
が
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。（
一
時
間
以
上
か
か
る
人
が
あ
ま
り
会
っ
て
い
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
）

一
時
間
以
内
に
住
ん
で
い
る
人
の
う
ち
、
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
週
一
回
以
上
会

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

10
）
『
国
民
生
活
白
書

（
平
成
六
年
版
）』（
一
九
九
四
）
の
一
一
二
頁
の
図

Ⅰ
・
３
・
７
よ
り
。
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国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
立
二
十
周
年
記
念
特
集

（
続
）





一

日
本
的
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
の
範
型
と
し
て
の
井
筒
俊
彦

日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
に
は
、
何
か
特
有
な
様
相
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

中
東
や
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
自
身
に
よ
る
イ
ス

ラ
ー
ム
理
解
と
も
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
と
も
、

ま
た
異
な
る
独
自
の
受
け
止
め
方
を
、
日
本
で
は
行
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
の
独
自
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
こ
と
は
、

日
本
思
想
の
特
有
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
に

本
稿
で
俎
上
に
載
せ
よ
う
と
す
る
の
は
井
筒
俊
彦
の
諸
著
作
で
あ
る１

）
。

井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四－

一
九
九
三
）
は
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
に
強
い

影
響
を
与
え
て
き
た
。
特
に
、
知
識
層
が
知
的
な
関
心
事
項
と
し
て
イ
ス
ラ
ー

ム
に
興
味
を
示
す
際
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
井
筒
の
著
作
に
依
拠
し
て
理
解
が
な
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
井
筒
俊
彦
の
イ
ス
ラ
ー

ム
思
想
史
論
の
特
性
を
、
そ
の
由
来
と
共
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
認
識
の
特
性
の
主
要
な
一
面
を
特
定
し
た
い
。

井
筒
の
日
本
語
著
作
は
、
多
く
が
井
筒
俊
彦
著
作
集
（
一
九
九
一
年－

一
九

九
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
著
作
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
英
語
著
作
に

つ
い
て
言
え
ば
、
本
来
で
あ
れ
ば
井
筒
俊
彦
の
研
究
者
と
し
て
の
真
価
は
こ
れ

ら
の
英
語
著
作
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
井
筒
の
英
語

著
作
は
き
わ
め
て
少
部
数
の
、
簡
易
な
製
本
の
も
の
を
含
む
専
門
的
著
作
が
中

心
で
あ
り
、
入
手
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
専
門
家
以
外
の
目
に
触
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
た
だ
し
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
各
国
の
最
先
端
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思

想
・
宗
教
哲
学
・
神
秘
主
義
思
想
研
究
者
の
間
で
高
い
評
価
を
受
け
た
。
井
筒

は
日
本
の
人
文
研
究
者
の
中
で
、
国
際
的
に
名
を
知
ら
れ
引
用
さ
れ
る
人
物
と

し
て
、
筆
頭
の
地
位
に
あ
る
一
人
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

本
稿
の
趣
旨
は
、
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
の
特
異
な
様
相
を
特
定
す
る
た

井
筒
俊
彦
の
主
要
著
作
に
見
る
日
本
的
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解

池

内

恵
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め
に
、
そ
こ
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
井
筒
俊
彦
の
著
作
を
検
討
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
広
く
流
布
し
、
多
様
な
読
者
層
を
勝
ち

得
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
・
思
想
史
解
説
書
に
焦
点
を
当
て
、
英
語
著
作
に
は
論
及

し
な
い
。
日
本
の
知
識
層
・
言
論
界
に
お
け
る
井
筒
俊
彦
の
影
響
は
、
お
も
に

日
本
語
著
作
に
よ
る
。
英
語
著
作
が
専
門
的
に
高
い
評
価
を
受
け
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
井
筒
俊
彦
と
い
う
存
在
に
一
種
の
オ

ー
ラ
を
与
え
、
半
ば
知
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
人
気
を
高
め
る
こ
と
に
は

つ
な
が
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
そ
れ
ら
の
英
語
著
作
を
繙
い
た
上
で
井
筒
を
理

解
し
た
も
の
は
、
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
イ
ス
ラ
ー
ム
認
識
に
井
筒

が
与
え
た
影
響
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
井
筒
の
日
本
語
著
作
に
着
目
す
る
こ
と

が
適
切
だ
ろ
う
。

二

井
筒
俊
彦
の
関
心
事

井
筒
の
諸
著
作
は
日
本
の
知
識
層
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
そ
の
思
想
史
に
目
を

向
け
る
際
に
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
者
が
必
ず
手
に
取
る
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の

存
在
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
『
コ
ー
ラ
ン
』
の
翻
訳
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
近
い
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
し
て
毎
年
版
を
重
ね
、
独
自
の
コ
ー
ラ
ン
解
説

書
『
コ
ー
ラ
ン
を
読
む
』
は
岩
波
書
店
の
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
の
記
念
す
べ
き

第
一
巻
の
座
を
占
め
る
。
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
論
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文

化
』
は
著
者
存
命
の
う
ち
に
岩
波
文
庫
に
収
め
ら
れ
る
、
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ

た
。

し
か
し
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
叙
述
に
は
特
有
の
偏
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
井
筒

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
に
関
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
、

あ
る
い
は
偏
っ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
井
筒
は
自
身
の
固
有
の
関
心

に
沿
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
を
叙
述
し
た
。
そ
れ
は
井
筒
の
意
識
的
な
選
択

で
あ
っ
て
、
過
誤
に
よ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。

も
し
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
受
容
し
た
側
だ
ろ
う
。
井
筒
の
著
作

を
受
容
し
た
日
本
の
数
多
く
の
知
識
人
が
、
井
筒
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
叙
述
が
、

対
象
の
あ
る
側
面
に
意
識
的
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
取
捨
選
択
を
へ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
往
々
に
し
て
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
叙
述
は
ど
こ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
を

み
る
に
は
、
広
く
流
布
し
た
思
想
史
概
説
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』
を
繙
く
の

が
良
い
。
四
部
か
ら
な
る
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

第
一
部
「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学

K
a
la
m

」

第
二
部
「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）

T
a
sa
w
w
u
f

」

第
三
部
「
ス
コ
ラ
哲
学
（F

a
lsa
fa
h

）

東
方
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
発

展
」

第
四
部
「
ス
コ
ラ
哲
学
（F

a
lsa
fa
h

）

西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
発

展
」
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こ
こ
に
明
白
な
の
は
、
井
筒
が
取
り
上
げ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
」
に
お
い

て
過
半
を
占
め
る
の
が
、
神
秘
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ

の
代
り
に
、
叙
述
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
の

体
系
、
す
な
わ
ち
神
の
啓
示
に
よ
る
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
か
ら
規
範
を
導
き
出

す
法
学
（
フ
ィ
ク
フ
）
の
分
野
で
あ
る
。
井
筒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
に
、
著
作

集
の
第
５
巻
に
収
録
の
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』
の
全
三
二
三
頁
の
う
ち
、
わ

ず
か
五
頁
し
か
割
い
て
い
な
い
。

井
筒
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
最
重
要
の
性
質
が
律
法
と
規
範
の
側
面
で
あ
る
こ
と

を
、
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
法
学
が
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
そ
れ
を
思
想
史
の
中
で
は
あ
え
て
論
じ
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
井
筒
自
ら
が
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
』
第
一
部
第
二
章
の

冒
頭
で
記
し
て
い
る
。「
法
学
は
イ
ス
ラ
ー
ム
学
の
中
で
も
最
も
複
雑
多
岐
な

科
目
で
あ
っ
て
到
底
僅
か
の
頁
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
書
く
こ
と
は
で
き
ぬ
故
、

こ
こ
に
記
述
す
る
こ
と
は
真
に
基
本
的
な
、
常
識
的
な
事
柄
に
過
ぎ
な
い２

）
」。

そ
し
て
、
神
秘
主
義
と
哲
学
に
つ
い
て
も
、
井
筒
は
神
秘
主
義
に
公
然
と
シ

ン
パ
シ
ー
を
表
明
し
、
肯
定
的
価
値
判
断
を
た
め
ら
わ
な
い
。
そ
の
顕
著
な
例

が
、『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ブ
ン
・
ル
シ

ュ
ド
（
ア
ヴ
ェ
ロ
エ
ス
）
の
理
性
的
な
哲
学
と
、
超
越
的
存
在
の
直
接
体
験
を

中
核
と
す
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
神
秘
主
義
哲
学
の
対
立
を
描
き
、
井
筒
は

明
確
に
後
者
を
上
位
に
置
く
。

西
暦
一
一
九
八
年
の
こ
と
で
す
。
モ
ロ
ッ
コ
で
死
ん
だ
こ
の
哲
学
者
ア
ヴ

ェ
ロ
イ
ス
の
遺
骸
が
コ
ル
ド
バ
に
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
ア
ラ
ブ

世
界
で
は
重
い
荷
物
を
運
ぶ
と
き
は
た
い
て
い
ロ
バ
を
使
い
ま
す
。
現
代

で
も
よ
く
見
る
光
景
で
す
が
、
ロ
バ
の
背
中
に
振
り
分
け
荷
物
に
し
ま
し

て
、
右
と
左
に
重
さ
の
均
衡
バランス

を
と
っ
て
運
び
ま
す
。
こ
の
場
合
に
も
片
方

の
袋
に
は
ア
ヴ
ェ
ロ
イ
ス
の
死
骸
、
反
対
側
の
袋
の
な
か
に
は
世
に
有
名

な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
形
而
上
学
』
の
厖
大
な
註
釈
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ヴ
ェ
ロ
イ
ス
の
著
書
が
ひ
と
揃
い
全
部
入
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

左
右
の
均
衡
を
こ
の
よ
う
に
し
て
と
り
な
が
ら
ロ
バ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
二
人
の
親
し
い
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
眺

め
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
運
命
的
な
匂
い
の
す
る
光
景
で
す
。
そ

れ
を
眺
め
な
が
ら
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
こ
う
申
し
ま
し
た
。「
見
る

が
い
い
、
片
方
に
は
哲
学
者
の
屍
、
も
う
一
方
に
は
彼
の
全
著
作
。
ア
ヴ

ェ
ロ
イ
ス
、
彼
は
い
っ
た
い
自
分
の
本
当
に
望
む
と
こ
ろ
を
あ
れ
で
果
す

こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
」
と３

）
。

そ
れ
で
は
神
秘
主
義
と
法
学
的
な
宗
教
解
釈
で
は
、
ど
ち
ら
を
上
位
に
置
い

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
明
白
に
神
秘
主
義
の
方
で
あ
る
。『
イ
ス
ラ
ー

ム
文
化
』
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
思
想
史
の
発
展
を
、
一
方
で
は
「
法
と
倫

理
」
の
方
向
へ
、
他
方
で
は
「
内
面
へ
の
道
」
す
な
わ
ち
神
秘
主
義
の
方
向
へ
、
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分
岐
し
て
い
く
も
の
と
し
て
描
く
。
井
筒
は
法
規
範
の
側
面
と
神
秘
主
義
の
側

面
は
共
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
の
、

そ
れ
は
形
骸
化
へ
の
道
で
も
あ
り
、
信
仰
の
生
命
力
を
奪
う
、
あ
る
種
の
危
機

で
す
ら
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。

共
同
体
の
宗
教
と
な
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
と
い
う
形
に
固
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
外
面
的
に
は
実
に
が
っ
し
り
し
た
文
化
構
造
体
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
代
り
宗
教
が
社
会
制
度
化
し
、
政
治
の
場

と
な
り
、
信
仰
の
実
存
的
な
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
は
失
わ
れ
て
枯
渇
し

そ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
、
ま
た
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
信
仰
の
危
機
で
す４

）
。

そ
し
て
、
こ
の
信
仰
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
発
展
し
て
き
た
も
の
と
し

て
、
神
秘
主
義
を
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
は
そ
の
律
法
性
に
お
い
て
完
成
す
る
と
同
時
に
、
精
神
性
に

お
い
て
死
ん
だ
と
主
張
す
る
人
々
は
こ
の
点
を
鋭
く
突
き
ま
す
。
し
か
し

イ
ス
ラ
ー
ム
が
そ
の
精
神
性
に
お
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
判
定
す
る
の

は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
内
部
に
は
最
初
期
か
ら
宗
教
の
こ
の
よ
う
な
形
式
化

に
真
正
面
か
ら
反
対
し
、
そ
れ
と
対
決
し
て
き
た
精
神
主
義
の
大
潮
流
が

あ
り
ま
し
て
、
現
代
も
な
お
そ
の
生
命
力
を
い
さ
さ
か
も
失
っ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
日
お
話
い
た
し
ま
し
た
律
法
主
義
を
根
柢

か
ら
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
猛
烈
な
実
存
的
内
面
主
義
の
傾

向
で
す５

）
。

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
自
然
な
、
納
得

の
い
く
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
神
の
啓
示
（
そ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は

す
な
わ
ち
法
を
意
味
す
る
）
し
た
律
法
を
解
釈
し
て
い
く
営
為
を
形
骸
化
へ
の

動
き
と
し
て
否
定
的
に
と
ら
え
る
見
方
は
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
側
か

ら
は
一
般
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
内
面
的
な
精
神
主
義
を
「
律
法
主
義
を
根

柢
か
ら
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
う
」
も
の
と
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
（
で
あ
る
か

ら
こ
そ
）
肯
定
的
な
も
の
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
イ
ス
ラ
ー
ム

諸
国
の
通
常
の
信
仰
の
あ
り
方
か
ら
は
、
物
議
を
か
も
す
、
ほ
と
ん
ど
語
義
矛

盾
と
い
っ
て
い
い
論
理
展
開
で
あ
る
。
多
く
の
信
者
に
と
っ
て
は
抵
抗
感
が
感

じ
ら
れ
、
忌
避
さ
れ
る
、
か
な
り
特
殊
な
理
解
で
あ
る
。
井
筒
は
そ
の
こ
と
を

も
ち
ろ
ん
認
識
し
つ
つ
、
自
ら
の
主
観
的
な
価
値
判
断
に
従
っ
て
、
よ
り
高
次

の
思
想
形
態
と
し
て
神
秘
主
義
を
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
井
筒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
最
重
要
部
分
が
法
学
で
あ
る
と
認

め
つ
つ
、
思
想
史
叙
述
に
お
い
て
こ
の
側
面
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
い
か
、
神
秘

主
義
思
想
の
潮
流
を
「
精
神
性
」
に
お
い
て
高
い
も
の
と
し
て
重
視
す
る
。
ま

た
、
神
秘
主
義
哲
学
を
合
理
主
義
哲
学
よ
り
上
位
に
置
く
。
以
上
の
構
図
に
基
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づ
く
、
主
観
的
な
価
値
判
断
を
明
確
に
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
叙
述
を
井
筒
は
行
っ

て
き
た
。

思
想
史
叙
述
が
こ
の
よ
う
な
主
観
的
な
価
値
判
断
に
沿
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
井
筒
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。『
イ
ス

ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
な
れ
ば
も
う
、「
東
洋
」
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
は
、
個
人
個
人
の

意
識
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
私
が
上
に

述
べ
た
こ
と
も
、
私
自
身
の
「
東
洋
」
意
識
に
も
と
づ
い
た
、
結
局
私
だ

け
の
今
後
の
仕
事
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
私
に
は
ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
こ
と
な
の
だ
。

主
体
的
、
実
存
的
な
関
わ
り
の
な
い
、
他
人
の
思
想
の
客﹅
観﹅
的﹅
な﹅
研
究
に

は
始
め
か
ら
全
然
興
味
が
な
い
の
だ
か
ら６

）
。

こ
の
よ
う
に
、
井
筒
は
ほ
と
ん
ど
開
き
直
っ
た
よ
う
な
口
調
で
、
主
観
的
な

思
想
史
叙
述
を
肯
定
し
て
い
る
。

三

井
筒
の
生
育
環
境

井
筒
の
思
想
史
叙
述
を
方
向
づ
け
た
「
主
観
」
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
井
筒
が
「
私
自
身
の
『
東
洋
』
意
識
」
と
自
覚
す
る
、
思
想
史

叙
述
の
軸
を
自
ら
の
う
ち
に
形
成
し
発
見
し
て
い
く
過
程
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
介
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
し
か
し
出
発

点
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
と
み
ら
れ
る
要
素
と
し
て
、
井
筒
の
育

っ
た
家
庭
環
境
と
修
養
に
着
目
し
た
い
。
井
筒
は
自
ら
の
精
神
的
原
風
景
を
、

若
き
日
の
著
作
『
神
秘
哲
学
』
に
記
し
て
い
る
。

本
書
に
取
扱
っ
た
ギ
リ
シ
ア
的
観
照
主
義
の
哲
学
は
、
私
に
と
っ
て
他
の

な
に
も
の
に
も
ま
さ
る
懐
し
い
憶
い
出
の
た
ね
で
あ
る
。
元
来
、
私
は
東

洋
的
無
と
で
も
い
う
べ
き
雰
囲
気
の
き
わ
め
て
濃
厚
な
家
に
生
れ
育
っ
た
。

「
日
々
是
好
日
」

私
の
少
年
時
代
か
ら
青
年
時
代
に
か
け
て
、
家
で

は
全
て
の
時
間
が
あ
る
目
に
見
え
ぬ
絶
対
的
な
も
の
の
日
常
的
実
現
を
め

ざ
し
、
か
つ
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
静
か
に
流
れ
て
い
た７

）
。

こ
の
東
洋
的
精
神
主
義
に
満
ち
た
家
庭
環
境
は
、
何
よ
り
も
井
筒
の
父
の
存

在
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
生
活
の
中
心
に
父
が
い
た
。
迂
闊
に
も
そ
の
頃
は
全
然
気
づ

か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
私
の
亡
父
は
非
常
に
複
雑
な

矛
盾
し
た
性
格
の
人
物
で
あ
り
、
彼
の
生
活
の
静
け
さ
は
奥
ふ
か
く
不
気

味
な
暗
黒
の
擾
乱
を
か
く
し
た
見
せ
か
け
の
静
け
さ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。〔
中
略
〕
そ
う
い
え
ば
私
が
も
の
ご
こ
ろ
つ
い
て
か
ら
後
に
し

ば
し
ば
目
撃
し
た
彼
の
修
道
ぶ
り
は
、
生
と
死
を
か
け
た
何
か
切
羽
詰
っ
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た
も
の
を
も
っ
て
い
た８

）
。

井
筒
は
幼
時
に
父
か
ら
あ
る
修
養
を
強
い
ら
れ
る
。
井
筒
自
身
の
筆
に
よ
れ

ば
、
こ
の
修
養
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
父
か
ら
彼
独
特
の
内
観
法
を
教
わ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
無
理
や
り
に
教
え
こ
ま
れ
た
。
彼
の
方
法
と
い
う
の
は
、
先
ず
墨
痕
淋

漓
た
る
「
心
」
の
一
字
を
書
き
与
え
、
一
定
の
時
間
を
限
っ
て
来
る
日
も

来
る
日
も
そ
れ
を
凝
視
さ
せ
、
や
が
て
機
熟
す
と
見
る
や
そ
の
紙
片
を
破

棄
し
、「
紙
上
に
書
か
れ
た
文
字
で
は
な
く
汝
の
心
中
に
書
か
れ
た
文
字

を
視
よ
、
二
十
四
時
の
間
一
瞬
も
休
み
な
く
そ
れ
を
凝
視
し
て
念
慮
の
散

乱
を
一
点
に
集
定
せ
よ
」
と
命
じ
、
さ
ら
に
時
を
経
て
、「
汝
の
心
中
に

書
か
れ
た
文
字
を
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
掃
蕩
し
尽
せ
。『
心
』
の
文
字

で
は
な
く
文
字
の
背
後
に
汝
自
身
の
生
け
る
『
心
』
を
見
よ
」
と
命
じ
、

な
お
一
歩
を
進
め
る
と
、「
汝
の
心
を
も
見
る
な
、
内
外
一
切
の
錯
乱
を

去
っ
て
ひ
た
す
ら
無
・
心
に
帰
没
せ
よ
。
無
に
入
っ
て
無
を
も
見
る
な
」

と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た９

）
。

四

直
感
と
言
語

井
筒
の
父
の
内
観
法
が
、
一
見
し
て
禅
の
系
統
に
あ
る
、
神
秘
的
な
直
接
体

験
を
体
得
さ
せ
る
修
養
法
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な

の
は
、
そ
れ
が
言
語
や
論
理
、
そ
し
て
概
念
や
観
念
に
よ
る
介
在
を
、
究
極
的

に
斥
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
少
な
く
と
も
井
筒
の
父
に
と
っ
て
、

こ
の
体
得
さ
れ
る
べ
き
直
接
体
験
は
、
言
語
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
た
り
分
析
さ

れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
す
べ
き
で
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
幼
時
の

（
そ
し
て
成
人
に
近
い
日
々
ま
で
の
）
井
筒
俊
彦
は
、
父
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、

言
語
を
斥
け
る
姿
勢
も
ま
た
受
け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
同
時
に
、
か
か
る
内
観
の
道
上
の
進
歩
は
直
ち
に
日

常
的
生
活
の
分
野
に
内
的
自
由
と
な
っ
て
発
露
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

修
道
の
途
次
に
あ
る
間
は
も
と
よ
り
、
た
と
い
道
の
堂
奥
を
窮
め
た
後
と

い
え
ど
も
こ
れ
に
知
的
詮
索
を
加
え
る
こ
と
は
恐
る
べ
き
邪
解
で
あ
る
と

教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
事
実
、
当
時
我
々
父
子
の
共
通
の
話
題
を
な

し
て
い
た
碧
巌
録
、
無
門
関
、
臨
済
録
、
そ
の
他
禅
宗
祖
師
達
の
語
録
は

い
ず
れ
も
私
に
「
思
惟
す
べ
か
ら
ず
、
思
惟
す
べ
か
ら
ず
」
と
知
解
の
葛

藤
に
堕
す
る
危
険
を
戒
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
換
言

す
れ
ば
私
は
、
観
照
的
生v

ita
 
co
n
tem

p
la
tiv
a

は
登
り
道
も
下
り
道

も
と
も
に
徹
頭
徹
尾
、
純
粋
無
雑
な
実
践
道
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て

思
惟
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
思
惟
す
る
こ
と
も
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
と
信
じ
て
い
た
。
ま
し
て
や
人
間
的
思
惟
の
典
型
的
活
動
と
も
い
う

べ
き
哲
学
や
形
而
上
学
が
観
照
的
生
の
体
験
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
得
る

で
あ
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て
は
い
な
か
っ
た10

）
。
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井
筒
の
父
は
、
こ
の
よ
う
な
精
神
修
養
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
学
者
や
宗

教
家
で
は
な
く
、
経
済
人
で
あ
っ
た
。
井
筒
も
ま
た
、
内
観
法
に
よ
っ
て
精
神

の
安
定
を
得
、
財
界
人
と
し
て
父
の
あ
と
を
継
ぐ
こ
と
も
あ
り
え
た
人
生
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
井
筒
は
思
想
家
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
の

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
の
出
会
い
、
正
確
に
い
え
ば
、
合
理

主
義
の
展
開
と
し
て
論
じ
ら
れ
が
ち
な
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
中
に
（
中
に
さ
え
、

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
）、
神
秘
主
義
的
な
直
感
の
作
用
す
る
と
こ
ろ
を
見

出
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
幼
時
に
父
か
ら
強
い
ら
れ
て
体
得
し
た
神

秘
主
義
的
直
感
の
体
験
と
、
高
等
教
育
か
ら
受
容
し
た
、
西
洋
諸
言
語
に
よ
る

哲
学
的
思
弁
の
伝
統
の
学
知
と
が
つ
な
が
っ
た
。
井
筒
の
生
涯
に
わ
た
る
思
想

的
関
心
が
こ
こ
に
す
で
に
全
き
形
を
と
っ
て
現
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
か
も

し
れ
な
い
。

だ
が
、
後
日
、
西
欧
の
神
秘
家
達
は
私
に
こ
れ
と
ま
っ
た
く
反
対
の
事
実

を
教
え
た
。
そ
し
て
特
に
ギ
リ
シ
ア
の
哲
人
達
が
、
彼
ら
の
哲
学
の
底
に
、

彼
ら
の
哲
学
的
思
惟
の
根
源
と
し
て
、
ま
さ
し
くv

ita
 
co
n
tem

p
la
tiv
a

の
脱
自
的
体
験
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
私
の
驚
き
と
感

激
と
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
私
は
こ
う
し
て
私﹅
の﹅
ギ
リ
シ
ア
を

発
見
し
た11

）
。

論
理
的
・
思
弁
的
な
哲
学
的
思
惟
の
根
底
に
「
脱
自
的
体
験
」
が
あ
る
、
と

い
う
「
私
の
」
思
想
史
観
で
、
井
筒
の
『
神
秘
哲
学
』
の
全
編
は
一
貫
し
て
い

る
。
そ
し
て
井
筒
の
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
叙
述
は
、
そ
の
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想

史
へ
の
関
心
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
如
実
に
示
す
も

の
で
あ
る
。

五

神
秘
主
義
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ア
哲
学

『
神
秘
主
義
』
で
井
筒
が
描
く
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
の
要
点
を
以
下
に
示
し
て
お

こ
う
。
井
筒
が
神
秘
主
義
思
想
の
、
曲
折
を
抱
え
込
み
な
が
ら
も
一
貫
し
た
展

開
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
を
構
想
す
る
端
緒
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
期
断
片

集
を
読
ん
で
受
け
た
衝
撃
で
あ
っ
た
と
い
う
。

私
は
十
数
年
前
は
じ
め
て
識
っ
た
激
し
い
心
の
鼓
動
を
今
ふ
た
た
び
こ
こ

に
繰
り
返
し
つ
つ
、
こ
の
宇
宙
的
音
声
の
こ

惑わく
に
充
ち
た
恐
怖
に
つ
い
て

語
り
た
い12

）
。

井
筒
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
期
断
片
集
を
通
読
し
た
最
初
の
日
に
、「
そ
こ
に

立たち
罩こ
め
る
妖
気
の
ご
と
き
も
の
が
私
の
心
を
固
く
呪
縛
し
た
」。『
神
秘
主
義
』

と
い
う
書
の
全
体
で
、「
こ
の
妖
気
の
本
体
を
究
明
し
、
そ
の
淵
源
を
最
後
ま

で
辿
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
。
い
さ
さ
か
大
仰
な
表
現
が
頻
出
す
る
が
、
若
き

日
の
井
筒
の
情
熱
の

り
を
紙
上
に
と
ど
め
た
快
作
で
あ
る
。
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ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
期
の
哲
人
達
の
断
片
的
言
句
に
言
い
知
れ
ぬ
霊
気
が
揺

曳
し
、
そ
こ
か
ら
巨
大
な
る
音
響
が

出
し
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

は
、
彼
ら
の
思
想
の
根
柢
に
一
種
独
特
な
体
験
の
な
ま
な
ま
し
い
生
命
が

伏
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
根
源
に
一
つ
の
宇
宙
的
体
験
が

あ
っ
て
、
そ
の
体
験
の
虚
空
の
よ
う
な
形
而
上
的
源
底
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
生
み
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る13

）
。

ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
こ
の
「
宇
宙
的
体
験
」
が
、
自
ら
が
幼
時
か
ら
受

け
て
き
た
内
観
法
の
教
育
に
よ
る
神
秘
的
な
直
接
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解

さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
井
筒
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
ギ

リ
シ
ア
哲
学
者
が
こ
の
体
験
を
言
語
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
着
目
す
る
。

「
彼
ら
の
哲
学
は
こ
の
根
源
体
験
を
ロ
ゴ
ス
的
に
把
握
し
、
ロ
ゴ
ス
化
し
よ
う

と
す
る
西
欧
精
神
史
上
最
初
の
試
み
で
あ
っ
た14

）
」。「『
は
じ
め
に
思
想
が
あ
っ

た
』
の
で
は
な
く
て
、『
は
じ
め
に
直
観
が
あ
っ
た
』
の
で
あ
る
」。
井
筒
は
こ

の
根
本
体
験
を
「
自
然
神
秘
主
義
」
と
呼
ぶ
。「
自
然
神
秘
主
義
的
体
験
と
は
、

有
限
相
対
な
存
在
者
と
し
て
の
人
間
の
体
験
で
は
な
く
て
、
無
限
絶
対
な
存
在

者
と
し
て
の
『
自
然
』
の
体
験
を
意
味
す
る
」。「
自
然
は
一
つ
の
形
容
詞
で
は

な
く
、
主
語
で
あ
り
、
絶
対
的
超
越
的
主
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
宇
宙
万
有
に
躍

動
し
つ
つ
あ
る
絶
対
生
命
を
直
ち
に
『
我
』
そ
の
も
の
の
内
的
生
命
と
し
て
自

覚
す
る
超
越
的
生
命
の
主
体
、
宇
宙
的
自
覚
の
超
越
的
主
体
と
し
て
の
自
然
を

意
味
す
る15

）
」。
自
然
神
秘
主
義
の
超
越
的
主
体
に
端
を
発
す
る
、
超
越
的
「
一

者
」
を
め
ぐ
る
絶
え
ざ
る
思
考
の
連
続
と
し
て
、
井
筒
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
を

描
い
て
い
く
。
そ
こ
で
は
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
は
「
パ
ト
ス
と
ロ
ゴ
ス
と
の
奇
し

き
合
一
で
あ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
を
見
て
、
他
を
見
な
い
者
は
真

に
プ
ラ
ト
ン
を
語
る
資
格
を
も
た
な
い
。
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
特
徴
と
考
え
ら
れ

る
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
は
神
秘
主
義
的
絶
対
体
験
の
ロ
ゴ
ス
面
で
あ
り
、
彼
の
形
而

上
学
説
の
各
段
階
は
深
い
超
越
体
験
の
パ
ト
ス
的
基
体
に
裏
付
け
ら
れ
て
い

る16
）

」。ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
期
の
哲
学
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ト
ン
に
お
い
て
、

神
秘
主
義
的
側
面
を
発
見
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
井
筒
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
に
も
ま
た
、
そ
の
根
幹

に
神
秘
主
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。「
一
見
、
神
秘
主
義
に
は
縁
の
な
い
も
の

と
も
見
え
、
む
し
ろ
そ
れ
に
積
極
的
に
対
立
し
反
対
す
る
か
の
よ
う
に
さ
え
思

わ
れ
る
彼
の
思
想
傾
向
」
と
ひ
と
た
び
は
認
め
つ
つ
も
、
井
筒
は
「
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
影
響
は
ギ
リ
シ
ア
神
秘
主
義
は
お
ろ
か
、
西
洋
神
秘
思
想
史
全
体
に

た
い
し
て
ま
で
及
ん
で
い
る
」
と
断
定
す
る
。「
少
く
と
も
、
神
秘
哲﹅
学﹅
あ
る

い
は
神
秘
思﹅
想﹅
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
、
我
々
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
抜
か
し

た
西
洋
神
秘
主
義
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

井
筒
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
観
照
的
生
活
」
を
神
秘
主
義
的
体
験

と
し
て
と
ら
え
る
。
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現
世
に
於
け
る
人
間
生
活
の
極
致
と
し
て
のv

ita
 
co
n
tem

p
la
tiv
a

の
理

念
こ
そ
、
ま
さ
し
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
独
特
の
人
生
観
に
由
来
す
る
生
の

理
念
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
行
為
的
実
践
的
徳
に
た

い
し
て
、
知
性
的
叡
知
的
徳
の
絶
対
的
優
位
を
断
乎
と
し
て
揚
挙
し
た
か

の
ス
タ
ゲ
イ
ラ
の
哲
人
に
と
っ
て
は
、
神
々
の
生
に
も
ま
が
う
純
粋
観
想

の
浄
境
こ
そ
、
何
物
に
も
か
え
が
た
い
人
生
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
地
上
的

幸
福
の
極
致
で
あ
っ
た17

）
。

井
筒
に
と
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
純
粋
観
想
」
と
は
、「
人
間
知
性
の

脱
自
的
体
験
を
意
味
す
る
」。
井
筒
は
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
第
十
巻
第
七
章
の
、

人
間
は
「
た
だ
彼
の
う
ち
に
何
か
神
的
な
も
の
が
存
在
す
る
限
り
に
於
い
て
の

み
」
観
照
的
生
を
体
験
で
き
る
、
と
い
う
一
節
に
着
目
す
る
。
こ
こ
で
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
が
「
肉
体
に
於
け
る
人
間
の
弱
小
に
た
い
し
て
知
性
に
於
け
る
人
間

の
尊
厳
を
顕
彰
し
揚
挙
す
る
」
と
き
に
、「
ギ
リ
シ
ア
の
生
ん
だ
こ
の
偉
大
な

常
識
人
の
一
見
索
寞
と
し
た
概
念
的
思
想
体
系
の
秘
奥
に
ひ
そ
む
怖
る
べ
き
神

秘
主
義
的
パ
ト
ス
の
深
淵
を
、
垣
間
見
る18

）
」
の
だ
と
い
う
。

こ
こ
に
い
う
知
性
あ
る
い
は
叡
知
と
は
近
代
思
想
に
い
わ
ゆ
る
「
理
性
」

の
極
限
を
突
破
し
て
さ
ら
に
彼
方
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
知
性
が
窮

ま
る
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
人
間
の
限
界
を
越
え
て
神
的
知
性
に
ま
で
通
じ

る
霊
性
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
精
神
そ
の
も
の
の
脱

自
的
原
理
で
あ
り
、
さ
き
に
プ
ラ
ト
ン
が
魂
に
於
け
る
ダ
イ
モ
ン
的
な
る

も
の
と
し
て
魂
の
頂
点
に
位
置
さ
せ
た
超
越
的
能
力
な
の
で
あ
る
。
故
に
、

こ
の
よ
う
な
霊
力
の
完
き
顕
現
活
動
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
）
と
し
て
の
叡
知

的
生
活
と
は
、
結
局
人
間
精
神
が
自
己
自
身
を
超
脱

越
す
る
脱
自
的
活

動
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
わ

ゆ
る
観
照
的
生
な
の
で
あ
る19

）
。

や
や
強
引
な
論
理
に
よ
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
す
ら
も
が
神
秘
主
義
的
底
流

を
蔵
し
て
い
る
と
主
張
す
る
井
筒
は
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
展

開
の
大
団
円
を
見
出
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
越
え
て
プ
ラ
ト
ン
へ

も
し
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
立

場
の
歴
史
的
意
義
を
一
言
で
表
明
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
お
そ

ら
く
こ
う
い
う
標
語
を
も
っ
て
す
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
「
思
惟
の
思
惟
」
を
超
え
、「
思
惟
の
思

惟
」
の
彼
方
に
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
「
一
者
」
を
措
い
た
。
し
か
し
そ
の

「
一
者
」
即
「
善
者
」
と
は
、
か
の
プ
ラ
ト
ン
的
「
善
の
イ
デ
ア
」
を
一

段
と
深
遠
な
相
に
於
い
て
捉
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る20

）
。

井
筒
が
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
終
極
と
し
て
描
く
の
は
、「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
的
観

照
生
活
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
霊
魂
は
「
神
を
観
る
」
の
で
も
あ
り
、「
神
に
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成
る
」
の
で
も
あ
る
と
い
う
。
井
筒
は
自
ら
の
著
作
の
結
論
部
分
に
お
い
て
、

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
著
作
か
ら
長
く
引
用
す
る
。

「
そ
こ
に
は
（
主
客
と
い
う
）
二
つ
の
も
の
は
な
く
、
見
る
者
は
見
ら
れ
る

も
の
と
完
全
に
一
に
な
っ
て
お
り
、
見
る
と
い
う
よ
り
合
一
す
る
と
い
う

方
が
正
し
い
ほ
ど
な
の
で
あ
る
か
ら
、
か﹅
の﹅
も﹅
の﹅
と
混
融
し
つ
つ
あ
っ
た

と
き
に
自
分
が
何
者
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
記
憶
し
て
い
る
人
が
あ
れ
ば
、

彼
は
自
分
自
身
の
う
ち
に
か﹅
の﹅
も﹅
の﹅
の
影
像
を
と
ど
め
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
あ
の
と
き
に
は
、
彼
は
か﹅
の﹅
も﹅
の﹅
と
ま
っ
た
く
一
で
あ
っ
て
、
自
分

自
身
の
う
ち
に
、
自
分
に
た
い
し
て
も
ま
た
他
者
に
つ
い
て
も
、
一
切
の

差
違
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た21

）
。（
後
略
）」

こ
れ
は
「『
神
秘
主
義
的
合
一
』
に
か
ん
し
て
全
ギ
リ
シ
ア
思
想
史
が
遺
し

た
最
も
個
人
的
で
同
時
に
最
も
普
遍
的
な
、
生
々
し
い
体
験
の
記
録
で
あ
る
」

と
井
筒
は
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
、
井
筒
自
身
の
精
神
的
来
歴
の
「
生
々

し
い
記
録
」
と
受
け
止
め
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
に
極
ま
る
形
で

の
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
を
「
発
見
」
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
井
筒
は
幼
時
に
父
か

ら
授
か
っ
た
内
観
法
を
、
相
対
化
し
つ
つ
、
再
び
選
び
取
っ
た
。
父
に
よ
っ
て

禁
じ
ら
れ
て
い
た
「
言
語
」
を
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
介
し
て
、
再
び
導
入
し
、

直
接
体
験
を
受
け
止
め
な
お
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
時
に
、
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
関
心
の
入
り
口
で
も
あ
っ
た
。

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
を
も
っ
て
淵
源
と
す
る
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
は
、
哲
学
と
神

秘
主
義
の
潮
流
の
双
方
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た22
）

。
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
さ
ら
に
そ
の
先
を
求
め
て
井
筒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史

に
分
け
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
過
程
で
、
不
可
欠
な
コ
ー
ラ
ン
の
理
解
や
、

合
理
主
義
哲
学
の
伝
統
も
、
も
ち
ろ
ん
井
筒
は
徹
底
的
に
咀
嚼
し
た
。
し
か
し

井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
が
、
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
流
れ
を
吸
収

し
、
神
秘
主
義
と
合
理
主
義
の
強
い
緊
張
の
下
で
、
神
秘
主
義
の
優
位
の
も
と

に
展
開
し
て
い
く
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
独
自
の
宗
教
哲
学
の
系
譜
に
も
っ
ぱ
ら

重
点
を
置
く
こ
と
は
、
井
筒
が
「
私
自
身
の
『
東
洋
』
意
識
に
も
と
づ
い
た
、

結
局
私
だ
け
の
」
思
想
史
を
構
想
し
て
い
る
以
上
、
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
井
筒
が
イ
ス
ラ
ー
ム
表
象
を
ゆ
が
め
た
、
と
い
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
。
井
筒
の
特
異
な
生
育
環
境
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
精
神
的

状
態
が
求
め
続
け
た
果
て
の
、
必
然
的
な
固
有
の
関
心
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
ろ

う
。

む
す
び
に

本
稿
で
示
し
て
き
た
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
の
特
性
は
、
そ
れ
を

熱
狂
的
に
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
た
日
本
の
イ
ス
ラ
ー

ム
認
識
の
特
性
を
顕
著
に
示
す
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
井
筒
が

日
本
の
通
説
に
阿
っ
て
実
態
と
異
な
る
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
を
行
っ
た
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
本
稿
が
示
す
こ
と
を
試
み
た
の
は
、
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井
筒
の
精
神
形
成
過
程
に
お
け
る
関
心
事
に
端
を
発
す
る
神
秘
主
義
と
哲
学
の

関
係
の
探
求
の
延
長
線
上
に
、
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
を
良
い
と
も
悪
い
と
も
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
少
な
く
と
も
井
筒
の
関
心
事
か
ら
見
て
一
貫
性
の
あ
る
形
で
イ
ス
ラ
ー
ム

思
想
史
が
叙
述
さ
れ
、
そ
れ
が
西
洋
哲
学
史
や
日
本
思
想
史
の
中
の
神
秘
主
義

的
潮
流
と
の
関
連
性
や
共
通
性
、
あ
る
い
は
比
較
の
も
と
で
論
じ
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
が
井
筒
の
思
想
史
の
功
績
と
い
え
よ
う
。

も
し
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
井
筒
を
高
く
評
価
し
、
も
っ
ぱ
ら
井
筒
の
著

作
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
理
解
す
る
日
本
の
知
識

層
の
側
に
、
井
筒
の
叙
述
を
相
対
化
す
る
手
立
て
が
お
よ
そ
欠
け
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
井
筒
の
特
有
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
が
、
特
定
の
側
面
に
も
っ

ぱ
ら
目
を
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
な
る
井
筒
自
身
の
固
有
な
関
心

に
基
づ
い
て
い
た
か
、
認
識
し
た
上
で
の
井
筒
の
受
容
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
受
容

で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

井
筒
が
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
部
分
の
存
在
を
、
あ
た
か
も
存
在
し
な
い
か

の
よ
う
に
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
に
、
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
は
力
強
い
。

そ
れ
は
一
面
で
は
井
筒
の
幼
少
・
精
神
形
成
期
に
受
け
た
教
育
か
ら
、
青
年
期

か
ら
生
涯
を
か
け
て
追
求
し
た
比
較
宗
教
思
想
史
へ
と
つ
な
が
る
思
想
的
な
一

貫
性
が
き
わ
め
て
真
摯
で
あ
り
緻
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
も
う
一
方
で
、
結
果
的
に
井
筒
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
が
、
日
本
に

お
け
る
、
特
に
近
代
の
知
識
層
が
抱
い
て
い
る
一
般
的
な
宗
教
観
・
思
想
観
に
、

心
地
よ
く
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
井
筒
の
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
史
叙
述
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
の
思
想
的
遺
産
に
関
す
る
、
あ
る

一
面
か
ら
の
き
わ
め
て
重
要
な
貢
献
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
近
代

の
宗
教
観
・
思
想
観
を
如
実
に
示
す
事
例
と
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

注１
）

本
稿
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
五
・
六
日
に
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
大
学
文
学

部
と
共
催
で
行
わ
れ
た
日
文
研
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムC

a
iro
 
C
o
n
feren

ce o
n

 
Ja
p
a
n
ese S

tu
d
ies

で
行
っ
た
報
告
に
増
補
し
、
議
論
を
発
展
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

２
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
史
」『
井
筒
俊
彦
著
作
集

５

イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
』

中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
二
七
頁
。

３
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
」
同
、
三
六
〇
頁
。

４
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
」『
井
筒
俊
彦
著
作
集

２

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
』
中

央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
三
〇
八
頁
。

５
）

同
、
同
頁
。

６
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
」『
井
筒
俊
彦
著
作
集

５

イ
ス
ラ
ー
ム
哲

学
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
三
三
六
頁
。

７
）
『
井
筒
俊
彦
著
作
集

１

神
秘
哲
学
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
、

一
九
八
頁
。

８
）

同
、
同
頁
。
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９
）

同
、
一
九
八－

一
九
九
頁
。

10
）

同
、
一
九
九
頁
。

11
）

同
、
同
頁
。

12
）

同
、
二
一
頁
。

13
）

同
、
二
二
頁
。

14
）

同
、
同
頁
。

15
）

同
、
二
二
頁
。

16
）

同
、
二
三
一
頁
。

17
）

同
、
三
二
一
頁
。

18
）

同
、
三
二
二
頁
。

19
）

同
、
三
二
二
｜
三
二
三
頁
。

20
）

同
、
三
七
八
頁
。

21
）

同
、
四
六
六
頁
。

22
）
「
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
」『
井
筒
俊
彦
著
作
集

５

イ
ス
ラ
ー
ム
哲

学
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
二
年
、
三
五
四－

三
五
五
頁
。
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は
じ
め
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
の
古
典
と
で
も
い
う
べ
き
、『
距
離
の
暴
虐
』（T

h
e

 
T
yran

n
y
 
of
 
D
istan

ce

）
の
著
者
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ブ
レ
ー
ニ
ー
（G

eo
ffrey

 
B
la
in
ey

）
は
、
そ
の
改
訂
増
補
版
（
二
一
世
紀
版
、
二
〇
〇
一
。
初
版
は
一
九
六

八
年
刊
）
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
ー
ン
ク
ロ
ス
（F

ra
n
ces C

a
irn
cro

ss
）

の

『
距
離
の
死
』（T

h
e
 
D
eath

 
of
 
D
istan

ce,
1997

）
の
非
常
に
楽
観
的
な
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
を
批
判
し
て
い
る
。
ブ
レ
ー
ニ
ー
の
要
約
の
一
部
を
引

用
し
て
お
こ
う
。

“
C
a
irn
c
ro
ss p

re
d
ic
te
d
 
th
a
t w

a
y
s o

f sh
o
p
p
in
g
 
w
o
u
ld
 
c
h
a
n
g
e
:

th
e
 
d
e
te
c
tio
n
 
o
f c

rim
e
 
w
o
u
ld
 
b
e
c
o
m
e
 
m
o
re
 
e
ffic

ie
n
t.
T
h
e

 
w
o
rld
’s to

ta
l w

e
a
lth
 
w
o
u
ld
 
g
ro
w
 
m
o
re
 
q
u
ic
k
ly
;
a
n
d
 
in
 
h
e
r

 
v
ie
w
 
so
m
e
 
o
f th

e
 
p
riv

ile
g
e
s
 
a
n
d
 
p
le
a
su
re
s
 
o
f ric

h
 
w
o
u
ld

 

in
crea

sin
g
ly
 
b
e
c
o
m
e
 
a
v
a
ila
b
le
 
to
 
a
 
h
o
st o

f th
e
 
p
o
o
r,
la
rg
e
ly

 
a
s a

 
resu

lt o
f
‘d
ea
th
 
o
f d

ista
n
ce’

”
p
. 361

）
。

こ
の
よ
う
な
楽
観
的
な
世
界
が
、
空
間
的
距
離
の
縮
小
化
で
生
じ
る
と
い
う

の
は
、
幻
想
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。
ブ
レ
ー
ニ
ー
が
強
調
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
は
、「
距
離
」
の
縮
小
が
ど
ん
な
に
進
ん
で
も
、「
地
理
的
位
置
関
係
」
は
依

然
と
し
て
大
き
な
要
素
と
し
て
残
り
、
そ
の
意
味
で
は
距
離
の
「
死
」
な
ど
虚

妄
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
距
離
の
「
暴
虐
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
は
い
え
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
理
的
位
置
が
ア
ジ
ア
の
南
に
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
要
都
市
は
、
こ
の
大
陸
の
北
部
に
あ

る
熱
帯
ア
ジ
ア
か
ら
最
も
遠
い
温
帯
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
熱

帯
で
の
生
活
に
耐
え
え
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
的
な
生
活
の
「
過
去
」
が
空
間
的

に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
は
、「
距
離
の
暴
虐
」
が
緩
和
さ
れ
て
、
航
空
機
の
導
入

東
ア
ジ
ア
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
新
し
い
視
点

園

田

英

弘

121

東アジアのモザイック・ユニット



や
情
報
通
信
の
高
度
な
発
展
に
よ
り
、「
時
間
的
距
離
」
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ

た
と
し
て
も
、
地
球
上
に
お
け
る
地
理
的
位
置
は
無
意
味
に
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

日
本
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
東
シ
ナ
海
を
挟
ん
で
政
治
的
体
制
を
異
に

し
、
経
済
的
に
急
成
長
す
る
中
国
が
あ
り
、
対
馬
海
峡
の
す
ぐ
北
に
は
分
断
さ

れ
た
二
つ
の
国
が
あ
る
朝
鮮
半
島
が
あ
り
、
太
平
洋
を
挟
ん
で
は
基
本
的
に
は

西
欧
の
流
れ
を
く
ん
だ
超
大
国
ア
メ
リ
カ
が
あ
る
と
い
う
構
図
は
、
ど
の
よ
う

に
地
球
が
縮
小
化
し
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ど
の
よ
う

に
進
行
し
よ
う
と
、
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
の
海
上
に
位
置
し
、
漢
字

を
は
じ
め
と
し
て
中
国
・
朝
鮮
か
ら
、
長
ら
く
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
文
化
的
影
響

を
受
け
て
き
た
。
し
か
も
、
地
球
の
縮
小
化
に
よ
っ
て
、
従
来
に
は
な
い
新
し

い
関
係
を
模
索
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
表
現
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
い
つ
の
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。「
東
亜
」
と
い
う
表
現
は
同
じ
く
東
ア
ジ
ア
を
表
す
が
、
現
在

い
わ
れ
て
い
る
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
意
味
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
表
現
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、「
東
亜
」
は
日
本
が
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

発
想
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
（
つ
ま
り
日
露
戦
争
の
勝
利
直
後
か
ら
）
見

ら
れ
た
。

の
ち
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
構
想
の
作
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

徳
富
蘇
峰
は
、
日
露
戦
争
前
後
に
台
頭
し
た
「
黄
禍
論
」
に
直
面
し
て
も
、

「
文
明
」
の
普
遍
性
を
信
じ
て
「（
西
洋
）
文
明
」
志
向
を
な
か
な
か
捨
て
き
れ

ず
、
停
滞
す
る
ア
ジ
ア
に
も
連
帯
意
識
を
持
て
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
蘇
峰
は

同
時
に
「
文
明
国
」
か
ら
は
対
等
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
こ

と
を
十
分
に
自
覚
し
、
孤
立
感
を
深
め
て
い
っ
た
。
こ
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
彼
の

立
場
は
、
問
題
に
す
べ
き
は
「
人
種
」
で
は
な
く
、「
文
明
」
で
あ
る
と
彼
が

述
べ
て
い
る
部
分
に
現
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
は
、
こ
の
よ
う
に
地
理
的
位
置
や
過
去
と
の
連
続
を
無

視
し
た
平
板
な
世
界
で
は
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
で

は
、
比
較
的
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
「
東
ア
ジ
ア
」
に
つ
い
て
、
こ

の
ペ
ー
パ
ー
で
は
焦
点
を
当
て
る
。
現
在
の
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
単
な
る
地

理
的
概
念
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
同
様
に
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
全
体
の
経
済
を
中
心
と
す
る
発
展
と
と

も
に
、
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
か
ら
も
「
東
ア
ジ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」（「
共
同
体
」
と

い
う
の
は
幻
想
だ
と
思
う
が
）
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
今
は
、
経
済
的

関
係
や
大
衆
文
化
交
流
の
最
も
密
接
な
地
域
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
」
は
存
在
し

て
い
る
が
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
は
け
っ
し
て
良
好
な
状
態
で
は
な
い
。
東
ア

ジ
ア
は
経
済
も
政
治
も
文
化
も
多
様
で
あ
り
、
今
か
ら
述
べ
て
い
く
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
の
「
発
展
」
の
系
譜
を
も
つ
た
め
に
、
地
理
的
に
は
近
接
し
相
互
依

存
を
高
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
地
域
は
モ
ザ
イ
ッ
ク
模
様
を
呈
し

て
い
る
。
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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
が
一
様
に
、
同
じ
テ
ン
ポ

で
進
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
済
の
成
長
や
情
報
・
文
化
の
流
通
は
、
最
も

変
化
し
や
す
い
部
分
で
あ
る
。
変
わ
り
に
く
い
部
分
の
最
も
顕
著
な
現
象
が
、

「
文
明
の
衝
突
」
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
現
在
し
だ
い
に
大
き
さ
を
増
す
こ
の
問
題
を
、
宗
教
間
の
対
立
と

見
る
か
、
宗
教
の
影
響
力
が
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
「
世
俗
的
世
界
」
と
特
定
の

宗
教
の
衝
突
と
見
る
か
は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
「
宗
教
」
は
主
要
な
対
立
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
。

歴
史
的
に
は
、
儒
教
や
仏
教
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
制
度
の
中
に
組
み
込

み
、
ま
た
そ
れ
ら
が
思
想
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
宗
教
と
は
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
形
で
一
つ

を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
漢
字
文
化

圏
で
「
宗
教
」（
日
本
語
で
はsy

u
u
k
y
o
u

）
と
い
う
言
葉
がrelig

io
n

の
翻
訳
語

と
し
て
流
通
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
西
洋
と
東
ア
ジ
ア
の
出
会
い
に
よ
っ
て
出

現
し
た
「
尊
い
教
え
」「
聖
人
の
教
え
」
を
表
現
す
る
文
化
翻
訳
語
と
し
て
、

一
九
世
紀
後
半
の
日
本
で
、
新
た
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
近
代
語
は
、

漢
字
文
化
圏
に
輸
出
さ
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
「
宗
教
」
が
東
ア
ジ
ア
へ
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
と
き
、

過
去
の
歴
史
で
は
「
政
治
的
」
色
合
い
を
持
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
な
ど
の
日
本
進
出
に
危
惧
を
い
だ
い
た
徳
川
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
、
キ

リ
ス
ト
教
に
あ
る
種
の
影
響
を
受
け
た
清
朝
後
期
の
太
平
天
国
の
乱
、「
西
学
」

（
カ
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
）
に
対
す
る
朝
鮮
朝
末
期
の
「
東
学
」
の
政
治
的
活
動
な

ど
は
、
基
本
的
に
は
「
宗
教
間
」
の
対
立
で
は
な
い
。「
宗
教
」
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
「
政
治
」
の
問
題
で
あ
る
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、「
文
明
」
を
最
終
的
に
は
宗
教
で
定
義
し
て
い
る
が
、

こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
中
国
文
明
は
「
儒
教
文
明
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
儒
教
は
西
洋
的
意
味
で
の
宗
教
で
は
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
日
本
文
明

を
「
一
国
一
文
明
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
文
明
を
支
え
る
単
一
の
「
宗

教
」
な
ど
は
な
い
。

一
九
世
紀
の
後
半
に
、
新
生
な
っ
た
明
治
の
日
本
を
訪
問
し
た
ト
ル
コ
の
外

交
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、
そ
の
体
験
記
で
日
本
に
は
「
宗
教
な
ど
な

い
」
と
い
っ
て
い
る
。
神
社
仏
閣
な
ど
数
多
く
訪
問
し
た
人
物
の
感
想
だ
が
、

イ
ス
ラ
ム
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
単
な
る
偶
像
崇
拝
に
し
か
見
え
な
い
日
本
の

そ
れ
ら
の
施
設
に
、
宗
教
性
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
時
期
の
西
洋
人
の
日
本
体
験
記
は
、「
東
洋
」
へ
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
関

心
も
あ
り
、
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
る
が
、
近
代
化
の
た
め
に
は
キ
リ
ス
ト
教

の
導
入
が
不
可
欠
だ
と
い
う
立
場
が
多
い
。
国
民
国
家
の
形
成
の
た
め
に
も
、

確
固
と
し
た
「
宗
教
」
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
東
ア
ジ
ア
と
い
う
「
地
域
」
に
お
い
て
、「
宗
教
」
と
い
う
存
在
は
、
一

神
教
的
な
伝
統
を
持
つ
国
々
と
は
社
会
的
意
味
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
し
、

今
後
も
そ
う
で
あ
り
続
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
近
代
化
論
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
っ
た
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S
.N
.
E
isen

sta
d
t

の
大
著

Japan
ese
 
C
ivilization

（
1996）

で
は
世
界
の

文
明
は
「
軸
文
明
」

a
x
ia
l civ

iliza
tio
n

）
と
呼
ば
れ
、
大
宗
教
が
そ
れ
ぞ
れ

の
「
文
明
」
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
日
本
文
明
」
だ

け
は
、
そ
れ
ま
で
数
多
く
歴
史
上
は
存
在
し
た
が
、
今
で
は
消
え
て
し
ま
っ
た

「
非
軸
文
明
」

n
o
n
 
a
x
ia
l civ

iliza
tio
n

）が
存
続
し
て
い
る
唯
一
の
例
外
と

さ
れ
て
い
る
。「
軸
」
が
な
い
の
に
文
明
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
日
本
文
明

は
な
ぜ
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
で
き
た
の
か
、
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
非
常

に
回
り
く
ど
い
説
明
を
し
て
い
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
私
は“cu
ltu
re

 
cen

tered
 
civ
iliza

tio
n
”

と
い
う
概
念
を
提
出
し
て
い
る
。“T

h
e W

a
y
 
o
f A

p
-

p
ro
a
c
h
in
g
 
J
a
p
a
n
”
Ja
p
a
n
 
in
 
a
 
C
o
m
p
a
ra
tiv
e
 
P
ersp

ectiv
e,

IN
T
E
R
N
A
-

T
IO
N
A
L
 
S
Y
M
P
O
S
IU

M
1
2
,
In
te
rn
a
tio

n
a
l R

e
se
a
r
c
h
 
C
e
n
te
r
 
fo
r

 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
S
tu
d
ie
s
,
E
d
ite

d
 
b
y
 
S
O
N
O
D
A
 
H
id
e
h
ir
o
 
a
n
d
 
S
.N
.

E
isen

sta
d
t,
1998

を
参
照
の
こ
と
）。
文
明
と
宗
教
を
結
び
付
け
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
界
を
論
じ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
神
教
的
な
「
宗
教
」
の
根
本

的
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
を
十
分
に
理
解
す
る
に
は
、

西
洋
中
心
的
概
念
装
置
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
昨

年
配
布
し
た“V

iew
poin

t of
 
R
everse

 
A
bsen

ce”

を
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
）
と
い
う
の
が
、
私
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。

こ
の
ペ
ー
パ
ー
の
目
的
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
お
け
る
「
東
ア
ジ

ア
」
の
経
済
成
長
と
社
会
・
文
化
的
な
変
化
の
構
造
的
連
関
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
分
析
の
焦
点
は
こ
の
地
域
の
中
の
特
定
の
国
で
は
な
く
、「
地

域
全
体
」
に
あ
る
が
、
こ
の
地
域
に
構
造
的
変
動
を
与
え
て
い
る
中
国
の
こ
と

を
中
心
に
叙
述
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

隠
れ
た
主
役
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
こ
の
文
章
を

書
く
。

１

東
ア
ジ
ア
の
経
済
的
台
頭

経
済
成
長
の
問
題
か
ら
始
め
よ
う
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
開
発
セ
ン
タ
ー
が
出
版
し

たA
n
gu
s
 
M
ad
d
ison

の
長
期
経
済
統
計

M
on
itorin

g
 
th
e
 
W
orld

 
E
con

-

om
y
1820-1992,

1995

）
で
は
、
一
八
二
〇
年
の
段
階
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
中
国
は
第
一
位
の
地
位
を
占
め
（
第
二
位
は
イ
ン
ド
、
六
位
は
日

本
で
あ
る
）
て
い
る
。
こ
の
研
究
報
告
は
、「
近
代
経
済
成
長
」
へ
の
転
換
点

を
従
来
の
定
説
で
あ
っ
た
一
七
五
〇
年
で
は
な
く
、
一
八
二
〇
年
に
求
め
、
そ

の
時
点
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
示
し
て
い
る
。
著
者
は
そ
の
脚
注
で
興
味
深
い
指
摘
を
し

て
い
る
。「
最
近
の
実
証
研
究
は
、
一
九
世
紀
を
つ
う
じ
て
西
欧
諸
国
で
は
だ

ら
だ
ら
と
し
た
よ
ろ
め
き
的
な
『
テ
ー
ク
オ
フ
』
が
長
く
続
い
た
と
い
う
、
か

つ
てR

o
sto
w

とG
ersch

en
k
ro
n

が
強
く
支
持
し
た
見
解
に
反
証
を
与
え
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
一
般
に
経
済
成
長
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
徐
々
に
世

界
の
他
の
地
域
か
ら
抜
け
出
し
て
き
て
い
た
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
八
二
〇
年
ま

で
の
『
初
期
資
本
主
義
』
の
時
期
よ
り
も
、
一
八
二
〇
年
以
降
の
ほ
う
が
は
る

か
に
は
や
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（
二
一
ペ
ー
ジ
）。

ア
ジ
ア
は
一
八
二
〇
年
に
は
世
界
の
全
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
八
・
三
％
を
占
め
て
い
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た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
一
九
・
三
％
に
落
ち
込
み
、
一
九
九
二
年
に
は
三

六
・
七
％
に
回
復
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
長
期
経
済
統
計
の
知
見
は
、
一
八

七
一
年
に
明
治
政
府
が
西
洋
の
「
文
明
国
」
に
派
遣
し
た
調
査
団
に
よ
る
イ
ギ

リ
ス
の
分
析
結
果
と
符
合
す
る
。
そ
の
公
式
報
告
書
で
あ
る
『
米
欧
回
覧
実

記
』
の
イ
ギ
リ
ス
の
部
分
に
は
、
そ
の
急
激
な
発
展
は
「
わ
ず
か
四
〇
年
前
」

（
つ
ま
り
、
一
八
三
〇
年
頃
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
政
府
は
こ
の
よ
う
な

「
初
期
的
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
」（
園
田
英
弘
『
世
界
一
周
の
誕
生－

グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
起
源－

』
文
春
新
書
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
の
こ
と
）
と
い
う
認
識
を
前

提
と
し
て
、
後
の
「
開
発
独
裁
」
の
原
型
に
な
る
政
治
シ
ス
テ
ム
（
普
通
、

M
eiji O

lig
a
rch

y

と
呼
ば
れ
て
い
る
）
を
構
築
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
述

べ
る
。

中
国
は
、
一
八
二
〇
年
以
来
、
ア
ヘ
ン
戦
争
と
死
者
数
千
万
を
出
し
た
と
い

う
太
平
天
国
の
乱
の
大
混
乱
、
日
清
戦
争
で
の
敗
北
、
清
朝
の
崩
壊
と
ア
ジ
ア

に
お
け
る
最
初
の
「
共
和
国
」
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
定
し
た
政
権

の
維
持
に
失
敗
し
、
軍
閥
支
配
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
中
華
民
国
、
帝
国
日
本
の
侵

略
と
日
中
戦
争
、
共
産
主
義
政
権
の
成
立
と
そ
の
性
急
で
矛
盾
に
満
ち
た
政
策

の
中
で
久
し
く
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
近
代
化
研
究
は
、
経
済
成
長

に
は
経
済
政
策
よ
り
も
統
治
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が
重
要
だ
と
教
え
て
い
る
が
、

政
治
的
安
定
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
が
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
中
国
で
あ
っ

た
。日

本
の
近
代
化
を
研
究
し
て
き
た
私
に
は
、
中
国
の
最
近
の
急
激
な
経
済
成

長
に
つ
い
て
は
、
新
聞
や
雑
誌
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
常
識
的
な
説
明
以
上
の

知
識
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
比
較
的
短
期
の
経
済
学
的
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
八
年
一
二
月
に
鄧
小
平

D
en
g
 
X
ia
o
p
in
g

）
が
改
革
開

放
政
策
を
指
示
し
、
社
会
主
義
的
市
場
経
済
と
い
う
い
さ
さ
か
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ

ッ
ク
な
試
み
が
開
始
さ
れ
、
外
資
の
導
入
と
低
賃
金
に
よ
る
加
工
品
の
輸
出
に

よ
っ
て
、
現
在
に
至
る
「
奇
跡
」
的
な
経
済
成
長
を
生
み
出
し
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
政
策
に
よ
っ
て
、
極

め
て
短
時
間
の
う
ち
に
「
世
界
の
工
場
」「
世
界
の
市
場
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
繁
栄
が
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

社
会
主
義
的
市
場
経
済
が
、
本
当
に
持
続
可
能
な
政
治
形
態
な
の
か
。
経
済

の
「
成
長
」
が
、
環
境
へ
の
過
重
な
負
荷
を
回
避
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
持
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
経
済
の
急
激
な
成
長
の
結
果
生
じ
た
貧
富
の
格
差

が
、
社
会
的
な
緊
張
と
混
乱
を
限
界
点
ま
で
高
め
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
で

も
、
専
門
家
の
間
で
も
、
中
国
の
将
来
に
つ
い
て
は
悲
観
論
と
楽
観
論
が
同
居

し
て
い
る
。

日
本
近
代
化
の
研
究
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
経
済
成
長
を
含
め
た
近

代
化
の
達
成
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
特
に
前
近
代
的
「
成
熟
」
が
重
要
だ
と
さ
れ
た
。
そ
の
常
識
に
従
え
ば
中

国
の
経
済
成
長
の
「
成
功
」
の
説
明
の
た
め
に
は
、
清
朝
後
期
ぐ
ら
い
ま
で
を

視
野
に
入
れ
た
多
様
な
分
析
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
の

中
国
史
研
究
の
重
鎮
で
あ
る
溝
口
雄
三
は
『
中
国
の
衝
撃
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
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二
〇
〇
四
年
）
で
、
一
七
世
紀
以
降
の
中
国
社
会
の
体
質
の
中
に
、
平
等
志
向

的
な
村
落
構
造
が
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に
現
代
の
中
国
が
出
現
せ
ざ
る
を
得
な

い
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
経
済
的
不
平
等
化
が
顕
在
化
し
て

い
る
現
代
中
国
を
、
平
等
主
義
的
な
伝
統
的
な
社
会
体
質
で
成
功
し
た
例
と
す

る
見
解
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
は
私
な
ど
は
奇
妙
に
新
鮮
な
「
衝
撃
」
を
覚
え
た
。

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
、
社
会
体
質
論
的
な
説
明
だ
け
で
は
、
全
く
不
十

分
で
あ
る
。

２

中
国
の
経
済
的
繁
栄
の
謎

中
国
の
経
済
成
長
以
前
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
中
国
近
代
化
研
究
で
は
、

「
な
ぜ
中
国
の
近
代
化
が
遅
れ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
説
明
が
種
々
に
な
さ
れ

て
き
た
。
一
九
六
六
年
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
学
会
の
会
長
就
任
ス
ピ
ー
チ

で
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
ナ
イ
ト
・
ビ
ッ
ガ
ー
ス
タ
ッ
フ

K
n
ig
h
t B

ig
g
er-

sta
ff

）
は
一
九
一
九
年
以
前
の
中
国
を
八
つ
の
基
準
（
人
口
の
都
市
集
中
・
化
石

燃
料
利
用
・
共
同
体
の
崩
壊
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
網
・
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
）
で

検
討
し
、
中
国
の
近
代
化
が
非
常
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る

M
od
ern

ization
-
an
d
 
E
arly

 
M
od
ern

 
C
h
in
a

）
。

ま
た
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
中
心
と
し
た
近
代
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
最
後

を
飾
っ
たT

h
e
 
M
od
ern

ization
 
of
 
C
h
in
a

（
一
九
八
一
年
）
は
改
革
開
放

路
線
に
中
国
政
府
が
踏
み
切
っ
た
す
ぐ
後
に
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

D
u
rin
g
 
th
e p

a
st tw

o
 
c
e
n
tu
rie
s,
C
h
in
a
 
h
a
s b

e
e
n
 
e
n
g
a
g
e
d
 
in
 
a

 
p
ro
tra
cte
d
 
stru

g
g
le
 
to
 
m
o
d
e
rn
iz
e
…

w
ith
 
th
e
 
e
n
d
 
n
o
t y

e
t in

 
sig

h
t.
W
h
a
t a

c
c
o
u
n
ts
 
fo
r
 
th
is
 
in
a
b
ility

 
to
 
a
c
h
ie
v
e
 
ra
p
id
,

ste
a
d
y
 
g
ro
w
th
?
Is it,

a
s so

m
e
 
c
la
im
,
C
h
in
a
’s p

ro
fo
u
n
d
 
se
n
se

 
o
f c

u
ltu
ra
l c
o
n
se
rv
a
tism

?
T
h
e
 
e
ffe
c
t o

f W
e
ste
rn
 
im
p
e
ria

list
 

ex
p
lo
ita
tio
n
?
O
r d

o
 
th
e a

n
sw
ers lie elsew

h
ere?

「
近
代
化
」
と
い
う
枠
組
み
で
研
究
が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
に
は
、
暗
黙
の
内
に

で
あ
れ
、
日
本
と
の
対
比
を
基
に
（
上
記
の
八
つ
の
基
準
は
日
本
近
代
化
の
成
功

事
例
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
）、
中
国
の
停
滞
を
説
明
す
る
場
合
が
多

か
っ
た
。
発
展
す
る
日
本
と
停
滞
す
る
中
国
と
い
う
対
比
は
、
国
民
性
や
社
会

構
造
な
ど
に
直
結
し
て
説
明
さ
れ
る
と
宿
命
論
的
な
色
彩
ま
で
帯
び
て
し
ま
う
。

も
し
も
、
過
去
が
中
国
に
と
っ
て
本
当
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
な
ら
ば
、
現
在

の
成
功
の
原
因
は
ど
こ
に
求
め
れ
ば
い
い
の
か
。

こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
は
、
一
国
主
義
的
な
中
国
の
経
済
成
長
の
原
因

探
し
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
が
「
近
代

的
経
済
成
長
」
を
開
始
し
た
一
九
世
紀
後
半
と
、
中
国
の
そ
れ
が
始
ま
っ
た
二

〇
世
紀
の
後
半
で
は
、
背
景
と
な
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
性
格

に
違
い
が
あ
る
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
発
点
の
時
期
と
背
景
と
な
る
社
会
構
造
の
性
格
の
違
い
が
あ
る
。
現

在
で
は
こ
の
「
地
域
」
に
は
、
密
接
な
相
互
依
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
モ
ザ
イ
ッ
ク
模
様
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
前
に
、
簡
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単
に
日
本
近
代
化
を
め
ぐ
る
議
論
を
お
さ
ら
い
し
て
お
き
た
い
。

明
確
な
問
題
意
識
に
立
脚
し
た
近
代
化
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
な
さ

れ
て
い
た
。
近
代
化
論
を
簡
単
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
が
、
そ
の
論
点
の
中

心
が
「
経
済
成
長
」
や
「
工
業
化
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
停
滞

的
な
「
伝
統
社
会
」
か
ら
「
産
業
社
会
」
へ
の
「
離
陸
」

ta
k
e o

ff

）
が
、
ど

の
よ
う
な
条
件
で
生
じ
る
か
が
関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
。
私
は
近
代
へ
の
「
突

破
」

b
rea

k
th
ro
u
g
h

）
と
い
う
も
の
に
関
心
が
あ
っ
た
。
歴
史
の
大
き
な
流
れ

を
飛
躍
さ
せ
る
出
来
事
、
つ
ま
り
革
命
的
変
化
を
重
視
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ら
を
中
心
と
し
た
、
江
戸
時
代
の
文

化
・
社
会
の
「
成
熟
」
を
積
極
的
に
評
価
す
る
「
日
本
近
代
化
論
」
に
、
私
は

不
満
だ
っ
た
。
あ
た
か
も
、
明
治
維
新
と
い
う
社
会
革
命
が
な
く
て
も
日
本
の

近
代
化
は
可
能
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
西
洋
列
強
の
圧
力
を
日
本
近
代
化
の
中
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込
む
か

で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
時
に
、「
近
代
」
が
突
然
に
始
ま
る
こ
と
が
あ

り
え
な
い
以
上
、「
徳
川
封
建
制
」
の
中
に
あ
る
「
近
代
の
萌
芽
」
と
い
う
仮

説
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

日
本
近
代
化
論
の
最
も
宿
命
論
的
な
説
明
は
、「
封
建
制
」

feu
d
a
lism

）
に

関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
に
だ
け
顕
著
に
発
達
し
た
と

い
わ
れ
る
封
建
制
こ
そ
が
、
日
本
の
近
代
化
の
前
提
を
形
作
っ
た
と
さ
れ
た
。

ウ
エ
ー
バ
ー
の
学
統
を
引
き
継
い
だ
近
代
化
研
究
で
は
、
資
本
主
義
へ
の
「
突

破
」
を
主
導
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
宗
教
的
倫
理
と
機
能
的
に
同
じ

も
の
を
、
日
本
に
も
探
そ
う
と
し
た
。

ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ

R
o
b
ert N

.
B
ella

h

）
の
『
徳
川
の
宗
教
』

T
oku

gaw
a

 
R
eligion

:
th
e
 
valu

es of
 
P
re
-
in
d
u
strial Japan

,
F
ree P

ress,
1957.

こ

の
著
作
は
近
代
化
研
究
が
流
行
し
て
い
る
と
き
は
『
日
本
近
代
化
と
宗
教
倫
理
』
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
翻
訳
書
が
出
版
さ
れ
た
）
は
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
し
て
石
門
心
学
を
「
発
見
」
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
社
会
学
的
な
近
代
化
の
説
明
を
単
純
す
ぎ
る
と
考

え
る
。
西
洋
の
歴
史
的
枠
組
み
を
、
歴
史
的
伝
統
も
社
会
構
造
も
異
な
る
日
本

に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
経
験
的
事
実
と
し

て
、
石
門
心
学
が
近
世
の
日
本
の
「
世
俗
内
禁
欲
」
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
八
〇
年
代
に
韓
国
・
台
湾
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
い
う
所
謂
「
四
龍
」

F
o
u
r d

ra
g
o
n
s

）
の
経
済
成
長
が
顕
著
に
な
っ
た
と
き
、

こ
れ
ら
の
国
に
共
通
す
る
儒
教
道
徳
に
注
目
し
た
宗
教
社
会
学
的
説
明
が
復
活

し
た
（
儒
教
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
い
わ
れ
た
）
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
と
き
に
古

い
道
徳
が
経
済
発
展
に
貢
献
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
あ
ま
り
有

意
義
な
仮
説
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
時
期
は
、
儒
教
こ
そ
が
停
滞
の

説
明
原
理
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で
は
、
経
済
史
の
観
点
か
ら
近
世
農
村
の
前
近
代
的
「
発
展
」
に
、

明
治
以
降
の
近
代
化
・
工
業
化
が
可
能
に
な
っ
た
ル
ー
ツ
を
描
き
出
し
た
Ｔ
・

Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
『
近
代
日
本
の
農
村
的
起
源
』（T

h
o
m
a
s C

.
S
m
ith
,
T
h
e

 
A
g
ra
ria
n
 
O
rig
in
s
 
o
f
 
M
o
d
ern

 
Ja
p
a
n
,
S
ta
n
fo
rd
 
U
n
iv
e
rsity

 
P
re
ss,
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1959.

翻
訳
は
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
は
日
本
で
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

一
七
世
紀
以
降
に
新
田
の
開
発
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
農
業
生
産
が
増
大
し
た
。

武
士
階
級
は
城
下
町
へ
移
動
し
、
都
市
は
膨
大
な
消
費
階
級
の
発
生
を
抱
え
込

ん
だ
。
そ
れ
か
ら
二
〇
〇
年
間
、
自
給
自
足
的
色
彩
で
彩
ら
れ
て
い
た
農
村
が
、

し
だ
い
に
商
業
的
農
業
を
拡
大
し
て
い
き
、
農
村
に
は
大
土
地
保
有
者
が
生
ま

れ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
小
農
自
立
経
営
の
崩
壊
は
、
封
建
的
危
機
の
現
れ

だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
ス
ミ
ス
は
、
大
土
地
保
有
者
の
商
業
資
本
へ
の
転

化
を
強
調
し
、
在
村
工
業
の
進
展
、
農
村
に
お
け
る
非
農
業
的
経
済
活
動
の
活

発
化
な
ど
を
、
近
代
化
へ
の
準
備
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
『
日
本
社
会
史
に
お
け
る
伝
統
と
創
造－

工
業
化
の
内
在
的
諸
要

因

一
七
五
〇－

一
九
二
〇
年
』（N

ative
 
S
ou
rces of

 
Japan

ese
 
In
d
u
stri-

alization
,
1750-1920

,
U
n
iv
e
rsity

 
o
f C

a
lifo

rn
ia
 
P
re
ss,

B
e
rk
e
le
y
 
a
n
d

 
L
o
s A

n
g
eles,

1988.

翻
訳
は
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
五
）
の
中
で
、
こ
の

観
点
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
一
八
世
紀
初
期
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
の
農
業

生
産
高
の
上
昇
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
実
質
的
な
年
貢
負
担
の
長
期
的

下
降
」
に
着
目
す
る
。
農
民
層
の
階
層
分
化
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
村

に
は
確
実
に
富
の
蓄
積
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
副
業
を
生
み
、
農
民

家
族
の
所
得
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
農
村
の
副
業
は
在
村
の
工
業
を
発
展
さ
せ
、

農
村
の
非
農
業
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
在
地
に
就
業
機
会
が
増
大
し
た
。
ま
た
、

農
民
の
副
業
へ
の
従
事
が
工
業
化
へ
の
「
文
化
的
準
備
」
を
も
た
ら
し
た
と
説

く
。
そ
れ
は
、
単
に
規
律
正
し
い
工
場
労
働
者
の
態
度
の
形
成
の
み
な
ら
ず
、

技
術
の
改
良
へ
の
邁
進
や
、
経
済
的
観
念
の
普
及
と
も
連
動
し
て
い
る
。

ス
ミ
ス
の
前
近
代
的
・
前
工
業
的
「
発
展
」
と
い
う
視
点
は
、
一
九
九
〇
年

代
に
な
っ
て
人
口
学
的
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
提
出
さ
れ
た
速
水
融
の
「
勤
勉
革

命
」

in
d
u
strio

u
s rev

o
lu
tio
n

）
と
い
う
画
期
的
な
仮
説
と
な
っ
て
、
今
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
近
世
日
本
が
、
近
代
の
工
業
化
を
い
か
に
準
備

し
た
か
と
い
う
関
心
に
貫
か
れ
て
い
た
（
い
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
近
代
化
の
前
提

と
い
う
視
点
か
ら
離
れ
て
純
粋
歴
史
研
究
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
が
）。
そ
れ
は

他
な
ら
な
い
「
日
本
だ
け
」
が
、
い
ち
早
く
非
西
洋
世
界
で
工
業
化
に
成
功
し

た
原
因
の
究
明
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
社
会
体
質
論
的
な
説
明
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
前
近
代
的
「
成
熟
」
は
、
高
度
経
済
成
長
に
至
る
時
期

ま
で
の
長
期
的
な
ト
レ
ン
ド
の
あ
る
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
基
礎
を
提
供
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

都
市
の
発
達
と
そ
こ
で
の
早
期
的
消
費
生
活
の
活
発
化
、
消
費
に
プ
ル
さ
れ

た
各
種
の
日
用
品
の
工
業
化
、
綿
織
物
な
ど
軽
工
業
製
品
の
ア
ジ
ア
各
地
へ
の

輸
出
、
教
育
の
急
速
な
普
及
と
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
、
都
市
中
産
階
層
の
急
速
な

台
頭
な
ど
、
こ
れ
は
日
本
の
近
世
社
会
に
起
源
を
持
つ
も
の
の
近
代
的
表
現
な

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
蓄
積
は
、
今
で
も
日
本
の
歴
史
や
社
会
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
非
常
に
重
要
な
認
識
の
塊
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
方

向
の
研
究
は
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
説
明
は
日
本
だ
け
の
近
代
化
の
早
期
的
「
成
功
」
に
関
す
る
仮
説

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
知
見
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
で
の
現
状
を
照
射
す
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る
と
、
興
味
深
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
と
よ
り
、
経
済
成
長
の
筋

道
は
一
つ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
安
定
的
成
長
の
持
続
の
た
め
に
は
、
最
低
限

の
条
件
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
述
べ

る
。

３

東
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

社
会
科
学
的
説
明
は
、
設
定
さ
れ
た
問
題
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
問
い
を
発
す
る
の
か
。
そ
の
中
に
予
想
さ
れ
る
回
答
の
大
き
な
方
向
は
、

既
に
含
ま
れ
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

研
究
は
、「
な
ぜ
、
西
欧
に
お
い
て
資
本
主
義
の
発
達
が
見
ら
れ
た
の
か
」
と

い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
へ
の
回
答

は
、「
西
欧
」
の
国
々
が
共
通
に
持
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
い
う
精
神

的
エ
ー
ト
ス
の
中
に
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
ウ
エ
ー
バ
ー
仮
説
に
つ
い
て
は
、
今

日
で
は
さ
ま
ざ
ま
に
そ
の
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
深
入
り
し

な
い
。

こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
は
、
も
し
も
ウ
エ
ー
バ
ー
が
「
な
ぜ
、
最
初
の
工
業

化
は
イ
ギ
リ
ス
で
成
功
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
を
発
し
た
ら
、
そ
れ
へ
の
回

答
の
た
め
に
は
西
欧
世
界
に
広
く
分
布
し
て
い
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
」
で
は
な
く
、
も
っ
と
特
殊
イ
ギ
リ
ス
的
な
要
因
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
設
定
と
そ
れ
へ
の
回
答
と
い
う
手
順
は
、
社
会
科
学
研
究
の
多

く
が
歴
史
の
後
追
い
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
宿
命
と
い
う
も
の
を
含
意
し

て
い
る
。
経
済
的
な
「
成
功
」
以
前
に
、「
何
が
そ
の
よ
う
な
成
功
を
導
い
た

の
か
」
と
い
う
問
い
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
い
。「
東
ア
ジ
ア
の
発
展
」

と
い
う
主
題
は
、
日
本
で
も
、
中
国
で
も
、
新
興
工
業
地
域
で
も
な
く
、
こ
れ

ら
の
国
々
を
す
べ
て
含
ん
だ
「
東
ア
ジ
ア
」（
最
近
の
傾
向
で
は
「
東
南
ア
ジ
ア
」

は
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
）
の
発
展
と
い
う
現
実
が

あ
り
、
そ
の
歴
史
的
由
来
を
モ
デ
ル
化
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
討
す
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

日
本
や
中
国
だ
け
に
関
心
を
集
中
し
て
い
た
の
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
成
長
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
化
の
十
分
な
理

解
の
た
め
に
も
、
日
本
を
越
え
た
地
点
か
ら
日
本
を
見
つ
め
な
お
す
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
一
九
七
七
年
に
出
版
さ
れ

た
『
日
本
・
中
国
と
世
界
経
済

東
ア
ジ
ア
発
展
の
再
解
釈
に
向
け
て

』

Japan
,
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orld
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D
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p
m
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ca
. 1
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）

は
、
実
証
的
に
は
問
題
が
多
い
本
だ
が
、
ウ
オ
ー
ラ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
の
世
界
シ

ス
テ
ム
論
を
理
論
的
背
景
と
し
、「
東
ア
ジ
ア
」（
実
質
は
中
国
と
日
本
）
を
世

界
経
済
の
中
に
位
置
づ
け
た
、
先
駆
的
仕
事
で
あ
っ
た
。
清
朝
の
中
国
と
徳
川

時
代
の
日
本
を
比
較
し
、
日
本
が
明
治
維
新
を
契
機
に
近
代
化
に
成
功
し
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
者
な
ど
が
主
張
す
る
よ
う
な
江
戸
時
代
の
「
近
代

の
萌
芽
」
の
存
在
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
か
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ら
「
周
辺
」
に
組
み
込
ま
れ
る
程
度
が
少
な
く
、
中
国
は
そ
の
逆
で
あ
る
た
め

と
い
う
の
が
中
心
的
内
容
で
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
こ
の
本
に
つ
い
て
台
湾
の
歴
史
研
究
者
、
韓
国
の
経
済
学

者
と
議
論
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
韓
国
の
経
済
学
者
が
言
っ
た
。「
私
は
モ
ル

ダ
ー
の
本
に
賛
成
だ
！

日
本
人
に
は
不
愉
快
だ
ろ
う
が
」。
台
湾
の
歴
史
研

究
者
は
言
っ
た
。「
モ
ル
ダ
ー
は
中
国
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
西
欧
の
帝
国
主

義
的
影
響
が
及
ん
だ
の
は
、
中
国
の
沿
岸
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
！
」。
著
者
の

モ
ル
ダ
ー
は
中
国
語
も
日
本
語
も
で
き
な
い
。
英
語
文
献
だ
け
を
使
っ
て
、
比

較
歴
史
社
会
学
（
マ
ク
ロ
社
会
学
と
も
い
う
）
の
手
法
で
、
こ
の
本
を
書
い
た

の
で
あ
る
。

韓
国
の
経
済
学
者
の
コ
メ
ン
ト
は
社
会
体
質
論
的
説
明
の
弱
点
を
、
う
ま
く

突
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
近
代
化
成
功
の
原
因
を
最
も
単
純
化
し
て
「
日
本

人
の
勤
勉
」
と
い
う
も
の
に
求
め
た
と
し
よ
う
。
こ
の
命
題
は
、
日
本
人
の
勤

勉
と
い
う
美
質
と
近
代
化
の
成
功
を
直
結
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
と
近
代

化
に
成
功
し
て
い
な
い
韓
国
や
中
国
は
暗
黙
の
う
ち
に
「
勤
勉
で
は
な
い
」
と

い
う
一
種
の
道
徳
的
含
意
を
持
っ
て
し
ま
う
。
西
洋
文
明
の
学
習
能
力
や
近
世

社
会
の
前
近
代
的
「
成
熟
」
な
ど
も
、
そ
れ
が
日
本
の
（
日
本
だ
け
の
）
成
功

の
理
由
だ
と
さ
れ
る
と
、
中
国
や
韓
国
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
か
ら
、

近
代
化
に
失
敗
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、「
勤
勉
」
と
道
徳
を
直
結
さ
せ
る
の
は
問
題
だ
。
人
は
、
金
銭
的

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
勤
勉
に
な
れ
る
。
か
つ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
イ
ギ

リ
ス
で
「
貧
困
必
要
悪
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
人
々
は
貧
困
と
い
う
惨
め

な
状
態
か
ら
逃
れ
た
い
か
ら
「
勤
勉
」
に
な
る
と
い
う
。
貧
困
と
い
う
状
態
が

な
け
れ
ば
、
人
は
怠
け
者
に
な
る
と
い
う
考
え
だ
。
社
会
的
行
動
は
、
制
度
的

枠
組
み
の
中
で
の
目
的
合
理
的
行
動
が
中
心
と
な
る
。
制
度
化
さ
れ
た
貧
困
か

ら
脱
出
す
る
た
め
に
は
、
勤
勉
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
制
度
的
規
範
を
逸
脱
し

て
「
犯
罪
」
に
走
る
と
い
う
選
択
も
十
分
あ
り
う
る
の
だ
。
あ
ま
り
、
行
動
か

ら
道
徳
や
宗
教
意
識
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
導
き
出
さ
な
い
方
が
、
健
全
な
社
会
科

学
的
思
考
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。

「
四
龍
」
の
経
済
的
成
功
に
つ
い
て
の
最
も
成
功
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
経
済

学
的
説
明
は
、
赤
松
要
が
戦
前
の
日
本
国
内
の
産
業
転
換
（
労
働
集
約
型
か
ら

資
本
集
約
型
へ
）
と
い
う
も
の
を
東
ア
ジ
ア
の
地
域
内
分
業
シ
ス
テ
ム
に
拡
大

し
た
、
雁
行
経
済
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
。
日
本
と
い
う
経
済
の
牽
引
者
が
、
労
働

集
約
的
な
産
業
（
繊
維
産
業
・
軽
工
業
な
ど
）
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
と
の
競
争
に
負
け
る
（
あ
る
い
は
競
争
か
ら
降
り
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

は
次
々
に
、
よ
り
資
本
集
約
的
な
産
業
（
Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
）
に
重
点
を
移
し
て

い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
中
国
の
経
済
成
長
も
こ
の
雁
行
モ
デ
ル
で
説

明
で
き
る
と
い
う
論
者
も
い
る
し
、
現
在
の
中
国
の
経
済
の
現
状
は
、
こ
の
モ

デ
ル
の
説
明
能
力
を
超
え
て
い
る
と
い
う
論
と
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

経
済
学
者
で
は
な
い
私
は
、
こ
の
よ
う
な
純
経
済
学
的
議
論
を
論
評
す
る
立

場
に
な
い
が
、
こ
の
地
域
内
分
業
シ
ス
テ
ム
論
だ
け
で
は
、
域
外
の
イ
ン
ド
の

急
速
な
経
済
成
長
を
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
二
〇
世
紀
の
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後
半
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
の
産
業
構
造
が
な
に
か
変
わ
っ
た
と
い
う
印
象

を
持
つ
。
そ
れ
は
、
自
由
に
世
界
を
移
動
す
る
資
本
と
人
材
で
あ
る
。
も
し
、

あ
る
国
に
そ
れ
ら
の
資
本
と
人
材
を
引
き
つ
け
る
拠
点
さ
え
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

経
済
成
長
の
起
爆
剤
に
な
り
う
る
の
が
、
こ
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
世
界
で
あ
り
、

一
国
主
義
的
な
発
展
を
強
い
ら
れ
た
一
九
世
紀
型
と
の
差
異
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
国
の
場
合
は
、
中
国
本
土
以
外
の
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
本
と
人
材
が

大
量
に
補
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
中
国
共
産
党
が
改
革

開
放
政
策
を
始
め
た
直
後
に
私
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

大
学
院
生
が
自
分
も
中
国
に
行
っ
て
近
代
化
に
貢
献
し
た
い
と
熱
心
に
語
っ
て

い
た
の
を
思
い
だ
す
。
最
初
に
、
中
国
沿
岸
部
に
市
場
経
済
を
持
ち
込
ん
だ
の

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・
台
湾
の
華
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
中
国
は
、
自
国
以

外
に
膨
大
な
数
の
「
中
国
人
」
と
い
う
人
材
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
（
イ
ン
ド
も
こ

の
よ
う
な
点
で
は
同
様
で
あ
る
）。
す
ば
や
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
国
民
国
家
を
造

り
上
げ
て
、
自
前
の
資
本
と
人
材
で
近
代
化
を
遂
げ
た
日
本
は
、
む
し
ろ
例
外

的
な
存
在
か
も
し
れ
な
い
。

４

後
発
者
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド

さ
て
、
私
が
こ
こ
で
提
出
し
た
い
考
え
は
、「la

te co
m
er’s freer

 
h
a
n
d

」
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
日
本
は
一
九
世
紀
最
後
のla

te co
m
er

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
〇
〇
年
経
っ
た
現
在
の
日
本
で
は
労
働
・
技
術
・
教

育
・
行
政
・
経
営
組
織
な
ど
に
、
過
去
の
「
し
が
ら
み
」

b
o
n
d

）
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
容
易
で
は
な
い
。
過
去
の
蓄
積
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
ま
ま
で
欠
点
だ
ら
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
当
然
、
過

去
の
蓄
積
の
中
に
は
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
過
去
の
重
み

が
足
か
せ

fetter

）
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
無
視
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
で
は
、

ま
だ
二
〇
年
ほ
ど
の
本
格
的
市
場
経
済
し
か
体
験
し
て
い
な
い
中
国
は
、
ど
の

よ
う
な
経
済－

社
会
シ
ス
テ
ム
を
選
び
取
る
か
、
そ
の
選
択
の
幅
は
広
い
。
そ

の
経
済
に
対
応
し
た
、
労
働
市
場
の
形
成
も
人
材
育
成
方
法
も
経
営
手
法
も
、

そ
の
選
択
の
幅
は
非
常
に
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。

多
分
、
西
欧
の
産
業
先
進
国
も
日
本
と
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
一
九
世
紀
、
あ
る
い
は
二
〇
世
紀
前
半
の
産
業
主
義
の
伝
統
が
な

い
分
だ
け
、
現
在
のla

te co
m
er

はfreer h
a
n
d

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。F

o
u
r d

ra
g
o
n
s

に
関
し
て
も
、
中
国
ほ
ど
で
は
な
く

と
も
経
済
に
関
す
る
選
択
の
幅
は
日
本
に
比
べ
た
ら
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
同
時

に
、
選
択
の
幅
が
広
い
と
い
う
こ
と
は
、
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。

日
本
の
経
営
者
が
中
国
の
経
営
者
か
ら
、「
日
本
は
社
会
主
義
だ
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
る
が
、
西
欧
と
日
本
の
産
業
化
は
、
国
外
に
共
産

主
義
国
が
あ
り
、
国
内
に
社
会
主
義
的
志
向
性
を
持
つ
有
力
政
党
が
あ
る
中
で

進
め
ら
れ
た
。
分
配
の
問
題
は
、「
共
産
主
義
」
を
国
是
と
す
る
中
国
よ
り
も

経
済
組
織
と
人
々
の
意
識
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
（
社
会
主
義
政
党
が
な

か
っ
た
珍
し
い
産
業
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
点
で
は
例
外
に
属
す
る
）。
日
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本
は
東
ア
ジ
ア
の
中
で
、
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
。
雁
行
モ
デ
ル
で
い
け

ば
、
日
本
は
ま
だ
、
東
ア
ジ
ア
経
済
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
先
端
的
な
産
業

分
野
を
切
り
開
き
な
が
ら
、
し
か
も
、la

te co
m
er’s freer h

a
n
d

を
持
つ

国
ほ
ど
自
由
度
が
な
い
。la

te co
m
er’s freer h

a
n
d

を
持
つ
中
国
や
韓
国

や
台
湾
な
ど
は
、
日
本
よ
り
自
由
に
最
先
端
と
思
わ
れ
る
労
働
形
態
や
教
育
、

あ
る
い
は
経
営
形
態
を
選
び
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
は
か
つ
て
はla

te co
m
er

と
し
て
の
立
場
を
、
ド
イ
ツ
と
共
に
最
も

有
効
活
用
し
た
国
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
そ
う
で
は
な
い
。
自
力
で
「
雁
行
」

の
先
頭
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
、
同
時
に
世
界
か
ら
最
も
効
率
的
な
経
済
シ

ス
テ
ム
を
選
び
取
る
高
いfree h

a
n
d

を
持
つ
経
済
的
ラ
イ
バ
ル
が
キ
ャ
ッ

チ
・
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
家
が
結
果
の
平
等
を
国
是
と
し
な
が
ら
も
、
い
ち
早
く
経
済
成
長
を
遂
げ

る
た
め
に
は
八
〇
年
代
以
降
の
中
国
は

free h
a
n
d

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
八
年
一
二
月
に
鄧
小
平
が
改
革
開
放
政
策
を
指
示
す
る

前
か
ら
、
中
国
で
は
外
国
に
留
学
生
を
送
り
出
す
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。
行

き
先
は
、
日
本
を
含
め
て
西
欧
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
が
、

使
節
団
ま
で
派
遣
し
て
積
極
的
な
外
交
を
し
た
ア
メ
リ
カ
が
最
大
の
受
入
国
と

な
っ
た
（C

h
in
ese
 
S
tu
d
en
ts E

n
cou

n
ter
 
A
m
erica

,
b
y
 
Q
ia
n
 
N
in
g
,
tra
n
-

sla
ted

 
b
y
 
T
.K
.
C
h
u
,
2002,

U
n
iv
e
rsity

 
o
f W

a
sh
in
g
to
n
 
P
re
ss.

p
p
.
7
-

11

）。
最
初
の
中
国
人
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
五
〇
人
が
出
発
し
た
（
中
国
側
は
五

〇
〇
人
の
留
学
生
派
遣
を
希
望
し
、
ア
メ
リ
カ
側
を
驚
か
せ
た
）
の
は
、
鄧
小
平

が
改
革
開
放
政
策
を
指
示
し
た
、
七
八
年
の
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
留
学

生
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
の
優
れ
た
科
学
と
技
術
を
学
習
し
て
く
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

留
学
と
い
う
事
業
は
、
常
に
リ
ス
ク
を
帯
び
て
い
る
。「
社
会
主
義
」
を
国

是
と
す
る
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
、
科
学
と
技
術
だ
け
を
学
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
、
政
治
思
想
も
生
活
意
識
も
、
同
時
に
学
ぶ
の
で
あ
る
。
清
朝
が

最
初
に
派
遣
し
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
生
も
、
こ
の
問
題
に
直
面
し
挫
折
し
た

過
去
が
あ
る
。
祖
国
へ
の
忠
誠
心
が
疑
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
安
門
事
件
の
後
で
、
中
国
の
留
学
政
策
は
一
度
、
変
更
さ
れ
る
が
、
黄
金

の
九
〇
年
代
の
繁
栄
を
謳
歌
す
る
ア
メ
リ
カ
の
魅
力
は
、
そ
れ
以
上
に
大
き
か

っ
た
。
ま
た
、
市
場
経
済
を
中
国
に
最
初
に
持
ち
込
ん
だ
華
人
た
ち
も
、
ア
メ

リ
カ
留
学
組
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
九
〇
年
代
の
後
半
ま
で
は
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
生
は
日
本
か
ら
が
最
大
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

中
国
・
イ
ン
ド
・
韓
国
が
急
速
に
増
加
さ
せ
、
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
は
、
第

一
位
は
中
国
（
五
九
、
九
三
九
人
）、
第
二
位
は
イ
ン
ド
（
五
四
、
六
六
四
人
）

で
、
日
本
は
第
三
位
、
四
位
は
韓
国
、
五
位
は
台
湾
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
人
の
留
学
生
は
学
部
生
が
多
い
の
に
、
中
国
・
イ
ン
ド
・
韓
国

は
大
学
院
生
の
留
学
が
そ
の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。
中
国
の
経
済
成
長
が

顕
著
に
な
る
に
従
っ
て
、
中
国
人
の
ア
メ
リ
カ
留
学
生
は
爆
発
的
に
増
え
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
働
く
中
国
人
留
学
生
で
、
経
営
者
・
管

理
職
・
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
が
六
万
人
ほ
ど
い
た
と
い
わ
れ
て
い
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る
。
こ
れ
ら
の
、
最
先
端
の
科
学
技
術
や
経
営
手
法
を
身
に
つ
け
た
中
国
人
が
、

続
々
と
帰
国
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
し
た
り
、
大
学
教
育
で
人
材

の
育
成
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
中
国
は
最
も
結
果
の
平
等
と
い

う
志
向
性
が
弱
い
ア
メ
リ
カ
を
経
済
モ
デ
ル
と
し
て
選
び
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。

中
国
で
は
、
国
内
の
有
力
大
学
に
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
が
導
入
さ
れ
、
激
し
い
競
争

が
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
日
本
的
経
済
運
営
の
中
で
、
日
本
的
流
儀
を
貫
こ
う
と
す
る
傾

向
を
捨
て
き
れ
な
い
。
日
本
の
大
企
業
で
は
、
八
〇
年
代
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ

Ｂ
Ａ
を
取
得
す
る
た
め
に
社
員
を
派
遣
し
た
が
、
帰
国
後
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
者
に

対
す
る
処
遇
は
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
経
営
管
理
の
専
門
家

が
個
別
の
企
業
の
文
化
を
越
え
て
有
用
だ
と
は
、
日
本
人
に
は
信
じ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
的
に
成
功
し
た
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
式
の
経
営
文
化

の
導
入
に
は
懐
疑
的
で
あ
り
続
け
た
。
現
在
の
日
本
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
の
コ

ー
ス
を
設
置
し
た
大
学
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
企
業
の
中
に
ど
の
よ
う
に
吸

収
さ
れ
る
か
ま
だ
は
っ
き
り
し
な
い
。
私
は
、
出
来
る
だ
け
日
本
の
流
儀
を
守

る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
大
競
争
の
時
代
に
負
け
な
い
た
め
に
は
、
従
来
の
方
法

の
非
効
率
な
部
分
は
ど
こ
な
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
国
に
は
ア

メ
リ
カ
的
経
済
運
営
に
対
す
る
「
抵
抗
勢
力
」
は
、
結
果
の
平
等
を
求
め
る
保

守
派
（
人
民
解
放
軍
が
そ
の
中
心
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
）
以
外
に
は
い
な
か
っ
た
。

中
国
は
国
是
と
し
て
は
、「
結
果
の
平
等
」
の
理
念
を
掲
げ
な
が
ら
、
最
も

そ
の
よ
う
な
風
土
か
ら
遠
い
ア
メ
リ
カ
の
経
済
手
法
を
導
入
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
は
た
し
て
中
国
の
長
期
的
な
経
済
成
長
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

５

中
国
階
層
構
造
の
現
在

二
〇
〇
一
年
、
中
国
共
産
党
の
創
立
八
十
周
年
記
念
大
会
で
、
江
沢
民
総
書

記
は
「
私
企
業
経
営
者
」
の
共
産
党
入
党
を
認
め
る
演
説
を
し
た
。
翌
年
、
中

国
社
会
科
学
院
社
会
学
研
究
所
は
『
当
代
中
国
社
会
階
層
研
究
報
告
』
を
刊
行

し
た
（
す
ぐ
に
発
行
禁
止
に
な
っ
た
が
）。
こ
の
研
究
報
告
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社

会
階
層
研
究
の
手
法
を
使
っ
た
実
証
的
「
社
会
階
層
」
研
究
で
あ
る
。
中
国
で

は
「
階
級
」
は
「
労
働
者
階
級
」
と
「
農
民
階
級
」
と
「
知
識
人
階
層
」
と
い

う
「
二
大
階
級
一
階
層
」
し
か
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
報
告
書
で
は
、
一
〇
の
「
階
層
」
に
区
分
し
、
五
つ
の
「
社
会
等
級
」
に
分

け
た
。

中
国
の
社
会
階
層

社
会
等
級

主
要
職
業

推
定
世
帯
年
収

上

国
家
社
会
管
理
者
・
大
企
業
の
経
営
幹
部

100
万
元
以
上

160
万
円
以
上
）

中
上

専
門
技
術
員
・
私
営
企
業
家

61
万
元

96
万
〜
160
万
円
）

中
中

一
般
事
務
員
・
個
人
事
業
者

46
万
元

64
万
〜
96
万
円
）

中
下

サ
ー
ビ
ス
業
就
労
者
・
産
業
労
働
者

24
万
元

32
万
〜
64
万
円
）

下

農
業
就
労
者
・
失
業
者
・
無
職

２
万
元
未
満

32
万
円
未
満
）

133

東アジアのモザイック・ユニット



党
や
政
府
の
「
政
治
的
資
源
」
と
生
産
手
段
を
持
つ
「
経
済
的
資
源
」
と
専

門
的
知
識
を
持
つ
「
文
化
資
源
」
を
骨
格
に
、
こ
の
調
査
・
分
析
は
な
さ
れ
て

い
る
。「
社
会
等
級
」
の
「
上
」
と
し
て
「
国
家
社
会
管
理
者
」
と
「
大
企
業

の
経
営
幹
部
」
が
お
り
、「
中
上
」
と
し
て
「
専
門
技
術
員
・
私
営
企
業
家
」

が
い
る
。
こ
の
推
定
収
入
を
素
直
に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
二
五－

三

五
歳
の
年
齢
層
が
、
四
〇
歳
以
上
よ
り
収
入
が
多
い
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
。

こ
の
年
齢
層
ほ
ど
高
学
歴
で
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
や
外
資
系
の
企
業
に
勤
め
て
い

る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。「
中
上
」
の
「
専
門
技
術
員
」
の
中
に
は
、
留

学
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
やP

h
.D
.

を
持
っ
た
者
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

別
の
報
告
に
よ
る
と
、「
私
営
企
業
家
」
は
だ
ん
だ
ん
高
学
歴
化
（
一
九
九

三
年
は
大
卒
は
一
六
％
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は
三
三
％
）
し
、
私
営
企
業

家
の
う
ち
政
府
機
関
の
幹
部
の
経
験
者
が
三
分
の
一
、
共
産
党
員
が
三
〇
％
で

あ
る
。
私
営
企
業
家
で
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
共
産
党
に
入
党
し
た
者
の
圧
倒
的

多
数
は
、
国
有
企
業
の
共
産
党
幹
部
が
企
業
を
私
有
化
し
て
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

た
者
た
ち
で
あ
っ
た
（
清
水
美
和
『
中
国
「
新
富
人
」
支
配－

み
こ
ま
れ
る
共

産
党
国
家－

』
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）。「
政
治
的
資
源
」
を
利
用
し
て
「
経
済

的
資
源
」
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
産
党
や
政
府
官
僚
が
そ
の
立

場
を
利
用
し
て
、
経
済
的
特
権
層
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

中
国
国
内
で
も
、
ご
く
一
部
の
高
額
所
得
者
層
と
そ
の
他
の
「
階
層
」
と
の

「
断
裂
」
を
指
摘
す
る
研
究
者
も
多
い
。
メ
デ
ィ
ア
統
制
の
強
い
中
国
で
も
、

貧
富
の
差
に
対
す
る
言
及
は
か
な
り
公
然
と
な
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
の
友
人

の
話
で
は
、
貧
富
の
差
を
作
り
出
し
て
い
る
原
因
が
共
産
党
だ
と
明
示
し
な
い

限
り
、
か
な
り
自
由
な
言
論
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
認
め
ざ
る
を
得
な

い
ほ
ど
、
そ
れ
は
社
会
的
に
隠
し
よ
う
の
な
い
現
象
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

中
国
に
お
け
る
経
済
的
不
平
等
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
ジ
ニ
ー
係
数
が
、
開

放
開
始
時
点
で
〇
・
二
以
下
だ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
〇
・
四
五
八
と

な
り
、
不
平
等
化
が
ア
メ
リ
カ
を
超
え
た
（
〇
・
四
一
二
）
と
い
う
。
経
済
的

繁
栄
の
著
し
い
都
市
部
だ
け
で
見
て
も
、
人
口
の
上
位
一
〇
％
に
よ
る
保
有
が

全
資
産
の
四
五
％
を
占
め
て
い
る
（
デ
ー
タ
の
基
は
中
国
財
務
省
、「
中
国
新
聞

ネ
ッ
ト
」）。
二
〇
〇
四
年
の
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
北
京
支
社
の
報

告
で
は
、
人
口
の
〇
・
五
％
以
下
の
家
庭
が
全
世
帯
の
富
の
六
〇
％
を
保
有
し
、

不
平
等
の
率
は
ア
メ
リ
カ
の
一
〇
倍
に
達
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、
中

国
の
階
層
問
題
に
は
触
れ
な
い
。
信
頼
に
値
す
る
デ
ー
タ
が
少
な
い
の
で
、
こ

こ
で
は
、「
新
富
人
」
と
呼
ば
れ
るn

ew
 
rich

に
よ
る
、
著
し
い
富
の
蓄
積

が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
、
中
国
沿
岸
部

の
特
定
の
都
市
部
で
は
五
〇
〇
〇
万
人
近
く
の
上
流
・
中
流
層
が
形
成
さ
れ
、

日
本
と
変
わ
ら
な
い
か
、
そ
れ
以
上
の
豊
か
な
消
費
生
活
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

さ
ら
に
、
一
部
の
巨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
富
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
投
資
資
本

と
し
て
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
と
い
う
。W

orld
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ealth
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に
よ
れ
ば
、
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上
の
「
投
資
資
産
」

fin
a
n
-
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a
sset w

ea
lth

）
保
有
者
は
世
界
中
で
七
七
〇
万
人
に
達
し
、
こ
れ
は
二

〇
〇
二
年
よ
り
も
七
・
五
％
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
額
の
総
計
は
二
八
・
八
兆

ド
ル
で
、
七
・
七
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
米
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
（
特
に

中
国
と
イ
ン
ド
）
で
の
予
想
以
上
の
富
の
蓄
積
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
レ

ポ
ー
ト
は
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
、
毎
年

七
％
の
増
加
が
見
込
め
、
そ
の
年
に
は
四
〇
・
七
兆
ド
ル
を
超
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
デ
ー
タ
で
は
、
経
済
成
長
が
著
し
い
中
国
と
イ
ン
ド

が
、
そ
の
一
角
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
『
分
断
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
』

W
h
o
 
are

 
w
e
?,
2004

）
の

中
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
エ
リ
ー
ト
ほ
ど
「
国
家
」
と
い
う
意
識
が
な
く
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
超
階
級
」
と
い
う
も
の
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（
ダ
ボ
ス
人
・

ゴ
ー
ル
ド
カ
ラ
ー
・
コ
ス
モ
ク
ラ
ッ
トetc

と
い
っ
た
表
現
も
あ
る
）。
彼
ら
は
、
国

際
組
織
の
事
務
官
僚
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
幹
部
・
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
起
業
家

な
ど
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
世
界
で
二
〇
〇
〇
万
人
い
て
、

四
〇
％
が
ア
メ
リ
カ
人
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
全
人
口
の
四
％
を
占
め

る
と
い
う
。
こ
の
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
超
階
級
」
は
二
〇
一
〇
年
に
は
二
倍
の

サ
イ
ズ
に
ま
で
拡
大
す
る
だ
ろ
う
と
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
予
想
し
て
い
る
が
、

彼
ら
は
「
国
へ
の
忠
誠
は
ほ
と
ん
ど
必
要
と
せ
ず
、
国
の
境
界
線
は
幸
い
に
も

消
滅
し
つ
つ
あ
る
障
害
物
だ
と
考
え
、
各
国
の
政
府
は
過
去
の
遺
物
で
あ
り
、

そ
の
機
能
で
唯
一
役
立
つ
の
は
エ
リ
ー
ト
の
世
界
的
な
活
動
の
便
宜
を
は
か
る

こ
と
だ
け
だ
と
考
え
て
い
る
」（p

. 374

）
と
指
摘
す
る
。

富
・
収
入
の
二
極
化
に
よ
る
「
社
会
の
分
裂
」
か
、
言
語
や
文
化
的
伝
統
の

無
視
に
よ
る
「
文
化
的
な
分
裂
」
か
。
あ
る
い
は
両
者
の
共
鳴
作
用
に
よ
る
、

社
会
的
緊
張
の
増
大
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
衰
退
」
や

「
社
会
の
二
極
分
解
」
や
「
貧
困
層
の
増
大
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

６

モ
ザ
イ
ッ
ク
模
様
の
東
ア
ジ
ア

日
本
の
近
代
化
の
観
点
か
ら
中
国
の
経
済
成
長
を
振
り
返
る
と
、「
経
済
」

と
「
社
会
」
の
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
経

済
成
長
は
、
農
村
の
労
働
力
の
質
的
向
上
、
都
市
化
や
教
育
の
普
及
、
交
通
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
整
備
な
ど
、
社
会
の
近
代
化
の
帰
結
と
し
て
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
的
相
互
依
存
の
程
度
が
低
か
っ
た
「
初
期
的
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
中
で
の
孤
立
的
近
代
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
功
の
た
め
に

は
、「
前
近
代
的
成
熟
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
短
期
間
の
う
ち
に
国
民
国
家

を
造
り
上
げ
（
国
の
サ
イ
ズ
も
重
要
だ
と
思
う
）、
政
治
的
安
定
を
保
ち
な
が
ら

一
九
世
紀
のla

te co
m
er

と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
世
紀
後
半
の
「
近
代
的
経
済
成
長
」
で
は
、
世
界
を

駆
け
巡
る
資
本
と
技
術
と
、
経
済
の
国
際
分
業
、
さ
ら
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ

ベ
ル
の
人
材
の
補
給
に
よ
り
、
中
国
の
場
合
に
見
た
よ
う
に
「
経
済
成
長
」
の

突
然
と
も
い
う
べ
き
到
来
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
、
そ
れ
に
見
合
う
法
体
系
の

整
備
や
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
労
働
力
の
質
的
向
上
な
ど
が
後
追
い
を
し
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て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
は
東
ア
ジ
ア
の
経
済
的
繁
栄
と
い
う
地
域
全

体
の
盛
り
上
が
り
の
中
で
、
最
後
のla

te co
m
er

と
し
て
出
発
し
た
。
こ
の

ペ
ー
パ
ー
で
は
検
討
し
な
か
っ
た
イ
ン
ド
の
急
速
な
経
済
発
展
も
、
同
じ
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
の
方
向
の
ま
ま
で
中
国
が
成
熟
し
た
工
業
国
に
な
る
た
め
に
は
、
非
効
率

的
で
分
散
的
な
農
村
を
都
市
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
一

〇
〇－

四
〇
〇
万
の
人
口
の
都
市
を
数
多
く
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
中

国
の
知
的
指
導
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
今
後
の
中
国
経
済
成
長
の
鍵
を
握

る
都
市
化
」
中
国
経
済
改
革
研
究
基
金
会
国
民
経
済
研
究
所
）。
そ
の
た
め
に
は
莫

大
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
資
金
的
に
は
問
題
が
な
く
て
も
、
大

規
模
な
土
木
工
事
を
数
多
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
中
国
の
国
土
は
そ
の
環

境
負
荷
に
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
の
側
面
も
問
題
だ
が
、
自
由
な
労
働
力
の
「
国
内
移

動
」
を
厳
し
く
制
限
し
て
い
る
「
民
籍
」
の
存
在
は
、
ま
だ
中
国
に
は
均
質
の

国
民
と
い
う
も
の
が
成
立
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
清
朝
と
い
う
帝
国
の
崩
壊
後
、
中
国
は
国
民
国
家
を
目
指
し
て
努

力
し
て
き
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
余
に
及
ぶ
帝
国
支
配
を
続
け
た
体
制
が
、
し
か

も
広
大
な
領
域
と
膨
大
な
人
口
を
抱
え
な
が
ら
、
国
民
国
家
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
は
可
能
な
試
み
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
パ
ッ
チ
・
ワ
ー
ク
的
に
見
え
る
中
国
の

経
済
成
長
は
、
も
う
少
し
長
期
的
な
視
野
で
見
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
世
紀
後
半
の
「
近
代
的
経
済
成
長
」
は
、
最
初
に
経
済
成
長
が
あ
り
、
そ

の
後
、
社
会
の
広
範
な
近
代
化
に
突
き
進
む
と
い
う
、
日
本
の
近
代
化
が
た
ど

っ
た
道
と
異
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
も
と
に
あ
る
。

政
治
的
近
代
化
が
な
に
を
意
味
す
る
の
か
、
簡
単
な
定
義
を
与
え
る
の
は
困

難
だ
が
、
韓
国
・
台
湾
の
よ
う
に
、
開
発
独
裁
型
か
ら
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代

を
達
成
し
た
国
が
東
ア
ジ
ア
に
は
あ
る
。
経
済
が
一
定
程
度
の
成
熟
を
見
せ
れ

ば
、
政
治
の
近
代
化
が
達
成
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
確
か
な
こ
と
は
誰
に
も
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
性
急
な
政
治
的
改
革
は
危
険
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
、

急
進
的
な
政
治
的
近
代
化
（
イ
ギ
リ
ス
型
の
議
会
制
度
の
導
入
）
を
実
行
し
よ
う

と
し
た
一
派
が
い
た
が
、
賢
明
に
も
そ
れ
は
排
除
さ
れ
た
（
明
治
一
四
年
の
政

変
）。
社
会
の
成
熟
と
合
致
す
る
形
で
し
か
政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
革
は
う
ま
く

機
能
し
な
い
。

東
ア
ジ
ア
で
は
、
文
化
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
系
譜
を
異
に
す
る
が
、
一
定
水
準

の
経
済
的
繁
栄
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
。
私
は
経
済
的
な
相
互
依
存
度
が
こ
れ
だ

け
高
ま
っ
た
現
在
、
社
会
運
営
の
ベ
ク
ト
ル
は
違
っ
て
も
、
運
命
共
同
体
的
な

色
彩
を
強
め
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
政
治
の
問
題
は
、
経
済
の
成
長
と

合
わ
さ
っ
た
と
き
、
も
う
一
つ
の
厄
介
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
人
は
、
あ
る

い
は
国
民
は
、
経
済
的
に
成
功
す
る
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
自
ら

の
文
化
や
社
会
が
優
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
込
み
や
す
い
。
つ
ま
り
、
経
済

的
急
成
長
は
愛
国
主
義
を
生
み
や
す
い
。

日
本
の
近
代
化
は
、
こ
の
過
剰
な
愛
国
主
義
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
過
去
を

持
つ
。「
宗
教
」
が
精
神
的
な
核
に
な
り
に
く
い
東
ア
ジ
ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

136



の
形
を
取
っ
た
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
宗
教
の
代
理
役
を
果
た
し
て
し
ま

い
や
す
い
。
経
済
的
に
成
長
す
る
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
日
本
の
過
去
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
べ
き
は
、「
経
済
的
成
功
」
と
「
国
民
の

誇
り
」
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本

に
関
し
て
い
え
ば
、
経
済
的
に
は
東
ア
ジ
ア
で
一
国
繁
栄
的
な
状
態
が
過
ぎ
去

っ
た
。
日
本
人
に
は
「
日
本
だ
け
が
」
繁
栄
を
享
受
し
て
き
た
時
代
の
意
識
が

ま
だ
、
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
全
般
的
な
繁
栄
は
、
こ
の
地
域
で

の
日
本
の
相
対
的
な
経
済
的
地
位
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
だ

い
に
日
本
は
、
経
済
の
実
態
に
合
わ
せ
て
「
東
ア
ジ
ア
の
平
民
」
に
な
っ
て
い

く
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
は
と
も
に
危
う
い
土
台
の
上
に

立
っ
て
い
る
。
政
治
的
に
は
、
冷
戦
的
構
造
が
残
っ
て
い
る
。
愛
国
主
義
の
錯

綜
し
た
関
係
は
、
悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
さ
ら
に
や
や
こ
し

い
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
発
信
基
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で

は
、「
能
力
の
貴
族
制
」

a
risto

cra
cy
 
o
f ta

len
t

）と
呼
ば
れ
る
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
的
特
権
層
（
企
業
家
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
中
核
と
す
る
）
が
出

現
し
、
彼
ら
は
国
民
国
家
ア
メ
リ
カ
に
は
何
ら
責
任
感
を
覚
え
な
い
（C

h
ris-

to
p
h
e
r L

a
sc
h
,
T
h
e
 
R
ev
o
lt
 
o
f
 
th
e
 
E
lites

 
a
n
d
 
th
e
 
B
etra

ya
l
 
o
f

 
D
em
ocracy,

1995

）
と
い
う
。
こ
れ
は
、
保
守
派
の
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
と
同
様
の

指
摘
を
、
リ
ベ
ラ
ル
な
立
場
か
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
も
含
め
て
東
ア
ジ
ア
に
は
、
留
学
問
題
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
能
力
の

貴
族
制
」
が
広
範
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
海
の
プ
ー
ト
ン
の

富
人
地
区
に
住
む
人
々
の
意
識
と
行
動
は
、「
結
果
の
平
等
」
を
理
念
と
す
る

中
国
で
は
、
ど
の
よ
う
な
今
後
の
展
開
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
も
深
刻
だ

と
私
は
思
う
。
韓
国
で
も
反
米
意
識
の
台
頭
と
ア
メ
リ
カ
的
な
エ
リ
ー
ト
へ
の

憧
れ
は
、
虚
偽
意
識
と
い
う
も
の
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
的
民
主
主
義

を
唱
え
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
学
校
教
育
を
英
語
主
体
に
し
た
た
め
に
、
中

国
語
を
喋
れ
な
い
華
人
が
現
れ
て
い
る
。la

te co
m
er’s freer h

a
n
d

を
あ

ま
り
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
改
革
」
の
背
景
の
中

に
、
こ
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
抱
え
て
い
る
問
題
の
性
格
は
、
こ
れ
ほ
ど
地
理
的
に
近

接
し
て
い
て
も
、
か
な
り
異
質
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
初
頭
に
は
東
ア
ジ
ア
は
、

相
対
的
に
繁
栄
し
、
安
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
国
ど
う
し
の
交
流
・
交
易
が

少
な
く
、
そ
れ
が
東
ア
ジ
ア
世
界
の
安
定
的
秩
序
を
形
づ
く
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
今
や
、
東
ア
ジ
ア
の
民
は
も
う
古
き
よ
き
時
代
に
は
戻
れ
な
い
地
点
に
ま

で
来
て
し
ま
っ
た
。

私
は
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー
に
「
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
し
て
の
東
ア
ジ

ア
と
い
う
逆
説
的
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。
お
互
い
に
、
あ
る
部
分
で
は
文
化

的
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
繁
栄
を
共
有
し
つ
つ
あ
る
。「
地
域
」
と

し
て
の
文
化
交
流
の
歴
史
は
長
く
、
蓄
積
さ
れ
た
文
化
も
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
考
え
る
べ
き
土
台
は
あ
る
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
の
現
在
の
風
景
は
、
変

化
の
ベ
ク
ト
ル
、
内
部
に
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を
見
て
み
る
と
、
あ
ま
り
に
モ
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ザ
イ
ッ
ク
模
様
な
の
だ
。
私
は
、
社
会
の
体
質
や
文
化
の
違
い
の
レ
ベ
ル
で
の

異
質
性
を
言
い
募
る
つ
も
り
は
な
い
。
問
題
に
す
べ
き
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の
中
で
「
構
造
化
」
さ
れ
た
異
質
の
問
題
群
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
、「
文
明
」（
制
度
化
さ
れ
た
文
化
）
の
間
の
対
話
の
前
提
で
あ
る
と
思

う
。
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二
人
以
上
、
複
数
の
作
者
た
ち
が
交
互
に
作
品
を
続
け
て
完
成
さ
せ
る
連
歌

は
、
日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
高
度
に
発
達
し
て
、
時
代
を
代
表
す
る
文
学

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
入
っ
て
、
そ
の
大
衆
普
及
型
と
も
い
う
べ
き
俳

諧
（
連
句
と
通
称
さ
れ
る
）
に
押
さ
れ
て
衰
え
る
。
近
代
の
明
治
中
期
か
ら
は

連
歌
俳
諧
と
も
に
、
日
常
的
に
は
制
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

現
在
、
日
本
古
典
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
類
に
お
い
て
、
連
歌
に
は
一
冊

が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
巻
の
売
れ
ゆ
き
は
、
お
そ
ら
く

は
か
ば
か
し
い
も
の
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
大
衆
こ
ぞ
っ
て
連
歌
に
熱
中
し
た

中
世
の
状
況
と
は
お
お
い
に
隔
た
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

私
自
身
が
、
こ
う
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
連
歌
関
係
書
の
執
筆
者
の
ひ
と
り

で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
言
う
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
現
在
の
状
況
を
打
破
で
き

な
い
で
い
る
原
因
は
、
連
歌
研
究
者
の
側
に
も
あ
る
。
連
歌
は
文
芸
作
品
で
あ

る
が
、
そ
の
反
面
で
、
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ

て
言
葉
を
選
び
だ
し
組
み
立
て
る
と
い
う
、
言
語
ゲ
ー
ム
の
性
格
も
持
っ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
連
歌
研
究
者
、
連
歌
解
説
書
の
執
筆
者
が
、
そ
の
ル
ー
ル
を

知
悉
し
て
い
る
と
は
、
と
う
て
い
言
い
が
た
い
。

ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
解
説
者
が
ゲ
ー
ム
を
「
解
説
」
し
た
と
し
て
、
そ
の
説

明
は
、
面
白
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
先
ず
、
ル
ー
ル
を
明
確
に
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
考
え
て
、
私
は
先
年
、「
連
歌
新
式
の
世
界
」
を
発
表
し
た

（「
国
語
国
文
」
一
九
九
六
年
五
月
号
）。
そ
こ
に
お
い
て
私
は
、
こ
の
「
網
の
目

の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ル
ー
ル
」
の
姿
を
図
示
す
る
こ
と
に
、
ほ
ぼ
成

功
し
た
と
考
え
て
い
る
。

発
表
以
降
の
十
年
に
お
い
て
、
こ
の
ル
ー
ル
図
に
基
づ
い
て
連
歌
を
理
解
す

る
試
み
は
次
第
に
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本

の
各
地
で
再
興
し
た
連
歌
制
作
の
現
場
で
も
、
ほ
ぼ
、
こ
の
ル
ー
ル
図
が
参
照

さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
ル
ー
ル
図
の
中
心
部
分
を
掲
載
す
る
（
図
１
）。

連
歌
の
「
詠
み
方
」
と
「
読
み
方
」

宗
祇
一
座
『
水
無
瀬
三
吟
』『
湯
山
三
吟
』
を
矩
と
し
て

光

田

和

伸
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図１ ルール図
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こ
の
図
は
十
四
世
紀
半
ば
に
二
條
良
基
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
数

度
に
わ
た
っ
て
改
訂
増
補
さ
れ
た
「
連
歌
新
式
」
の
ル
ー
ル
を
解
析
し
て
、
図

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
連
歌
新
式
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
は
連
歌
の
ル
ー
ル
の
基
本
を
「
部
立
て
」

「
句
数
」「
句
去
り
」
の
三
本
立
て
と
す
る
。「
部
立
て
」
は
使
用
素
材
の
分
類

で
あ
り
、
自
然
と
人
事
を
十
七
に
分
類
し
、
こ
れ
ら
を
胎
蔵
界
曼
陀
羅
型
に
配

置
し
、
自
然
と
人
事
と
を
照
応
さ
せ
る
。「
句
数
」
は
素
材
ご
と
に
定
め
る
、

連
続
使
用
可
能
数
で
あ
っ
て
、「
部
立
て
」
の
十
七
素
材
を
中
心
に
、
四
季
四

を
加
え
て
、
こ
れ
を
金
剛
界
曼
陀
羅
型
に
再
構
成
す
る
。

こ
の
、「
部
立
て
」「
句
数
」
に
お
い
て
配
置
さ
れ
る
素
材
語
彙
が
、
そ
れ
ぞ

れ
胎
蔵
界
、
金
剛
界
の
両
界
曼
陀
羅
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
世
の
素
材
、「
も
の
」
は
、
無
秩
序
に
こ
ろ
が
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。「
も
の
」
す
な
わ
ち
「
こ
と
ば
」
は
、
大
日
如
来
と
い
う

仏
を
中
心
と
す
る
世
界
秩
序
か
ら
授
か
っ
て
、
表
現
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
だ
。

も
と
よ
り
、
中
世
で
は
「
神
」
も
仏
の
あ
ら
わ
れ
方
の
一
つ
で
あ
る
。

「
部
立
て
」
に
お
い
て
は
、
天
然
界
と
人
間
界
と
が
照
応
し
て
い
る
と
い
う
考

え
方
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ひ
と
の
生
活
と
心
は
、
す
べ
て
宇
宙

の
反
映
で
あ
っ
て
、
ひ
と
は
そ
の
こ
と
に
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
歌
作
品
は
懐
紙
に
独
特
の
形
式
で
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
ル
ー
ル
図
を
懐
紙

に
取
り
入
れ
て
、
図
２
、
図
３
の
よ
う
な
連
歌
の
解
析
シ
ー
ト
を
作
る
こ
と
が

理
解
の
基
本
と
な
る
。
例
は
「
水
無
瀬
三
吟
」「
湯
山
三
吟
」
初
折
で
あ
る
。

【
①
②
光
物
・
時
分
】
と
【

神
祇
・
釈
教
】
は
互
い
に
照
応
す
る
。
同
じ

よ
う
に
、【
③
④
聳
物
・
降
物
】
と
【

恋
・
述
懐
】、【
⑤
⑥
山
類
・
水
辺
】

と
【

旅
・
名
所
】、【
⑦
⑧
動
物
・
植
物
】
と
【
⑩

居
所
・
衣
装
】
は
、

そ
れ
ぞ
れ
照
応
す
る
素
材
で
あ
る
。
ひ
と
の
心
の
内
と
外
と
は
、
つ
ね
に
照
応

し
て
い
る
。
連
歌
は
、
こ
の
考
え
方
を
基
本
に
、
自
在
に
心
の
内
と
外
と
を
行

き
来
し
、
ま
た
他
者
と
自
己
の
心
を
往
復
す
る
文
芸
な
の
で
あ
る
。

正
岡
子
規
は
か
つ
て
、
連
歌
俳
諧
に
は
統
一
す
る
主
題
が
存
在
し
な
い
と
断

じ
て
、
し
た
が
っ
て
連
歌
俳
諧
は
新
時
代
の
文
学
た
る
に
値
し
な
い
と
い
う
趣

旨
の
発
言
を
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の
統
一
と
調
和
を
信
頼
し
、
互
い
の
心
に

自
在
に
出
入
り
し
て
、
心
と
心
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
あ
う
こ
と
こ
そ
、
連
歌

形
式
の
文
芸
の
「
統
一
主
題
」
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、【
③
④
聳
物
・
降
物
】
と
【

恋
・
述
懐
】
と
が
照
応
し
あ

う
と
い
う
点
に
注
目
し
て
み
よ
う
。「
水
無
瀬
三
吟
」「
湯
山
三
吟
」
と
も
に

【

恋
・
述
懐
】
を
素
材
と
し
て
扱
う
句
の
前
後
に
は
、
極
め
て
高
い
確
率

で
、【
③
④
聳
物
・
降
物
】
を
素
材
と
す
る
句
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ゲ
ー
ム
の
流
れ
か
ら
言
え
ば
、【
③
④
聳
物
・
降
物
】
を
素
材
と
す
る

句
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
、【

恋
・
述
懐
】
の
句
へ
の
誘
い
で
あ
る
。
ま
た

【

恋
・
述
懐
】
の
句
の
シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
り
は
【
③
④
聳
物
・
降
物
】
の

句
を
だ
せ
ば
、
一
同
み
な
、
心
や
す
ら
か
に
納
得
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
雨
・
雪
・
霧
・
煙
」
と
「
恋
・
つ
ら
さ
」
と
の
照
応
は
「
雨
の
慕
情
」「
な
ご

り
雪
」「
夜
霧
の
し
の
び
逢
い
」
な
ど
、
現
代
の
歌
謡
に
も
見
ら
れ
る
。
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図
２

図
３
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こ
こ
ま
で
は
、
素
材
の
分
析
か
ら
宗
祇
連
歌
を
見
て
き
た
。
素
材
の
む
ら
の

な
い
分
散
と
そ
の
配
置
の
調
和
が
、
宗
祇
連
歌
の
特
色
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
の
句
に
ど
の
よ
う
な
素
材
を
扱
う
か
は
、
熟
達
し
た
作
者
た
ち
に
は
、
ほ
ぼ

見
通
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
、
一
流
の
棋
士
た
ち
に
は
何
十
手
先

ま
で
も
読
め
て
い
る
こ
と
に
似
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
偶
然
の
一
致
で
は

な
く
て
、
そ
も
そ
も
十
三
世
紀
半
ば
に
連
歌
本
式
と
い
う
新
ル
ー
ル
が
成
立
す

る
に
あ
た
り
、
よ
り
前
代
の
賦
物
連
歌
の
ル
ー
ル
に
、
将
棋
の
ル
ー
ル
を
援
用

し
て
新
ル
ー
ル
を
工
夫
し
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
ま
た
、
先
に
「
網
の

目
の
よ
う
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ル
ー
ル
」
が
連
歌
の
特
徴
で
あ
る
と
書
い
た

際
に
、
茶
の
湯
を
連
想
し
た
読
者
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
偶
然
の

一
致
で
は
な
く
、
十
四
世
紀
半
ば
に
連
歌
新
式
に
よ
っ
て
完
成
し
た
連
歌
の
シ

ス
テ
ム
を
ほ
ぼ
二
百
年
遅
れ
で
茶
の
湯
が
受
け
継
い
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

初
期
の
有
力
茶
人
は
み
な
連
歌
師
な
い
し
連
歌
の
数
寄
者
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

だ
が
、
こ
う
し
て
、
素
材
に
基
づ
く
連
歌
の
ル
ー
ル
を
再
建
し
、
こ
れ
に
従

っ
て
宗
祇
た
ち
の
連
歌
を
読
み
解
い
て
い
る
と
、
ど
う
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ
て
く
る
。
ま
た
、
多
方
面
か
ら
「
こ
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
連
歌
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
見
て
く
だ
さ
い
」
と
持
っ
て
来

ら
れ
る
現
代
の
連
歌
作
品
を
読
ま
せ
て
も
ら
う
と
、
そ
れ
は
宗
祇
の
連
歌
と
は

遠
く
は
な
れ
た
、
ま
る
で
別
物
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
古
典
の
造

詣
の
不
足
と
か
、
古
語
へ
の
熟
達
が
足
り
な
い
と
い
う
要
素
は
仕
方
が
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
割
り
引
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
圧
倒
的
に
、
現
代
の
連

図
４

144



歌
は
宗
祇
の
連
歌
と
は
「
別
物
」
な
の
で
あ
る
。
似
て
も
似
つ
か
な
い
、
と
い

う
印
象
さ
え
受
け
る
。
こ
れ
は
、
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
と
き
、
現
代
の
連
歌
に
は
、「
疑
い
の
表
現
」
や
「
打
消
（
否
定
）
の

表
現
」
が
極
め
て
稀
に
し
か
現
れ
な
い
こ
と
に
私
は
気
づ
い
た
。
連
歌
は
対
話

で
進
行
す
る
は
ず
な
の
だ
が
、
現
代
の
日
本
人
は
、
相
手
の
言
う
こ
と
に
疑
問

や
否
定
を
表
明
す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
相
手
の
話
の
腰
を
折
る
こ
と
を
避
け
よ

う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
Ａ
の
作
者
の
主
張
に
Ｂ
の
作
者
の
主
張
が
重
ね
ら
れ
、

そ
の
ど
れ
も
が
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
嚙
み
合
う
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、
言
い
っ

ぱ
な
し
で
先
へ
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
現
象
が
お
こ
る
。
宗
祇
の
連
歌
で
は
疑
い

や
打
消
の
表
現
が
極
め
て
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
話
が
深
め
ら
れ
て
次
の
世

界
が
見
え
て
く
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
根
本
の
精
神
が
異

な
っ
て
い
る
。

句
材
（
句
を
構
成
す
る
素
材
）
分
析
だ
け
で
は
だ
め
で
あ
る
。
句
法
（
句
の
仕

立
て
方
）
の
分
析
も
併
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、
宗

祇
連
歌
に
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
次
の
句
法
を
抜
き
出
し
て
項
目
化
し
た
。【
○

推
量
□
意
志
】【
○
願
望
□
誂
え
】【
○
命
令
■
禁
止
】【
●
疑
い
□
詠
嘆
】【
●

打
消
■
な
し
】【
●
限
定
■
条
件
】。
○
□
は
「
陽
」、
●
■
は
「
陰
」
を
示
す

色
分
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
憂
し
、
辛
し
」
な
ど
を
【
陰
影
語
彙
】
と
し
て

項
目
化
し
た
。
陰
影
語
彙
は
宗
祇
連
歌
で
は
頻
出
す
る
要
素
な
の
で
あ
る
が
、

現
代
の
作
品
で
は
出
現
が
稀
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
Ａ
【
○
音
□
匂
△
触
】
の

五
感
、
Ｂ
【
○
時
□
所
△
状
】
の
指
示
語
、
Ｃ
【
○
存
続
□
完
了
△
過
去
】
の

図
５
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時
制
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
（
図
４
、
図
５
）。
過
去
の
助
動

詞
の
「
き
」
は
、
恋
・
述
懐
、
そ
し
て
季
移
り
の
場
合
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
重
い
助
動
詞
で
あ
る
。
こ
れ
の
み

で
表
記
し
て
お
く
。

句
の
仕
立
て
方
の
違
い
に
は
、
こ
の
他
に
も
、
助
詞
の
分
析
か
ら
迫
る
方
法

が
あ
る
。
第
一
に
、
格
助
詞
「
の
・
に
」
と
係
助
詞
「
は
・
も
」
の
対
立
で
あ

る
。
格
助
詞
「
の
・
に
」
を
多
用
す
れ
ば
、
句
は
描
写
的
と
な
り
、
冷
静
な
語

り
の
調
子
に
近
づ
く
。
こ
れ
に
対
し
て
係
助
詞
「
は
・
も
」
を
多
用
す
れ
ば
、

句
は
主
情
的
と
な
る
。
宗
祇
連
歌
で
は
両
者
の
比
は
六
対
四
前
後
で
あ
る
が
、

現
代
の
連
歌
で
は
、
ほ
ぼ
九
対
一
前
後
で
あ
る
。
ま
た
係
助
詞
【
や
・
か
・

ぞ
・
こ
そ
】、
副
助
詞
【
だ
に
・
す
ら
・
さ
へ
・
の
み
・
な
ど
・
ば
か
り
・
し
】

も
主
情
性
を
強
め
る
語
彙
で
あ
る
。
こ
れ
も
宗
祇
連
歌
で
は
多
用
さ
れ
、
現
代

連
歌
で
は
使
用
が
稀
で
あ
る
。

連
歌
作
品
を
見
る
か
ぎ
り
、
現
代
の
人
間
は
、
宗
祇
た
ち
に
く
ら
べ
て
対
話

の
能
力
に
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
芸
能
の
漫
才
で
は
、「
な
ん

で
や
ね
ん
」（
疑
問
）、「
そ
ん
な
あ
ほ
な
」（
打
消
）、「
そ
ん
な
ら
ナ
ニ
か
」（
条

件
）
な
ど
の
受
け
方
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
う
ま
く
転
が
り
、
話
が

ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
。
対
話
の
方
法
論
は
ま
だ
生
き
て
い
て
、
そ
れ
が
現
代
の
人

間
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
は
な
お
有
効
で
あ
る
の
だ
が
、
文
芸
と
い
う
意
識
で

か
し
こ
ま
っ
て
し
ま
う
と
口
頭
に
の
ぼ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

以
上
の
よ
う
な
、
句
材
、
句
法
の
分
析
を
進
め
て
ゆ
け
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
興

味
深
い
事
実
が
発
見
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
紹
介
し
よ
う
。

雪

一

薄
雪
に
木
の
葉
色
こ
き
山
路
か
な

肖

柏

二

岩
も
と
す
す
き
冬
や
な
ほ
み
ん

宗

長

三

松
む
し
に
さ
そ
は
れ
そ
め
し
宿
出
で
て

宗

祇

四

さ
夜
ふ
け
け
り
な
袖
の
あ
き
風

肖

柏

露

五

露
さ
む
し
月
も
ひ
か
り
や
か
は
る
ら
ん

宗

長

六

お
も
ひ
も
な
れ
ぬ
野
辺
の
行
く
末

宗

祇

七

か
た
ら
ふ
も
は
か
な
の
友
や
た
び
の
空

肖

柏

雲

八

雲
を
し
る
べ
の
み
ね
の
は
る
け
さ

宗

長

一

憂
き
は
た
だ
鳥
を
う
ら
や
む
花
な
れ
や

宗

祇

二

身
を
な
さ
ば
や
の
あ
さ
ゆ
ふ
の
春

肖

柏

雪

三

故
郷
も
の
こ
ら
ず
き
ゆ
る
雪
を
み
て

宗

長

四

世
に
こ
そ
み
ち
は
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ

宗

祇

五

な
に
を
か
は
苔
の
た
も
と
に
恨
み
ま
し

肖

柏

六

す
め
ば
や
ま
が
つ
人
も
た
づ
ぬ
な

宗

長

湯
山
三
吟
の
冒
頭
で
あ
る
。
発
句
の
素
材
は
降
物
の
「
雪
」。
若
い
宗
長
の

付
句
は
、
脇
句
を
し
の
い
だ
あ
と
は
「
露
」（
降
物
）、「
雲
」（
聳
物
）、「
雪
」

（
降
物
）。
す
べ
て
「
雨
か
ん
む
り
」
の
素
材
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
こ

れ
は
発
句
の
印
象
を
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
、
未
練
の
わ
ざ
で
あ

146



る
。
緊
張
も
解
け
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
宗
祇
の
、「
世
に
こ
そ
み
ち
は
あ

ら
ま
ほ
し
け
れ
」
に
は
、
つ
い
に
し
び
れ
を
き
ら
し
て
宗
長
を
た
し
な
め
て
い

る
と
い
う
気
息
も
こ
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
宗
長
は
一
喝
を
受

け
て
み
ご
と
に
立
ち
直
っ
て
い
る
。

表

一

薄
雪
に
木
の
葉
色
こ
き
山
路
か
な

肖

柏

□
詠
嘆

二

岩
も
と
す
す
き
冬
や
な
ほ
み
ん

宗

長

●
疑
い

三

松
む
し
に
さ
そ
は
れ
そ
め
し
宿
出
で
て

宗

祇

四

さ
夜
ふ
け
け
り
な
袖
の
あ
き
風

肖

柏

□
詠
嘆

五

露
さ
む
し
月
も
ひ
か
り
や
か
は
る
ら
ん

宗

長

●
疑
い

六

お
も
ひ
も
な
れ
ぬ
野
辺
の
行
く
末

宗

祇

七

か
た
ら
ふ
も
は
か
な
の
友
や
た
び
の
空

肖

柏

□
詠
嘆

八

雲
を
し
る
べ
の
み
ね
の
は
る
け
さ

宗

長

□
詠
嘆

裏

一

憂
き
は
た
だ
鳥
を
う
ら
や
む
花
な
れ
や

宗

祇

●
疑
い

二

身
を
な
さ
ば
や
の
あ
さ
ゆ
ふ
の
春

肖

柏

三

故
郷
も
の
こ
ら
ず
き
ゆ
る
雪
を
み
て

宗

長

四

世
に
こ
そ
み
ち
は
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ

宗

祇

□
詠
嘆

五

な
に
を
か
は
苔
の
た
も
と
に
恨
み
ま
し

肖

柏

●
疑
い

六

す
め
ば
や
ま
が
つ
人
も
た
づ
ぬ
な

宗

長

七

名
も
し
ら
ぬ
草
木
の
も
と
に
跡
し
め
て

宗

祇

八

あ
は
れ
は
月
に
な
ほ
ぞ
そ
ひ
ゆ
く

肖

柏

□
詠
嘆

九

秋
の
夜
も
か
た
る
ま
く
ら
に
明
け
や
せ
ん

宗

長

●
疑
い

十

お
も
ひ
の
露
を
か
け
し
く
や
し
さ

宗

祇

□
詠
嘆

十
一

た
が
な
ら
ぬ
あ
だ
の
た
の
み
を
命
に
て

肖

柏

●
疑
い

十
二

さ
そ
ふ
つ
て
ま
つ
わ
び
人
ぞ
う
き

宗

長

□
詠
嘆

同
じ
く
湯
山
三
吟
の
冒
頭
二
十
句
の
展
開
で
あ
る
。「
係
り
結
び
」
な
ど
の

強
意
表
現
を
「
詠
嘆
」
の
う
ち
に
入
れ
て
分
析
す
る
と
、
疑
い
か
ら
詠
嘆
へ
の

四
句
セ
ッ
ト
を
反
復
し
て
気
分
を
高
揚
さ
せ
て
ゆ
く
さ
ま
が
見
て
と
れ
よ
う
。

「
疑
い
か
ら
詠
嘆
へ
の
螺
旋
回
廊
」
を
三
周
上
昇
し
た
の
ち
、
九
〜
十
二
の

恋
・
述
懐
世
界
へ
入
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
一
転
し
て
「
疑

い
と
詠
嘆
」
を
交
互
に
連
打
し
て
、
そ
の
昻
揚
を
持
続
す
る
展
開
で
あ
る
。

連
歌
の
一
句
の
留
め
方
（
句
末
表
現
）
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
第
一
に
、
現
代
で
「
体
言
留
め
」
と
一
括
さ
れ
る

と
き
の
、
そ
の
「
体
言
」
の
多
様
さ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
こ
と
」「
と
き
」

な
ど
の
形
式
的
体
言
、「
声
」「
け
は
ひ
」
な
ど
の
手
に
つ
か
み
え
な
い
「
体
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言
」、
そ
し
て
「
よ
ろ
こ
び
」「
さ
び
し
さ
」
な
ど
の
用
言
由
来
の
「
体
言
」

こ
れ
ら
を
、
た
と
え
ば
「
鶯
」「
松
」「
家
」
な
ど
の
純
然
た
る
体
言
（
手

に
つ
か
み
え
る
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
）
と
全
く
同
一
に
扱
う
こ
と
は
、
宗
祇
の

連
歌
を
味
わ
う
上
で
、
ど
う
も
し
っ
く
り
こ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
試
行

錯
誤
の
途
上
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
上
で
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら

も
二
分
し
て
、
前
者
を
「
体
言
の
虚
」
と
し
て
□
を
、
そ
し
て
後
者
を
「
体
言

の
実
」
と
し
て
■
を
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
表
示
し
た
方
が
実
態
に
近
い
よ
う

に
思
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
虚
実
の
ど
ち
ら
と
も
い
い
が
た
い
、
両
者
の
中
間
の
「
体

言
」
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
部
立
て
（
句
材
）
の
名
で
い

う
と
、
光
物
（
日
・
月
・
星
）、
時
分
（
朝
・
夕
・
夜
）、
聳
物
（
雲
・
霧
・
霞
）、

降
物
（
雨
・
雪
・
霰
）
に
属
す
る
単
語
で
あ
る
。
仮
に
「
天
上
語
」
と
名
づ
け

て
お
く
が
、
こ
れ
ら
を
更
に
別
立
て
と
す
る
三
分
法
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
は
、「
天
上
語
」
の
類
も
「
体
言
の
虚
」
に
含
め
て
表
示
す
る
。

句
末
語
が
用
言
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
る
。
句
末
が

用
言
の
連
体
形
、
已
然
形
、
命
令
形
で
あ
る
場
合
、
そ
こ
に
は
十
分
な
余
情
余

韻
が
発
生
す
る
。
従
っ
て
重
い
表
現
と
な
る
。

問
題
は
、
句
末
の
活
用
形
が
終
止
形
ま
た
は
連
用
形
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
そ
の
句
中
に
係
助
詞
ま
た
は
副
助
詞
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る

表
現
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
一
句
全
体
が
主
情
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で

句
の
終
わ
り
方
に
も
一
種
の
重
さ
が
生
じ
て
く
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の

場
合
に
は
、
句
末
語
を

で
表
記
す
る
。

し
か
し
、
句
末
の
用
言
の
活
用
形
が
終
止
形
ま
た
は
連
用
形
で
あ
り
、
し
か

も
そ
の
句
中
に
係
助
詞
ま
た
は
副
助
詞
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
類
す
る
表
現
の
ど

れ
も
含
ま
な
い
場
合
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
だ
「
終
わ

り
ま
す
」「
続
き
ま
す
」
と
言
い
放
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
あ
ま
り
に
軽
い
。

お
そ
ら
く
、
そ
の
た
め
に
忌
避
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
水
無
瀬
三
吟
、
湯
山
三

吟
の
二
百
句
を
通
し
て
、
わ
ず
か
に
四
例
（
宗
祇
一
、
肖
柏
〇
、
宗
長
三
）
し
か

使
わ
れ
な
い
。
解
析
シ
ー
ト
で
は
、
こ
れ
を
句
末
語
△
で
表
記
し
て
あ
る
。

最
後
に
、「
水
無
瀬
三
吟
」（
一
四
八
八
年
）、「
湯
山
三
吟
」（
一
四
九
一
年
）

の
両
三
吟
と
、
こ
れ
に
先
立
つ
二
條
良
基
晩
年
の
名
作
「
石
山
百
韻
」（
一
三

八
五
年
）、
後
年
の
明
智
光
秀
「
愛
宕
山
百
韻
」（
一
五
八
二
年
）
の
解
析
シ
ー

ト
を
付
載
し
て
お
く
。
宗
祇
連
歌
の
特
徴
と
し
て
見
て
き
た
こ
と
が
百
年
ほ
ど

前
の
「
石
山
百
韻
」
に
お
い
て
、
既
に
ど
こ
ま
で
芽
を
ふ
い
て
い
た
か
が
確
認

で
き
る
。
そ
し
て
百
年
ほ
ど
後
の
「
愛
宕
山
百
韻
」
に
お
い
て
は
、「
宗
祇
ら

し
さ
」
が
ど
れ
ほ
ど
衰
滅
に
向
か
っ
て
い
る
か
を
確
認
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
は
、

付
句
が
前
句
を
受
け
る
、
そ
の
受
け
方
に
お
い
て
、「
疑
い
」
や
「
打
消
」
を

伴
う
パ
タ
ー
ン
が
明
ら
か
に
減
っ
て
い
る
。
陰
影
語
類
の
使
用
も
乏
し
い
。
恋

句
に
な
る
と
、
そ
の
表
現
、
そ
の
句
数
と
も
に
、
そ
そ
く
さ
と
切
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
「
恋
下
手
」
の
印
象
も
あ
ら
わ
で
あ
る
。

連
歌
に
お
け
る
「
近
代
」
な
い
し
「
現
代
」
は
、
も
う
、
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ

て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
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early works are considered and analyzed to elucidate how his intellectual background as a
 

mystic influenced and almost determined his works on Islam.

Mosaic Units of East Asia:A New Perspective in a Global Age

 

SONODA Hidehiro

(International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)

Key Words； GLOBALIZATION, EAST ASIA, CIVILIZATION AND RELIGION, JAPANESE MODERNIZATION, EAST ASIAN
 

NETWORK THEORY, LATE COMER’S FREER HAND, MOSAIC PATTERN, DIALOGUE AMONG CIVILIZA-

TIONS

 

Globalization has brought about a shrinking of real-time distance, but this should not be
 

understood simply in terms of geographical relations. East Asian nations grouped together
 

because of geographic proximity, show differences in“development”with their particular inter-

nalized“mosaic patterns,”but at the same time they are becoming mutually interdependent.

Within this difference/dependence tension one can refer to each as a“mosaic unit.”The present
 

economic prosperity of China is no doubt a critical issue in the shifts seen in East Asia, and
 

the reasons for it need to be analyzed on the basis of a longer historical scale. To do this I
 

have reexamined the theories dealing with Japan’s modernization, and wish to add the perspec-

tive of the“late comers freer hand.”Also, one needs to take into account that the trend
 

toward globalization has caused societies and cultures to diverge within nation states. For any

“dialogue between civilizations”to be possible these conditions must be considered along with
 

an understanding of how the mosaic of East Asian nations are the result of a structuring proc-

ess between diverse types of problems.

On the Singing and Reading of Renga:

The  and  as Models
 

MITSUTA Kazunobu

(International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)

Key Words； SŌGI, MINASE SANGIN ,YUNOYAMA SANGIN , RENGA FORM, RENGA APPRECIATION

 

Minase sangin『水無瀬三吟』(1488)and Yunoyama sangin『湯山三吟』(1491), written by the
 

renga master Sogi 宗祇 (1421-1502)and his disciples, are widely regarded as two of the finest
 

works in the history of renga. However, what is it about these works that sets them apart? Is
 

there a way to concretely and subjectively discover what it is that is so special about these
 

two works of Sogi as compared with those that came before and after? By systematically
 

presenting the rules and analyzing the development of renga, this article will be a first attempt
 

to address this question.



cially from the Hokkekyo, the enlightening knowledge he obtained from his school education
 

and his meticulous observation of the nature, his compassion and sympathy towards the poor
 

and downtrodden farmers around his home town, are some of the major external factors which
 

helped developing his thought and personality. The first part of this paper discusses these
 

external factors briefly. Next, the ideals of non-violence, compassion and the notion of self sac-

rifice are discussed, mainly based on“Yodaka no hoshi.”Finally, Kenji’s vegetarianism based
 

on Buddhist and Indian ideals, as manifested in his work“Bijiteraian taisai”, is discussed in
 

comparison with the vegetarianism practiced in India.

Kin Relations in a Nuclear-family Society, England and a Stem-family Society,

Japan:A Note for a Comparative Research
 

HIRAI Shoko

(Independent scholar)

Key Words； JAPAN, ENGLAND, KIN RELATIONS, NUCLEAR FAMILY, STEM FAMILY, FAMILY CHANGE, COMPARA-

TIVE STUDIES

 

Has Japan changed over from a stem-family society to a nuclear-family society since the
 

World War Ⅱ?Focusing on a traditional nuclear-family society, England, and reexamining the
 

fundamental characteristics of a nuclear-family society, we will grasp a position of the present
 

Japanese family. Based on family history in England which has accumulated a great store of
 

knowledge, we will propose a new clue for understanding the present Japanese family. Kin
 

relations between parent(s)and child(ren), regardless of residence, are important in this paper.

The Japanese Understanding of Islam as Seen in the Writings of Izutsu Toshihiko

 

IKEUCHI Satoshi

(International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)

Key Words；HISTORY OF ISLAMIC THOUGT, IZUTSU TOSHIHIKO, MYSTICISM, SUFISM, PHILOSOPHY, ZEN

 

When considering scholarship on Islamic thought in Japan, there is no doubt that Izutsu To-

shihiko’s work far exceeds all other researches. It would not be an exaggeration to say that
 

the understanding of the Islamic world by Japanese intellectuals is almost entirely through his
 

writings. Peculiarity of Izutsu’s writings can be said as that of Japanese intellectuals’under-

standing of Islam. At the start of this paper, it is pointed out that Izutsu put almost exclusive
 

emphasis on Sufism and Islamic philosophy, giving only a passing reference to Islamic Law, or
 

Fiqh. Then, this paper tries to demonstrate that his exclusive concern with mystical and philo-

sophical aspect of Islamic intellectual history derives from his upbringing characterized by mys-

tical discipline given by his Zen-oriented father. Descriptions of his young days dispersed in his
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SUMMARY



 

essay by Feng that portrays his professor of music during his stay in Japan. The main subject
 

of Lin Xiansheng is the same as those of the works by Lu Xun and Soseki. Because of the
 

use of poetic, pictural expressions, and the motif of music, Lin Xiansheng is a very artistic
 

work.

In comparison with Professor Craig, Feng also used the technique of repetition, humorous
 

exageration, and poetic phrases. Moreover, the manner of describing the main character is sim-

ilar. Lin Xiansheng and Tengye Xiansheng share common motifs―― in both works, a note
 

book indicates heart-warming communication with their professors. These two Chinese writers,

both build up an image of ‘teacher’within Confucian culture. They attached importance to the
 

ties between the student and the professor. For Soseki, Professor Craig was not a good teacher
 

from this point of view. Nevertheless, at parting Soseki was impressed by the attitude of Craig
 

for the first time. Moreover, in his work Soseki praised this unworldly teacher with a humor-

ous touch. The hermit-like aspect of Soseki’s depiction of Craig is common to that displayed
 

in Feng’s Lin Xiansheng.

Through comparison, we recognized also the distinctive feature of each essay. Professor Craig
 

is a humorous work, containing a poetic charm. In Tengye Xiansheng, we can see not only an
 

ideal image of a teacher from the view of a Chinese student, but also the author himself as a
 

student in Japan and a combative writer in China. Borrowing characteristics from these two
 

works, Feng created Lin Xiansheng as a pictural, musical, and poetic essay.

A Study of Ideals of Non-Violence, Self-Sacrifice and
 

Vegetarianism in Miyazawa Kenji’s Works:

From an Indian Point of View
 

Pullattu Abraham GEORGE

(Jawaharlal Nehru University, New Delhi, India /Visiting Scholar,

International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)

Key Words；NON-VIOLENCE, NON-RESISTANCE, IDEAL OF SELF SACRIFICE, COMPASSION, VEGETERIANISM, CYCLE
 

OF REBIRTH, KARMA, VISION OF THE UNIVERSE, HOKKEKYO, INSPIRATION, SUPERHUMAN POWER,

ATTACHMENT, FEELING, CONCERT OF DEFILEMENT, JAINISM, BUDDHISM, HINDUISM, LAWS OF MANU,

THIRUKURAL, EVERYBODY’S HAPPINESS, COEXISTENCE AND COPROSPERITY

 

It is often said that there is no Iwate Prefecture or Japan in Miyazawa Kenji’s literary
 

works, but only the Universe. The universality of his vision of the world, life and religion
 

manifested in his works is the standing testimony to this statement. No doubt, his exceptional
 

imaginative power and great sensibility, which crossed to a supernatural level beyond the
 

receptive mind of a common man, had given birth to several outstanding works hitherto un-

heard in the history of Japanese literature. This paper tries to dig up and interpret, from
 

Indian point of view, the Buddhist and Indian thought of Miyazawa Kenji-his ideals of compas-

sion towards living beings, non-violence, self-sacrifice, vegetarianism and his notion on rebirth-

as manifested in some of his prose works.

His family environment, the inspiration he received from various religious teachings, espe-
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The Source of the Ninomiya Kinjiro’s Picture That Is Called

“Fushin dokusho zu”:The Diversion from“Shu baishin zu”

IWAI Shigeki

(Chulalongkorn University, Bangkok, Thailand)

Key Words； NINOMIYA KINJIRŌ, FUSHIN DOKUSHO ZU, JOHN BUNYAN, KŌDA ROHAN, SHU BAISHIN ZU, KANŌ

GROUP, EDO PICTURE, DAITOKU-JI TEMPLE, MYŌSHIN-JI TEMPLE, KOBAYASHI EIKYŌ(EIKŌ)

In this paper, I considered the model of Ninomiya Kinjiro“Fushin dokusho zu負薪読書図”

that we know well. It was conventionally regarded as that Koda Rohan had created from the
 

cut in“The Pilgrim’s Progress”by John Bunyan. However, as a result of consideration, it
 

became clear that it was very likely that Ninomiya Kinjiro“Fushin dokusho zu”had been
 

made based on“Shu baishin zu朱買臣図”which had the origin in China.

There are two kinds of“Shu baishin zu.”One is from Daitoku-ji Temple in which the figure
 

walks while reading a book, and the other is from Myoshin-ji Temple, in which the figure sits
 

and reads. The former was made in China, based on Chinese classics such as“Kanjo漢書”and
 

came down to Japanese, and the latter was made from Japanese traditional literature such as

“Kara monogatari唐物語.”In addition, the former was handed, down by painters of the Kano

school in Edo, and the latter was only to Kyoto Kano school.

Kobayashi Eikyo(Eiko)who drew first Ninomiya Kinjiro“Fushin dokusho zu”was a painter
 

of Edo Kano school, and Koda Rohan who wrote“Ninomiya Sontoku o 二宮尊徳翁”which
 

picked up this picture as a frontispiece had a good knowledge of Chinese classics.

It seems that“Shu baishin zu”of Daitoku-ji Temple was converted into Ninomiya Kinjiro

“Fushin dokusho zu”by people of Edo Kano school in the Meiji period and Koda Rohan.

I think that this paper gives some important hints to the discussion about the diversion of
 

pictures in Edo era to those in Meiji era.

Echoing Texts:On Feng Zikai’s , in Relation to
 

Soseki’s , and Lu Xun’s
 

NISHIMAKI Isamu

(Kumamoto University, Kumamoto, Japan)

Key Words； FENG ZIKAI, LIN XIANSHENG, NATSUME SŌSEKI, PROFESSOR CRAIG, LU XUN, TENGYE XIANSHENG

 

In this paper, I discuss the influences of Natsume Soseki’s Professor Craig, and Lu Xun’s
 

Tengye Xiansheng on Feng Zikai’s Lin Xiansheng. At the beginning of nineteen-thirties, Feng
 

was an admirer of Soseki. He was strongly influenced by Soseki’s works. Lin Xiansheng is an
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照
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記
念
論
文
特
集
は
本
集
を
も
っ
て

最
後
と
し
ま
す
。

記
念
論
文
特
集
の
う
ち
、
園
田
英
弘
「
東
ア
ジ
ア
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
・
ユ

ニ
ッ
ト
｜
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
新
し
い
視
点
」
は
氏
の
遺
稿
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
章
細
部
の
整
序
、
要
旨
と
キ
ー
ワ
ー
ド
の
選

択
は
編
集
部
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
広
報
・
出
版
委
員
長

『
日
本
研
究
』
編
集
長

鈴
木
貞
美




